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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話「星に導みちびかれて」

第二話「星の龍」




　超ちようあとがき








　　　　超ちようまえがき




　というわけで、著者の菊池たけし……略してきくたけです。

　おわかりのとおり、新たなＴＲＰＧリプレイをお届けすることになりました。

　すでに発売中の『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』サプリメント……『スキルガイド２』を題材にしたリプレイであります。

　いかにしてこの本が生まれるに至ったか……そして、その存在意義とはなにか───今回のまえがきは、本書の打ち合わせ時の会話に変えてお送りしましょう。
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　　　　＊　＊　＊




『スキルガイド２』の正式リリースが決まったのは、二〇一四年末のことだった。

　これに合わせて、ドラゴンブック副編集長稲いな垣がきさんからメールがあった。

　「ちょっと打ち合わせしませんか？」

　送られてきたメールの内ない容ようによれば、『スキルガイド２』に合わせて、リプレイを出だしたい───そういうことのようだ。

　打ち合わせの場所は、編へん集しゆう部ぶからほど近い、魚の定食がそろうお店だった。

　ひととおり食事の注文を終え、我われ々われは会話を始めた。




稲垣（以下、いなっち）：今日はお呼よびだてしてすみません。

きくたけ：いえいえ、ごはんをおごってくださるというので。で、話の本ほん筋すじは……。

いなっち：メールでも書きましたが、『スキルガイド２』の楽しさを伝えるようなリプレイを出したいのですよ。どうですかね？

きくたけ：あー、いいですね。ただ、『聖せい弾だんのルーチェ』最終巻が現げん在ざい、絶ぜつ賛さん作業中……というか、セッションが終わったばかりで一文字たりとも書いていない現げん実じつが。

いなっち：信じてます！

きくたけ：ではそれでっ！　……で、『スキルガイド２』の楽しさを伝えるリプレイって、具体的にどんなものを想定してます？

いなっち：言うなればそれは、『スキルガイド２』支援リプレイ。

きくたけ：支援リプレイっ!?

いなっち：そうです。すなわち……っ！

きくたけ：すなわちっ!?

店員さん：〝北海しまほっけ定食〟、お待たせいたしました。

いなっち：すなわち、ほっけはうまいということです。

きくたけ：私わたしはさばの方が。

いなっち：菊きく池ちさん、今はリプレイの話をしましょう。

きくたけ：あんただっ!?

いなっち：冗じよう談だんです。

きくたけ：で、具体的なアイデアとかあるんですか？　そのリプレイの。

いなっち：いや、特に。それを決めようと打ち合わせをしたかったわけでして。……なんかいいアイデア、ありませんか。

きくたけ：そ、そうですね……（ちょっと考かんがえ込こむ）。

いなっち：ＰＣ四人を、『スキルガイド２』に載のっているクラスにして冒ぼう険けんするだけじゃだめなんですか？

きくたけ：いえ、『スキルガイド２』のクラスを使うことは当然ですけど……それだけじゃ、面おも白しろくないなーと。ほら、企き画かく意図からすると、今回はスキルそのものが主役じゃないですか。ふつーにスキルを持ってるだけじゃ、うまく魅みせられない……というか、いつものリプレイとなにがちがうんだこれ、ってことになりかねない。

いなっち：たしかに。

きくたけ：ストーリーそのものよりも、クラスがたくさんあることのわくわく感とか、スキルの特とく性せいがわかるイベントセッティングとか、取得するスキルのちがいによる戦いくさい方の変化とか……そーゆーことを表ひよう現げんできればなーと。

いなっち：なるほど、それにはただ四人のＰＣがちがうスキルを持ってるだけじゃだめと。

きくたけ：ええ。「なんだよそのスキルっ!?」ってツッコミ入れたくなるようなシチュエーションと、プレイヤー選びが必要になりそうです。

いなっち：ツッコミ入れたくなる場面……むしろ、敵てきに理り不ふ尽じんな強さのスキルを使われた時の方が騒さわぎたくなりますけどねー。

きくたけ：………………。

いなっち：きくたけさん？

きくたけ：稲垣さん、それはナイス意見です。うひひ───。

いなっち：その悪そうな笑え顔がおをやめてください。

きくたけ：うひひ。それと、さっきＰＣ四人……と言ってましたがそれも問題ですね。『スキルガイド２』には、エリンディル西方、東方、南方大陸マジェラニカ、アルディオン大陸、アースランの地ち域いきクラスが掲けい載さいされるんですよ。四人じゃ足りない。

いなっち：五人いると。

きくたけ：いえ、エリアごとに複ふく数すうのクラスが用意されてますし、さらに新しん規きの基き本ほんクラスもふたつ追加されるわけで……。

いなっち：つ、つまり？

きくたけ：プレイヤーは、七人でいきましょう。

いなっち：七人っすかっ!?　多すぎて、読者がキャラを覚えられなくならないですかっ？




　その、稲垣さんのごもっとな意見に対し、私は不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて答えた。

　「……くくく、『スキルガイド２』を活いかすネタを思いつきました。

　それはですね───」




　そしてすべては、魅み惑わくの本編へ───。
















◆Preplay01◆始めよう、新しい冒険を！




　打ち合わせの日から、幾いくばくかの時が過すぎ……季節は春。

　〝スキルマスターズ〟と呼ばれることとなった本リプレイのセッション日が来た。いつもの会社の会議室にゲームマスターである私……きくたけと、四人のプレイヤーが集まっていた。




きくたけ：というわけでみなさま、ようこそおいでくださいました！　これより『スキルガイド２』対たい応おうリプレイ『スキルマスターズ 七人の冒ぼう険けん者しや』のセッションを始めよう！

浅あさ見み：いぇ──────っ！　（パン、と手を叩たたいて）……っしゃあ！　がんばろうっ！

Ｏはた：いぇ──────っ！　浅見さん、テンション高いぜ───っ！（[image: ←]釣つられた）

安達あだち：ほんとに高い……なんですか、これ（笑）。

きくたけ：こーゆー奴やつらである、としか言いようが……。

鈴すず吹ふき：よし、ならば今日は俺おれもテンションを高めでいこう。……ぐははー、セッションを邪じや魔ましてやるー。

きくたけ：なんでだよっ!?




　───では、社長が意味不明な発言をしたところで、集まった面々を紹しよう介かいしよう。




▼浅見正義あさみ・せいぎ

　会社勤づとめかつリア充風に見せかけて、実は極度のゲーマー。しかも、データ重じゆう視しのゲームに燃もえる口で、ハマったゲームに関してはとことん調べ尽つくし、極きわめないと気が済すまない。ミスでもしようものなら、悔くやしくて夜寝ねられなくなるほどである。だがそれが面白い。

　ＴＲＰＧに関してはさほど経けい験けんがない。しかし、ＰＣを作る時は、スキルデータを食い入るように見入り、自分の理り論ろんでデータを組み上げる。このあたりは、リプレイ初参加となった『聖弾のルーチェ』シリーズもぜひご覧らん戴いただきたい。

　ところで、せかいいちかわいい人が好きである（[image: ←]最重要情じよう報ほう）。




▼安達洋介あだち・ようすけ

　イラストレーターにして、株かぶ式しき会社スタジオエンカウントの代表取とり締しまり役やく。

　『アリアンロッド』では最初期からエネミーのイラストを担たん当とうしており、中でも魚人……すなわちギルマンは彼かれのトレードマークとも言えるほど（笑）。『ゲーマーズ・フィールド』誌しではＴＲＰＧ４コマまんが『くいっくすたーと』を長期にわたって連れん載さい中だ。しかしなにより、『パズル＆ドラゴンズ』のメインイラストレーターとしてご存ぞんじの方も多いだろう。

　ＴＲＰＧにおける彼は、データの構こう築ちくはばっちり、一見物静かなそのしゃべり方とは裏うら腹はらにネタを真しん剣けんに滑すべり込こませる。




▼Ｏはた

　本名は大畑顕おおはた・あきら。

　ファーイースト・アミューズメント・リサーチの社員で、主にＴＲＰＧのデータ制せい作さくを担当する男。データにくわしいのは当然だが……それ以上に、奴の脳のう内ないはネタであふれている───。社内でチョップを繰くり出だせば、「馬ば鹿かなぁああ、私はあなたの右みぎ腕うでだったはずぅうううっ！」と叫さけんだ末に「おげぺぁあっ、ぶしゅあっ」……と、断だん末まつ魔まの悲鳴に加えて血が噴ふき出でる効こう果か音おんまでついてくる。

　ＴＲＰＧのセッションでは基き本ほん的てきに誰だれにでもへりくだり、三下パワーマックスで舞まい踊おどるのだが、シーンがシリアスになるとかっこいいセリフを連打するから侮あなどれない。




▼鈴吹太郎たろう

　本名は中島純一郎なかじま・じゆんいちろう。

　ファーイースト・アミューズメント・リサーチの代表取締役である。

　おそらく、日本で……いや、世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

　ルールやデータの把は握あく・運用能のう力りよくが高いのはもちろんのこと、セッション中にシナリオの進行に関して、ちょっとした矛む盾じゆんやミスがあるとそれを指し摘てきしたり……さらには即そく座ざに解かい決けつ作をキャラクターのセリフや行動で提てい示じ、ＧＭを助ける。化け物か。




▼きくたけ

　今回のゲームマスターを務つとめる私、すなわち菊池たけしである。

　ＴＲＰＧを中心としたネタで生きながらえる局地戦型もの書き。ネタと笑いと泣きをこよなく愛する。ＴＲＰＧを始めてから今年で満三〇年になった。うへえ。

　なお、太平洋戦争時の海軍艦かん艇ていもこよなく愛する。中学生の頃ころ、父親に太平洋戦争のシミュレーションゲームに付き合えと言われてはじめてアナログゲームの楽しさに触ふれ……「お前は日本海軍の方が好きだよな？　そっちを担当しろ」と誘ゆう導どうされてその通りにした結果、ボコボコにされて負ける悔しさを知り……ゲームで勝つためにはどうしたらいいか数字やデータに興きよう味みを持つようになったあげく───こんな大人になった。ちくしょう。




　　　　＊　＊　＊




きくたけ：……てなところで、まずは今回のリプレイの概がい要ようを説明しようか。

浅見：いぇ──────っ！　説明──────っ!!

きくたけ：うるせえっ！（笑）　テンション上げるとこじゃないだろっ!?

浅見：緊きん張ちようしてんだよ！（笑）　今回、まわりは超ベテランばかりで、素人しろうとは俺だけだよ！　いじめ？　いじめなの？

きくたけ：いじめじゃないよ。

浅見：じゃあ、愛してる？




　なに言ってんだお前は。




きくたけ：いいか、ちょっと黙だまっているんだ。いいな。黙るんだ。

浅見：黙ります。黙ります。

きくたけ：さて、今回は『スキルガイド２』の楽しさを伝えることを目的としたリプレイだ。ゆえに、これまでに作ってきたリプレイとはちょっと趣おもむきがちがう。

Ｏはた：ちがうというと？

きくたけ：『スキルガイド２』では、『アリアンロッド』の背はい景けい世界の中から、五つのエリアに存そん在ざいする地域クラスや種族を扱あつかっている。それを見せるのが、このリプレイの目的のひとつなんだわ。ゆえに、ハンドアウトでクラスや種族を一部、指定させてもらうよん。

鈴吹：ああ、なるほど。

きくたけ：セッションの進行も、少し特とく殊しゆなことをするけど……これは今回予告とハンドアウトの読み上げを聞けばわかる！　なに、基本的な遊び方は同じだ。ふひひ。

Ｏはた：こえー（笑）。

きくたけ（以下、ＧＭ）：ではさっそく、今回予告とハンドアウトにいってみよう！




●今回予告！

　天空高くに凶きよう星せいは輝かがやいた。

　それは、悪あしき龍りゆうが蘇よみがえろうとする証あかし。

　天より降ふり注そそぐ呪のろいは、世界を人知れず蝕むしばんでいく。

　この凶きよう兆ちようを祓はらうことができるのは、小神に選ばれし……七人の冒険者。




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・スキルマスターズ　七人の冒険者』

　第一話「星に導みちびかれて」




　冒険の舞ぶ台たいがキミを待つ！




浅見：いきなりでかい事じ件けんが……！（笑）

鈴吹：いやいや、菊池さんならいつものこと。

Ｏはた：そう、まだあわてる時間じゃない。

ＧＭ：うむ。では、お次はハンドアウトだ。えーと……。




●ハンドアウト

ＰＣ①用ハンドアウト（浅見）

メインクラス：ウォーリア　サポートクラス：バーサーカー　種族：ディーバ

コネ：アデル　関係：ちょっといい雰ふん囲い気き

　キミは、エリンディル西方はクラン＝ベルに拠きよ点てんを置く剣けん闘とう士し団だん〝ドラゴンズネスト〟に籍せきを置く冒険者だ。

　幼おさない頃、団に拾われて、今日まで生きてきた。

　半年前、団だん長ちようが病に倒たおれて以来、その娘むすめアデルが荒あらくれ共をまとめ、健けな気げに引ひっ張ぱっている姿すがたを見続けている。

　しかし、空より降ふる呪いは、彼かの女じよにも───。




浅見：にーやん。

ＧＭ：なんだ。

浅見：ちょっといい雰囲気って意味わかんねえよっ!?　すげぇわかりやすいよっ!?

Ｏはた：どっちっ！（笑）

浅見：で、種族がディーバで、クラスがバーサーカー？　これ、新しいやつだよね。

ＧＭ：そうそう。こんな特とく徴ちようを持つ（と、『スキルガイド２』の打ち出しを見せる）。
















浅見：（ディーバとバーサーカーのスキルを食い入るように見て）……うわっ、なんだこれ……つえ───っ!?　いいのこれっ!?　許ゆるされるのっ!?　バランス壊こわれないっ!?

ＧＭ：すばらしい、そーゆー反はん応のうがほしかった。




　今回、ＰＣ①に浅見を呼んだのは、データマニアだけど『アリアンロッド』のことを必要最さい低てい限げんしか知らない（ほぼ基本ルールブックの範はん疇ちゆうのみ既き読どく）男だからだ。他のプレイヤーとちがい、限かぎりなくユーザー視し点てんに近い浅見に、『スキルガイド２』の新データを見せ、どんな反応を示しめすか見たかったのである。




Ｏはた：ＰＣ①は職しよく業ぎよう剣闘士ということは……グラディエーター（エリンディル西方の地域クラスのひとつ。これはあとで説明しよう）のスキルも入れた方がいいと！

ＧＭ：いや、無理に入れる必要はない。というのも、今回は３レベルでＰＣを組む。たぶん、グラディエーターにクラスチェンジする余よ裕ゆうないんじゃないかな。

浅見：キャラ設せつ定てい的には……俺は剣闘士団の一員か。外の世界をよく知らない少年か青年って感じだな。

安達：で、親父おやじ代わりの団長が倒れて以来、ちょっといい雰囲気のアデルが、団長代理と。

ＧＭ：そうそう。

浅見：いい設定だ。

ＧＭ：声は、せかいいちかわいい人でいいぞ。

浅見：うるさいよっ！　今回はそーゆー話には乗らない。まじめにやる！

ＧＭ：能の登と麻ま美み子こさんでもいいよ。

Ｏはた：能登さんも好きなんですか。

浅見：バラすなよにーやんっ!?（笑）　公開処しよ刑けいかよっ！　どっちか選べって言われると俺は死ぬしかないんだよっ!!　そーゆー選せん択たく肢しはやめろよマジでっ!?（[image: ←]でも満面の笑み）

Ｏはた：浅見さんが必死すぎる（笑）。

ＧＭ：うひひ。えー……次はＰＣ②……社長のハンドアウト！




ＰＣ②用ハンドアウト（鈴吹）

メインクラス：メイジ　サポートクラス：イリュージョニスト　種族：ベスティア

コネ：ＰＣ⑦（仮か称しよう：教きよう皇こう）　関係：主しゆ従じゆう




一同：ＰＣ⑦っ!?

安達：ＰＣ⑦ってなんですかっ！（笑）

Ｏはた：プレイヤーが四人しかいないのに、ＰＣ⑦！　これは新しいっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：うむ、実は今回、プレイヤーは七人でいこうと思う。

一同：七人っ!?

ＧＭ：そう、第一話で四人登場し、第二話で三人追加する。

安達：あ、だから〝七人の冒険者〟……（笑）。

ＧＭ：ともかく、ハンドアウトの続き！




　キミは〝神の国〟たるアースランに住まう冒険者だ。

　ある日、元老院に呼よび出だされたキミは、この世界に邪じや悪あくな龍が蘇ろうとしている事実を聞かされた。そのために、キミが為なすべきことも。

　邪悪なる〝星の龍〟が引き起こす災わざわいを祓うためには、星に導かれし七人の冒険者が必要であるという───。




鈴吹：お？　つまりこれ、俺が冒険者たちを集めるのか？

ＧＭ：おお、正せい解かい。ＰＣ②は、神の国アースランのお偉えらいさんであるＰＣ⑦の命令を受けて、七人の冒険者を集めて回る……正せい確かくには導く役ですな。

浅見：このベスティアって種族と、イリュージョニストも聞いたことないけど新データ？

ＧＭ：そうそう。おおざっぱに言うとこんな奴。
















浅見：動物かよ！（笑）　基本ルールブックに載ってる獣人とちがって、完全に動物なんだ？　俺が半神半人で、社長が動物ってすげえ落差だ（笑）。

鈴吹：そう、だから『スキルガイド２』のキャッチはこうだ。

ＧＭ：キャッチ？

鈴吹：「……この『スキルガイド２』があれば、お前は神にも動物にもなれる───」

ＧＭ：『マジンガーＺ』かいっ！（一同爆ばく笑しよう）




ＰＣ③用ハンドアウト（Ｏはた）

メインクラス：シーフ　サポートクラス：ガーデナーＯＲハンター　種族：自由

コネ：森の主　関係：親愛

　キミは南方大陸マジェラニカに住まう冒険者だ。

　森と共に生き、自然を愛する〝主〟に仕えて生きてきた。

　さまざまな自然の恵めぐみをもたらす〝主〟と共に生きること……それがキミの幸せであり願いだ。

　今日もキミは澄すんだ空を見上げる。

　夜空には、キミたちの未来を祝福するかのように、蒼白い星が禍まが々まがしく輝いていた。




Ｏはた：きっとその星、願い事を言えばかなえてくれそうな感じ？

一同：ぜったいちげえっ!?（笑）

Ｏはた：まあ、冗談はともかく……こっちは南方大陸特有のクラスを選べってことですな。種族はなんでもいいので？

ＧＭ：うん。ただ、最終的にＰＣが七人になるので外見で区別しやすい奴がいいな。

Ｏはた：了りよう解かい、おまかせあれ。

ＧＭ：では、最後はＰＣ④……安達さん！




ＰＣ④用ハンドアウト（安達）

メインクラス：アコライト　サポートクラス：カンナギＯＲチューシＯＲバートル

種族：自由　コネ：妹　関係：庇ひ護ご

　キミは、東方世界はダイワの片かた隅すみにあるミサキ藩はんに住まう冒険者だ。

　キミが仕えるこの藩では今、ダイワのタイクーン（まあ、将しよう軍ぐん様みたいなもんだ）に献けん上じようする温おん泉せんまんじゅうを選ぶべく、民みん衆しゆうは大いに盛もり上あがっていた。本家温泉まんじゅうと、元がん祖そ温泉まんじゅう───選ばれるのはどちらか。

　それを決めるのはキミが仕える家老・シロナガス鰤ぶり左ざ衛え門もんだった。




Ｏはた：クジラなのかブリなのかはっきりしろ───っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ハンドアウトの読み上げを妨ぼう害がいするなあっ!?　まだ途と中ちゆうだっ!!

Ｏはた：ツッコまずにいられるかあっ!?

鈴吹：……もしやミサキ藩ってサハギンの藩だったりする？　家老の名前が魚っぽい。

ＧＭ：そう。サハギンが移い住じゆうしてきて、街というか藩を起こしてがんばっている感じ。今は、人間とサハギンが半々くらいの感じ。

鈴吹：だったら、温泉まんじゅうじゃなくて、サハギン焼きとかにしよう。なお、しっぽまで餡子が入ってると嬉うれしい。

ＧＭ：では、本家サハギン焼きと、元祖サハギン焼きに変へん更こうで。

一同：てきとーだっ!?

ＧＭ：臨りん機き応おう変へんと言ってほしい。ともあれ、続き！




　そこに不正の気配をキミは感じ取ったものの、キミの愛する妹が鰤左衛門のもとで囚とらわれの身となっており、下手に動くことができないでいた。




安達：こっちは東方だから、クラス指定がカンナギとかチューシなわけですね。

ＧＭ：うん。なお、ミサキ藩という舞台は、今回のリプレイのために作った新たな国だ。

鈴吹：ミサキ藩は、温泉が出る街なんだな。

大畑：温泉まんじゅうコンテスト！　シロナガス鰤左衛門！　面白い！（笑）

浅見：サハギン焼きになったけど（笑）。

安達：……とにかく、僕ぼくは妹が囚われているため、悪い家老に仕えている感じですか。

ＧＭ：ですな。鰤左衛門はＰＣ④の実力を認みとめていて、自分の手元に置いておきたいが、自分にカリスマ性せいがないとわかっているので、ちがう手しゆ段だんでＰＣ④を───。

Ｏはた：わかってるのかっ！　侮あなどれない！（笑）

鈴吹：きっとミサキ藩は、タイクーンの直ちよつ轄かつ地ちなんだね。きっと重要な貿ぼう易えき港こうとかにちがいない。……なら、カンナギの家か系けいの人が、藩に奉ほう公こうにあがるのはよくある話だよ。

安達：さて、どういう設定にするか……（と、考え込む）。

鈴吹：あれ？　よく考えてみれば、俺が運命の冒険者たちを導くんだよな？　ＰＣたちが、えらい勢いきおいで世界中に散っているんだが。しかも、みんなバラバラのストーリーだし（笑）。

Ｏはた：ＰＣたちのストーリーがぜんぜん繫つながってないという（笑）。

浅見：シナリオの舞台はどこになるの、にーやん。

ＧＭ：言うなれば……全世界。

一同：全世界っ!?

ＧＭ：そう、これを……見てもらおうっ！（ばあん、と世界地図をテーブルに広げる）
















浅見：……うあ、世界ってこんなに広かったのっ!?（笑）　え、待って待って、俺が前に参加したリプレイの舞台（＝基本ルールブックで解説されている背景世界）って……え、たったのこんだけかっ!?（大爆笑）

Ｏはた：こう見ると、すごく狭せまい（笑）。

浅見：俺たちが救った世界は、こんなにも小さかった！（笑）　すげー。

鈴吹：ふはは、二〇〇八年から二〇一三年まで、約五〇冊さつの関連書しよ籍せきで展てん開かいしていた『アリアンロッド・サガ』シリーズも……これだけ！（笑）

安達：ほ、ほんとに小さい！（笑）

ＧＭ：今回のリプレイでは、二話でこのすべてを舞台とする。

一同：壮そう大だいだ──────っ！（大爆笑）

鈴吹：で、今回予告とハンドアウトからすると、たぶん俺がアースランを出て、ＰＣ①のいるエリンディル西方へ行って……残るＰＣを順番に回るんだろうけど……。

ＧＭ：うん、ＰＣ②がやってくるまで、他のＰＣの出番がありません。

一同：ないのかっ!?

ＧＭ：特に安達さん、しばらく出番こないんだけど勘かん弁べんして（笑）。

安達：大だい丈じよう夫ぶです、適てき当とうに会話を挟はさみながらキャラデザインとか描えがいてます。ついでに、データや設定を詰つめる時間にあてます（笑）。

浅見：（地図を見ながら）この感じだと、ＰＣ⑤と⑥はこのアルディオン大陸ってとこにいそうだなあ。

ＧＭ：うひひ。では、概要がわかったところでキャラクターを作ろうか！

一同：はーい！




　こうして、四人は一いつ斉せいにキャラクターの作成に入ったのだった。

　初めて見るデータに、目を輝かせる四人。

　当然、ああでもないこうでもないと、全員が頭を悩なやませること（ピー）時間───。

　なお、３レベルから始まるということで、所持金は上級ルールブックで示し唆さされているガイダンスに則のつとり、３×３×[image: ]＝二七〇〇Ｇを渡わたした。

　一いつ般ぱんスキルは三つ取れる分の成長点を与あたえている。




　「くぅ、《バッシュ》は取れるだけ取るべきだよなあ。《バーサーク》は１レベルで止めちゃうかなあ……《ソウルヒート》で［狂戦士化］できればいいわけだし」

　「たしかに［狂戦士化］だけを目的にするなら、《バーサーク》は１でもいいかもね」

　「［狂戦士化］状じよう態たいでしか使えないスキルを取りたい。敵を倒したら即座に移い動どうできる《ブルータルムーブ》は絶ぜつ対たいに強い」

　「ふうむ、浅見さんは火力特化か。それを支援するべく、こっちはイリュージョニストのバッドステータスを与えるスキルで固めて、支援に寄よせるか……だが、それよりもどんな動物にするかの方が問題か」

　「ねえ、にーやん。マジでディーバの《ゴッドハンド》って強いんだけど（笑）。なんだよ、あなたのすべての攻こう撃げきは魔ま法ほうダメージになるって（笑）」

　「ディーバになった段だん階かいで、フェイトが一点減へってるわけだし……問題ないっ！」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……よし、とりあえずＰＣ①と②はだいたい完成したな。

Ｏはた：こっちはまだでーす！

浅見：Ｏはたさんに、サポートしてもらってました（笑）。

安達：僕は時間がありそうなので、じっくり詰めますよ。

ＧＭ：では、最初に出番のあるＰＣ①と②だけ、先に自じ己こ紹介してもらおうか。③と④は、それぞれ出番が来た時によろしく！

一同：はーい！




▼ＰＣ①　浅見正義……クリエの場合　

出自：［追つい跡せき］　境きよう遇ぐう：［放ほう浪ろう］　目的：［扶ふ養よう］

浅見（以下、クリエ）：俺はクリエ。ウォーリア／バーサーカーで、名前は「叫ぶ（Cry）」という意味と、神様……クリエイターという意味を持たせてある。今は剣闘士として戦っているから、〝破は壊かい〟の面しか見せていないけど、いずれ〝創そう造ぞう〟に関かかわることができたら名前にこめた意味が生きるかなって思っている。

ＧＭ：いきなり神様的なサムシングになってるぞ。

クリエ：おう。性格はちょっとクール系けいで、まじめっこ。一いち応おう、運命の冒険者で、出自が［追跡］だから……目覚めが近づいている邪悪な龍を倒すためにどこからか送おくり込こまれた神の子───だけど、今はその記き憶おくはない。妄もう想そうかもしれない。

ＧＭ：妄想だな。

Ｏはた：妄想でやんす。

クリエ：今は自分の出自も知らず……職業剣闘士として、〝ドラゴンズネスト〟の若わかき花形選手として戦っている。戦うことで、みんなの生活を豊ゆたかにできると信じる一七歳さい。

ＧＭ：３レベルだから……デビューしてまだ日は浅いだろうな。でも最近、剣闘士たちの間で、キミは噂うわさになっている。「〝クリエの剣〟は防ふせげない」と評ひよう判ばんでな。

クリエ：おお……！

Ｏはた：魔法ダメージだからな！　鎧よろいじゃ防げない（笑）。

クリエ：時には剣が鎧をすり抜ぬけるとまで言われている、と。ただ、特に自分でなにかをしているという自覚はない。本ほん能のうで戦っているだけ。剣けん術じゆつは団長に教わったという設定だ。

ＧＭ：アデルとの関係は？

クリエ：彼女に対して現状で恋れん愛あい感かん情じようはなく、家族のように思っている。むしろこの団の全員を家族と考え、各地を興行しながら俺の剣で全員を食わせるつもりで努力しているな。

ＧＭ：境遇が［放浪］、目的が［扶養］ってことね（笑）。スキルとかは？

クリエ：《バッシュ》は当然取ってるけど……特とく徴ちよう的てきなのは《ソウルヒート》。これで［狂戦士化］すると、ダメージが２Ｄ増ふえる！

ＧＭ：バーサーカー最大の特徴やね。

クリエ：あと［狂戦士化］中でないと使えない《ブルータルムーブ》というスキルを取った。敵を戦せん闘とう不ふ能のうにした際さいに移動ができるってスキルだから、戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回まわれるんじゃないかと期待している！　あと、［狂戦士化］中は回かい避ひが不能になるので、これがどう出るか……まあ、きっと優ゆう秀しゆうなアコライトがなんとかしてくれる！

ＧＭ：話の後半にならないと出てこないアコライトがね！（笑）

クリエ：うわっ、そうだった───っ!?

安達：出会えたらがんばります（笑）。
















▼ＰＣ②　鈴吹太郎……ジェントゥの場合

出自：［救きゆう済さい］　境遇：［親友］　目的：［復ふく讐しゆう］

鈴吹（以下、ジェントゥ）：名前はジェントゥ───メイジ／イリュージョニスト。種族はベスティアのパボゥ。

クリエ：パボゥ？

ジェントゥ：飛べない鳥全ぜん般ぱんを表現する種族だね。ちなみにペンギンだ。

一同：ペンギン……っ!?（笑）

ＧＭ：そうきたか……（笑）。

ジェントゥ：ジェントゥ・ペンギンから取った。ベスティアだから、自動的に他の世界からきた来寇者マリジナントということになるんだが……ワイマヌ・マンネリンギというペンギンしかいない世界から来たことにしよう。性せい別べつはオス。

ＧＭ：ペ、ペンギン世界……？

ジェントゥ：しかし、ワイマヌ・マンネリンギはもう存在しない。〝星の龍〟によって壊されたのだ。ペンギンの王から、「〝星の龍〟によって、新しい世界が狙ねらわれている！　その世界はエリンという。ジェントゥよ、エリンを救ってやるのじゃ！」と命令を下され、この世界を守るためにやってきた。

ＧＭ：ああ、出自の［救済］か（笑）。

ジェントゥ：故こ郷きようを脱だつ出しゆつした時、〝星の龍〟との激げき闘とうがあった。我わが友ともたちは、「行け、ここは俺たちが防ぐ！」と言いながら〝星の龍〟に突とつ撃げきして散っていった。私を逃にがすために、だ。「……マカロニ───っ！　イワトビ───っ！　フンボルト───っ！」

ＧＭ：みんなペンギンの名前か……っ!!（笑）

ジェントゥ：ちなみに恋こい人びともいた。名前はアデリーと言ったが……「行って！　ジェントゥ！」と、私を送り出す際に亡くなった。そして私はひとり、エリンへと旅だったのだ。

クリエ：ペンギン、かっこいいぞ!?（笑）

ジェントゥ：で、エリンに降おりる際、アースランに落ちてな。「ここは神と邪じや神しんの戦いの地です」と教えられ、一いつ緒しよに〝星の龍〟と戦うことになり、冒険者を集める旅へ───仲間たちの仇は必ず私が、討つ。

ＧＭ：ライフパスの［仲間］と［復讐］か。……ペンギンでなければ、超シリアスな展開なんだが……（笑）。

ジェントゥ：戦闘面では、魔法攻こう撃げき型がたになる。イリュージョニストとして、《イメージウェポン》というスキルを取っていて、命中は【精せい神しん】判はん定てい、リアクションも【精神】判定。一般スキルの《ベアアップ》を取ってない限りは、こっちが有利。これが、《マジックブラスト》で範はん囲い攻撃にできる。

クリエ：おお、すごい。

ジェントゥ：やや火力は抑おさえ気ぎ味みだが……《イメージウェポン》のすごいところは、デフォルトだと［放心］を与えるのだが、シーン中に二回だけちがうバッドステータスを付ふ与よできる部分だ。

Ｏはた：でも、［分類：植物、アンデッド、機械］には効きかないんですよね。

ＧＭ：つまり、俺の大好きなゴーレムには無力、と。

ジェントゥ：もし、ゴーレムダンジョンとかに行ってしまうと、ただのペンギンになってしまう（一同大爆笑）。……あと、マジェラニカで植しよく物ぶつ系けいのエネミーとかに遭そう遇ぐうするとかもヤバいな。

ＧＭ：他に特徴は？

ジェントゥ：んー……一応は。ベスティア：パボゥという飛べない鳥の種族なのだが、レビテートローブを着ているので、飛行状態にはなれる！（笑）

ＧＭ：飛んでるやんけ！（笑）　防ぼう御ぎよ力りよくは絶ぜつ望ぼう的てきみたいだね。

ジェントゥ：《デコイイメージ》という、シーンに一回だけ、回避判定を【精神】判定に変えるスキルを持っている。いざという時だけ、けっこうな確かく率りつで回避が成功する。

Ｏはた：よい点と弱点がはっきりしていて面白い（笑）。

鈴吹：３レベルだと、弱点を完全に補おぎなうのはちょっと厳きびしかった（笑）。まあ、だいたいそんなところかな？
















ＧＭ：……よし、とりあえずこんなとこだな。完全攻撃特化のクリエと、魔法攻撃＋バッドステータス付与のジェントゥか。ダメージコントロール能力がろくにないな……（笑）。

クリエ：《カバーリング》を取るか迷まよったけど……俺は回避ができないから、仲間をかばうと確かく実じつにふたり分のダメージが入るので、あきらめた。

ＧＭ：たしかにバーサーカーとは相性悪いな。

一同：…………。

クリエ：これ、生き残れるの？（笑）

ＧＭ：ちゃんと周囲と相談しながら、スキル構こう成せい決めろよっ!?（笑）　最初はアコライトがいないってわかってたんだから！（笑）

Ｏはた：まずい……（笑）。今作ってる我わが輩はいのキャラは、味方を強化する系で組み上がりつつある……（笑）。ネタ優先にして《インタラプト》を切るか迷ったけど、やっぱり入れておこう。敵のスキルを一回打ち消せるのは超ちよう大だい事じ。防ぼう御ぎよ的てきな意味で。

安達：僕が合流するまでがんばってください……（笑）。味方を守る能力に特化するかなあ、こっちは。でも、ネタも組み込みたいしなあ。

クリエ：にーやん、スキル枠わくが足りねえよ！（笑）

ＧＭ：やかましい（笑）。……では、ギルドサポートを選んで、セッションに入ろうか。なお、ギルドレベルは１とする。

クリエ：まず《蘇そ生せい》は必ひつ須すだな！（断だん言げん）　たぶん、俺が一回は死ぬと思うんで（笑）。

Ｏはた：【ＭＰ】は我が輩が辛つらくなるだろうから、あった方が嬉しい。あとは、クリエに《陣じん形けい》が必要かどうか、かな。

ＧＭ：《陣形》があった方が、スタートダッシュはしやすくなると思うよ？

ジェントゥ：だよなあ……（ちょっと考えて）よし、《蘇生》と《陣形》でいこうか？

Ｏはた：では、それで！　あ、ギルドマスターはクリエさんで（しれっと）。

クリエ：俺かっ!?

ＧＭ：ＯＫ。では、これにてプリプレイ終しゆう了りようだ！　今回、シナリオセッティングの都合上、ＰＣ間でコネは結ばない。がんばってしゃべって絆きずなを結んでください。

一同：はーい！（笑）







　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening01◆エリン、母なる大地に迫せまる星




　昨日と同じ今日、今日と変わらぬはずの明日。

　この大地に生きとし生ける者はみな、それを当たり前のものと思っていた。

　いや、それすら意い識しきせず、人々はただ毎日を懸けん命めいに生きている。

　だが、彼らは気づかなかった───空の中心に、蒼あお白じろい凶星が輝き始めたことに。




ＧＭ：ではここから本ほん編ぺんを始めよう！　本シナリオの始まりはマスターシーンからだ。まず、高い空から悠ゆう久きゆうの大地を見下ろすような光景を想そう像ぞうしてほしい。（ナレーション風に）母なる大地、エリン───。

クリエ：なんかナレーション入った（笑）。

ＧＭ：その日も、この大地に生きる人々はいつもと変わらない日にち常じようを送っていた。ある者は暗いダンジョンの中で宝たからを求めて剣を振るい、またある者は畑を耕たがやし、またある者は商売にせいを出し───そこにあるのはいつもと変わらない日々。

Ｏはた：世界は今日も平和だ。

ＧＭ：だがこの日、この大地を覆おおい尽くす青い空の一点で───ふいに、蒼白い星が輝き始めた。しかし、それに気づく者はいない。いや、いないというのは正確じゃない。世界で七人……たった七人だけが、違い和わ感かんを覚えて、ふいに空を見上げた。たとえばそれはエリンディル西方、クラン＝ベルの街にある闘とう技ぎ場じように立つ少年が。たとえばそれは、南方大陸マジェラニカのとある森に住まう者が───。

ジェントゥ：我々、七人の冒険者だけがそれを見たってことか。

ＧＭ：そのとおり。エリンディル東方の小さな藩で、アルディオン大陸の戦場で、神の国アースランにある元老院の窓まどより……それを見上げる七人がいる。ただ、このシーンでは、顔には影かげが落ちて、それが誰かはわからない───（一同爆笑）。

Ｏはた：あの七つの星の横にあるあの星、見える、見えるぞ、みたいな感じで。

ＧＭ：ちげえっ！（笑）　で、その七人のうちのひとり……豪ごう奢しやな冠をかぶった老人とおぼしき者が、底冷えするような静かな声でこう告げる。「……ついに、刻ときは満ちたか」

一同：不ふ吉きつだっ！（笑）

ＧＭ：うひひ。ここでマスターシーンは終わり、次からＰＣのシーンに入る。最初はエリンディル西方のクリエの場面なんだが……西方について解説してから演えん出しゆつに入ろう！




















































◆Opening02◆クリエとアデル




　エリンディル西方の一角に、クラン＝ベルという街がある。

　〝水の街〟とも称しようされるこの街で、今日も大地を揺ゆるがすほどの歓かん声せいが沸わき起おこった。

　街の中央にほど近い場所に建こん立りゆうされた闘技場───その中心には今、細身の少年が身体に似に合あわぬ巨きよ大だいな剣を構かまえたまま、悠ゆう然ぜんと立っていた。

　彼の眼がん前ぜんには全身をフルプレートで覆った巨きよ漢かんが、大地と熱ねつ烈れつなキスを交かわしていた。




ＧＭ：では、ＰＣたちの物語を始めようか。最初は、クリエのシーンとなる。舞台はエリンディル西方にある、クラン＝ベルという街だ。

安達：水の街、そして闘技場の街ですね。

Ｏはた：ベニスとローマを足したような街という。

ＧＭ：わかりやすいたとえだ（笑）。さて、クリエは今、街の中央にある闘技場に立っている。その眼前には、全身を金きん属ぞくの鎧で覆い尽くし、巨大なポールアックスを持った大男。

クリエ：お、試合中か。

ＧＭ：うむ。「……ば、馬鹿な、この俺様がこんなガキに……ィ」彼は喉のどの奥おくから絞しぼり出したような声を上げ───〝……ズズン〟クリエの前に倒れ伏ふした。

一同：終わったっ!?（大爆笑）

クリエ：いきなりかっ！　かっこつけるヒマもない！

ＧＭ：ここからかっこつければいいんだよ。審しん判ぱんらしき男が旗を揚あげて宣せん言げんする。「……勝者、クリエ！」　それと同時に沸わき起おこる大だい歓かん声せいが、大地を揺るがした。

安達：倒れた男は苦しげに言います。「こ、この鎧は通つう常じようの三倍の装そう甲こう厚あつがある……それをこうもたやすく……」

Ｏはた：（大男になって）「こ、この一五〇ミリの装甲を……」

一同：一五〇ミリっ!?

ＧＭ：厚すぎだろうっ!?　キングタイガーの正面装甲かよっ!?（笑）

クリエ：……鎧に頼ったあんたの慢まん心しんだよ、と見下ろしながら冷静に言う。

ＧＭ：だが、そう言うクリエだって血まみれだ。額ひたいから血が流れ、たれ落ちた血が衣服を真っ赤に染そめる。クリエが身に纏まとっている鎧は決して上等なものじゃない。なのに、キミは避よける素そ振ぶりをまったく見せない試合運びだったからだ。

Ｏはた：なぜなら、バーサーカーだから！（笑）

ＧＭ：だが、そんな戦闘スタイルも、クリエの人気の秘ひ訣けつだ。いつも血に濡ぬれる美少年の剣闘士───最近、黄色い悲鳴もずいぶんと増えた。クリエ目当ての、女じよ性せいの観客だ。

クリエ：たいへん気分がいいですね……っ!?　あ、今のはプレイヤーの声な。

ＧＭ：そう、その姿は豹のようにしなやかで───。

Ｏはた：「その氷のような野や性せいも素す敵てきなのよ───っ!?」（[image: ←]黄色い歓声らしい）（一同爆笑）

ＧＭ：キミのスタイルはいつも同じだ。敵の攻撃を受けてなお倒れず……重装甲の敵を、まるで鎧なんか着ていないかのように、あっさり打うち仕し留とめる。

クリエ：《ゴッドハンド》万ばん歳ざい！（笑）　ちなみに、攻撃はただ受けているだけじゃない。振ふり下おろされた武ぶ器きを、ポイントをずらして柄えの方を額で受けるとかしている。

ＧＭ：さて……倒れた対戦相手は、意識を失った。待機していた医い療りようスタッフが集まり……。

Ｏはた：「死し亡ぼう確かく認にん！」

ＧＭ：殺すなあっ!?（一同大爆笑）

クリエ：しかしこの戦い方もずっと見せてれば、《ゴッドハンド》もそろそろバレそうだ。ただそれ以外にも……どこを斬きればダメージが通るのか、なんとなくわかるんだよ。

ＧＭ：そう、キミは本ほん能のう的てきに知っている。人間の〝壊し方〟を。

ジェントゥ：物の壊れるポイントが見えるってやつか……（笑）。

ＧＭ：……ともかく、試合は終わった。キミは勝ち名乗りを受けたあと、控ひかえ室しつに続く、闘技場北側のゲートをくぐる。そこには、〝ドラゴンズネスト〟の仲間たちが、笑顔で待っている。みんなガタイがよくて野や卑ひな雰囲気の……しかし気のいい戦士たちだ。豪ごう快かいに笑いながらクリエの肩かたを〝バァン！〟と叩き……口々に賞しよう賛さんする。「おい、やるじゃねぇかクリエ！」「お前さ、いつもどうやってあれを倒してるんだ。俺にもあんな芸当できねぇよ」

クリエ：じゃあ落ち着いた声で答える。……いつもどおりだ。

ジェントゥ：きっとね、アルケミストの仲間もいて、ディスプレイにクリエの戦いの映えい像ぞうを映うつし出だして言うんだ。「見て。インパクトの瞬しゆん間かん……クリエの腕が蒼あおく光ってる。それが剣に伝わって……ほら、敵の温度分ぶん布ぷもここから変わっているのよね。魔ま術じゆつの使用もなしに、エンチャントしているかのよう」

ＧＭ：待て、どんな超ちよう技ぎ術じゆつだ、その分ぶん析せき機器。

安達：魔法魔法。

ジェントゥ：そう。「でも、いったいなぜこのようなことができるかはまったく謎なぞ」

ＧＭ：「ホント、お前にはかなわんわ～」「勝てばいいんだよ、勝てば！」「親父に見せてやりたかったなあ、今のクリエをよ」

クリエ：俺はまったく鼻にかけることもなく……当たり前のことをやってるだけだ、というスタンスを貫つらぬきつつ、でも仲間からの賞賛に対してひとつひとつ丁てい寧ねいに対応します。……それにしても、ずいぶんと愛されてるというか、アットホームというか。

ＧＭ：この団には子こ供どもの時からいるし……かわいがられているんだよ。弟的な感じで。「……ともかく、祝しゆく杯はいをあげにいこうぜ！」「おー！」　そんな盛り上がりを見せた時だ。通路の奥の方から、硬かたい足音が近づいて来た。そして、キミらの背はい後ごで音が止まると───仲間たちは一斉に静まった。「……クリエくん」どこか、怒ど気きをはらんだ冷静な少女の声がした。

クリエ：───口うるさいのが。

ＧＭ：クリエがそう呟つぶやくと、仲間たちが左右に分かれて道を空けた。その向こうで、腰こしに手を当てて不ふ機き嫌げんな顔を見せているのは……そう、アデルだ。「勝ったのね」

クリエ：ああ、勝った。

ＧＭ：血まみれのまま、淡たん々たんと答えるクリエに対してアデルは溜ため息いきひとつ。「……でもね、なんでいつもあんな無む茶ちやな戦い方するの」敵の攻撃をまったく避けようとしない戦闘スタイルが、彼女は気にくわないようだ。

クリエ：試合は盛り上がっただろ？

ＧＭ：「そういう意味じゃないし！」

クリエ：これでまた観客は喜び、俺たちの生活費も稼かせげる。なにか問題があるのか？

ＧＭ：「そ、そうだけど！　そういうのを心配する人がいるってわかってよ！」

クリエ：心配してくれてるのか？

ＧＭ：「してないわよっ!!」

クリエ：どっちだよっ!?（笑）

ＧＭ：そう言いながら、彼女はタオルでクリエの額の血をぬぐう。ちなみに周囲の仲間たちは、団で最年少のクリエとアデルの微笑ほほえましいケンカをニヤニヤしながら見ている。

クリエ：アデル。金はいくらあっても困こまるもんじゃない。団長がいなくなって、収しゆう益えきも減っている。生活の基き盤ばんを作り直さないといけない。だから、できることをやってるだけだ。

ＧＭ：「……で、でもそれじゃ身体が保もたないわよ！」

クリエ：アデルには噓うそはつきたくないし、適当な回答もしたくないんで真面目に言おう。───ありがとう。わかった。本当に無理なことはしないよ。

ＧＭ：そのあまりに素す直なおでストレートな言葉に、彼女は言葉に詰まってたじろぐ。キミよりたぶん身長が低いだろう彼女は、やや上うわ目め遣づかいに頰ほおを少し赤く染めて……。「本当に？」

クリエ：本当だ。

ＧＭ：赤い顔のまま、彼女は少し笑みを浮かべ……「じゃあ、許してあげ───」と言いかけて。周囲の仲間のニヤニヤした顔に初めて気づいて言葉を失った。「……ぐわ」
















クリエ：とりあえず、医い務む室しつへ行ってくるよ。またあとで。

Ｏはた：（仲間になって）「お嬢じよう、あいつに付つき添そってやれよー」

ＧＭ：「な、なんであたしがっ!?」

Ｏはた：「団長だからだろ？」

ＧＭ：「…………」

Ｏはた：「他に理由があるのか？」

ＧＭ：「……じゃあ、団長だからつき添ってあげます」なぜか丁てい寧ねい語ごになった彼女は、逃げるようにクリエの前まで駆かけ出だして強ごう引いんにその手を取った。

クリエ：え、あ、おい。

ＧＭ：「怪け我が人にんなんだから、反はん論ろんしない！」そう言いかけた時。ふいに、彼女の足がもつれてクリエの方にフラッと倒れかかった。

クリエ：とっさに彼女の背後から両手で肩をつかんで支ささえる。お前…………腹はらでもすかせているのか？

ＧＭ：「ちがうわよっ!?」

クリエ：じゃあ、体調でも悪いのか？　足がもつれたように見えたぞ。

ＧＭ：「…………」

クリエ：そうなんだな？

ＧＭ：「お腹なかがすいたのよ」

クリエ：どっちだよホントにっ！（笑）　お前、人の心配をしている場合か？　彼女に引かれてた手を逆ぎやくに俺が引き返して、そのまま医務室の方に急ぎます。

ＧＭ：彼女の顔がまた真っ赤になった。アデルは感情がすぐに表に出る質たちのようだ。

クリエ：可愛かわいいじゃないの。

ＧＭ：そして……「医務室に行くのはクリエくんの方だから」と反論しながら、しかしキミに引っ張られるままに連れて行かれた───そんなところでシーンを終えよう！







◆Opening03◆凶星、輝く時




　外世界ワイマヌ・マンネリンギ。

　この故郷となる世界が滅ほろんでから、どれほどの時が経たっただろう？

　〝星の龍〟に焼き尽くされたあの日のことは、そして故郷と共に散った仲間たちの笑顔は、一日たりとも忘わすれたことはない。

　だが、とうとうやってきたのだ……すべての仇を討つ刻が。




ＧＭ：では、シーンを変えてジェントゥのオープニングに入ろう！　舞台は、アースランの首都とも言うべき、エルカラドルの元老院です。

ジェントゥ：アースランも、地域解説する？

ＧＭ：いや、今回のシナリオではアースランはメインの舞台にならないので、次回に回そうかな、と。まあ、簡かん単たんに解説入れておくと……神と魔が戦い続けている地、とだけ。

クリエ：そんな世界があるのか（笑）。

ＧＭ：久く保ぼ田た曰いわく、わかる人にだけわかるような説明すると……古来、聖闘士セイントと冥闘士スペクターが戦い続けている地であると───。

Ｏはた：ほんとにわかる人にしかわからない（笑）。

ＧＭ：さて、今日この日……ジェントゥは、元老院のお偉いさん……すなわち、ＰＣ⑦に呼び出された。理由はわかっている。天に禍まが々まがしく、そして蒼白く輝く星が見えたからだ。

一同：…………（笑）。

ＧＭ：あ？　なにその笑顔。

ジェントゥ：いや、ＰＣ⑦ってのが……（笑）。

Ｏはた：しかも今回、ＮＰＣだし！（笑）

ＧＭ：気にしない！　まあ、ＰＣ⑦じゃ呼びにくいので、仮称は教皇としておこう。八八人いる元老院のメンバーのひとりだ。この地でも、大きな権けん力りよくを持った人物だ。

ジェントゥ：では、彼の部屋に入ると、そこには、オリンポス風の柱が立たち並ならび───。

ＧＭ：そうだな……扉とびらから最さい奥おうまで金の刺し繡しゆうで彩いろどられた赤く細長い絨じゆう毯たんが延のびている。絨毯の両りよう脇わきには、豪奢な鎧を纏ったアースランの戦士たちがずらりと立ち並んでいる。

クリエ：かっこいい！

ＧＭ：「……来たか、ジェントゥよ」　部屋の最奥に備そなえられた椅い子すに座すわる人物がキミに声をかける。それはどこか威い厳げんに満ちた声で、思わず膝ひざを折りたくなるような、神こう々ごうしさすら感じる威い圧あつ感がある。

ジェントゥ：……ご機き嫌げん麗うるわしく、教皇様よ。なお、私はペンギンだからずっと跪ひざまずいてます。ちなみにペンギンは足が短いのではなく、常つねに膝を折っている状態にあるらしい。

ＧＭ：そうなの!?

ジェントゥ：そう。あれは腹の脂し肪ぼうの下に折った足があるとか。

ＧＭ：なんだこの豆まめ知ち識しき（笑）。えー……教皇は頷うなずくと、さっと右腕をあげた。人ひと払ばらいの合図のようだ。すると、室内にいた戦士たちは頭を垂たれて一歩下がり……溶とけるように空間の中にかき消えていった。

ジェントゥ：さすがは神の国。演出がちがうぜ。

ＧＭ：「よくぞ来た、ジェントゥ。待っていた」と言葉をかける。いつのまにか、彼は椅子には腰こし掛かけておらず、キミの傍かたわらに立っていた。

Ｏはた：ぶっ（笑）。なんだこの超ちよう人じん演出！　時を止めた的な……っ（笑）。

ジェントゥ：うむ、相変わらず底の知れぬ御お方かたよ。して、この私を呼び出した理由は？

ＧＭ：「すでに、予想はついておろう。見えるのだろう、あの星が」　彼は窓に寄って夜空を見上げた。視し線せんの先にあるのは、蒼白い凶星の輝きだ。

ジェントゥ：（やたら渋しぶい口調で）───ついに来たか。

クリエ：渋いペンギン（笑）。

ジェントゥ：大塚明夫おおつか・あきおさんみたいな渋い声で。あ、ちなみにこの教皇、どんな容よう姿し？

ＧＭ：まだキャラ作ってないんだから知るわけないだろうっ!?（一同大爆笑）　まあ、今は頭から足までローブとフードに覆い隠されており、その容姿はわからない。目のあたりには影が落ち、その表ひよう情じようも読み取れない！（一同爆笑）

Ｏはた：声だけは渋い感じで（笑）。

ＧＭ：ともかく、教皇様はジェントゥの言葉にこくりと頷く。「そうだ。〝星の龍〟が目覚めようとしている」

ジェントゥ：目覚める？　〝星の龍〟は外の世界からやってくるんでしょ？

ＧＭ：あ、そうか。ジェントゥの故郷を滅ぼしたんだから、エリンの外からやってくるのか。設定が変わってしまった（笑）。

ジェントゥ：わはは（笑）。

ＧＭ：「……お前が言ったとおりになったな。私は、お前がアースランにやって来た時より、天を見続けてきた。あの龍は、この世界で食い止めねばならん。これ以上、他の世界を滅ぼさせるわけにはいかぬ。当然、このエリンを守るためにも。もちろんお前のためにも、だ」

ジェントゥ：───は。（渋い口調で）このエリンをペンギン世界のようにはさせません。だが、あの邪悪をいかなる手段をもって倒すのか───。

ＧＭ：教皇は再ふたたびこくりと頷いた。「ジェントゥよ。この世界にはあの龍を倒すべき運命にある者たちがいる。おそらくかの龍がこのエリンを目指すのも、それが理由だろう。龍を滅ぼす運命を持った〝七人の冒険者〟たち。これが集まる前に世界を滅ぼそうとするだろう」

ジェントゥ：して、その七人とは？

ＧＭ：「ひとりはお前だ。龍がペンギン星を襲おそったのも、お前がいたからだと推すい測そくしている。……次にこの私。そして残る五人は世界の各所に散っている。それをお前に導いてほしい」

ジェントゥ：しかしあの星の輝きからして、時間はあまりありませぬ。

ＧＭ：え？　あー……「そうだ。四五日というところか」

一同：おい──────っ！（笑）

クリエ：タイムリミットがついたぞおいっ！（笑）

ジェントゥ：必ずや使命を帯びた運命の七人を……あの星が見える冒険者たちをそろえてみせましょう。ここで、私の脳のう裏りに散っていった親友たちの面おも影かげが浮かぶ。（渋い口調で）……皇こう帝てい、素す晴ばらしいリーダーだった。フンボルト、気のいい奴だった。イワトビ、身体は小さいが泳ぐのは速かった。……マカロニ、伊だ達てな奴だった───（一同大爆笑）。

ＧＭ：そう、窓の外の空に、散っていったペンギンたちの笑顔が浮かんでは消え……。

ジェントゥ：そうそう、散っていった友の笑顔が浮かんでは消え、最後に、アデリーが微笑む。みんな、私を逃がすために犠ぎ牲せいになった───お前たちのためにもエリンは私が守る。

ＧＭ：教皇はそれには頷くことしかできなかったわけで───。

ジェントゥ：あ、そこで教皇がこう言うんだよ。「……この短い期間に五人の冒険者を集めるために世界を旅しなければならないお前だ。ひとつ贈おくり物ものをしよう」そして、レビテートローブをくれる。これで私は空を飛べるようになった。

ＧＭ：「───ジェントゥよ。飛べない鳥はただの鳥だが、今日からのお前はちがう」

安達：飛ぶ鳥もただの鳥ですよきくたけさんっ!?（一同大爆笑）

ジェントゥ：お任まかせください、このジェントゥ……飛ぶ鳥を落とす勢いで！

一同：落ちちゃう落ちちゃうっ!?（大爆笑）
















ジェントゥ：して、教皇様よ。私はまずどこに行けばよいのでしょう。

ＧＭ：「……うむ。啓けい示じによれば、最初のひとりはエリンディル西方はクラン＝ベルにいる、クリエという男だ」

ジェントゥ：クラン＝ベルですか。遠いですね。もっと近いアルディオンあたりから行った方が効こう率りつ的てきじゃありませんか。

ＧＭ：「う、運命というのは順番が必要なんですっ！」（一同大爆笑）

ジェントゥ：わかりました。では、さっそくクラン＝ベルへ！

ＧＭ：「では、この私の魔ま力りよくで現地に送り込んでやろう。……飛べ、ジェントゥ！　世界救済の使徒よ！」　その声と共に、教皇の持つ錫しやく杖じようが輝き……ジェントゥはその中に消えていった───。

ジェントゥ：では、光に身を任せながら、あらためて決意しよう。




　「───イワトビ、フンボルト、マカロニ、そして……アデリーよ。必ずや仇は、討つ」







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ




◆Middle01◆導みちびきの星の下




　クラン＝ベルの街に、夕日がさす。

　クリエたち、剣けん闘とう士し団だん〝ドラゴンズネスト〟の野や営えい地ちでは、よい香かおりが漂ただよっていた。

　激げき闘とうを終えた、歴戦の闘士たちの憩いこいの時が始まる……はずだったのだが。




ＧＭ：ではミドルフェイズの１シーン目に入ろう。再び舞ぶ台たいはクラン＝ベル……街のすぐ外に設営された〝ドラゴンズネスト〟のキャンプ地だ。すでに太陽は西に沈みかけ、仕事を終えた人々が帰途につき始めた時刻。キャンプ地では、団の下っ端たちが、食事の準備のため、せわしなく走り回っていた。やがて、食事の準備をしていたジムとサムが……。

クリエ：誰っ!?（笑）

ＧＭ：団員だよ。クリエのちょい先輩で、今日の食事当番だな、うん。〝……カーン、カーン、カーン！〟　ジムは、おたまで鍋なべを打ち鳴らし、食事の合図を送った。「お、メシだメシ！」「やっぱこの瞬間のために生きてるよなあ！」　笑顔の仲間たちが方々から集まって席に着く。

クリエ：では、俺も。

ＧＭ：そして始まる食事の時間。みんながわいわいと騒さわぐ中……クリエはふと気がついた。その輪の中に彼かの女じよ───団だん長ちようのアデルの姿すがたがない。

クリエ：アデル、いないのか。どうしたんだろう？

Ｏはた：（いきなりジムになって）「じゃあおいら、呼よんでくるよ！」

ＧＭ：と、ジムが席を立った刹せつ那な。屈くつ強きような体格の巨きよ漢かん……えー、名前はゴーグ……が、背後からジムの口を塞ふさいだ。「バカ、ここはクリエが行くとこだろっ!?　気をきかせろよ！」

Ｏはた：（ジムになって）「うごごごご───っ」（[image: ←]じたばた）

ジェントゥ：さらに、「……あー、せっかくだからクリエ、テントまでアデルの様子を見に行ってきて！」と先輩の女性が言った。名前はアマンダって感じ。

クリエ：名前付きの仲間が増えていく……（笑）。……じゃあ期待に応こたえて、俺が行く。

ＧＭ：みんなはニヤついた表ひよう情じようで、立ち去るクリエを見送った（笑）。……さて、アデルのテントはキャンプの中央に設置されているのだが───。

クリエ：……のだが？

ＧＭ：テントに近づいて、キミはふと違い和わ感を覚えた。彼女のテントは、もう夕暮れ時だというのに、灯りは消えたまま。しかし、かすかに人の気配は感じる。

クリエ：……？　とりあえず、中に入ってみるが。……アデル？

ＧＭ：薄暗いテント内にキミは足を踏み入れて彼女の名を呼ぶ。しかし返事はない。やがて室内の暗さに目がなれ……それに気づいて息を吞のむ。テントの奥に、うつぶせになって倒れている人影がある。

クリエ：アデル！　駆け寄る！

ＧＭ：そう、アデルだ。駆け寄って抱き起こすが意識はなく、苦しげに胸を上下させている。

クリエ：おい、大丈夫かアデル!?　彼女をベッドに寝かせて……とりあえず、仲間を呼ぶ！

ＧＭ：ＯＫ。キミの声に、何十人もの仲間たちがものの数分でアデルのテントに集まってきた。「お嬢、どうしたんだよ！」「おい、起きろ飯だぞメシ！」……彼らは口々に彼女に声をかけるが……反応はない。

安達：人が集まりすぎて、テントがつぶれそう。

ＧＭ：「道を開けて！」　怒ど声せいと共に、人波をかき分けて……えーと、アマンダがアデルの前に来る。彼女の様子を一いち瞥べつして表情を引ひき締しめ、脈を取ったり熱を測はかったりし始め───。

ジェントゥ：アマンダは医術の心得もあるのか。

ＧＭ：錬れん金きん術じゆつを得意とする彼女は団の医者代わりだ。「すごい熱。誰か、氷持って来て！」声を上げながらアデルの汗あせを拭ぬぐおうと服の前を開けて……気づいた。「なによ、これ……」

クリエ：え？

ＧＭ：はだけた衣服、そして薄い闇の中にアデルの白い肌が映える。その肌を這はい回るように、奇き妙みような……まるで蛇へびを思わせる紫むらさき色いろの紋もん様ようが浮うかんでるのが見える。

クリエ：なんだこれは。病気……じゃないよな。

ＧＭ：アマンダも、この紋様についてはなにも知識を持ち合わせていない。ただ、確実に言えるのはこれだ。「この熱じゃ……身体が保もたない」　表情に焦あせりの感情が滲にじむ。また、アデルは意識のない中でうわごとを呟つぶやいている。「クリエ、ダメよそんなに傷きずつく戦い方……」

Ｏはた：こんな時でも、彼女はクリエのことを心配してると。

クリエ：……わかった。頷うなずいた俺はアデルの手を、しっかりと握にぎっていよう。……大丈夫だアデル、俺がついてる。

ＧＭ：仲間たちに見守られ、懸けん命めいの看かん病びようが続く。だが……夜になってもアデルの容よう態だいは一向に快復しなかった。アマンダにも神しん殿でんのアコライトにも〝蛇の紋様〟の正体はわからず、これに効ききそうな薬品の見当もつかなかった。

クリエ：ただ見えていることしか、できないと……。

ジェントゥ：（いきなり渋い口調で）諸君、それは明らかに呪のろいの類たぐいだ。それも、やっかい極まりない呪いだ───。

ＧＭ：……と、重苦しい空気の中。テントの入口にひとりの男が立っていた（笑）。

クリエ：誰だ！　……という前に言いたい。

ジェントゥ：ん？

クリエ：ペンギンが、しゃべっている。

一同：そこか───っ!?（一同大爆笑）

クリエ：って、おちゃらけている場合じゃない！　何者だ、お前は？

ジェントゥ：私はジェントゥ、魔ま法ほう使つかいだ。残念ながら治ち療りようの専せん門もん家かではないがね。右の羽をパタッとさし出して言おう（[image: ←]握あく手しゆらしい）。よろしく、クリエ。

クリエ：なにか事じ情じようを知ってそうだな。クリエだ、よろしく……と握手しよう。

ジェントゥ：きゅっ、きゅっ、きゅっ（[image: ←]鳴き声らしい）。

クリエ：かわいいじゃねえかっ!?（笑）

Ｏはた：くっ、緊きん張ちよう感かんを返せ……っ！（笑）

クリエ：で！　今、呪いとか言ったな。事情を説明して……アデルが治るか聞いてみよう。

ジェントゥ：では、彼女を覗のぞき込こむ。すべてを察してひと言、呟く。これは……。

クリエ：これは？

ジェントゥ：───似にている。私のアデリーに。

一同：似てるのっ!?

クリエ：似てないよねっ!?（笑）

ＧＭ：似てるのは名前だけだよっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ジェントゥ：似てる似てる。ともかく、しばらくアデルを観察して言う。この蛇の紋様……どうやら〝星の龍りゆう〟の呪いにかかっているようだな。

クリエ：〝星の龍〟？　なんだそれは？

ジェントゥ：この世界の外側、星の彼方かなたからやって来る、滅ほろびをもたらすものだ───と、〝星の龍〟について解説しよう。世界の外からやって来る邪じや神しんや魔族……〝来寇者マリジナント〟という存そん在ざいであることや、これを放置すればエリンは滅めつ亡ぼうするだろうことなど。

クリエ：星の彼方からやって来る？　もしかしてあの星に関係あるのかな……と、俺だけに見える星を見上げてジェントゥに尋たずねよう。

ジェントゥ：〝クワッ！〟と、瞳を見開く。

一同：っ!?

ジェントゥ：あの星が見えるのか！　まちがいない、キミは選ばれし冒ぼう険けん者しや……！

Ｏはた：言ってることは真っ当なのに！　なのに！　ペンギンがっ……！（笑）

ジェントゥ：キミはあの〝星の龍〟を迎むかえ撃うつため、〝運命の女め神がみ〟アリアンロッドが選んだ〝七人の冒険者〟の内のひとりなのだ。キミが〝星の龍〟を止めることができなければ、世界中の人が呪いに蝕まれよう。アデルくんだけの問題ではない。

クリエ：……。

ジェントゥ：クリエ、〝星の龍〟を倒すため、私と共に〝七人の冒険者〟を集める旅に出てくれないか？　キミの力が必要なのだ。〝星の龍〟を滅ぼせば、アデルも救えるはずだ。

クリエ：……だが、この〝ドラゴンズネスト〟は今、団長が不ふ慮りよの病で死んでしまって、団長を受け継いだアデルもこれだ。放っておくわけには……。

ＧＭ：では、ここで仲間が当然のように出てくるぞ。「クリエ、生意気なこと言うな。お前がいなくても俺たちは大丈夫だ」とゴーグが言う。

Ｏはた：ジムやサムも「アデルを救えるのはクリエしかいないんだよ！」「クリエはこの団のヒーローであると共に、アデルのヒーローなんだぞ！」と口々に……。

ＧＭ：さらにアマンダがキミの方を見て、こくっと頷く。「……行きな。お前が帰ってくるまで、あたしが彼女を絶ぜつ対たい保たせてみせるから」

クリエ：……わかった。俺はそんなみんなを……アマンダ、ゴーグ、サム、ジムを見つめて言おう。アデルを、俺たちの家族を頼たのんだ。

ＧＭ：その場にいる全員が、一斉に笑顔で答えた。「……任せろ！」




　こうして、クリエは突とつ如じよ現われた謎のペンギン・ジェントゥと共に旅立った。

　〝七人の冒険者〟を集め、〝星の龍〟を倒すために。

　〝星の龍〟の呪いにかかったアデルを救うために。

　次にジェントゥが指し示した地は、南海に浮かぶ〝魔ま獣じゆうの大陸〟……マジェラニカだった。







◆Middle02◆深き森の異い変へん




　巨きよ大だい魔獣が闊かつ歩ぽする弱肉強食の大地、マジェラニカ。

　この地に運命に導しるべかれし勇者のひとりがいた。

　蝶ちようの羽を具そなえし妖よう精せいたる彼女は、可か憐れんという他にはない外見をしていた───が……。




ＧＭ：このシーンはＰＣ③のシーンとなる。舞台は南方のマジェラニカ大陸だ。

Ｏはた：マジですか。我が輩のシーンですか。大地が割われ、空が裂さけますよ。

一同：はえーよっ！（笑）

ＧＭ：まさにそんな感じになるやもしれんが。

Ｏはた：ま、マジで？　凶きよう兆ちようが起きておる。世界の終わりじゃ───っ！

ＧＭ：はっはっは。巨大魔獣がうろつく広大なマジェラニカ大陸だからな。そんなレベルの派は手でな展開が待っている……かもしれない。

Ｏはた：オーウ……。

ジェントゥ：ただでさえ、厳きびしい自然環かん境きようのマジェラニカ大陸が、さらに大変なことになるというのか。

ＧＭ：ではここで、マジェラニカ大陸の特とく性せいとかを解かい説せつしておこうか。











































ＧＭ：……と、こんな感じの地ち域いきとデータだ。

クリエ：なるほど、巨大な魔獣をみんなで狩るような場所か。ひと狩がりやってく余よ裕ゆうはあるかな（笑）。

Ｏはた：『モンハン』かっ!?（笑）

ＧＭ：（笑）。では、シーンの演えん出しゆつに入る前に……この舞台の主役となる、ＯはたのＰＣ③……紹しよう介かいしてもらおう！




▼ＰＣ③　Ｏはた……ライラックの場合

出自：［ものしり］　境遇：［天涯孤独］　目的：［勝利］

Ｏはた（以下、ライラック）：名前はライラック。フェイ：フェアリーの女です。

クリエ：フェイ？

ライラック：フェイというのは妖精の種族。その中の蝶の羽を持ったフェアリーという小型の妖精だと思ってほしい。クラスはシーフ／ガーデナーです。

ＧＭ：シ、シーフの指定でガーデナーを組み合わせたのか……うまく組み合うのかそれ（笑）。３レベルだときつそうな……。

ライラック：味方を強化する系けいでスキルを組んだので、わりとなんとか！

ＧＭ：キャラ設定的には？

ライラック：マジェラニカの森の隅すみに領りよう地ちをもらっていると自じ称しようしている男だん爵しやく夫ふ人じん。ああ、男爵夫人といっても結けつ婚こんしているわけではなくて、女だから男爵夫人と呼ばれているだけ。ここが領りよう土どだと主しゆ張ちようしている看かん板ばんの足あし下もとにあった花の精。

ＧＭ：つ、つつましい設定だ。

ライラック：ちなみに一人称は我わが輩はい。

ＧＭ：つつましくなさそうだっ!?（笑）

ライラック：ちなみに、ゆえあって記き憶おくは曖あい昧まいだが、我わが輩には〝主〟がいて、その方から領土をもらった……と主張している。我が輩の領土に立ち入るものは許ゆるさん！　ということで、むやみに立ち入った者には《ガーデン：溶よう岩がん》を使って脅しをかける。

ジェントゥ：森を一時的に溶岩にしてしまうのか！

クリエ：それって、森が焼けたりしないの？

ライラック：大丈夫！　《ガーデン：～》は自然に優しいエコなスキルなので、森が森林火か災さいに見み舞まわれるなどという、ただちに影えい響きようが及およぶようなことはない！（笑）

クリエ：わかった。その溶岩で攻撃するのか。

ライラック：そう。溶岩の力を借りて、《シャープネスガーデン》で自分を含ふくむ仲間のダメージを＋12したり、《ワイドアタック》で自分自身で複ふく数すうの敵てきを攻撃したりする。

ＧＭ：装そう備びはどんな感じ？

ライラック：《アンビデクスタリティ》を取得して、ファインダガーの二刀流なのさ。これ庭にわ師しっぽくハサミのような形けい状じようにしたいんですけど？

ＧＭ：ま、そういう演出ということならＯＫ。

ライラック：ちなみにハットも装備してるんだけど、これはシルクハット型。

安達：おしゃれな庭師ですね！（笑）

ライラック：我が輩、身だしなみには気を遣つかってるわけで。

ＧＭ：ちなみに、森の奥おくには、〝森の主〟と呼ばれるものがいるんだが……。

ライラック：ああ、あいつはいい奴でね？　我が輩は主に会いたいと言ってくる奴の案内をする役目でね？　あと森の管理も仰せつかっており……自然破は壊かいをするヤツは許さん。違い反はんしたヤツには、ホイッスルを鳴らして注意をしよう。

ＧＭ：森を守る立たて看かん板ばんみたいな存在だと思えばいい？

一同：立て看板の妖精っ!?（笑）

ライラック：そう。看板のように、森のルールに厳しい。でも看板みたいに、言ってることをよく無む視しされ、己の無力さをいつも感じる我が輩である。

クリエ：無力なんかい（笑）。

ＧＭ：じゃあ、そんな森を守る使命をもった男爵夫人の物語を始めよう！
















ＧＭ：……さて。キミはとある森の番人の役やく割わりを持った妖精だ。〝森の主〟様への案内役として、この森を守る者として、いつものように平和に暮らしている。

ライラック：森の小道で「ここから主まで一〇〇メートル」と書いてある看板の上に立っている我が輩。

ＧＭ：時々、くるりと看板を回したりするんだな。

ライラック：馬ば鹿かめっ、そっちはハズレだ！　……と。道に迷まよう者をあざ笑う。

ジェントゥ：役目を果たせよっ!?（笑）

ＧＭ：さて、そんな妖精としての日々を過すごして来たキミだが、ここ一週間ほど森の中が妙みように騒がしいことを気に懸けていた。

ライラック：そーいや最近、森の奴らが全然来ねえなあ……。

ＧＭ：そう、いつも顔を見せる動物たち……鹿しかや熊くまや兎うさぎやパンダは最近、姿を見せない。さらに、キミが〝森の主〟までの道を教えてあげた人間も帰ってこない。

ライラック：あれぇ？　主様が腹をすかしている時に案内したっけ？　食事もちゃんと出してるはずなんだけどなー、おっかしいなー……ま、我が輩のせいではないから。

クリエ：いきなり責せき任にん回かい避ひか……っ!?

ＧＭ：いつもは森の奥で静かに過ごす〝森の主〟だが最近、たまに「ぶろろろろ……ぉ」という地じ響ひびきにも似た雄お叫たけびをあげていたり……。

ライラック：めっちゃ不ふ穏おんだよっ!?（笑）

ＧＭ：そんな異い様ような雰ふん囲い気きが森を覆う中、今日はひさしぶりに、仲のいい兎が〝ぴょんこぴょんこぴょんこ〟とやって来て、こう言った。「〝森の主〟様にお届とどけ物ものに参りました！」

ライラック：ちょっ、兎っ!?　今日はまずい！　我が輩でも予想のつかないくらい、主様のアレっぷりがソレでしてねっ!?

ＧＭ：「でも、この木の実を持って来てほしいって言われたんだよ」　兎は純真無垢な瞳で、すがるようにライラックを見つめた。

ライラック：く……そんな目をされたら仕方ない。我が輩も一緒に行こうではないか！……まあ、ヤバくなったら我が輩は逃にげるから。

クリエ：おいっ！（笑）




　兎と共に、〝森の主〟の許もとへと行くことになったライラックは、ひさしぶりに森の奥へと足を踏み入れてその異変に気づいた。

　〝森の主〟のねぐらに近づくにつれ、まがまがしい姿に変異した植物たちがその数を増していく。幹みきや枝えだがねじくれたもの。葉や茎くきに棘いばらをまとったもの。通りかかった者を誘いざなうように、甘い香りを放つ巨大な肉食植物に変へん貌ぼうしたもの。

　それは明らかにライラックの知っていた森の光景とは、明らかに異ことなるものだった。




ライラック：あれー？　この森、こんなに刺とげ々とげしかったっけ……ていうかヤバくね、ヤバすぎねぇ!?　兎くん、帰ろう！　出ようっ、こんな森……っ!?

ＧＭ：「でも、もうすぐ主様のいる場所に着くよ。この茂しげみの向こうでしょ」

ライラック：おわっ、もうそんな近くにっ!?　じゃあ、兎のうしろに隠かくれながら───あ、兎さん、ちょっと我が輩の前を歩いてください。

ＧＭ：なんて奴だっ!?（一同爆笑）

ライラック：大丈夫、支し援えんはするから。支援はするから。

ＧＭ：今、目の前に小さな茂みがあって、そこを飛とび越こえると〝森の主〟の住処が広がっている場所だ。「〝森の主〟様ー！」　笑顔で声を発し、兎は茂みを〝ぴょんっ〟と飛び越えた。

ライラック：あ、待て！　いきなりそんな前に……っ！

ＧＭ：「あっ」兎の驚く声が聞こえた。そして、彼の気配が消えた。

ライラック：…………。

ＧＭ：…………。

ライラック：う、兎くん？　兎くんさん？　兎先生？　返事をして？　ははは、驚おどろかせないでくれよー……と、茂みの向こうにそーっと行こう。

ＧＭ：茂みを抜ぬけると、視界が大きく開けた。そこは森に隕いん石せきでも落ちたかのような、クレーターみたいなすり鉢状にえぐれたエリアだ。まあ〝森の主〟の巣だと思ってくれ。その場所に、小さな山がそびえているような光景が目の前にあるのだが……。

ライラック：〝森の主〟様ぁ～。

ＧＭ：キミが呼ぶと、眼前にそびえる小山がふいに動いた。山の頂上あたりが〝しゅるしゅる〟とほどけて鎌首をもたげる。逆光になって全ぜん貌ぼうは摑つかめないが、ほどけた紐ひも状じようの突とつ端たん……頭部らしき場所にらんらんと光るふたつの赤い目があり、キミを見下ろした。
















クリエ：巨大な蛇……？

ＧＭ：「ライラックか───」と〝主〟が声をかけてくる。その声は威い厳げんに満ち、聞いた者の心を萎い縮しゆくさせるほどだ。

ライラック：あ、主様……あ、あのぅ……今、ここに、う、兎くんさんが……木の実を持って来たはずですが……。

ＧＭ：「ああ、実に美う味まかった」

ライラック：………………あの、それ……木の実のことです、よね？（一同大爆笑）

ＧＭ：「ずいぶんと耳の長い木の実であった」

ライラック：貴き様さま、やはり食ったのか───っ！　あ、貴様じゃない！　あなた様がお召めしあがりになりやがったのですか───っ!?

ＧＭ：「……ライラックよ」　〝ずるり〟と音をたて、主の頭部がライラックの眼前に迫る。頭部といっても、視界すべてを塞ぐほどの大きさだが……そこでキミは気づいた。主の身体には、あやしげな〝紫色の紋様〟が刻まれている。

ライラック：ひィっ!?　主様、そのお美しい紋様は……タトゥーでも入れられたので？

ＧＭ：「次なる食事をもて」　主はライラックの質しつ問もんには答えない。……見れば、主の周囲には森の動物たちとおぼしき骨ほねが散らばっているな。

ライラック：たまに木の実やスイーツを食べるだけの草食系主様であったのに、いつの間に肉食系主様に……。やばい。マジでこれ、森を立たち入いり禁きん止しにしないと。わ、わかりました～、と言いながら、ぴゅーっと飛んでその場を離れます。

ＧＭ：ＯＫ。尋じん常じようではない主の様子に、危き機き感をつのらせながら木々の間をすり抜けて飛び……やがて、森の入口へとたどり着いた。

ライラック：やばい。やばい。どうすればいいんだ、どうすればいいんだ。この森はもうダメだ。誰も近づけたらダメだ。封ふう鎖さしよう、封鎖だ……っ！

クリエ：思いっきり動転してるし（笑）。

ライラック：急がなきゃ、急がなきゃ、なんとかしなきゃ！　でもどうすればいい!?　我が輩にはなにもできない。我が輩は無力だ。そういう感じで涙なみだして、その涙が地面に落ちると、美しい一輪の花が咲さいて───……完。

一同：終わるな───っ!?（大爆笑）

ＧＭ：まあとにかく、森の外に向かったところで一回シーンを切ろう！







◆Middle03◆平へい穏おんを取とり戻もどすために




　クリエたちは、マジェラニカ大陸の大地に立った。

　次なる〝冒険者〟の名は、ライラック男爵夫人───どこか気品にあふれた名だった。

　しかし、名前だけであると理解するのに、そう時間はかからなかった。




ＧＭ：では、マジェラニカ大陸にやってきたクリエとジェントゥのシーンに入ろう。

クリエ：ＯＫ。ちなみに俺たちはどうやってここに来たの？

ＧＭ：うむ。そのあたりはまとめて説明しよう───。




　〝星の龍〟の到とう来らい、そしてアデルに死が訪おとずれるまで……残された時間は少ない。

　そこで、ジェントゥはこの世界を巡めぐるために〝転送装そう置ち〟を併へい用ようした。これは、神殿に配置されている魔導装置で、瞬しゆん時じに神殿から神殿への移い動どうを可能とするものだ。

　だが、かなりの距離をショートカットできはするものの、〝七人の冒険者〟のいる地をすべて回ることを考えれば、残された時間は決して多くはない。

　クラン＝ベルを発ってから、すでに七日が経過している。アースランを出立した時、ジェントゥが聞いた話では〝星の龍〟が出現するまで四五日。すなわち、残りは三八日弱だった。




クリエ：なるほど、理解した。転送装置間の移動は一瞬でも、転送装置のある場所に行くまでに時間は消費するってことだ。

ジェントゥ：目的の〝冒険者〟が転送装置の近くにいるとも限らんしな。

クリエ：それよりアデルは、どのくらい保つ？

ＧＭ：〝星の龍〟がこのエリンに出現した時、呪いは完成する。すなわち、アデルが呪いに殺されるまでの時間も、あと三八日としよう。

クリエ：（地図を見て）七日で目的の場所まで来られたのなら、むしろ順調と思うべきだな。

ＧＭ：だね。キミたちは、マジェラニカの道なき道を進み、ライラック男爵夫人の住む森……えー……〝モショエショエの森〟に辿たどり着ついた。今、眼前には巨大な森が拡がっている。

ジェントゥ：ここだ。次なる〝冒険者〟ライラック男爵夫人はこの森のどこかにいる。

クリエ：ライラック男爵夫人……偉えらそうな名前だし、すごい人なんだろうな（断言）。

ジェントゥ：うむ、この森を守る聖女……きっと気品に満ちた御方であろう（断言）。

クリエ：ああ、まちがいない（断言）。

ライラック：…………。

ＧＭ：と、そんな話をしているキミたちは、ふいに全身が総そう毛け立だつような感覚に襲おそわれる。邪悪な気配が、キミたちの眼がん前ぜんに広がる巨大な森から流れ出しているようだ。

クリエ：……なんかあるな。行こう、ジェントゥ。

ライラック：ピピピ───ッ！　ピピ───ッ！（[image: ←]笛らしい）　そこまで、そこまでっ！　そこの旅の御方……ストーップっ！

クリエ：えーと……え？　この森に住んでる妖精か？　ちょうどいい。捜さがし人がい……。

ライラック：捜し人？　ええい、今はそんなことはどうでもいいっ！　森の奥には誰もいない！　むしろ入ったら帰れない！　だからみんな帰れ……っ！

ジェントゥ：そこの妖精よ。我われ々われはこの庭園の主、バロネス・ライラック───ライラック男爵夫人を捜している。

ライラック：我が輩に何用か。

クリエ：へ？　このちっこいのが？　男爵夫人の使い魔にくらいにしか見えないが。

ライラック：たしかに我が輩が仕える主はいるが。……この領地は、〝森の主〟から我が輩が託たくされた庭園である。この領地を管理する男爵夫人───我が輩がライラックだ。

クリエ：（ジェントゥを見て）と言ってるけど……。

ジェントゥ：人は見かけで判はん断だんしてはならないものだ。まずは彼女が〝七人の冒険者〟のひとりであるかどうかを、はっきりさせようではないか。バロネス・ライラック───あの空に輝かがやく蒼白い星が見えるかね？

ライラック：あの星か。……え、見えるけど？

ジェントゥ：決まりだ。

ライラック：……はっ。そう、あの星が見えてからだっ！　あの星が見えてから我が主はおかしくなった。森の仲間たちを、兎くんを……ああ、もうこれ以上はおぞましくて口にできない……っ!?

ジェントゥ：くわしく話を聞かせてもらいたい。

ライラック：その前に、我が輩に〝七人の冒険者〟ってのがなんなのか説明してほしい。

ジェントゥ：そうだな。では……かくかくしかじか。〝星の龍〟の存在、それを倒すことのできる〝七人の冒険者〟について……そしてあなたもそのひとりなのだ、と。

ライラック：……ふうむ、呪い。なんか〝紫色の紋様〟が、主様に絡からみついてるのは見たが。

ジェントゥ：それこそが〝星の龍〟の呪いだな。お前の主は、呪いに冒されている。

クリエ：〝星の龍〟を倒すため、我々に同行してほしいんだ、ライラック男爵夫人。

ライラック：急な話だが、つじつまは合う。キミたちの話を、我が輩も信じざるをえない。だが……森の番人として、この森を放置して出かけるわけにはいかない。それに主様がおかしくなってしまった今、なおさら〝星の龍〟とやらを倒しに行くことはできない。

クリエ：く、正せい論ろんだ（笑）。

ジェントゥ：なるほど、〝七人の冒険者〟はみんな問題に巻き込まれており、これを解決しないと連れ出せないってシナリオか（笑）。一応、聞くが……ライラック以外に、森の番を任まかせることができる人材はいないのか、ＧＭ？

ＧＭ：森を守る妖精の同どう僚りようがいることにしよう。

ライラック：じゃあ、我が輩は南の担当としましょうか。東西南北に領土を持つ四人の妖精でこの森を守ってきました。侯こう爵しやくとか伯はく爵しやくとか……みんな爵しやく位いを持っており、男爵である我が輩は四人の中でも一番の小物。

クリエ：自分で言うのっ!?（爆笑）

ライラック：じゃあ早さつ速そく、妖精合同会議を開かい催さいしよう！　招しよう集しゆう───っ！　ピ───ッ！

ＧＭ：では、笛の音に呼ばれ、〝ばたばたばたばた〟と妖精たちが集まってきた。が、なぜか西の妖精はやって来ない。

ライラック：どうした！　なぜ来ない、西の妖精!!

クリエ：〝森の主〟に食われた？

ライラック：西の──────っ!?

ＧＭ：ちょっとイケメンチックな東の妖精がライラックに言った。「今は主をどうにかせねば、どちらにしろ森は滅んでしまう。西の安あん否ぴを気き遣づかっている暇ひまはない」

ライラック：ひどっ！（笑）

ＧＭ：「ねぇねぇ、旅のお方……今〝星の龍〟の呪いがどうとか言っていたけどさ、それを解かい除じよする手しゆ段だんはあるのかい？」と、今度はちょっと太った北の妖精が質問する。

ジェントゥ：呪いを解除するためには、〝星の龍〟を倒すしかない。

ＧＭ：「つまり呪いはすぐには解除できない、と。ならば畏おそれ多おおい話じゃが〝森の主〟様をおとなしくさせるしかないのう。鎖でぐるぐる巻まきにして、〝星の龍〟が倒されるのを待つ」

ライラック：おお、なるほど。主様を救うため、この森を守るためなら我が輩も戦うのはやぶさかではないですよ？　いやーでもなー、我が輩は支援はできるけどね？　支援しかできないしなー……ちらっ、ちらっ（と、クリエを見る）。

クリエ：わかってるよ！（笑）　俺は戦士だ。支援してくれれば全力を尽くして闘たたかう。

ジェントゥ：私も魔ま法ほうには少々腕うでに覚えがある。

ライラック：アコライトがいないような。

クリエ＆ジェントゥ：言うな……っ！（一同爆笑）

安達：あははははは（笑）。

ライラック：（昔を懐なつかしむように）ここは実に美しい森だった。いつも賑やかでね、花は歌い、鳥たちは咲き乱れ───。

ＧＭ：魔の森だ。それは。

ライラック：いやいや、おかげでびびって悪人すら寄よってこないという、素晴らしい楽園でして……しかしそれが今やこのありさま！　うおおおっ、許せんぞ〝星の龍〟！　とりあえずは主をおとなしくさせたら、次は貴様を倒す！

クリエ：なら、俺たちのギルドに入れ！　そして行こう、〝森の主〟の巣へ！







◆Middle04◆狂くるえる〝森の主〟




　軽かろやかに飛ひ翔しようするライラックに導かれ、クリエとジェントゥは、森の中を進む。

　不気味にねじくれた木々が、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげっていた。

　禍々しきこの光景は〝星の龍〟の呪いがもたらしたものに他ならない───。




ＧＭ：では、新しいシーンを始めよう。キミたちは森の奥、〝森の主〟の巣にやってきた。先ほどのシーンを受け、三人で〝森の主〟と対決するシーンとなる。

ライラック：では、〝ザ・魔の森〟みたいな感じになった我が領土を通とおり抜ぬけ、主のいるエリアに到着。主様ぁ～と、呼んでみよう。

ＧＭ：すると、キミたちの眼前にあった山が、再び〝ごごっ……〟と鳴動した。

ジェントゥ：山が動いた!?　つまり、これが〝森の主〟!?

ライラック：ああ、これがマジェラニカ名物、〝超大型〟なエネミーってヤツで。

ＧＭ：そして、〝主〟より噴き上がる途と方ほうもない邪じや気き。三人の背中に冷たいものが、つうっと流れていく。

ライラック：ひっ、ひいっ!?

ＧＭ：ふいに、頂ちよう上じようから山が紐ひものようにほどけ始め……それが巨大な蛇へびであることを認識できるようになる。蛇の赤い瞳ひとみが三人を一いち瞥べつした。「ライラックよ……その者たちは───」

ライラック：……こ…………こ、こいつらが今日の餌えさでございますぅっ!?

一同：待て待て待てぇ────っ!?（大爆笑）

ライラック：すすすすすすみませんっ、長いモノには巻かれる習性で!!　蛇だけにっ!?

一同：ドやかましいわっ！（笑）

ＧＭ：話を戻もどすぞ（笑）。主は、「そうか、これはまたうまそうなものを連れてきてくれたな、ライラック」　ちろりと舌なめずりをした。

ライラック：さあ、主の油ゆ断だんを誘いました！　先生方、どうぞっ!?（笑）

ＧＭ：「あ？」　ライラックのふざけた態たい度どに、真意を看かん破ぱした〝森の主〟が怒気を発する。周囲の大地が突然、震ふるえ始めて───。

ライラック：ひい───ぃっ!?

ジェントゥ：〝森の主〟殿。私は、はるばるアースランからやってきたジェントゥと申します。お気をたしかにお持ちなされ。あなたは〝星の龍〟の呪いがかかっておるのです。

ＧＭ：「〝星の龍〟？　なんのことだ？　ああ、それより腹が減ったな……ぁ、メシ、メシシシ……シ？」　徐じよ々じよに知ち性せいが失われているようだ。

ライラック：も、もうこいつだめだ───っ!!（一同爆笑）

ジェントゥ：やれやれ、言葉が通じぬ。

ライラック：あの優しかった草食系の主の思い出が、我が輩の脳のう裏りを走そう馬ま燈とうのように駆かけ巡めぐる。は……これは我が輩の死の予兆？

クリエ：ちがうから！（笑）　とにかく、〝森の主〟はライラックの家族なんだろ？　すぐに癒いやしてやるよ、全力でな！

ジェントゥ：そう、私たちは呪いを癒やす薬。しかし良薬は口に苦しと申します。少々痛いたいかもしれませんよ？

ＧＭ：「そうか。さぞやお前たちの肝きもは苦いのだろうなあ……」

ライラック：ダメだこの主、食うことしか考えてねぇ！（笑）　と、とにかくすぐ元に戻してさしあげますから。少しの間、我が慢まんしててください！

ＧＭ：よし、それでは戦闘に入ろう！




●第１ラウンド

ＧＭ：さて、こいつが〝森の主〟様だ（どん、と大きなポーンを机に置く）。

クリエ：うおっ!?　でっけぇ！　さすが《超ちよう大おお型がた》!!

ＧＭ：そうそう。エンゲージしたら［封鎖］されるからね。キミたちはひとつのエンゲージにいる。主との距きよ離りは15メートルだ。ということで、【行動値】の確かく認にんをしよう。




▼行動値

ライラック　　　　　　13

森の主　　　　　　　　12

ジェントゥ　　　　　　10

クリエ　　　　　　　　６
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ＧＭ：では、戦闘を開始する！　「飯……薬……ィ」と唸りながら森の主は動きだす。小山……実じつ際さいには主がとぐろを巻いていたわけだが……がほどけて、長大な蛇身が姿を現わした。

ライラック：さ、さあ！　こちらにうまい薬を用意しましたんでっ！　こいつらをひとつ、ぱくっといっちゃってください！

ジェントゥ：（〝森の主〟になって）「ふぅむ、最初はフェアリーの肝から食おうか」

ライラック：マジで───っ!?（笑）

ＧＭ：やかましいわ（笑）。では、セットアッププロセスに入ろう。

ライラック：まずは我が輩から。クリエ先生！　《陣じん形けい》をお願いします！

クリエ：わかった、《陣形》承しよう認にん！

ライラック：いえーい！　あ、みんなにお願いが！　我が輩は５メートルしか移動できないから、できれば５メートル以内の同じエンゲージに集まって！（笑）

クリエ：了りよう解かい！　じゃ、みんなひとまとめに移動するか。

ライラック：そして我が輩のセットアッププロセス！　《ガーデン：溶岩》！　我が輩らの周囲の地面が灼熱の溶岩に変わり、その熱でみんなの身体を熱くたぎらせる！　これで全員のダメージが＋２Ｄされる！

ジェントゥ：おお、これが噂うわさに聞くマジェラニカの庭園術じゆつ！

ライラック：「もっと！　もっと熱くなれ!!」　溶岩たちはみんなにそう語りかけるっ！　「本気を出せ！　お前ならまだできるはずっ！　がんばれよっ!?」（笑）

ＧＭ：どんな溶岩だ。

ジェントゥ：ペ、ペンギンは……暑さに弱いわけで……（一同爆笑）。

クリエ：へー、全員に＋２Ｄっておいしいな。これが庭園術……力がみなぎってきたっ！　両手剣を握りなおす。

ライラック：ただし、移動したら効こう果か切れるから気をつけて！（笑）

ＧＭ：さて、他にセットアッププロセスでの行動はないようだから、メインプロセスに入ろう。最初はライラックの行動だな。

ライラック：ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《シャープネスガーデン》……っ！（ダイスを振る）……発動成功！

ＧＭ：《シャープネスガーデン》とは！

ライラック：《ガーデン：～》の効果を受けている人を対象として、シーン中のダメージが＋12！　我が輩自身にも効果があって、魔法もオッケー！　移動しても効果が切れない！

クリエ：＋12の修正を範囲に？　（暗算して）……さっきの溶岩と合わせて＋５Ｄとちょっと分!?　俺の《バッシュ》以上の火力が全員に！　ガーデナーの支援、すげ───っ！

ライラック：いちばんの見せ場、終わり（一同爆笑）。

ＧＭ：では、こちらの行動だ。〝森の主〟が身じろぎすると同時に、周囲で地鳴りが起こり始め───ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションはエネミースキル《攻撃：地響き》を使用！

ライラック：揺ゆれてる！

ＧＭ：この巨大な山が〝ずぅん！〟と動いた瞬しゆん間かん、大地が隆りゆう起きするほどの巨大な地割れが発生、キミたちを吞み込もうとする！　シーン全体攻撃だ！

ライラック：や、やばい!?　……って、地割れ？　ちなみにそれ、飛んでる相手には……？

ＧＭ：そうだね、地割れだからね……実は飛行状態の者には効かないな。うん。

安達：ってことは、ひとりしか喰らわないね。クリエのみだ。

ＧＭ：がっかりだよ!?　なんでペンギンが飛んでんだよっ!?（一同爆笑）

ジェントゥ：はっはっは、男爵夫人。なにやら揺れているようですなあ？（一同爆笑）

ライラック：はっはっは！　地を這はう者どもは大変でおじゃるのう！（一同爆笑）

クリエ：お、おま……っ!?（笑）

ＧＭ：お前ら仲間だろう!?（笑）　とにかく大地が砕くだけ、隆起した大地がクリエに襲いかかる！　命中判はん定ていだ！（ダイスを振る）……よし、目がいいぞ。10、達成値は16！

クリエ：回避は２Ｄ＋２だから、まず避よけられないな……（ダイスを振る）９、11で命中！

ＧＭ：ダメージは２Ｄ＋30！（ダイスを振る）５！　35点の物理ダメージだ。なお、１点でもダメージが通ったら［スリップ］が入るぞ。

ジェントゥ：［スリップ］か……まずいな、喰くらうとムーブアクションが封ふうじられる。

クリエ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は15あるから、差し引き20点ダメージ。残り【ＨＰ】38で［スリップ］も受けた。……動いただけで地震が起きるとか、超大型のエネミーでかすぎでしょ!?

ライラック：ぐはは、これが南方大陸マジェラニカの実力よお！　いや、すみませんっ、おおざっぱすぎる主様ですみませんっ!?　我が輩、地元民としてお詫わびしたい！

ＧＭ：うるさいわ！（笑）　それにしても……20ダメージしか入らなかったか。アコライトがいないのに。

クリエ：しか、じゃねえよ！（笑）　これ、ジェントゥ（【ＨＰ】35）とライラック（【ＨＰ】39）が飛行じゃなかったら、詰んでないっ!?

ＧＭ：詰んでないよ。うん。詰むのはここから。

クリエ：なんか企んでるっ!?

ジェントゥ：［スリップ］を与えたのと、なにか関係しそうだ。

ＧＭ：うひひ。〝森の主〟は次なる攻撃の準じゆん備びを始め、「ぐ、ぅぐ……」と喉を鳴らしているが……（[image: ←]ヒント）。

ジェントゥ：ああっ、ブレスか……っ!?




　正解である。

　〝森の主〟の戦闘コンセプトはこうだ。

　最初の攻撃《地響き》の目的は、ダメージを与えるというよりは、シーンに登場している全ＰＣに［スリップ］を与え、移動を封じることだ。［スリップ］中は、戦闘移動・全力移動・離脱を不可にする。加えて、この効果を解除するにはムーブアクションの消費が必要となる。

　移動を封じておいて、次の行動では遠距離からブレスによってダメージを与えるのが基本戦術である。《地響き》[image: →]ブレス[image: →]《地響き》[image: →]ブレス……と、高い行動順にこれを繰り返すだけで、接近戦しかできないキャラクターを単純に無力化し、一方的に攻撃できるわけだ。

　これだけ聞くと詰んでいるようにも思えるが、対処法はいくつもある。

　もっともも単純なのは、クリエがフェイトで回避を上げ、《地鳴り》の効果を避ける方法だ。

　《陣形》を使い、セットアップ中に移動してもいい。

　また、魔法や弓などの遠距離攻撃を持つキャラクターにこの戦術は通用しない。ゆえに、遠距離攻撃を連打するだけでもいい。ただし今回はアコライトがいないため、遠距離攻撃キャラの【ＨＰ】が尽きる前に〝森の主〟を倒せるかどうかの勝負となる（と見せかける）。それが今回の戦闘の主コンセプトだ。




　プリプレイでも話題に出たが、たとえばクリエが《カバーリング》を持っていれば戦い方は大きく変わる。攻撃役としての機能は封じられても、ヒールポーションを飲みながら遠距離攻撃役をかばってダメージを引き受けることで、容易に戦闘をクリアできるだろう。

　また（今回は無理だが）アコライトがいれば、仲間が受けるダメージを《プロテクション》で守りながら戦えるし、もしアコライトが《ヘイスト》を取得していれば、近接キャラの行動順番を高めて攻撃に参加させることだってできる。




　ギルドメンバーたちがどんなクラスを選び、どのスキルを取得するか。

　その組み合わせで戦い方は大きく変わり、またこれを考えることこそ「アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ」における最大の魅力のひとつなのだ。




ジェントゥ：さて、次は私の行動だな。ムーブアクションなし、マイナーアクションで強きよう心しん丹たんを飲んで【精せい神しん】の判定に＋１Ｄ、メジャーアクションで《イメージウェポン》、さらに《ファントムペイン》で［放心］を［毒（１）］に変へん更こうする！

安達：なんと、ペンギンとは毒を使う動物だった！（一同爆笑）

ＧＭ：《イメージウェポン》とは！

ジェントゥ：（ナレーション風に）幻影で創り出した武器で攻撃する、新クラス・イリュージョニストの新しいスキルである！　その幻影はあまりにリアルで、本物の武器で攻撃されたと思い込み、本当にダメージを受けるのだ！（[image: ←]ノリがいい）

ＧＭ：だから命中判定も、相手の回避判定も【精神】になるという（笑）。

ジェントゥ：そう、その武器が現実に等しいものとなるか、見破ってしまうかは【精神】の勝負しだい！（笑）　【精神】判定にプラス修正を、与える強心丹と相性がいい（笑）。命中は……４Ｄ＋８で……たぁ！（ダイスを振る）　よし、高いぞ。出目は15、達成値23！

ＧＭ：こちらも【精神】でリアクションする。こちらの【精神】は６！　高めだが23はクリティカルのみ！（ダイスを振る）　６と……１で７、失敗！

ジェントゥ：命中だな。ということで、ダメージは支援も含めて……おお、８Ｄ＋18だ。

ＧＭ：たけえっ!?　ふざけんなよ、なんだそれ!?（一同爆笑）

ジェントゥ：はっはっは。《ガーデン：溶岩》と《シャープネスガーデン》が強いのだ。




　実際のところ、ジェントゥの攻撃では、ダメージは６Ｄ＋６にすぎない。

　だがライラックの《ガーデン：溶岩》と《シャープネスガーデン》により、２Ｄ＋12が加わった。支援なしでは27点ダメージという期き待たい値ちが、この支援により46点となったのだ。

　これも、Ｏはたがガーデナーを選んで支援寄りにキャラデータを構成しての結果だ。




ライラック：はっはっはぁ!!　どうだ見たか！　先生、お願いしますっ！（笑）

ジェントゥ：ではいくぞ、ダメージロール！（ダイスを振る）……出目は33、合計51点の〈無〉属ぞく性せい魔法ダメージだ。

安達：す、すごい！（笑）

ＧＭ：痛い痛いっ、痛いんだけど!?（笑）　45点とか喰らったぞ!?

クリエ：毒まで入るとか半はん端ぱねぇな！（笑）　ここで俺の番だけど……ムーブアクションで［スリップ］を解除、マイナーアクションは……ＨＰポーションを飲もう。（ダイスを振る）10点回復して【ＨＰ】が48点。メジャーで、もう一本飲むか（ダイスを振る）……お、これで最大値まで回復。……く、アコライトとの合流までが、俺たち最大の壁かべだっ！（一同爆笑）

ライラック：〝七人の冒険者〟のアコライト担当さーん！　早く来て～っ!!（笑）

ＧＭ：これで全員行動終しゆう了りようだな。クリンナッププロセスで、〝森の主〟は［毒（１）］により５点ダメージを受ける。以上で第１ラウンドは終了、続けて第２ラウンドへ！




●第２ラウンド

▼行動値

ライラック　　　　　　13

森の主　　　　　　　　12

ジェントゥ　　　　　　10

クリエ　　　　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：それでは第２ラウンドのセットアッププロセスからだ！

ライラック：《ガーデン：溶岩》の効果が切れたから使いたいけど、その前に《陣形》がほしいです！（笑）　クリエにはどうにかして接敵してもらいたい！

クリエ：了解だ。じゃあ、二度目の《陣形》！　俺は〝森の主〟にエンゲージする！

ライラック：これでよし。我が輩は動かずにいればいいな。

ジェントゥ：いいのか？　お前は攻撃しないのか？

ライラック：はっ、しまった!?　我が輩は前ぜん衛えいだったっ!?　馬鹿な───っ!?（一同爆笑）……仕方ない、我が輩は５メートル近づき、クリエにだけ《ガーデン：溶岩》をかける。

ジェントゥ：私は７メートルしか移動できないので、クリエとエンゲージできない。だから、この場にとどまって後こう衛えいとして戦おう（一同爆笑）。

ライラック：この絶ぜつ妙みような距離感!!　なんでこんなに距離が長いんだよぉおぉ!?（一同爆笑）くそう、《ガーデン：溶岩》をクリエに！（ダイスを振る）発動は成功。さあ味わえっ！　この溶岩の力を！（ダイスを振る）　……げげぇっ!?　ファンブル!?

一同：げえっ!?（一同爆笑）

ライラック：ここはフェイトで……いや、使わずにいよう！　だめっ、主様を傷つけることなんてできない！　……へへへ、クリエめ、かかったなっ!?（笑）

クリエ：ちょっ!?（一同爆笑）

ライラック：仕方なかったんや───っ！　ファンブル出ちゃったんや───っ!?

[image: ]

ＧＭ：さて、他にセットアッププロセスで行動するキャラクターもいないようだな……。ではイニシアチブプロセス、最初はライラックだ。

ライラック：待機じゃ───っ！

ＧＭ：了解。では、次は〝森の主〟の行動だ。彼はのどを〝ごくり〟と鳴らし、口から毒どく液えきを噴ふん射しやする！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《ウィルブレス》！　対象は……ばらけちゃったんだよな、残念。ではランダムで決めようか。

クリエ：こっちに来い！

ＧＭ：（ダイスを振る）……目標はクリエ！　自分の足元にいるキミにブレスを噴射する！

クリエ：よっしゃ！　さあ来い！　今日のダイス目はけっこういいぞ！

ＧＭ：命中は３Ｄ＋５！（ダイスを振る）お、いいぞ。11だから達成値は16だ！

クリエ：それはきびしいな。フェイトは使わずにそのまま振る！（ダイスを振る）　惜おしい、11！　達成値13で失敗！

ＧＭ：では、ブレスがクリエを直ちよく撃げきする。ダメージはたいしたことないんだ。ただし、２Ｄ＋18の貫かん通つうダメージ。

ライラック：貫通!?　防ぼう具ぐが無力化されるから、ぜんぜんたいしたことあるよ!?　痛いよ!?

クリエ：痛いのは俺だから！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）……５！　23点の貫通ダメージだ。毒液がキミの鎧よろいの隙すき間まから入はいり込こんでくる。１点でもダメージが通れば［毒（２）］になるぞ。

クリエ：【ＨＰ】が35点になって毒もくんのかっ!?　回復してなかったらやばかった！

ジェントゥ：次は私か。もう一度だけバッドステータスを変更できるぞ。ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションは再ふたたび《イメージウェポン》と《ファントムペイン》！　［スタン］をかけて敵のリアクションを減らそう。【精神】判定は４Ｄ＋８！（ダイスを振る）クリティカルはしなかったが、達成値は21だ。

ＧＭ：む。こちらの回避は２Ｄ＋６で……（ダイスを振る）７！　避けられん（笑）。

ジェントゥ：今回は《ガーデン：溶岩》がないからダメージは６Ｄ＋18だな。

ＧＭ：十分すぎるっ！（笑）

ジェントゥ：１点でもダメージが通れば［スタン］が入るぞ。そりゃ！（ダイスを振る）　おおっ、いい目が出た。出目だけで27、合計45点の〈無〉属性魔法ダメージ！

ＧＭ：40点ダメージを受けて、さらに毒にスタン！　ひでえっ！　次はクリエの攻撃か……Ｏはたがこんなダメージ強化支援キャラを持ち込むとはなあ……【ＨＰ】が保たねえ。

クリエ：いくぞ！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションは《バーサーク》、一緒に《ソウルヒート》を使用！　うらあぁぁあぁ───っ!!

ライラック：も、森中に雄おたけびが響いてるっ！

ＧＭ：広大な森中にクリエの咆ほう哮こうが響ひびき渡わたり、恐きよう怖ふした鳥たちが一いつ斉せいに空へと舞まい上あがる。

ライラック：ちょ、ちょっと！　クリエの目が尋常じゃないよ！　主様を殺さないでっ!?

クリエ：メジャーアクションで《バッシュ》！　命中判定は３Ｄ＋４……で当たるよね？

ジェントゥ：大丈夫。現げん在ざい、〝森の主〟はスタン中で、リアクションにマイナス１Ｄだ。

ＧＭ：そのとおり。ジェントゥの幻げん影えいに惑まどわされ、クリエの位置を見失っている。

クリエ：さすがジェントゥ！　ダメージも出した上に敵を幻げん惑わくしてくれた！　ダメージロールは……おらぁっ！（ダイスを振る）　おおっ、いいぞ！　出目が15だから、達成値19！

ＧＭ：回避はマイナス１Ｄされてるから、避けられないよっ！（笑）

クリエ：よし、ダメージいくぞっ。《ソウルヒート》で＋２Ｄ、《バーサーク》で＋３、《バッシュ》が６Ｄ、そこに＋12の支援が入ってるから……合計が、８Ｄ＋31……！　お、おおおー……っ!!（一同爆笑）

安達：めちゃくちゃ感動してますね（笑）。

クリエ：おうよ！　いくぞ、ダメージ８Ｄだ！　うらあーっ！（ダイスを振る）　……出目が36だから、合計67点の魔法ダメージ！

ＧＭ：はあぁっ!?　ろ、61点抜けて……死ぬんだけど!?（一同爆笑）

一同：おお───っ！（拍はく手しゆ）

クリエ：いえーいっ!!（ライラック、ジェントゥとハイタッチ）




　こうして、〝森の主〟……山のごとく巨大な蛇は、地響きをたてて地に伏ふした。




ＧＭ：では、これにて戦闘は終了……シーンを終えようか。

ライラック：ふう、どうにかなった。主様、どうか安らかにお眠ねむりください。

ＧＭ：殺すなよ!?（一同爆笑）







◆Middle05◆さらばマジェラニカ




　巨大なる〝森の主〟は倒れ、森は静せい寂じやくを取り戻した。

　クリエを支し配はいしていた戦闘の狂熱も、急速に冷めていく。

　凄せい絶ぜつな主の変貌。〝七人の冒険者〟を名乗るクリエとジェントゥの実力。

　めまぐるしく動いた事じ態たいに圧あつ倒とうされたまま、ライラックが安堵の吐息と共に周囲を見回せば……彼女の同僚たちが駆け付ける様子が目に飛とび込こんできた。




ＧＭ：さて、新しいシーンに入ろう。戦闘終了後の後始末をすることが目的だ。というわけで、キミたちの前には、巨大な蛇……〝森の主〟が横たわっている。

ライラック：主様といえど、ガーデナーの力の前じゃこんなもんよぉ！　げへへへへ！

クリエ・ジェントゥ：ちょ……っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：お前……（笑）。と、ここでキミの同僚である北の妖精と東の妖精が飛んできて、声をかける。「おお、まさかこんな一いつ瞬しゆんで主を倒してしまうなんて」

ライラック：いやいや、我が輩だけではやばかったよ。異い国こくから来たこのふたりの冒険者のおかげで、なんとかなったようなものさ。特に彼の一いち撃げきはすさまじいものがあった。

ＧＭ：「……主様の強きよう靭じんなうろこを絹きぬごし豆どう腐ふのようにあっさり切きり裂さくとは……」

安達：あるんだ、絹ごし豆腐っ!?（笑）

ライラック：そのとおり。はるか異国よりパンダが持ってきた。

クリエ：なぜパンダが絹ごし豆腐を……。

ライラック：「これを主様に食べさせてあげるんだ」と言っていたあのパンダの笑顔が思い出されて……う、ううっ。食べられてしまうなんて……っ！

ジェントゥ：呪いが解とければ、きっと生き返るさ。

ライラック：本当かよっ!?（笑）

ＧＭ：「とにかく、主様は正気が戻るまで拘こう束そくしておこう」一斉に妖精たちが呪じゆ文もんを唱えると、ツタが次々と〝主〟の身体を搦からめ捕とっていく。

クリエ：なあ、ライラック。あらためて頼みたい。俺たちと一緒に来てくれないか？　俺の大事な人も、〝森の主〟と同じように呪いをかけられている。呪いをかけた奴やつを倒さない限かぎり、同じことが何度も繰くり返かえされてしまう。〝星の龍〟は倒さなくちゃならない。

ライラック：むしろ、我が輩からもお願いするよ。一緒に連れて行ってくれ。あの主様がこんな状態になるくらいだ。この世界にはもっと悪いことが起きているはず。これ以上、友達の動物や妖精───自然が悲しむ姿を見たくはない。

ＧＭ：キミの胸むねに去来するのは、今は〝森の主〟に食われてしまった仲間の動物たちや西の妖精───共に日々を過ごした在りし日の友人たちの姿で……。

クリエ：ありがとう、ライラック。で、ジェントゥ……次の目的地はわかってるのか？

ジェントゥ：うむ。次なる〝冒険者〟は東方に、いる。

ＧＭ：具体的にはこのへんだね（と、地図の一カ所を指し示す）。

ライラック：……ダイワ群ぐん島とう国の南端か、なるほど。

クリエ：エリンディル西方[image: →]マジェラニカ[image: →]東方……大おお雑ざつ把ぱにとんぼ返りだな（笑）。ちなみにダイワって、サムライの国なんだっけ？

ＧＭ：そう、戦国から江え戸ど時代ぐらいの日本がごちゃ混まぜになったような状態。ここで一瞬だけ場面がダイワに移る。安達くんのＰＣがちらっと映像に映るイメージで……（笑）。

安達：では、僕ぼくのＰＣの顔には影が落ちてはっきり顔が映らない状態で……（笑）。そうですね、神社の境けい内だいで酒を飲みながら、一陣の風に運命の到来を感じておりましょう。

ＧＭ：渋しぶいなっ!?（笑）かっこいいぞ。

安達：は、かっこいい系を目指します（笑）。

クリエ：イケメンか!?（笑）

安達：……夜空の星が、手にした杯さかずきの酒に映うつり込み、それを静かに眺ながめてから、ひと口で吞のみ干ほす───。

一同：おお……っ!?　かっこいいっ!!

ＧＭ：と、そんなところでシーンを終了しよう！







◆Middle06◆風は東方の邦へ




　エリンディル大陸、東方───。

　かの地には、独どく特とくの文化を育はぐくむ国々があった。

　その中のひとつにダイワ群島国がある。

　偉い大だいなるタイクーンが治めるこの国に、ひとりの涼すずやかなる若わか者ものの姿があった。




ＧＭ：というわけで、お待たせしました。安達くんのＰＣの出番だ。ライラックの時と同じように、安達くんのＰＣの紹介を経へて導どう入にゆうのシーンを演出していこうか。

安達：わかりました（笑）。

クリエ：どんなイケメンがくるか楽しみだ。

安達：（涼やかに笑いながら）……楽しみにしててください（笑）。ハンドアウトによると、僕はタイクーンの直ちよつ轄かつ地ち・ミサキ藩というところにいるんですよね。

ＧＭ：そう。そこでまんじゅう……もといサハギン焼きの本家と元がん祖その争いに巻き込まれる。

ジェントゥ：さらに家老の名は鰤ぶり左ざ衛え門もん。ギャグシナリオの予感しかしない（笑）。

安達：でも僕はあくまでシリアスでいきますよ！

ＧＭ：その意気やよし！（笑）　ではここでエリンディル東方の解説を入れておこう。











































クリエ：東方のクラス、面白いな。これ、日本と中国とモンゴルがベースか。出だしのジェントゥは神の国、次に西洋風の世界で俺のシーンがあって、南方に浮かぶ〝魔獣の大陸〟でイベントをこなし、次は和風世界……（笑）。

ＧＭ：ちなみに、安達ＰＣのいるダイワ群島国は、さっきも言ったが日本風の文化を保つ国家だ。時じ代だい劇げきさながらの冒険を楽しむことができる世界だね。




・ダイワ群島国

　エリンディル東方大陸のもっとも東にある群島国家である。タイクーン（＝将軍様）と呼ばれる支し配はい者しやに統とう治ちされた国でいくつかの藩はんに分けて統治されている。固有の文化を有し、エリンディル西方にも見られる〝サムライ〟の武ぶ術じゆつなどはこの地が発はつ祥しようである




▼ＰＣ④　安達洋介……サカキ・スイリンの場合

出自：［真性魚類］　境遇：［出生］　目的：［正義］

ＧＭ：……というわけで、安達くんのＰＣを紹介してもらおう！

安達（以下、スイリン）：名はサカキ・スイリン。クラスはアコライト／カンナギ。年ねん齢れいは人間でいうところの二〇代くらいで……男性のサハギン。

一同：サハギンっ!?

クリエ：さっきのイケメンっぽい人が実は魚人……っ！（笑）




　端たん的てきに言うとサハギンは魚人の種族である。その特性上、水中での戦いを得意とする。




スイリン：ちなみに、ライフパスの出自が［真しん性せい魚類］だったので、両親は普通のお魚さんということになりますね、これ……。

ジェントゥ：突然、変異種として生まれた天才なんだろう（笑）。

スイリン：ハンドアウトに指定されてた妹はどうしようかな……。

ライラック：妹もお魚だとすると……超ちよう面おも白しろい！（笑）

ＧＭ：大丈夫、妹については、いろいろと設定を考えてあるから。

スイリン：わかりました。あ……鰤左衛門には、僕の代から仕えることになったんですか？

ＧＭ：うーむ。出自が［真性魚類］だと、サハギンになり、カンナギとなったのはスイリンからってことになるな……。

スイリン：養子に入ったとかでもいいですが。

ジェントゥ：親はサカキ家の生いけ簀すで泳いでいたんだけど……ある日、神のお告げがあって、スイリンはサハギンに進化。サカキの家を継ついだことになるんじゃないか？

ライラック：「神の使いが降こう臨りんされたわ！」って感じで、サカキ家に迎むかえられた（笑）。

クリエ：神の使い・スイリンが生け簀からザパーッと降臨……！（一同爆笑）

スイリン：じゃあ、出自はそんな感じで（笑）。境きよう遇ぐうは［出世］、目的は［正せい義ぎ］です。

ライラック：出世魚の世直しストーリーっ!?（一同爆笑）

スイリン：うまいことを言いますね。ともあれクリエが王道主人公系だから、こちらは優男系です。超ちようイケメンで、街を歩けば娘むすめたちが頰ほおを染そめてこちらを見つめます。

クリエ：「見て！　あのすごい活いけ作づくり！」

ＧＭ：活け作りっ!?

ライラック：イケメンならぬ、活いけ面作り……魚だけにっ!?（笑）

ＧＭ：イケメンサハギンで天才カンナギ……ミサキ藩では、超ちよう有ゆう名めい人になってるだろうね。

スイリン：ええ（笑）。そんな優やさ男おとこですが、心の中では正義を愛する、真ま面じ目めな青年です。鰤左衛門に仕えてはいますが。

ＧＭ：妹を人ひと質じちに取られてしまっては仕方ない。きっと町の人も、「あんなにすてきな人が、なぜ鰤左衛門なんかに……」って言っていることだろう。

スイリン：ちなみに、義ぎ理りの親であるサカキ家の両親は、この藩の家老の地位にあって……すでに亡なくなっています。謀ぼう殺さつされたという噂もある。で、代わりにやってきたのが鰤左衛門という───。

ライラック：わ、悪そうだ！（笑）

スイリン：ともあれ、亡くなった義理の両親はよくしてくれて、カンナギの勉強もさせてくれたんだ。おかげで神官の位を授さずかりました。

ＧＭ：その実力で、キミは藩に仕えるようになったわけだ。

スイリン：ですが、義理の両親を謀殺されたこともあり、警けい戒かいして最近は遊び人のような暮らしをしています。

クリエ：遊び人？

スイリン：月もかすむほどの美男子で、町を歩けばいくらでも女が寄ってくるんで（笑）。遊び好きの女好きというイメージを演出。わざと見くびられるようにしています。

クリエ：昼ひる行あん灯どんを演えんじている、ってことか。

スイリン：うん、そういうこと。享きよう楽らく的てきに見せ、さらに鰤左衛門に対しても「叔父お　じ上」……と、なれなれしく呼んでいます。

ジェントゥ：鰤左衛門が叔父になった（笑）。鰤左衛門とサカキ家は。血縁関係にあるのか。

スイリン：なお、鰤左衛門は「スイリンは、女を与えておけばいずれ懐かい柔じゆうできるだろう」と考えています。

ＧＭ：だがしかし、その笑え顔がおの下には刃やいばが潜ひそんでいる、と。

スイリン：そうそう。表向きは酒と女におぼれた放ほう蕩とう息子むすこ的な感じかな。

クリエ：なんてカッコイイんだ！　サハギンだけどっ！（笑）

スイリン：絵にするとこんな感じ……（と、スケッチブックにさらさら描く）。

一同：イケメンだ─────────っ！（大爆笑）

ＧＭ：（げらげら笑いながら）なんだこの流し目……っ。まごうことなきイケメン！（笑）

スイリン：なお、データとしては、アコライトのスキル《ヒール》《クイックヒール》《プロテクション》《アフェクション》などで、回復や防御を担当します。

クリエ：待望のアコライト系人材が来た！

スイリン：さらにロールスキルの《ハンズオブライトⅠ》も取得で、１シーンの間《プロテクション》の効果を＋１Ｄできます。さらに《ホーリーライト》で攻撃も可能、と。

ジェントゥ：カンナギとしてはどんな能のう力りよくを？

スイリン：《セイクリッドダンス》がポイントですね。舞まい踊おどると、僕はあらゆる判定に＋１Ｄされます。また《チャネリング》により、これをセットアッププロセスで使用可能に。

クリエ：カレイ……いや、華か麗れいだ！　魚だけにっ！（一同爆笑）

スイリン：そして《コールゴッド：イザナミ》により、《セイクリッドダンス》効果中は《プロテクション》の効果に＋２できますね。特とく徴ちよう的てきなのは、装備の巫術の弓かな。これは【ＨＰ】や【ＭＰ】の回復、ダメージ軽けい減げんや増ぞう加かの効果に＋２されるという。

クリエ：まさにギルドの回復・防御役。キミこそ俺たちが待ち望んでいた人材！（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。では、ここらでスイリンのシーンを始めようか！
















　四人目の冒険者の物語が始まる───。

　所は、ミサキ藩の城じよう下か町まち。

　賑やかな城下町の喧けん噪そうをよそに、涼しげなまなざしをした魚人がひとり町を歩む。

　彼の視し線せんの先には悪あく趣しゆ味みな豪ごう邸ていが見える。

　それこそが、この藩の事実上の支配者、シロナガス鰤左衛門の屋や敷しきであった。




ＧＭ：では、状況説明から始めよう。場面はダイワ群島国の南端、ミサキ藩と呼ばれる場所だ。今、ミサキ藩の城下町では、民みん衆しゆうがサハギン焼き合戦のニュースに沸わいている。

ライラック：町をあげてサハギン焼きをプッシュ（笑）。

ＧＭ：その饅まん頭じゆうの一種で、サハギンをかたどった鯛たい焼やきのようなお菓か子しをどちらがタイクーンに献けん上じようするか、本家と呼ばれる店と元祖と呼ばれる店で争いが起きている。

スイリン：なんとも騒がしい話だな。

ジェントゥ：ちなみに、住民はほとんどサハギンなのか？

ＧＭ：国家老の鰤左衛門をはじめ、サハギンはたしかに多いが、ヒューリンも同じくらい見られるね。ここは人とサハギンが協力して町を作っているんだ。

クリエ：へえー。

ＧＭ：なお、今現在は藩はん主しゆが留る守すにしているため、鰤左衛門がこのミサキ藩を仕切っている。

スイリン：やれやれ。だが、奴がのさばっていられるのも今のうち。

ＧＭ：……そんなある日。シロナガス鰤左衛門その人からスイリンは呼よび出だしを受けた。彼の私し邸ていにある広間に、キミがやってきたところからスタートしよう。

スイリン：それじゃ、いい具合に酔よっ払ぱらいつつ、かわいい女の子をふたり、両手に花状態で連れていく。

ＧＭ：遊び人すぎだろっ!?（一同爆笑）

スイリン：う～い、叔父上～、入りますよぉ～？　と、ガラッとふすまを開けよう。

ＧＭ：すると、部屋の中では……「ほほう？　なるほどなるほど」「いやいや、そちはこういう段だん取どりで……」と鰤左衛門と見知らぬサハギンの老人が打ち合わせをしているね。

ジェントゥ：ここで腹ふく心しんが出てきて「スイリン様、女じよ性せいは困ります」って止められそうだ。

スイリン：では「名残なごり惜おしいな～」と言いながら、女の子たちとハグして別れよう（笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、鰤左衛門は「おお、来たか！」と鷹揚に挨あい拶さつをする。

スイリン：さっさと中に入って、勝手に徳利とつくりを取って飲み始めます。

ＧＭ：鰤左衛門と面と向かって座っていたサハギンの老人が、おだてるように拍手をする。「いやあ、いい飲みっぷりですなあ」

スイリン：いや、お恥はずかしい。僕など酒の味もわからぬ若じやく輩はい者ものです。して、あなたは？

ＧＭ：「おお、ちゃんと紹介をしてはおらなんだな。今、町中で噂になっておる『タイクーンに献上するサハギン焼きを作る』という話、そちも聞いておるだろう？」

スイリン：ええ。たしか、本家だの元祖だのと聞きましたが。

ＧＭ：「そう。で、こちらは、本家サハギン焼きを作っておられる、北小路ホッケ殿じゃ」

一同：北小路ホッケ!?

ＧＭ：「ふふふ。ホッケゆえにいつでも腹は開いております」（一同爆笑）

ジェントゥ：ほんとにただのホッケじゃねーかっ!?（爆笑）

ＧＭ：なお、〝本家〟ゆえに〝ホッケ〟でして。

クリエ：適てき当とうにもほどがある……っ！（大爆笑）

ＧＭ：「はじめまして、スイリン様。わたくし、本家のサハギン焼きを作っておりまする。ご賞味いただければ幸い」と、北小路ホッケは箱に入ったサハギン焼きを差し出す。

スイリン：ひと口食べてみようかな。

ＧＭ：超まずい。

スイリン：………………。

ＧＭ：あんこも少ないし、しかも磯いその香りがかぐわしい。

ライラック：磯の香りがするのかよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「どうです？　いい香りでしょう。この磯の香りこそ、本家サハギン焼きのチャームポイントでございます」

ライラック：チャームポイントにするなあ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ちなみに鰤左衛門は「やあやあ、うまいだろう？」と威い圧あつしてくるよ。

スイリン：どうにか飲のみ込こんでから、残りはぽいっと捨すててしまおう。

ＧＭ：「好すき嫌きらいか……お前はまだまだ子供だのう！　がっはっは！」と鰤左衛門は笑う。

スイリン：まずいものはまずいので……。ところで、叔父上は食べているのかな？

ＧＭ：食べるわけないだろうこんなもんっ!?

スイリン：おぉいっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：どうやら通の味、という謳い文句で売り出しているようだ。まあ、美お味いしくはないがファンはそれなりにいるらしい。

ジェントゥ：ここでホッケはこう言うのだ。「ご家老さま、このサハギン焼きをお納おさめくだされ」当然、サハギン焼きを二枚まいめくると、下に金色のサハギン焼きが。

ＧＭ：「おおっ、わしはこれに目が無くてのう」（一同爆笑）

スイリン：気づかぬふりで、酒をぐびぐび飲んでいよう。ほら、僕、魚ぎよ眼がんだし（笑）。

ＧＭ：「さて、スイリンよ。近々、公明正大に！　誰の悪意も付け入る隙すきもなく！　元祖と本家の審しん査さが行なわれる」

スイリン：さぞかし公明正大なのでしょうね。

ＧＭ：「これで勝った方が、タイクーンにサハギン焼きを献上することになっておる。もちろん、わしは公平に審査する。だが、あろうことか、元祖サハギン焼きの店が、どうにも不ふ穏おんな動きを見せていると聞いてのう」

スイリン：ほほう。というと？

ＧＭ：「なんでも、わしが不正を働いているとの言いがかりをつけ、それを言いふらしておるのだ。我々を貶おとしめようとしているのは明白。すっかり気き鬱うつになったホッケ殿が、こうしてわしに相談に来たというわけだ。かわいそうにのう」

スイリン：今、黄金のサハギン焼きをやりとりしてたじゃん!?（笑）　と、内心はツッコミを入れつつ。正義を重んじる僕としては、目の前の不正の方を不ふ快かいに感じるね。

ＧＭ：そんなスイリンの内心を知ってか知らずか、鰤左衛門は悪そうな笑みを浮かべてキミを見る。「スイリン、お前を呼び出したのは他でもない。先ほども言ったとおり、元祖の奴らが、わしらに濡ぬれ衣ぎぬを着せようと、内ない偵ていを進めているようなのだ」

スイリン：……ほほう。

ＧＭ：「そこでスイリン。お前の出番じゃ。元祖の連中の悪あしき動きを、つぶせ！」

スイリン：ほう？　つぶせ、と？

ＧＭ：するとホッケがすすすと寄ってくる。「そんなことをカンナギ殿に言うのは……」「なぁに、案ずるな。こやつはわしのことを絶ぜつ対たい的てきに信しん頼らいしておる。なぁんでも言うことを聞いてくれるのだ」

スイリン：そのとおりでございます。……くっ、妹を人質に取られていなければ（笑）。

ＧＭ：「さすがはスイリンじゃ！」　鰤左衛門はにやりと笑う。「そうそう、お前には守るべき、大事なものがあるからのう？」

スイリン：少し目を細めてにらむけど、すぐに酒をひと口飲んで、いつものにやけた顔になるよ。……ま、美味い酒と女がいれば、この世になんの不満がありましょうや。

ＧＭ：鰤左衛門は飼かい馴ならしたと思っているので、満足げにうなずいている。「それとじゃ。お前にもうひとつ頼みがある」

スイリン：なんです？

ＧＭ：「元祖サハギン焼きの店に行き、サハギン焼きの試し供きよう品ひんをひと箱、もらってきてほしいのじゃ。それは予よ備び審査に必要でな。のう？」とホッケを振ふり向むくと、彼は「もちろんでございます」と大きく頷く。

スイリン：サハギン焼きの試供品、ねぇ。

ＧＭ：「その内容しだいで、わしに濡れ衣を着せようとしている嫌疑をはらしてもよい。わしは、公明正大であるからのう？　明日の昼にでも、元祖の店へ行ってまいれ」

ジェントゥ：これ、賄賂を要求してるんじゃないか……？（笑）

スイリン：かしこまりました。お話はそれで終わりならば、僕はこれにて。

ＧＭ：「おお、以上じゃが……飲んでいかぬのか？」

スイリン：いえいえ。少し飲のみ過すぎたようで……。ただ、せっかくここまで来たので、そうだ、妹にでも会っておきたいかな。

ＧＭ：シーンを作ろうか？

スイリン：……あ、いや。ここは妹と会うのを禁きんじられている方が、燃もえる展開かな……。

クリエ：た、たしかに!!（笑）

ＧＭ：ＯＫ（笑）。じゃあ、そういうことで。普ふ段だんはキミに会わせないようにしていることにしようか。

スイリン：あ、妹の名はツクリでどうでしょう？

ライラック：〝イケメン〟ならぬ〝活け作り〟の妹だからか！（笑）

クリエ：すっごく料理されてそうな名前だ！（笑）

ＧＭ：安達君がいいなら、いいよ！（笑）

スイリン：では、「せっかくですから、ツクリに会ってもよいですか？」と、部屋を出る前に鰤左衛門に尋ねてみる。あえて！

ＧＭ：「ならぬ。ツクリは今、大変に忙いそがしいのだ。すべての事業をなし、今回の件けんが終わったなら、ゆっくり会わせてやろう。それでどうじゃ？」

スイリン：……そう、ですか。承しよう知ちしました。と、部屋から出よう。

ＧＭ：といったところで、シーンを終えよう。







◆Middle07◆驚きよう愕がくのサハギン焼き




　クリエ、ジェントゥ、ライラックの三人は、ミサキ藩の城下町にやってきた。

　城を中心に発はつ展てんしたこの異国の町の風景は、なにもかもが珍めずらしい。

　だが、町を行き交う人々の表情はどこか暗く、不安げな噂うわさ話ばなしで持ちきりだった。

　どうやらその原因は、彼らの手にある瓦かわら版ばんや街角のポスターに綴つづられている「サハギン焼き合戦開かい幕まく！」という言葉にあるようだった。




ＧＭ：さて、クリエたちのシーンに入ろう！　時じ刻こくは先ほどのスイリンのシーンの翌よく日じつの昼。クリエたち一行が、エリンディル大陸東方はミサキ藩についたところから始まる。

ライラック：はるばる来たぜ～。

ＧＭ：それはまさに異国の文化。町の人々は着き物ものという、どこか質しつ素そな雰囲気を醸かもし出す服を着ている。中には、羽は織おりと呼ばれるものを着物の上に着込んだ粋いきな人もいた。また、周囲を見回せば、建物の多くは木でできており───。

クリエ：西方にも木の家はあるけど、ずいぶんと建けん築ちく様よう式しきにちがいが……（笑）。

ジェントゥ：おお、あの屋根に並んでいるのがＫＡＷＡＲＡ（瓦）というものか。

ライラック：面白い（笑）。

ＧＭ：（笑）。ミサキ藩の城下町に来たキミたちだが、小一時間も歩き回って何度も耳にするのだが……今、この町は〝サハギン焼き〟なるお菓子の話で持ちきりだ。なんでも近々、〝元祖〟サハギン焼きと〝本家〟サハギン焼きのどちらが優すぐれているか、藩をあげて審査をするのだそうだ。

スイリン：あちこちにポスターとかのぼりとかあるんじゃないかな。

ジェントゥ：せっかくだし、茶屋にでも入って、サハギン焼きとやらを食おうじゃないか。

クリエ：賛さん成せい！

ＧＭ：了解。では、キミたちは手近な茶屋へと入った。そこは〝元祖〟サハギン焼きを出している店だ。注文すること数分で、お茶と共に人数分のサハギン焼きが運ばれてきた。

ライラック：では……ぱくり。

ＧＭ：───と、お菓子を口にしたその瞬間。すべての思考と身体の動きが止まった。

クリエ：んんっ？

ＧＭ：心の奥よりあふれ出るのは、今までの人生で味わったことのない感動の渦うず！　心の悪いものがすべて、洗い流されるかのよう！　気がつけば滂ぼう沱だの涙があふれてきて……！

ジェントゥ：う、う、うまいぞおぉ───っ!?　思わずレビテートだ……！　くるくるくる（一同爆笑）。

ＧＭ：それを見ていた町の子供たちが「わあーっ」と拍手する（笑）。

ライラック：「元祖の〝アレ〟が出たぞ───っ！」（笑）

クリエ：〝元祖〟を食った人はみんな、そんなリアクションをするの!?（笑）

ＧＭ：「おう、お客人！　初めて食ったのか！　うまいだろう！」と、他の客も嬉うれしそう。

ジェントゥ：ぬ、ぬう。すごい、尻尾しつぽの先まであんこがぎっしり詰つまっている……！

ライラック：ああ、こんなおいしいもの、〝森の主〟にも食べていただきたいなあ……。ところでここに、食べ比べ用に他の店で買ってきた〝本家〟がある。

ジェントゥ：いつの間に。まあ、せっかくだし比べてみるか。

クリエ：それじゃ、いただきます。ぱく。

ＧＭ：食べた瞬間……キミたちの心に沸きあがるのは、哀かなしみ。

一同：哀しみっ!?

ＧＭ：そうだ。なぜ我々人類は、このようなものを食さねばならないのか、そんな切なさが心のもっとも深い部分より止めどなくあふれ出す（一同爆笑）。

ライラック：だめだ……もうだめだ、世界は終わりだよ……。

ＧＭ：そしてあんこは少なく、磯いそ臭くさい。

クリエ：び、鼻び腔こうをくすぐる磯臭さ……ついでに魚の生なま臭ぐささが……（笑）。

ライラック：なんでこんなあんこが磯臭いんだよおぉっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：店に出てきた茶屋の主が言った。「熟じゆく練れんのサハギンが、手もみであんこを練っていると聞きましたが」

ジェントゥ：ご主人、この国の人々は、本気でこれをうまいと言っているのかい？

ＧＭ：すると彼は声を潜め───「お客さん、ちょっと……」と、周囲を見回し。声を潜めて言う。「正直、本家のは食えたモンじゃないです。が、それを言うのはご法はつ度とで……」

ライラック：え？　大声で言っちゃだめ？　本家のぉーっ!!　サハギン焼きはーっ!!

ＧＭ：「ひぃっ!?　やめてくださいよ!?　……今まで本家のをまずいと言った店は、何なん軒けんも不幸な事じ故こにあってるんです」

ライラック：かあー……っ、こいつぁくせぇ！　磯よりもくせぇにおいがぷんぷんするぜぇっ？（一同爆笑）

ジェントゥ：べちんっ！　とはたいてライラックを黙だまらせる。

ライラック：うげぇっ!?　べしゃり。

ジェントゥ：……時にご主人。話は変わりますが……カンナギのサカキ・スイリンさんをご存ぞんじありませんか？

ＧＭ：「スイリン様、ですか!?」

ジェントゥ：いかにも。我々は彼を訪たずねてここに来たのだ。

ＧＭ：「ご存じもなにも……この町の有名人で」　……と、ここで茶屋の主人との会話から、サカキ・スイリンなる人物や、その周辺の情報を入手したことにしよう。その内容は……。




　スイリンは、この藩の神事を一手に引き受ける、神職であること。

　しかし、人望に篤あついと評ひよう判ばんの男でありながら色におぼれ、遊び人の如き振ふる舞まいは町の噂になるほど。夜な夜な女遊びに興じているという。

　加えて、亡くなったスイリンの義理の父サカキは、人々につくす名家老であったこと。

　サカキの後あと釜がまに座すわったシロナガス鰤左衛門が家老の地位についてから、重じゆう税ぜい・賄わい賂ろ・悪法などがまかり通るようになったこと。

　スイリンは、義理の父の死後は、鰤左衛門に仕えていること───。




ライラック：オーウ……スイリンとは、ダメな奴や。

ジェントゥ：ここで茶屋の看板娘おミヨちゃんが来て、頰ほおを膨ふくらませる。「スイリン様、最近、色町で女遊びばっかりって噂よ！　もう、すっかりだらしなくなっちゃってさ！」

ライラック：……でも女にモテる、と。

クリエ：スイリンは、そのシロナガスとやらの屋敷に行けば会えそうだな。

ジェントゥ：うむ、さっそく行こうか。

ＧＭ：「……ああっと！　みなさん、見たところ冒険者様とお見受けしますが」

クリエ：ん？　いかにも、そのとおりだけど。

ＧＭ：「それを見み込こんで、ひとつお願いが……実はこのわたくし、〝元祖〟サハギン焼きの主でございまして……近々、タイクーンに納めるサハギン焼きの審査がございます。が、どうにも審しん査さ会かいの雲行きが怪あやしく……」

ジェントゥ：ほほう？

ＧＭ：「町の者たちは、元祖の方がいいと言ってくださるのですが、どうやら裏うらで出来レースなるものが行なわれているのではないか、と」（一同爆笑）

ライラック：わかりやすい……っ！（笑）

ＧＭ：「〝本家〟が、なにやらご家老とグルになっているという噂が流れてまして……冒険者様、お願いです。どうぞその裏うら取とり引ひきをやめさせてはくれませんか？」

ジェントゥ：……悪いが主人、それは我々の仕事ではない。主人の肩かたをぽんぽんと叩こう。我々のことを、クライマックスフェイズで「先の副将軍○○……！」とか「全国見回り役！」とか言うような……身分を隠して各地を旅している人とでも思ったかな？（一同爆笑）

ＧＭ：「ええっ!?　ちがうんですか!?」

クリエ：ちがう。それに俺たち、別の目的があるからなあ。時間がないんだ。

ＧＭ：「そう、ですか……ならば、討うち死じに覚かく悟ごで挑いどむのみ」

クリエ：討ち死に覚悟？　そこまでなのか？

ＧＭ：「ううっ、あんなクソまずいお菓子をタイクーンに献上したら、我が藩がお取りつぶしになること間ま違ちがいなし……！」

ライラック：そこまで深刻なのっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「大きな声ではいえませんが、それを知った上で、ご家老は大金をせしめようとしているのではないかと───」と、主がそう語り出した時だ。ふいに店先でこんな声が上がる。「おいおい、なんだこのくっそまずいサハギン焼きはよぉ!?　元祖はまずすぎるぜ！　おい、本家はねぇのか、本家は!?」

ライラック：正気かっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ちなみにそう言っているのは、いかにも雇やとわれた風のゴロツキたちだ。

ライラック：わ、わかりやすいなー（笑）。

クリエ：看かん板ばん娘むすめのおミヨちゃんが「きゃあっ！」って突つき飛とばされたりするんだな（笑）。

スイリン：きっとおミヨちゃんは、金魚のサハギンだね。

クリエ：おっと、大丈夫か？　と、店先に出ておミヨちゃんを抱きとめる。

ＧＭ：「ああ、店が……お助けください、冒険者様！」

クリエ：時間はないが……さすがに目の前の乱らん暴ぼう者ものを放置できないな。そっとおミヨちゃんを離して、すたすたとゴロツキの方に歩いていく。

ＧＭ：「ああん？　なんだぁ、お前？」

クリエ：無言のままにらむ。自分でやっててなんだが、これはもう対決不ふ可か避ひだな（笑）。

ＧＭ：と、そんなところでいったんシーンを切ってスイリンの視点に移そうか。







◆Middle08◆流りゆう麗れいなるカンナギ




　茶屋の店先は、現あらわれた暴ぼう漢かんにより、不穏な空気に包まれていた。

　狼ろう藉ぜき者ものを追おい払はらうべく、クリエはバーサーカーの力を解かい放ほうしようと決めたその時───。

　張はり詰つめた空気を解きほぐすかのような、柔やわらかな態度の男が現われた。




ＧＭ：さて、ここはクリエたちと、東方編へんの主人公スイリンの出会いを演出するシーンだ。

ライラック：ダブル主人公やでぇ！　こいつは盛もり上あがるぜ───ぇ！

ＧＭ：スイリンは鰤左衛門に言われた通り、元祖の試供品を取りに来た場面と思ってくれ。受け取り場所として指定されていた茶屋の店先に着くと、そこでなにやらトラブルが起こっているようだ。

スイリン：うん？　なんだ？　と、ちらっと騒ぎの方を覗のぞいてみる。

ＧＭ：見れば元祖の店の前で異国の冒険者三人が、おびえるおミヨちゃんをかばうように立っている。対たい峙じしてるのは、柄がらの悪い男たちだ。

スイリン：……そこに余裕の態度のまま、近づこう。なお、僕は人間とサハギンの美女の肩を抱いています。

一同：サハギンの美女っ!?（笑）
















ライラック：（ナレーション風に）───現われたのは、言葉を失うほどのイケメンだった。

ジェントゥ：（ナレーション風に）その美しさは、種族を超こえたものであった。

クリエ：なんだ？　アンタ、このゴロツキ共のボスか？

スイリン：男は無視。横の可憐な妖精さんに声をかける！　やあ、異国のお嬢じようさん♪

一同：マジで!?（一同爆笑）

ライラック：も、もしかして、我が輩のことか!?（笑）

スイリン：もちろんさ。キミが高こう貴きで美しい女性だと、すぐにわかったよ。

ライラック：なぜだろう、涙が出てくる……我が輩は感かん激げきだ……っ！（笑）

ＧＭ：一方のゴロツキたちはいきり立った。「ナンパな兄ちゃんよぉ、ナメてんなよ！」

スイリン：お前たち。異国から来た女性に狼ろう藉ぜきなどするものじゃないよ。

ＧＭ：「サムライに向かってその言動……！」　彼らは腰の刀に手をかけた。




　───しかし、スイリンの視線に刀を抜こうとする男たちの手が止まった。

「こ、こいつ、例のカンナギじゃ……」

　ゴロツキたちは、スイリンが何者か気付いた。

　「き、今日のところは許してやる。以後、無礼を慎つつしむように」と捨すて台詞ぜりふを残し、男たちは店を出て行った。




ＧＭ：……と、キミの登場により、騒ぎは収まったようだ。

スイリン：聞き分けがいい暴漢で助かった（笑）。

ＧＭ：おミヨちゃんはキミへと駆け寄り、その胸むな元もとに手を当てて……潤うるんだ瞳ひとみで見つめた。「あ、ありがとうございます、スイリン様……」

ライラック：おミヨちゃん、なんとチョロい！（笑）　というか、この殿との方がたが我が輩たちが探していたスイリン様か！

ジェントゥ：ぺたぺたと近ちか寄よろう。こんにちは、あなたがサカキ・スイリン殿ですかな？

スイリン：……ペ…………。

ジェントゥ：ペ？

スイリン：ペンギンがしゃべった──────あっ!?

ＧＭ：そこは崩くずれるのかよっ!?（一同大爆笑）




　よくわからないサハギンの価か値ち観かんだった。

　ともあれ、騒ぎが収まった茶屋で一同はお互たがいに挨拶を交わし、話し合いの場を持った。

　その場で、ジェントゥは語る。迫せまり来る〝星の龍〟の話と、それを倒せる〝七人の冒険者〟のひとりがスイリンであろうことを。

　そして、共に〝星の龍〟を討とう伐ばつする仲間になってほしいことも。




スイリン：……ふむ、面白い話だけど、にわかには信じがたいですね。

ジェントゥ：でしょうな。ですが……〝運命の女神〟に選ばれしあなたなら〝あの星〟が見えるはず！　と、空の一角を指さして聞こう！

スイリン：…………。

一同：…………。

ライラック：（超不安げに）あ、星っていうのはあれのことね？　昼でも輝く、あの凶きよう星よ？　ほら、あれが見えるかな？

スイリン：星？　見えないね。見えるのは、僕に微笑みかけるライラックさんという美しい星だけさ───と、見えないふりをしよう。

ライラック：う、嬉しいけど……なんでじゃあっ!?（笑）

スイリン：ほら、妹を人質にとられてるので、簡かん単たんにはこの町を離れられないんですよ。まあ、その事情を語るはずもなく……。

ジェントゥ：じゃあ、こっちもそんな事情を察することもできず。がーんっ!?　その場に崩れ落ちる。四人目の冒険者は、この方ではなかったか。正しい四人目を探しに行こう……。

スイリン：（少し考えて）……実は内心、叔父の悪事の証しよう拠こを摑みたくはあるんだよね。どうしようかな……とりあえず、クリエの持っている大剣を眺めてちょっと目を細める。

クリエ：ん？

スイリン：……待った、遠路はるばるやってきたお客人。人捜しをしているのなら、僕は少々お役に立てると思うよ。こう見えて、僕は顔が広くてね。協力できるかもしれない。

クリエ：本当か？　それは助かる。

スイリン：よければ、僕の館やかたにどうぞ。といっても、叔父の館の離れだけどね。

ジェントゥ：急いで次の〝冒険者〟を探し出して次の土地へ行きたい我々が、しばらく町に滞在する理由がほしいな。……では、私はこの場を離れており、しばらくして落らく胆たんした様子で戻ってくる。次の船の出航は数日後だそうだ。しばらく町に滞たい在ざいするしかない（断言）。

ＧＭ：じゃあそれで（断言）。好都合な出航スケジュールだな（一同爆笑）。

クリエ：ということだ。よろしく頼む、スイリン。

スイリン：しっかりもてなしをさせてもらうよ。あと、お使いを済すませておこう。

ＧＭ：ああ。「事前審査用の試供品です」と、元祖のサハギン焼きを店主が差し出す。

スイリン：中を確認して……たしかに預あずかった。それではお客人、こちらへどうぞ。

ジェントゥ：ううっ、かたじけない……がっくりしながらついていこう（一同爆笑）。

ＧＭ：では、美形のサハギンがしゃなりしゃなりと肩で風を切って歩く。そのうしろを妖精が飛び、剣けん士しがそれに続き、最後に下を向いたペンギンがぺたぺたとついていく。

クリエ：……なんだこの変な「アリアンロッド」（一同爆笑）。

ＧＭ：（笑）。では、こんなところで一回、シーンを終了しよう。







◆Middle09◆家老の謀はかりごと




　四人は鰤左衛門の屋敷の門をくぐった。

　豪ごう壮そうな構かまえの邸てい宅たくに、クリエたちの目は丸くなるばかり。

　そんな彼らを笑顔で導き、スイリンは使用人に三人を賓ひん客かくとしてもてなすように伝え……みずからが住まう離れに案内するのであった。




ＧＭ：さて、次のシーンだ。ここでは、クリエが試供品のサハギン焼きを鰤左衛門に渡わたし、その際さいの会話を描えがくシーンと想定している。このシーンでは、スイリンのみが登場だ。

ライラック：く……その密みつ談だんっぽいのが気になる（笑）。

スイリン：では、せっかくだし三人には酒しゆ宴えんを楽しんでもらっていることにしましょう。僕の住む離れに、一席設もうけさせます。

ジェントゥ：これはすまないねぇ。

ライラック：あ、そういえばマジェラニカ大陸からここまで、どのくらいの時間が経ったんだろうか。忘れてた。

ＧＭ：あ。そういえば時間制限があったな。では……３Ｄ６日が経過したということで。

一同：３Ｄ６日っ!?

ＧＭ：では……なんとなくライラックに振ってもらおうか。

ライラック：ひぃっ!?（笑）　ででででは……おりゃ！（ダイスを振る）……10！

ＧＭ：マジェラニカ大陸を出て、一〇日が過ぎた。前が残り三八日で、一日は現地で消費したと考えて……残りは二七日だな。

ライラック：我々は酒におぼれている場合ではな───いっ!?（笑）

ＧＭ：ともかく、陽が落ちるとスイリンの粋いきな計らいによって宴えん会かいが催もよおされた。彼がぽんぽんと手をたたくと、サハギンの芸者が現われて───。

クリエ：うおおおっ！　鯛たいやヒラメの舞い踊りだ───っ!!（笑）

ライラック：これが伝説の龍りゆう宮ぐう城じよう!?　ういーひっくっ!?（[image: ←]思いっきり酒におぼれている）

ジェントゥ：いい気分になった私は、幻影を出して座ざを盛り上げる（笑）。

スイリン：……と、そんな感じで宴えんもたけなわな頃ころ合あいを見計らい、僕は叔父上の許もとへ向かうよ。手に本家サハギン焼きの試供品を持って。

ＧＭ：了解。星明かりの下、縁えん側がわを通ってスイリンは鰤左衛門の部屋へと向かった。鰤左衛門の部屋を訪れたキミに、障子越しに声がかかる。「よくぞ来た。他には誰もおらぬな？」

スイリン：僕ひとりです。

ＧＭ：「では中に入って座れ。お前を呼んだのは他でもない。お前も薄々は感づいてはいるだろうが……わしの事業を手伝ってほしいのだ」

スイリン：部屋に入って座ります。叔父上の事業とは、あのクソまずい本家サハギン焼きを売ることですかな？

ＧＭ：「お前もまだまだ浅いな。まずこれは一挙両得の策であると心得よ。一石二鳥の作戦だ。明日の晩ばん、あのクソまず……クソまずくはない、失礼な、なにを言ってるんだお前は」

スイリン：なにも言ってませんよ菊池さんっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「明日の晩、本家と取引をすることが正式に決まった。ほれ、元祖の試供品を見てみろ！　黄こ金がね色いろの菓子が入っておらぬ！」　キミが持ち帰った試供品の箱を開けると、美味そうなサハギン焼きが並んでいるだけだ。

スイリン：つまり？

ＧＭ：「つまり、元祖はわしなどどうでもいいと思っておるということ！　まったく悲しいことよのう。よって公明正大な審査により、本家サハギン焼きがタイクーンへの献けん上じよう品ひんとなることが決まった。もちろん、審査はするがのう？」

スイリン：……なるほど。要約すると、鰤左衛門は審しん査さ員いんに袖そでの下を渡して、本家を必ず勝たせるつもり、と。

ＧＭ：うむ。明日の晩、サハギン焼きの取引に紛まぎれて、袖の下を本家のホッケ家から受け渡される手はずのようだ。「ただ、どうも元祖の奴らが冒険者を雇ったらしくな……お前には取り引き現場で護ご衛えいについてほしいのだ」

スイリン：ほ、ほう。

ＧＭ：「元祖が雇った冒険者なぞ、どれほどのものぞ！　何人たりともわしを傷つけることはできん！　お前の《プロテクション》があればな！」（一同爆笑）

クリエ：これは、スイリンが鰤左衛門側について戦闘になるってことか……？（笑）

スイリン：……ふむ、僕も大事な叔父上に死なれてしまっては、美味い汁しるが吸すえなくなってしまいますからな。護衛の件、承知いたしました。

ＧＭ：「おうおう、愛うい奴よのう！　信頼するお前に、もうひとつだけ話をしておこうか」そこですっと鰤左衛門は目を細める。場の空気が変わるのを感じた。

スイリン：……ん？

ＧＭ：「今回の話には、もうひとつ裏がある。お前はこのクソまずいサハギン焼きを、タイクーンに献上したらどうなると思う？」

スイリン：タイクーンの機き嫌げんを損そこねることは、間違いないでしょう。特にタイクーンの妹姫ひめは、まずいものを食うとぶち切れますから───（笑）。

ライラック：　『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』シリーズ参照、と（笑）。

ＧＭ：「ましてやタイクーンはお身体が弱い。下手をすれば、生命に関かかわる」

ライラック：どんだけまずいのっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「当然、ミサキ藩の責任問題になる。だが、その責任はいったい誰が取ると思う？」

スイリン：……藩主様ですか。

ＧＭ：「そう。藩主には罪つみの責任を、取っていただかねばならぬ。そうだろう？」

スイリン：……なるほど。そして藩主様亡きあとに叔父上が……。

ＧＭ：「うむ。根回しは済んでおる。準備は万ばん端たんなのだ！　そして、あのクソまずい菓子をこれ以上食わずに済むのは僥ぎよう倖こう……っ！」

ライラック：だから、どんだけまずいんだよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「だが、このたびはあのまずさが最大の武器となるのだ」

スイリン：しかし僕の口を封じるのは、安くはないですよ。

ＧＭ：「承知しておる。当然、望みはすべてかなえてやろう。ただひとつを除のぞいて、な」

スイリン：表情は変えないで答えよう。そうだなぁ、新しい美女が数名欲ほしいところかな。

ＧＭ：「その程度ならばたやすいものよ」もちろん鰤左衛門は、キミが妹の解放を望むと見み越こした上で、「ひとつを除いて」と言っている。有ゆう能のうなスイリンを手放したくないからだ。

スイリン：……くそっ。承知いたしました。では、その話は事が済んだあとに。

ＧＭ：「うむ。では、下がれ」　そしてシーンが終わるが……最後になにかひと言、どうぞ。

スイリン：では、失礼しますと、部屋を出て……月を見上げて呟こう。




「───明日の晩か」







◆Middle10◆街の辻つじにて




　───翌日。クリエたち三人は、ミサキ藩の城下町へと繰くり出だした。

　街角の人々から、気になっていることを聞き出すためである。

　異国の情緒にあふれ、一見は華やかに見えるこの町も……一歩裏うら通どおりに入れば、目にできたのはどこか陰いん鬱うつな表情の人々の姿であった。




ＧＭ：さて、次のシーンに入ろうか。スイリンが鰤左衛門と密談した晩の翌日となる。取引は夜に行なわれる。それまでにしたことがあれば片付けよう。朝食後、町の様子を見に行ってもいいし、情じよう報ほう収しゆう集しゆうしてもいい。

ジェントゥ：うむ、情報を集めておきたいな。

クリエ：ああ、時間を無む駄だにできないからな。的確な状況を作りたい。

ＧＭ：では、キミたちは町の様子を見るために外に出た、ということにしようか。

ジェントゥ：うむむ……頭が痛む……夕べのことをあまり覚えていないのだが（一同爆笑）。

ライラック：い、いや、ジェントゥはもうお酒を飲まないほうがいいアルよ（笑）。

ＧＭ：まずは町に出て、キミたちに気づいたことがあるかどうか、【感知】で判定をしてもらおうか。目もく標ひよう値ちは８でいいよ。

クリエ：（ダイスを振る）お、13で成功！

ジェントゥ：（ダイスを振る）９だな。私も13で成功だ。

ライラック：（ダイスを振る）げげぇーっ!?　１ゾロ───っ!?（一同爆笑）




　二日ふつか酔よい気味のライラックを除き、成功した一同は、ミサキ藩の現げん実じつを知る。

　表通りの賑やかさとは裏うら腹はらに、裏通りはすさみ、町民たちは重税にあえいでいた。

　すべては、鰤左衛門の悪政が原因だという。




ライラック：クリエ、この町まち並なみを見てどう思う？

クリエ：気の毒だな。だが、俺にはやらなければならないことがあるんだ。早く四人目を見つけたい。でも……このまま苦しんでいる人たちを放置していいものか。

ＧＭ：おお、いい葛かつ藤とうだ。そもそも四人目が見つかっていないという、想定外のことが起きてるわけだが……（笑）。

ジェントゥ：ああ、やはりスイリンが四人目だという確信はほしいな。新しいお告げはまだ出ていないのだろうか？　確認をしてみよう。

ＧＭ：では、教皇より託された謎の御札をキミは見た。それに問えば次なる〝七人の冒険者〟の最新情報が浮かびあがる。【感知】の判定をしてもらおう。難なん易い度どは10だ。

ジェントゥ：（ダイスを振る）お、11が出た。達成値は15で成功だ。

ＧＭ：四人目の冒険者を見つけられなかったキミに、新たなお告げが下された。じわりと紙に文字が浮かんでくる。「ミサキ藩のカンナギ、サカキ・スイリン───」

ジェントゥ：おかしい。またサカキ・スイリンというお告げが出ておる。

クリエ：彼が四人目だとするなら、なぜ噓うそをついたのか。スイリンと直接、話したいな。

ＧＭ：では、ここでスイリンが今なにをしているかを描びよう写しやしてみよう。……というわけで、スイリンは今日はどうしてる？

スイリン：じゃあ、僕も町に出ていることにしましょうか。朝から貧ひん民みん街がいに飲みに行って……酒のおかわり！　お、それもおくれよ。釣りはいらないよ？　派手にお金を使ってる。

ライラック：酒宴のあとに迎むかえ酒ざけ!?（笑）

ジェントゥ：むう、これは……お金を貧まずしい人にばら撒まいてるのか。

スイリン：いやいや、僕は遊び人なだけですから？

ＧＭ：誰に返事をしているんだ（笑）。

スイリン：真面目に言うと、鰤左衛門からせしめた金をこんな形で、悪政に苦しむ人に還かん元げんしたりするのが、僕の日にち常じようだったりします。

ジェントゥ：なるほどなるほど！（笑）　彼について調べた方がよさそうですな。

ライラック：彼がよく行くという色町に行って、スイリン個こ人じんの話を聞いてみよう。

ＧＭ：うい。なにか聞き出せたか、【幸運】判定をしてもらおう。

ライラック：ふふふ、我が輩の【幸運】は高めなのだ……！　たあ！（ダイスを振る）………………ピンゾロ。ちょっと───ぉ!?（笑）

ＧＭ：（笑）。他ふたりは成功か。では、色町のあちこちでスイリンのことを聞いて回ると、彼が口にするのはこんな声。「は？　スイリン様がこんなところでただれた遊びをするわけがない」「酒をたしなみ、町の者と楽しく過ごすことはありますがね」

クリエ：……ほんとにいい奴だった。

ＧＭ：子供たちも口をそろえて言う。「スイリン様は、いつも町外れの貧民街でお酒飲んでるんだ」「飲んでるだけじゃないよ。みんなのためにお金を使って助けてくれてるんだ」

クリエ：……さっきの情報をゲット（笑）。

ライラック：い、イケメンやわぁ、活いけ造づくりやわぁ……！（一同爆笑）

ジェントゥ：どうやらスイリン殿には、我々に見せていない隠れた顔があるようだな。

スイリン：す、すごく持ち上げられてる……っ！（笑）

ライラック：ここの家老がどれだけ悪いのかはわからないが、そんな奴に一方的に使われているなんて、よっぽどの理由があるにちがいない。

クリエ：やっぱり、本人と話してみるのが一番よさそうだな。貧民街とやらに行ってみよう。

ＧＭ：うい。じゃあ、キミたちが貧民街へと足を向けたところで、シーンを終了しよう。







◆Middle11◆心を開く言葉




　ミサキの城下町の貧民街は、海に流ながれ込こむどぶ川のほとりに広がっていた。

　すえたような臭においが漂う通りを抜け、スイリンが居るという酒場を三人は目にする。

　そして、その中から漏もれ聞こえてくる言葉に耳をそばだててみると……。




ＧＭ：さて、場面は変わって貧民街にある場末の酒場。うらぶれたお店にキミたちが向かうと、そこは人でいっぱいだ。扉は開いていて、中を覗くと……「スイリン様！　おはようございます！」という声が、店のあちこちから聞こえてくる。他の場所では暗かった民衆の顔も、ここではみんな笑顔になるんだ。

ライラック：おおっ、いいですな。

クリエ：そんなに慕したわれてるのか。

ＧＭ：子供がひとりスイリンのもとに駆かけ寄よりねだる。「スイリン様！　遊んで！」

スイリン：子供の頭をなでてやりつつ、周囲のみんなの顔色を見たりします。ああ、キミ、ずいぶんと顔色がよくなったね。

ＧＭ：「はい、スイリン様からいただいたお薬がよく効きまして……」

スイリン：それはよかった。ただ、薬は一時しのぎだ。しっかりと養生するんだよ。

ＧＭ：「はい！　ありがとうございます」

ジェントゥ：……遊び人は仮かりの姿、というわけか。なるほどな。

スイリン：女の人の手ばっかりやたら握ったりしますけどね。

ライラック：女好きはほんとなんだっ!?（笑）

スイリン：さてと、やってきた三人の気配を察知して、ふと顔を上げよう。

クリエ：……こういうことか、スイリン。

スイリン：ちょっとばつが悪そうにする。ここは観光客が来ても、楽しい場所じゃないよ？

クリエ：あらためて、お前に少し聞きたいことがあるんだ。

スイリン：頷いて、酒場の二階の座ざ敷しきに誘います。：……それで、聞きたいこととは？

クリエ：俺たちはまだ、お前には俺たちと同じ星が見えると思ってる。お前が俺たちの仲間だって……そう考えている。

スイリン：その話は……。

クリエ：いや、聞いてくれ。お前ほどの人間が見えないと言っている以上、なにか理由があるんだろう。それを承知の上で頼んでるんだ。俺のために、俺の都合で、俺の家族のために。

スイリン：……家族のため？

クリエ：そうだ。力を貸してほしい。その代わり……俺は、お前の力となろう。スイリンの目を見据えて……言う。俺にはお前が必要だ。俺と共に来い！

一同：おおっ!!

ＧＭ：こっちもイケメンだな。

スイリン：（少し考えて）……家族、か。キミの家族のことを聞かせてくれないか。

クリエ：わかった。じゃあ、俺の家族のことを、かいつまんで話そう。

スイリン：では、それを聞いて……なるほどね、と呟く。クリエの心根がなんとなく読み取れた。彼は、信頼に値する。では、居い住ずまいを正してすっと正せい座ざをする。

一同：お？

スイリン：……キミたちに、頼みがある。そう言って頭を下げる。

ライラック：おおっ!?　スイリン様が頭を下げるなんて!?

スイリン：僕には、なによりも大事な家族がいる。たったひとりの妹だ。だが、鰤左衛門の屋敷の牢に幽ゆう閉へいされ、会うこともままならない。妹が鰤左衛門の手の内にある以上、僕は奴に逆さからえない。どんな悪事に荷か担たんさせられても、なにもできないんだ。

クリエ：……お前、それでいいのか？

スイリン：いいわけはない！　正直……あいつをぶった斬ってやりたい！

クリエ：私し利り私し欲よくのために、愛する家族を分ぶん断だんするなんて、人のすることじゃない。

ジェントゥ：うむ。あいつは許せん。刺さし身みにしてやる！

ライラック：鰤だけに！（一同爆笑）

ＧＭ：なお、スイリンの妹、ツクリがいる座敷牢ろうは、普段は厳げん重じゆうに警けい備びされている。

スイリン：そしてあの屋敷に僕の味方はいない。だから、力を貸かしてほしいんだ。

クリエ：もちろんだ。手伝わせてくれ。

ジェントゥ：全力で協力しよう。

スイリン：ありがとう。今まで聞いてきたことも全部話そう。今晩、本家の館で取引がされる。不正取引の現げん場ばを取とり押おさえることができれば……。

ＧＭ：現場を押さえる、か。その場合、スイリンは護衛として現場に登場することになるな。

クリエ：妹さんを助け出し、鰤左衛門の不正を押おさえる作戦を立てることが必要だな。

ライラック：では、どこに妹のツクリさんが捕とらわれているかだが……。

ＧＭ：では、ツクリの座敷牢の情報を得られるか判定してもらおう。これを知っている可か能のう性せいがあるのはスイリンだけだから、ひとりのみ判定だ。難易度10の【知力】でどうぞ。

スイリン：それっ！（ダイスを振る）　げげえぇ───っ!?　ファンブル───っ!?

ＧＭ：……これはおいしいっ!?（一同爆笑）

クリエ：完かん璧ぺきだ！（笑）

スイリン：ふぇ、フェイトを１点使います！（一同爆笑）　５が出れば成功だな……それっ！（ダイスを振る）ふう、出た！　７、達成値12で成功！

ＧＭ：では、キミはかつてツクリの食事を運ぶ女中を懐かい柔じゆうし、情報を聞き出していた。妹がいる座敷牢は、敷しき地ち内ない……庭園の最さい奥おうにある蔵だ。そこは厳重に施せ錠じようされ、常に数人の兵士たちが守っている。開けるための鍵かぎは、鰤左衛門が肌はだ身み離さず所持しているようだ。中の様子を見るにも、牢屋の天井にある灯り取りの窓まどくらいしかなく……。

スイリン：ほほう。窓の大きさは？（[image: ←]なんかピンときた）

ＧＭ：だいたい四〇センチ四方ぐらいかな？

スイリン：くっ……四〇センチでは空でも飛べない限りは、とても……！　ちらっ、ちらっと、ライラックを見る（一同大爆笑）。

ジェントゥ：問題はないぞ。飛べるのはふたりいますからな。サイズ的にもいけそう（笑）。

ライラック：うむ、我が輩ならば入れそうだ。いけるいける！（笑）

クリエ：問題は、警備の兵士たちだな。

ジェントゥ：……ふむ。不正取引の際、鰤左衛門のところで騒そう動どうでも起きれば、蔵を守る連中もそちらに向かうのではないか？

クリエ：それだ！　陽動すればいいのか。『聖弾のルーチェ』で似たようなことをやったな。

ジェントゥ：では、不正取引の時間に騒動を起こし、その間に救助役が妹さんを救出しよう。蔵は、シーフのライラックに任せるか。

スイリン：僕は、鰤左衛門の護衛として取引に顔を出すべきですね。

ＧＭ：うん。スイリンは妹が助かったあとでなければ、クリエたちに協力ができない。

スイリン：クリエ、悪いがツクリが助かったことを確認できねば、僕は動けん。

クリエ：もちろんだ、それでいい。

ＧＭ：なおツクリを助けるまで、スイリンは鰤左衛門のためにスキルを駆く使しして本気で戦わなければならない。中途半端な動きは、悪事百戦錬磨の鰤左衛門が立ちどころに見抜く。

スイリン：本気でやりますよ、クリエ。

クリエ：お、おう……って、この戦闘もアコライトがいないのか……（笑）。

ＧＭ：（笑）。クライマックス戦闘は、取引現場と蔵の二カ所で同時に進行する。蔵でのイベントをクリア……つまりツクリを救出すれば、取引現場にライラックも登場することが可能となる。どのタイミングで助けられるかが重要だ。

ライラック：おお、責任重大。

ＧＭ：ライラックの救出が失敗したり、開始が遅おそくなったりすると……アコライトが鰤左衛門側についたまま……かなりピンチになる（笑）。

クリエ：これは面おも白しろい。受けるダメージを考えると、《バーサーク》するタイミングも重要だな。回避できるところはしておかないと、保ちそうもないや。

ＧＭ：では、キミたちは作戦を立て、夜を待った。時間は刻こつ々こくと近づき……夜五つの頃。大量のサハギン焼きと金を積んだ馬車が、ホッケ家の館から運ばれてくる───てなとこで次のシーンに移ろう！







◆Middle12◆捕らわれし少女の憂うれい




　スイリン、クリエたちが戦いの決意を固めていたその頃。

　幽閉の身であるツクリもまた、言いしれぬ不安を感じていた。

　永きの間、わずかな光の下で過ごしてきたせいか、その美しい面には疲ひ弊へいの色が隠せない。




ＧＭ：さて、夜の帳とばりがおりた頃……キミたちは鰤左衛門の陰いん謀ぼうを阻そ止しするべく動き出した。それと平行して……捕らわれのスイリンの妹、ツクリの様子を描いておこう。

ライラック：おお！




　鰤左衛門の屋敷がある敷地内に、古びた蔵がある。

　そこは薄うす暗ぐらい座敷牢。天井に備え付けられた小さな天窓から、月の光が細く差さし込こみ……部屋の住人をおぼろげに映し出す。

　スイリン最愛の妹、ツクリ───。

　彼女は、その窓から四角く切り取られた夜空を眺め……呟いた。

「お兄様……どうかご無事で……」

　そのささやきよりも繊せん細さいな言葉は、やがて暗い部屋に消えていった。







◆Middle13◆悪あく党とうどもの企たくらみを暴け




　夜五つ時にほど近い時刻───。

　鰤左衛門の屋敷の門が、一台の大八車を迎むかえ入いれた。

　よく手入れされた庭に、次々と積み上げられていくそれは、大量の千両箱にサハギン焼き。箱の隙間から漏れる黄金色の輝きに、鰤左衛門はほくそ笑んだ。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズ最後のシーンを始めよう！　時刻はもうすぐ夜五つに差さし掛かかる頃……つまり夜の八時ぐらいだ。場所は鰤左衛門の屋敷がある敷しき地ちの最奥……そこに建てられた蔵の近くだ。スイリン以外の三人が木こ陰かげに身を潜めている。

ジェントゥ：蔵の様子はどんな状態なのだ？

ＧＭ：蔵の門の前には、銃じゆうを持った警けい備び兵へいがうじゃうじゃと並ならんでいるね。

ライラック：アリ一匹ぴき通さないと言わんばかりやー。見つかったら撃うち落おとされそうだ。

クリエ：気をつけていけよ、ライラック。

ライラック：へっへっへ、我が輩を舐なめてもらっちゃあ困るね！

ＧＭ：と、そんな時。離れた場所から聞こえきたのはこんな声だ。「ホッケ様、ご到着！　門を開け！」

ライラック：始まった。ここは我が輩に任せ、不正の現場でひと暴れを！

クリエ：ああ。俺たちはそっちに向かおう。

ＧＭ：ＯＫ。では、ライラックの判定はクライマックスフェイズにやるとして……視し点てんをスイリンのほうへ移そうか。キミが見ている前で、屋敷に入ってきた大八車から従じゆう者しやたちがせっせと積荷を降おろし始めた。その中身を、北小路ホッケと鰤左衛門が確認し始めた。

スイリン：僕の他にも護衛はいるのかい？

ＧＭ：うむ。二〇人ほどの私し兵へいが周囲にいると思ってくれ。

スイリン：モブが２グループぐらいかな。わかった。一緒に立ち会おう。

ＧＭ：積みあがる荷物は、千両箱とサハギン焼きだけではなかった。高級な反たん物もの、宝ほう飾しよく品ひんなども数知れず。千両箱から黄金色の光がこぼれ……。

スイリン：おやおや、ずいぶんとまあ。

ＧＭ：ホッケがもみ手をしながら鰤左衛門を見て告げる。「では、鰤左衛門様……例のものを───」　その言葉に鰤左衛門は懐に手を入れ、一いち枚まいの証しよう文もんを取り出した。「たしかにホッケさんと取引しましたよ。あなたを勝たせましょう」という旨むねが書かれたものだね。互いが裏切らぬよう、証文を交わしたのだろう。

スイリン：しかと不正の場を目に焼き付けつつ、相変わらずいつもの調子で……これはすごい！　本当にこの箱のすべてに小判が？　と言っておこう。

ＧＭ：「スイリン様、中を検あらためてもよいですぞ？」　ホッケは得意げに言う。ちなみに箱を開けると、中には大量の小こ判ばんがぎっしり詰つめ込こまれている。

スイリン：へぇ、たいしたものですなぁ。それにしても……このまずいサハギン焼きで、よくこんなに儲もうけられたなー。

ＧＭ：ホッケさん、商才だけはあったんだよ！　味がわからないようにネット通つう販はんのみにしたとか！（一同爆笑）

クリエ：うまそうに写真を撮とったり加工したり！（笑）

ＧＭ：さて、鰤左衛門は貢みつぎ物ものを確認し終えると、ホッケに笑みかける。「ぐふふ、これで取引は成立だ」　ホッケは「ははぁっ！」と頭を下げて───と、そんなところで、夜五つ時を知らせる鐘かねが遠くで鳴った。……夜も鳴るのかな。まあいい、鳴った！（笑）

クリエ：よし、ここで飛び出す！　ついに尻尾を見せたな！　シロナガス鰤左衛門！

ジェントゥ：どちらかといえば尻尾ではなく尾おびれだろうか！（一同爆笑）

ＧＭ：「ぬぅっ!?　何なに奴やつ!?」　鰤左衛門が、反射的に刀に手をかける。

ジェントゥ：私たちは、異国の冒険者を装よそおった諸しよ国こく見回り役である！　タイクーンの命を受け、各国の不正を正しに来た……！（[image: ←]超ウソである）

スイリン：そこで鰤左衛門はこう言います。

ジェントゥ：ぬ？

スイリン：「ペ、ペンギンがしゃべった……っ!?」（一同爆笑）

クリエ：やっぱり驚くところはそこなのかっ!?（笑）

ＧＭ：まあ、それはさておき……「タイクーンの使者だと!?」叫さけぶ鰤左衛門の横で、ホッケは「ひ、ひいぃ!?」と腰こしを抜かしている。

スイリン：クリエたちに言います。……へえ、たったふたりで現われるとは命知らずだねえ。叔父上が出るまでもありません。……者ども、であえ！　であえーぃ！（一同爆笑）

ライラック：「であえ！」ってＰＣが言うのは新しいっ!?（笑）

ＧＭ：悪役のセリフだからな（笑）。スイリンの声を合図とし、警備の兵士たちが、一斉に抜刀し、クリエとジェントゥの前に立ちふさがった。

ジェントゥ：ほう？　私たちはふたりではない。この藩の行く末を憂える憂ゆう国こくの志し士しが、あちこちでお前に反旗を翻ひるがえしているとわきまえよ！　全部口からでまかせだがな！（一同爆笑）

ＧＭ：「お前たちを片かた付づけてしまえばなにも問題はない。証拠がなければ知らぬ存ぜぬで通せるわ！　タイクーンの密みつ偵ていが殺されたことも、すべて藩主がやったことと押おし通とおすまで」

スイリン：なるほど、叔父上はさえていらっしゃる……（笑）。

ジェントゥ：（小声で）肝の据わった悪役だな。なかなかごまかされないぞ（一同爆笑）。

クリエ：ごまかされないなら、倒せばいいだけだ！　剣を構える！

ＧＭ：では、このシーンはここまで！　クライマックスシーンに入ろう！







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ




◆Climax01◆成敗の時、来たる




　突とつ如じよ巻まき起おこった戦いの前兆に、鰤左衛門の屋や敷しきは喧けん噪そうのるつぼとなった。

　そんな中、ふわりと舞まい上あがる妖よう精せいの影かげがひとつ。

　捕とらわれのツクリを救出する使命を帯びたライラックが、行動を開始したのだった。




ＧＭ：クライマックスフェイズを始めよう。まず、ライラックのツクリ救出の処理をしようか。その成せい否ひしだいで、戦せん闘とうが有利になったり不利になったりするのは説明したとおりだ。

クリエ：頼たのんだぞ、ライラック。

ライラック：我わが輩はいにお任まかせいただきたい！

ＧＭ：さて、スイリンの「であえ！」という呼び声に、牢ろう周辺の兵士たちも慌てて鰤左衛門の方へと向かった。もちろん、鍵はかかったままだけどね。

ライラック：おやおや（笑）。まあ、見み張はりがいないなら、気軽に天窓まで飛んで中を覗のぞこう。

ＧＭ：天窓の真下はちょうど牢ろう屋やの扉の前になる（左図参照）。扉の前には一〇人ばかり衛兵が配置されている。牢の中は薄暗くてはっきりとは見えないが、気配からしてツクリがいるのは確実だ。とにかく衛兵を倒たおさないと、牢屋の中に入ることは難むずかしいだろう。

[image: ]

ライラック：け、けっこういるぞ。戦闘力がろくにない我が輩に戦闘しろというのかっ!?

ＧＭ：ちなみに相手はエキストラだ。

ライラック：あんな雑ざ魚こども、我が輩の手にかかればいちころだぜ───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：相変わらずキャラが安定しねーな!?（笑）

ライラック：いやあ、それほどでも。

ＧＭ：褒ほめてねーよっ!?（一同爆笑）　というわけでクリエたちの戦闘開始前に、天窓から奇き襲しゆうができるか判定してもらおう。

ライラック：ならば天窓から侵入し、奇襲する！

ＧＭ：では奇襲の判定を説明しよう。ライラックは【敏びん捷しよう】で、こちらは【感知】で対決を行なう。衛兵の能のう力りよく値ちは２Ｄ＋５で判定。成功すれば、クライマックス戦闘の開始前に〝奇襲〟ということで１メインプロセスの行動をとっていいぞ。

ライラック：それは大事！　【敏捷】ならば得意だぞ！（ダイスを振ふる）……達成値は16！

ＧＭ：ということは……こっちは11が出ればライラックに気づく。……出ろ！（ダイスを振る）　惜しい！　達成値13、奇襲成功だ！　「先ほどスイリン様の声は？」「気のせいだろ」と衛兵たちは危機感のない様子だ。

ライラック：緩んでいるな（笑）。では１メインプロセス、もらうぜえ！　まずはムーブアクションで天井の窓から急降下……緩んだ衛兵たちのエンゲージに移動！　マイナーはなし……メジャーで奴らの足あし下もとを溶よう岩がんに変えてびびったところを攻こう撃げき！　はっはっは、どうだどうだ、さぞや熱かろう！　溶岩はただの演出だけどな───っ！（一同爆笑）

ＧＭ：ライラックが作り出した灼しやく熱ねつの溶岩により、衛兵たちは大混こん乱らんに陥った。そんな彼らの後頭部をナイフの柄えで殴なぐりつけ、ライラックはあっさりと衛兵たちを気き絶ぜつさせた。

ライラック：見たか、エキストラ野郎！　では余裕こいて、牢屋にいるはずのツクリさんに声をかける。ヘイ、ユー！　ユーはスイリン様の妹さんだね？

ＧＭ：その声に、牢の闇の中より鈴すずを転がすような女じよ性せいの声が返った。「……あなた様は、どなたでしょう？」

クリエ：これは美少女の気配だ！（笑）

ライラック：我が輩はライラック、ユーのお兄さんに頼まれて助けに来ました。さあ、顔をお見せください、ツクリさん。

ＧＭ：牢の闇の奥を、ライラックが見入る。闇に目が慣れ……最初に確認できたのは、牢の奥にビロードで覆おおわれた台だい座ざのようなものだ。

ライラック：台座？　台座とはホワイ？　よく見てみると……？

ＧＭ：つややかなビロードの上には薄いピンク色の透とう明めいな球体。時折、くるりと球体の中で、なにかが蠢くのが見えた。

一同：はい？

ライラック：つまり？

ＧＭ：そう、それはライラックが両腕で抱かかえられるほどの大きさの……。

ライラック：ま、まさか。

ＧＭ：───そう、魚の卵たまごだ。

一同：卵────────────ぉっ!?（大爆笑）

スイリン：うっそおおおぉぉぉぉ─────っ!?（一同超ちよう爆ばく笑しよう）

ライラック：まだ孵化してなかったのかっ、妹───っ!?（笑）

クリエ：玉のような女子じゃなくて、本当に玉じゃねーかっ!?（一同大爆笑）

ライラック：ユ───っ!!　ユーは本当にツクリさんなの!?（笑）

ＧＭ：「はい、ツクリです」膜まくの中でしゃなり、稚ち魚ぎよっぽいものが振ふり向むいた。

ライラック：待って!!　卵でしょ!?　しゃなりって擬ぎ音おんは変だよねっ!?（大爆笑）

ＧＭ：ちなみに、ツクリの声はテレパシーにようなもの……キミの心に直接届いている。

ライラック：耳を塞ふさいでも聞こえてくるのぉ───っ!?（笑）

ＧＭ：「ああ、ライラック様……お兄様にも信しん頼らいできる仲間ができたのですね。お願いします、お兄様は私わたしのために苦く境きように立たされておいでのはず。どうか私をお兄様の元へ！」

ライラック：も、もちろんだ。さあ、ユーのお兄様の側へ行……！（突とつ然ぜん動きを止める）。

ＧＭ：ん？

ライラック：……さ、触って大だい丈じよう夫ぶ？　衝撃で卵が潰れたりしない？（一同爆笑）

ＧＭ：「大丈夫。自分を守る術は、持っております」　そう言って彼女は自分に《プロテクション》を張はってみせる（一同爆笑）。

ライラック：マジで───っ!?（笑）

クリエ：す、すごいな、スイリンの妹。度肝を抜かれた。いろんな意味で（笑）。

スイリン：い、いや……僕ぼくが一番びっくりしてるよ…………（笑）。

ＧＭ：───さて、あらためて戦闘に入ろう！　ここで視し点てんはクリエたちに戻もどる。鰤左衛門はすらりと腰こしの刀を抜いて構かまえる。

クリエ：武ぶ器きは刀か。ということは、サムライかな。

スイリン：……ふうむ、流りゆう派はは天然魚人流か、それともお座敷剣けん術じゆつの養よう殖しよく魚人流か。

ＧＭ：下積みは長いだろうし、きっと天然魚人流……って、ひでぇ流派名だな（笑）。

スイリン：───ほう。久ひさ々びさに叔父お　じ上の天然魚人流剣術が見られますな。

ＧＭ：「ふふん、容よう赦しやはせんぞ」　スイリンの横に並び立つ鰤左衛門が、得意げに言う。なお、スイリンは鰤左衛門と同一エンゲージだ。まあ、戦場の配置は、このようになる（と、テーブルにポーンを並べる）。ではここで戦闘開始前プロセスに入ろう。なにかする人は申告してくれ。

スイリン：《ハンズオブライトⅠ》！　印を組んで呪じゆ文もんを唱え、神の加か護ごを右手に宿す。これで《プロテクション》の効果に＋１Ｄ。変に手を抜いては疑うたがわれてしまう……すまない。

ジェントゥ：なに、段だん取どりどおりにやってくれれば問題ない。

ＧＭ：それでは、戦闘を開始しよう！




●第１ラウンド

▼行動値

ジェントゥ　　　　　　10

護衛兵Ａ、Ｂ　　　　　10

鰤左衛門　　　　　　　９

スイリン　　　　　　　８

クリエ　　　　　　　　６
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ＧＭ：さて、まずはセットアッププロセスから！　スキルを使う人、いる？

一同：ありませーん！

ＧＭ：ふふふ、こちらはあるぞ。鰤左衛門が《司令塔Ⅱ》を宣言！　「さあ、やれ！」と、鰤左衛門が命じると、護衛兵たちの士気が上がる！　すべての判定に＋２が入ったところで……イニシアチブプロセスに移うつろう。ここで視点が変わり……まずは15のライラック！　今、キミは倒れた兵士、そして牢の扉とエンゲージしている。扉には鍵がかかっており……。

ライラック：鍵は、きっと兵士が持っているはず！

ＧＭ：正解（笑）。

ライラック：では、ムーブはなし、マイナーで鍵を拾って……メジャーで扉の鍵を開ける！

ＧＭ：では、そこでイベント発生。「ああ、ありがとうございます、ライラック様……！」ツクリ感謝の声をあげた。しゃなり、しゃなり……彼女はライラックの許へと歩み寄り、ひょい。キミのバックパックにすぽっと収まった。

スイリン：え…………えぇえええぇぇえ───っ!?（大爆笑）

ライラック：卵──────っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：というわけで、ライラックは２ラウンド目のセットアップ前に、クリエたちのいる戦場に登場できる。では、続けて【行動値】10のジェントゥだ。

ジェントゥ：さて、先に雑魚を掃そう除じしておいた方がよさそうだな。……ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーで最後の強きよう心しん丹たんを飲む。メジャーは《イメージウェポン》！　対象は護衛兵ＡとＢ！　芸をするペンギンたちの幻げん影えいを見せて幻げん惑わくするのだ。とう！（ダイスを振る）よし、出目は12、達成値20だ！

ＧＭ：どっちもクリティカルじゃないと無理！（ダイスを振る）……両方、回かい避ひ失敗だ。

ジェントゥ：ダメージ、いくぞ！（ダイスを振る）ダイス目は28、合計34点の〈無〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージだ。１点でもダメージが入れば［放心］になる。

スイリン：では、護衛兵Ａに《プロテクション》！（ダイスを振る）24点軽けい減げんする！

一同：24───っ!?（笑）

ＧＭ：高っ!?　それだけでダメージが10点に……。どちらも【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は６あるから《プロテクション》をもらったＡは４点のダメージ。Ｂは28点ダメージだね。

クリエ：《プロテクション》、つえ───っ！（笑）　敵に使われるとこんなに嫌なもんだったのか……っ!?（笑）　24って、だいたい７Ｄの期待値だよっ！（笑）

ＧＭ：「ほっほっほ……さすがはスイリンよ」　鰤左衛門が満足げに頷く。

スイリン：いえいえ、この程度……あれ、なんか悪役も楽しい（笑）。

ＧＭ：でも［放心］は入るな。これで護衛兵たちのメージャーアクションの判定はマイナス１Ｄか。ペンギンの幻影に気を取られ、混乱しているようだ。……さて、ジェントゥの行動は終しゆう了りよう。次は護衛兵たちの行動！




　まず、護衛兵Ａはクリエに近づき、斬りかかった。しかし、［放心］の影響を受けた攻撃は鋭さを欠く。回避のチャンスと見たクリエはフェイトを使用、見事クリティカルを出し、敵の攻撃を悠々とやりすごした。

　同時に突進してきた護衛兵Ｂはジェントゥを狙ねらう。しかし、これもフェイトを２点使用したジェントゥによってあっさりと回避されてしまった。




ＧＭ：ううむ、残念。しかし、次は鰤左衛門の行動だぞ。「わしは部下とはちがう。さて、この剣けん圧あつに耐たえられるかな？」そう言ってゆらりと構え、不ふ敵てきに笑う。

クリエ：耐えてみせるさ！

ＧＭ：「では参る！」ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《ソニックブーム》！　対象はダイスで決める。１～３でクリエ、４～６でジェントゥだ。

クリエ：こっちに来いっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）お、対象はジェントゥ！　「まずは妙みような術を使う面めん妖ような鳥からだ。刀の錆びにしてくれる！　天然魚人流、免めん許きよ皆かい伝でんのわしの腕うで前まえ、見るがいい！」

ジェントゥ：なんだと、免許皆伝!?　そんなに強いのか!?

ＧＭ：たぶん金で買ったんだけどな（一同爆笑）。刀を一いつ閃せん、鰤左衛門はカマイタチを放つ！　命中判定は３Ｄ＋８！（ダイスを振る）　高いぞ！　出目だけで16、達成値は24！

ジェントゥ：仕方があるまい、《デコイイメージ》！　【回避】の代わりに【精せい神しん】で回避判定を行なおう！　《ベアアップ》で＋１Ｄ、強心丹で＋１Ｄされ、合計５Ｄ＋８だ！

ＧＭ：げぇっ!?　つ、強すぎる！（笑）

ジェントゥ：かあーっ！（ダイスを振る）出目が18、達成値26で回避成功。鰤左衛門には、カマイタチによってペンギンが真っぷたつに斬り裂さかれるのが見えるぞ。

ＧＭ：「どうだ！　免許皆伝の腕前は……！」

ジェントゥ：馬ば鹿かめ、それは残ざん像ぞうだ（一同爆笑）。

ＧＭ：「め、面妖な、たしかに斬きったはずっ!?　おのれ、妖怪め……！」（一同爆笑）

スイリン：次は僕の行動だね。ムーブアクションで５メートル前に移動。マイナーアクションはなし、メジャーアクションで弓による射しや撃げき攻撃だ。防ぼう御ぎよ力の高いクリエを狙う。

クリエ：いいぞ、来い！

スイリン：（芝しば居いがかった口調で）キミたちに恨うらみはないが、ちょっと痛い目を見てもらおう！（ダイスを振る）４！　達成値は…………８！（笑）

クリエ：回避してみるか。（ダイスを振る）６！　達成値８で回避成功！

ＧＭ：「馬ば鹿か者もの！　もっとよく狙え！」（一同爆笑）

スイリン：攻撃は苦手なんです、叔父上！（笑）

クリエ：次は俺の行動だな……（少し考えて）敵てきの攻撃も終わったし、ここで使う！　ムーブアクションなし、マイナーアクションは《バーサーク》と《ソウルヒート》！　メジャーアクションで《バッシュ》！　戦いの気配に血がたぎる……！　うおおおおおっ!!

ＧＭ：それは大気を震ふるわせる獣けものの雄お叫たけび！　クリエが獲え物ものめがけて斬りかかる！

クリエ：攻撃対象は護衛兵Ｂ。命中判定だ。うりゃーっ！（ダイスを振る）11、達成値15！

ＧＭ：護衛兵Ｂの回避は２Ｄ＋７！（ダイスを振る）達成値14、回避失敗！

クリエ：ダメージは８Ｄ＋19！（ダイスを振る）よし、でかいっ！　53点の魔法ダメージ！

スイリン：《プロテクション》を護衛兵Ｂに！（ダイスを振る）　26点軽減だ。

ＧＭ：【魔法防御力】は６、ダメージは21点！　護衛兵Ｂの残り【ＨＰ】は20点！　１点オーバーで倒れる！　スイリンの展てん開かいした障しよう壁へきが砕くだけ散ちり、兵たちが吹ふっ飛とばされた！

クリエ：53のダメージがたった21に……倒したからいいけど！（笑）

ＧＭ：「まさか、スイリンの防御障壁を抜くなど!?」　驚おどろいている鰤左衛門。

クリエ：あ！　敵を倒したから……ここで《ブルータルムーブ》っ！　雑魚を倒すと同時に鰤左衛門めがけて突とつ撃げきする。

ＧＭ：な、なんだとっ!?　やっぱ攻撃後の移動は、卑怯くせえなっ!?（笑）

スイリン：途と中ちゆうで僕のいるエンゲージを通るね。ならば、移動を妨ぼう害がいする！　叔父上の許に行かせるわけにはいかないっ！

クリエ：理性を失っている俺は、邪じや魔まをされた怒いかりでスイリンに斬りかかる！　もちろん、演えん出しゆつで……！（笑）
















スイリン：手にした弓で剣けん戟げきを受け止める……が、あまりに重い一いち撃げきに、踏ふみしめた足が後こう退たいする。このクリエという少年……強いっ！

クリエ：俺が強い演出をありがとう！（笑）

ジェントゥ：ともあれ、これでどうにか第１ラウンド終了だな。時間は稼かせげているが……ライラック殿、早く来てくれ───っ！（笑）

ＧＭ：では、第１ラウンドは終了。クリンナッププロセスで、護衛兵Ａの受けていた［放心］が解かい除じよされ、第２ラウンドに移行しよう！




●第２ラウンド

▼行動値

ジェントゥ　　　　　　10

護衛兵Ａ　　　　　　　10

鰤左衛門　　　　　　　９

スイリン　　　　　　　８

クリエ　　　　　　　　６
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ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアップに入るが……その前に、ツクリを救出したライラックが戦場に登場する。登場場所は、敵とエンゲージしていなければどこでもいいよ。

ライラック：では、クリエたちのエンゲージから５メートル離はなれた場所に登場！　スイリン様、妹さんは無事だぞ───っ！　と、卵を取り出して掲かかげる！　ほらーっ!!（笑）

ＧＭ：ライラックの手に収おさまった卵から、「お兄様！」というツクリの声が聞こえた。

スイリン：（感かん極きわまった声で）ツクリ……あんなに大きくなって……っ!!（一同大爆笑）

ジェントゥ：……………………その、それがスイリンの妹……なのか？（笑）

ライラック：いえーす、でぃすいず、ひず、しすたー（一同爆笑）。

ＧＭ：「ええい、見張りはなにをしていた！」　鰤左衛門が歯は嚙がみする。

ライラック：このとおり妹さんは無事だ！　もはやこの下げ衆す野や郎ろうに従う必要はない！

クリエ：スイリンっ!!　来ぉおおぉぉいっ!!　お前がほしいぃぃぃっ!!（一同大爆笑）

スイリン：そ、そういう言葉は、美女に言ってほしいなあ……（笑）。しかし、その熱ねつ烈れつな告白には応えないとね。ＧＭ、クリエたちのギルドに参加します！

ＧＭ：もちろんＯＫだ！

スイリン：───叔父上。あなたの下衆ぶりにもほとほと愛あい想そが尽きました。その証しよう文もんがあれば、あなたの悪事を証しよう明めいできますゆえ、どうぞお覚かく悟ごを。

ＧＭ：「な、なにっ!?　このわしを裏うら切ぎるというのかっ!?」

スイリン：今まであなたに合わせるのにも骨ほねが折れましたよ。なにしろあなたは……（相手を見下すように）───〝臭い〟。

クリエ：なんかかっこいいっ!?（一同が一斉に拍手）

ＧＭ：く。鰤左衛門は憎にく々にくしげにスイリンを見て舌した打うちした。「わしのものにならぬというのなら、お前を刺さし身みのツマにしてくれる……っ！」

ジェントゥ：いや、むしろ刺身だろ（一同大爆笑）。

ＧＭ：ここで鰤左衛門はにやりと笑えみを浮うかべ、声をあげた。「であえぃ！」　その直後、屋敷の屋根に、一斉に火ひ縄なわ銃じゆう部隊が現われた！（離れた場所にポーンを置く）

クリエ：増ぞう援えんかよ……っ!?

ＧＭ：いかにも。なお、キミたちのいるところから30メートルほど先に配置されるぞ。なお、こいつらの【行動値】は４だ。それでは、第２ラウンドのセットアッププロセスに入ろう！




▼行動値（ライラック、増援部隊参入後）

ライラック　　　　　　13

ジェントゥ　　　　　　10

護衛兵Ａ　　　　　　　10

鰤左衛門　　　　　　　９

スイリン　　　　　　　８

クリエ　　　　　　　　６

火縄銃部隊Ａ、Ｂ　　　４
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　ライラックの合流と新たな仲間スイリンを得た〝アドベンチャーセブン〟は、即そく座ざに《陣じん形けい》を使用。ジェントゥのいるエンゲージに集まると、ライラックはすぐさま《ガーデン：溶岩》を発動させ、〈火〉の精せい霊れいの力を仲間たちに宿らせた。

　一方の鰤左衛門は、再ふたたび《司令塔》を部下たちに飛ばして士気を高める。

　スイリンは《チャネリング》で《セイクリッドダンス》を使用。女め神がみイザナギをその身に降おろし、加護を得る。

　そして、火縄銃部隊は《射撃体たい勢せい》をとってダメージを増ぞう加かさせたところでセットアッププロセスは終了……イニシアチブプロセスへと突入した。




ライラック：最初は我が輩からか。ムーブとマイナーアクションは共になし。メジャーアクションで《シャープネスガーデン》！　（ダイスを振る）発動は成功、溶岩の持つ力がみんなの武器に宿り、シーン終了までダメージが＋12！　へへへ、やっちまってくだせぇ！（笑）

ジェントゥ：ならばやらせてもらおうか。《イメージウェポン》で護衛兵Ａを攻撃だ。




　愛らしい幻のペンギンたちが、いっせいに護衛兵たちに襲おそいかかる。たたき出されたダメージは55点。これにより、残っていた護衛兵たちは、ひとり残らず吹っ飛ばされた。




ＧＭ：次は【行動値】９の鰤左衛門だ。ムーブアクションで移動し、接敵！　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》《リバウンドバッシュ》！　鰤左衛門はキミたちの中央にもぐりこみ、円を描えがくように刀を一閃させる！

ライラック：げげ───っ!?　こいつ、ウォーロードか───っ!?

ＧＭ：「天然魚人流の真しん髄ずい、見せてくれよう！」命中判定は３Ｄ＋８！（ダイスを振る）げぇっ!?　な、７!?　それでも、達成値は15あるぞ。

クリエ：おらぁ！　ダメージいってみろよぉ！　俺は避けねぇぞぉ!!（一同爆笑）

ライラック：３Ｄで８以上か。ふふふ、特にフェイトもいらんだろう。とう！（ダイスを振る）げえーっ!?　ろ、６───っ!?　い、いいのかぁ!?　我が輩に攻撃が命中するということは、スイリンの妹も巻まき込こまれるということだぞぉ!?

スイリン：や、やめろーっ!?　ていうか、なんてこと言ってくれるんですか!?（一同爆笑）




　乱心しかけたライラックだったが、結局フェイトを使って振り直し、無事に回避に成功した。続けてスイリン、ジェントゥもフェイトを使用して危なげなく避ける。

　ただひとり、クリエだけが真正面から鰤左衛門の一撃を受け止める！




ＧＭ：では、クリエに最大火力のダメージを放つ！　ダメージは８Ｄ＋27！（ダイスを振る）出目は25、合計52点の物理ダメージ！　刀が旋せん風ぷうを巻き起こし、刃となってクリエに炸さく裂れつ！

スイリン：クリエに《プロテクション》！　《コールゴッド：イザナミ》も使用して、効果に＋２……（ダイスを振る）よし、24点軽減！

クリエ：【物理防御力】15点と合わせて39点軽減!?　……たった13点ダメージですんだ！　すげ───っ、アコライトってすげ───っ！（笑）

ＧＭ：「スイリンんん───っ!!」と、鰤左衛門は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうでにらみつける。

スイリン：おおっと、怖こわい怖い。……と、ここで僕ですね。ムーブとマイナーを使って離り脱だつ、メジャーで《ホーリーライト》！　対象は鰤左衛門！　まずは命中だ、それっ！（ダイスを振る）９、達成値14！　矢を番つがえない弓の弦げんを引いて、そこに集まった光を放つ！




　まばゆい光に目を焼かれ、鰤左衛門は回避に失敗。収しゆう束そくされた光の矢が、鰤左衛門の硬かたい装そう甲こうすら貫つらぬいて炸さく裂れつした。防御すら射い貫ぬく一撃は、鰤左衛門から21点の体力を削けずり取とった。




ＧＭ：あ、なるほど！　貫通ダメージとはいえ、《ホーリーライト》でスキル枠を埋めるのはもったいないと思ったが……ライラックの支援を期待して取ったのか（笑）。

スイリン：ええ。他の三人がどういうデータを組むか、観察してからビルドできましたからね。この貫通ダメージが生きると思って、土壇場で《ホーリーライト》を突っ込みました。

クリエ：なるほどなー……面白いなー、キャラ作成（笑）。

ＧＭ：そしてここでクリエの順番が回ってくる。

クリエ：さあ、最大火力でいくぞ！　ムーブアクションはなし、マイナーで《スマッシュ》、メジャーアクションは《バッシュ》、さらに《ボルテクスアタック》！　命中にフェイトを１点使って、４Ｄ＋４にする！（ダイスを振る）……よっしゃあ!!　クリティカルだっ!!

一同：おおっ!?

ＧＭ：ここでクリティカルするか！（ダイスを振る）無理！　出目は６で回避失敗だ。

クリエ：よし、いくぞ！　まずはもろもろ支援もあわせて10Ｄ、クリティカルで２Ｄ足されて、固こ定てい値ちは《ボルテクスアタック》で＋30されるから……12Ｄ＋69！

ＧＭ：なんだそりゃ!?　意味がわかんねー数字にっ!?（笑）

クリエ：おりゃ……っ！（ダイスを振る）41！　[image: ]点の魔法ダメージ（一同大爆笑）。

ＧＭ：あ、しかも魔法ダメージだ!?（笑）しかし鰤左衛門、金に物を言わせて買った豪ごう華かな鎧を着ている！　【魔法防御力】は12もある……つまり！

スイリン：つまり？

ＧＭ：98点しかダメージを受けない（一同大爆笑）。累るい計けい、[image: ]点ダメージ！　キミが剣を叩きつけると、地じ響ひびきと共に土つち埃ぼこりが舞まい散ちって───。

クリエ：やったかっ!?

ライラック：あんな強きよう烈れつな一撃に耐えられるはずもあるまい！（断言）

ＧＭ：ありがとう！（笑）　土埃が晴れると同時に「なかなかの腕前だな……」と声がした。鰤左衛門はまだ立っているぞ。彼もまた、下積み時代から鍛えあげ、免許皆伝にまで至った剣士。未だ心は折れぬようだ。

ライラック：さすがは出世魚……っ！　でもさっき、金で免許を買ったって……（笑）。

ＧＭ：さて、最後は火縄銃部隊の行動だ！　まずは火縄銃部隊Ａが「裏うら切ぎり者ものめ！」と言ってスイリンを攻撃！　命中は２Ｄ＋７！（ダイスを振る）８！　達成値は17だ。

スイリン：３Ｄ＋４で回避します。フェイトは……使わなくてもいいか。はっ！（ダイスを振る）ぎゃ───っ!?　い、１ゾロ───っ!?（一同爆笑）

ジェントゥ：あ、安達くん……やるなあ……（笑）。

ＧＭ：さっきからリプレイのプレイヤーに向いてるダイス運だなあ！（笑）

スイリン：（上ずった声で）ま、まあ、雑魚の攻撃だから、たいして痛くないよ！　僕には《プロテクション》があるからね!?（笑）




　果たして、その言葉は真実となった。次々と発はつ砲ぽうされる火縄銃がスイリンとジェントゥに吸い込まれるが、スイリンの《プロテクション》の前に与えたダメージは───０。

　これで第２ラウンドの全行動は終了した。

　クリンナッププロセスでは、スイリンが《セイクリッドダンス》を継けい続ぞくするため【ＭＰ】を５点消費。戦いは第３ラウンドにまでもつれ込こんだ。




　　　　＊　＊　＊




　だが、スイリンがクリエたちについたことで、事実上の決着はついていた。
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　ライラックは《ガーデン：溶岩》をクリエたちのエンゲージに展開。鰤左衛門も負けじと《司令塔Ⅱ》で仲間を鼓こ舞ぶする。

　庭園術の力を受けたライラックが鰤左衛門に斬り込こむ。フェイトを３点つぎ込んだその攻撃は、46点ダメージにまで跳はね上あがった。鰤左衛門の硬い装甲は、その威力を半減させるものの……。




スイリン：おとなしくお縄につく気はありませんか、叔父上。

ＧＭ：「このシロナガス家当主鰤左衛門！　お前たちの甘かん言げんには乗らぬ！」

ジェントゥ：その心や潔きよしし。ならば遠えん慮りよはすまい。ムーブアクションで７メートル移動、マイナーなし、メジャーで《イメージウェポン》《ファントムペイン》、［逆ぎやく上じよう］に変へん更こうする！

ライラック：…………あ！　それはいやらしい！（笑）

ジェントゥ：ふっふっふ、どうだ。［逆上］していれば私を攻撃しなければならんし、こちらは７メートル移動しているから、離脱するだけでは私に攻撃はできない。

クリエ：その戦せん術じゆつ、根こん性じよう腐くさっててすっごくいい！（一同爆笑）

ジェントゥ：ふふふ、いいだろう？　では判定だ！（ダイスを振る）クリティカル！




　ジェントゥの放つ幻影が鰤左衛門を捉え、容赦なく飲のみ込こんだ。

　───ダメージは46点。金も権けん力りよくも地位も、すべてが巨大なペンギンに飲み込まれて消えるという幻を前に……悔しさと怒りに身を震わせながら、鰤左衛門はがくりと膝ひざをついた。




「わしの夢ゆめも野望も、すべては砂さ上じようの楼ろう閣かくであったか……」

　そう呟き、悪行の限りを尽くしてきたシロナガス鰤左衛門は───ここに倒れ伏した。







　　　　ＥＮＤＩＮＧＸ　ＰＨＡＳＥ




◆Ending01◆呪のろいは終わらない




　シロナガス鰤左衛門の悪事は、潰ついえた。

　これでミサキ藩はんにも、平へい穏おんの時が訪おとずれる───誰もがそう思った。

　しかし、天より呪いを振りまく星は、未いまだ輝いていた。




ＧＭ：では、ここからエンディングに入ろう。鰤左衛門がその場に倒れ伏ふし、まだとどめをさしてないという状じよう態たいだ。

スイリン：お縄にはつくだろうから、証しよう拠こを押おさえればそれでいいでしょう。

ＧＭ：わかった。鰤左衛門は、倒れたまま憎々しげに言う。「やはり……やはりわしを裏切ったというのか、スイリンよ。わしは、お前がほしかったのだ」

スイリン：さげすむような目で見たあと、もう一度言おう。───〝臭い〟（一同爆笑）。

ライラック：ひ、ひでえ！（笑）

スイリン：衣の裾すそで鼻を押さえながら言う。お前の悪事はここに潰えた。もはや、お前に残された道は獄ごく門もん磔はりつけ……よくて島流しだろうな。

ＧＭ：鰤左衛門はがくりとうなだれた。そして……その時、キミたちは見た。鰤左衛門のその首くび筋すじに……呪いの紋様が刻きざまれていることに。

一同：なに──────っ！（笑）

ライラック：こ、こいつにも呪いが降ふりかかっていたのか！

クリエ：じゃあ、こいつもアデルみたいにやがて死ぬ運命にあるのか。

ＧＭ：いや、ちがう。〝星の龍りゆう〟の呪いの発はつ現げんパターンはふたつある。ひとつは、アデルのように生命を蝕むしばむもの。もうひとつは……〝森の主〟のように、悪に染まるもの。

スイリン：だ、だけどこの男は元々悪人だったような……。

ＧＭ：いや、ここまで悪化したのはこの一ヵ月ほどのこと。それまでは、有ゆう能のうな善人であったともっぱらの噂うわさで───。

一同：ウソだ──────っ！（大爆笑）

ジェントゥ：し、しかし、呪いにかかる前から高い地位にはいたわけで……今回は呪いに囚とらわれて私し欲よくで事じ件けんを起こしたが、元々はもっと切れる善人だったのかもしれぬ。

ライラック：うっそ！　し、信じない───っ、我が輩は信じないわ───っ！（笑）

ＧＭ：スイリンも知っているが、かつてじゃそれほどの悪人ではなかったのだよ。まあ、ともかく今回の事件は収束に向かう。屋敷は捜そう査さされ、さらなる証拠は押さえられた。そのほかの悪事もいろいろと露ろ見けんして、武ぶ士しの情なさけである切せつ腹ぷくさえ許ゆるされず、斬ざん首しゆとなるだろう。

一同：斬首っ!?

ＧＭ：そして彼の後あと釜がまとして、新たに家老の地位に就つく者が選ばれることだろう。それは、キミたちがこの地を去ったあと、ということになるが───。

一同：なるが？

ＧＭ：果たして、それは本当にまともな人物だろうか？　キミたちは、彼らを見ることはないまま、この地をあとにするが……ちょっとだけ、マスターシーンをカットインしよう。そこは、どこかの屋敷の一室だ。灯りを消した室内に、幾いく人にんかの人物が、頭を寄よせ合あって言葉を交かわしている───。




　「───くくく、鰤左衛門の奴め、実にツメが甘あまい」

　「だが、我われ々われにとってこれは都合のよいこと」

　「たしかに。では、次は誰が家老の地位に就くか、だ」

　「それはゆっくり話し合おうではないか。夜はまだ長い」




ＧＭ：そう告げる彼らの首筋には、みな一様に呪いの紋様が刻まれており……。

一同：だめだ─────っ！（笑）

スイリン：まだぜんぜん事件が解かい決けつしてない！　とりあえず、藩はん主しゆに進言しておこう。此こ度たびの鰤左衛門の一件に、〝星の龍〟なる邪じや悪あくがからんでいたこと。それが真に解決するまで、鰤左衛門の斬首は延えん期きしてほしいこと。それと、斬首されない限かぎり、家老の地位はとりあえず空位にしておくこと───。

ジェントゥ：なるほど。それならば、新たな家老が権力を使った悪事を働くことをしばらくは抑えられるか。

ＧＭ：……スイリンはその案を実行した。その間に、船の出航時間は迫せまったわけで───。

クリエ：じゃあ、船に乗のり込こまず……待っていよう。スイリンが来るのを。

ライラック：スイリンは来ますかねえ？　この地の混乱がまだ続くとするなら、残ると言い出してもおかしくないわけで。

クリエ：声はかけてないけれど、きっとあいつは来るさ。

スイリン：では、僕は船の上からみんなに声をかけよう。お前たち、まだ船には乗り込まないのか？　そろそろ出航してしまうぞ。

クリエ：ずっとそこにいたのか、お前は！

スイリン：ああ、ずいぶんと待ったよ。お前たちが来るのをな。ま、ライラちゃんなら、いくらでも僕を待たせてかまわないけど。

ライラック：持ち上げられすぎて、足下がおぼつかなくなってきた……（笑）。

クリエ：まあ、お前も来るとは思っていたけどな。別に心配などしていなかったさ！

スイリン：僕は、キミたちがいう〝星の龍〟だとか、世界の使命だとかはどうでもいい。それはきっと大変なことなんだろうけどね。でも、それよりも、僕の大切な家族のために身をなげうってくれたきみたちへの恩おん義ぎに報むくいることにした───それだけさ。

クリエ：……スイリン！　船に乗り込んで握あく手しゆをしよう！

ジェントゥ：スイリン殿。西方では、右の手を合わせることを友ゆう情じようの証とするらしい。

スイリン：女性限げん定ていでなら考えていい。

クリエ：こ、こいつ……っ!?（笑）

ジェントゥ：なにはともあれ、あと三人。次の目的地は……アルディオン大陸だ。

ライラック：はるか西へ、か。遠回りだな……（笑）。

ＧＭ：この時点で、すでに旅を始めてから二〇日ほど経けい過かしているというね。

一同：そうだった─────っ！（笑）

ＧＭ：そんな叫さけびと共にキミたちを乗せた船は出航した。めざすは、戦せん乱らんの世界アルディオン大陸───。そこで、いかなる冒ぼう険けんが待っているのか、キミたちはまだ知らない。だが、決して楽な道ではない……それを、とあるひとりの少女も予感していた。

スイリン：少女？

クリエ：誰？　アデル……じゃないよな。

ＧＭ：そう、その少女はとある座敷の一室にて、窓から吹ふき込こむ海風に頰ほおを撫なでられながら、空を見上げている。そして大事な人を心の内に想おもい、旅の成功を祈いのった。




　「……どうかご無事で。スイリン兄様」




一同：卵──────っ！（大爆笑）

クリエ：だから、どうやって卵が空を見上げるんだよっ!?（笑）

ＧＭ：彼女は、スイリン以上の天才だからな。それくらいわけないんだ。ともかく、今回のシナリオはここで終わる。次なる目的地はアルディオン大陸。そんなところで……お疲つかれ様さまでした───っ！

一同：お疲れ様でした───っ！（笑）








『アリアンロッド２Ｅ リプレイ・スキルマスターズ　七人の冒ぼう険けん者しや』




第一話「星に導みちびかれて」




─ＦＩＮ─



























　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




◆Preplay01◆密みつ会かい




　それは、二回目のセッション三日前のことだった。

　私わたしは、会社の中である人物に声をかけた。

　その男の名は、久保田悠羅くぼた・ゆうら───第二話でＰＣ⑦を頼たのむ予定の男である。

　夜、私は彼かれを人気のない会議室に呼よび出だした。




きくたけ：……というわけでゆーらさん、次のセッションの件けんでお話があります。

久保田：わざわざ会議室で話すとか……なにを企たくらんでいるんです。

きくたけ：企んでいるなんてそんな。ゆーらさんのＰＣについて、ちょっと打ち合わせをしておこうと思いまして。

久保田：打ち合わせ？

きくたけ：ええ。お願いするＰＣ⑦は、ちょっと特とく殊しゆな立ち位置にありましてね？　実はＰＣ⑦は第一話ですでにＮＰＣとして登場しているもので。

久保田：まずその発言の異い常じよう性せいについてツッコミを入れたいわけですが。

きくたけ：どこが異常だ。

久保田：作ってもいないＰＣがすでに登場している部分でしょうか。

きくたけ：まあ、そこは置いといて。で、第二話でもちょっと特殊な立ち位置にありまして……お願いしたいことがいろいろ……。それに、セッション当日にキャラを作成するのがちょっと厳きびしそうなので、あらかじめ作ってもらおうと。

久保田：だからなにを企んでいるんだあんたはっ!?（笑）




　私はＰＣ⑦について、その概がい要ようとお願いしたいことを解かい説せつした。

　初めは不信感でいっぱいだった久保田の表ひよう情じようが、しだいに悪い笑え顔がおに変わっていった。

　そして話がすべて終わった時───。




久保田：面おも白しろい。ぜひやりましょう。

きくたけ：くくく、よろしくお願いします。ではさっそく、キャラの設せつ計けいを始めましょう。




　こうして、悪い笑顔の大人ふたりの夜は更ふけていった───。







◆Preplay02◆七人の冒ぼう険けん者しや、集つどう




　前のセッションから七日後、「七人の冒険者」第二話のプレイ日が到とう来らいした。

　ただし、そこはいつもの会議室ではない。

　集まったプレイヤーたち……特に、その場に初めてやって来た浅あさ見みが声を上げる。

「……会議室、広っ！　これはなんか知らんけどテンションが上がる！（笑）」

　第二話のセッション収しゆう録ろくは、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡの会議室で行なわれた。

　なぜなら、プレイヤーが七人もいると、いつもの場所では少々手て狭ぜまだったからである。




きくたけ：というわけでみなさん、おはようございます！

一同：おはようございまーす！（笑）

きくたけ：いやー、プレイヤーがこんなにいると……壮そう観かんだな。




　実じつ際さいには、ＧＭである私とプレイヤーである七人の他ほかに、戦せん闘とうの記録係がひとりと編へん集しゆうさんも立ち会っている。それでもなお、会議室はあまりある広さだった。

　テーブルの上には、全員分のヘッドセットにミキサー、ＰＣＭレコーダーが二台、ビデオカメラ……そして各種ルールブックにシート類が並ならべられている。




きくたけ：うん、これだけいろいろ置いても、邪じや魔まにならない。

浅見：……むしろ、テーブルが広すぎるくらいだ（笑）。

きくたけ：というわけで、見てのとおりプレイヤーが三人追加になりましたー。久保田悠羅、遠藤卓司えんどう・たくじ、かわたなの三人でーす。

久保田・遠藤・かわたな：よろしくお願いしまーす！

浅見・安達あだち・Ｏはた・鈴すず吹ふき：よろしくー。

浅見：ほんとに壮観だ（笑）。




　ではここで、追加となった三人のプレイヤーを紹しよう介かいしておこう。




▼久保田悠羅

　ファーイースト・アミューズメント・リサーチの社員にして、ゲームデザイナーであり、ライター。社内ではもっとも真っ当な大人として君くん臨りんする、実に理り性せい的てきな人物である。

　でも、たまに「うみゅー」と鳴いたりするから侮あなどれない。

　ゲーマーとしては実に論ろん理り派はで、常つねに最さい適てき解かいを求めて動くタイプ。ＧＭを担たん当とうする際さいのダイス目は、空気を読まずに平然とクリティカルを出だしてプレイヤーの背せ筋すじを凍こおらせる。

　プレイヤーの時は…………本人の名めい誉よのためにあえて解説せずにおこう。うん。




▼遠藤卓司

　ファーイースト・アミューズメント・リサーチに所しよ属ぞくするゲームデザイナーである。

　デザインしたゲームは数知れず、セッションに挑いどむ時はやはりデザイナー的観点から最適解を求めて驀ばく進しんするタイプ。寡か黙もくな大人のキャラクターを大いに好む。

　そのダイス目は普ふ通つうである……と言いたいところだが、ここ一年ほどどうにもおかしい。

　最適解を求めて緻ち密みつな計算をしてダイスを振ふるのに、ファンブルを振りまくってすべてを台無しにするのが得とく意い技わざになりつつある。これは一度病院で診みてもらった方がいいのではないか、と思えるほどだ。なお、病院で治るかどうかはここで論ろんじるつもりは、ない。




▼かわたな

　本名は田中信二たなか・しんじ……なのだが、いつもかわいそうな目にあうので〝かわいそうな田中〟……略りやくしてかわたなと呼よばれる。ファーイースト・アミューズメント・リサーチの社員だが、その仕事の範はん囲いは実に幅はば広ひろく、ライターから編集、ＤＴＰにプロジェクトリーダー……本の制せい作さくに関してイラストを描えがくこと以外はなんでもできるスーパーマン。

　ゲーマーとしてのダイス目の傾けい向こうは、ＧＭの時は外げ道どう、空気を読まずにクリティカルしてプレイヤーからブーイングの嵐あらしを受ける。プレイヤーの時は極きわめて普通であるため、今回はきっと問題なくＧＭの手のひらの上で踊おどってくれるだろう。たぶん。




浅見：……さて、また俺おれ以外にプロが三人も追加されたわけですが！

きくたけ：気にせず、いつもどおり遊べばいいんだよ。お前はただ生きているだけで面白い生物なんだから。

浅見：馬ば鹿かにされたっ!?

きくたけ：ほめてます。

浅見：なら許ゆるそう！　にーやん、愛してる！

きくたけ：死ね。

浅見：ひどいなお前っ!?　今のは愛あい情じよう表ひよう現げんだろっ!?　ねえ、Ｏはたさん。ひどいと思いませんか、この言われよう。

Ｏはた：浅見さん……（笑）。

遠藤：なるほど、噂うわさには聞いていたが……菊きく池ちさんにタメ口でＯはたには丁てい寧ねい口調。レアだなあ（笑）。

Ｏはた：おかげで毎回、おしりがムズムズします。

浅見：それは変な病気ですよ、Ｏはたさん。

Ｏはた：ホワッツ!?

きくたけ：って、無む駄だ話ばなしはそろそろやめい！　今回予告とハンドアウトに入るよ！

一同：はーい！（笑）




●今回予告

　この世界に呪のろいをもたらす〝星の龍りゆう〟出しゆつ現げんの予知がＰＣ⑦よりもたらされて、一ヵ月が過すぎようとしていた。

　かの龍を打うち倒たおす運命を持った〝七人の冒険者〟も、すでに四人までがそろった。

　五番目と六番目の冒険者は、戦せん乱らんの地・アルディオン大陸にいる。

　だが、彼らが所属するその小さな国リースは今、滅めつ亡ぼうの危き機きに瀕ひんしていた。

　滅ほろびを導みちびくかの如く、リース王おう城じようの上空にはかの凶星が蒼白く輝かがやいている───。




　『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・スキルマスターズ　七人の冒険者』

　第二話「〝星の龍〟」




　冒険の舞ぶ台たいがキミを待つ！




浅見：アルディオンにふたりまとめているんだ。

鈴吹：というかすでに、冒険の開始から一ヵ月が過ぎているという。

きくたけ（以下、ＧＭ）：あ、一ヵ月というのは仮ね。あとでセッションに入ったらダイスを振って決めよう。

一同：またダイスかっ!?（笑）

クリエ：最初四五日あったのに、ろくに時間が残らなそう（笑）。

ＧＭ：そりゃ、エリンディル西方[image: →]マジェラニカ大陸[image: →]エリンディル東方[image: →]アルディオン大陸……世界横おう断だんどころの騒さわぎじゃない移い動どう距きよ離りだからね。

久保田：むしろ、四五日じゃ足りないレベル。

ＧＭ：転送装置万歳。では、続いてハンドアウトに移うつろう。今回は、すでに旅をしている四人用、アルディオン組用、アースランのＰＣ⑦用……の三種類、用意しました。




●ハンドアウト

▼クリエ、ジェントゥ、ライラック、スイリン用ハンドアウト

コネ：ＰＣ⑤と⑥　関係：同どう志し（予定）

　冒険者集めの旅に出立してから、一ヵ月と余よ日じつ。

　次なる冒険者を求め、キミたちは海を越こえてアルディオン大陸の大地を踏ふみしめた。

　そこは、戦乱に明あけ暮くれる世界。

　目的のふたりは、滅亡寸すん前ぜんの小国家リースの要かなめとなる人物らしい。

　どうやら、彼らを連れ出すことは難むずかしそうだ。




鈴吹：ふうむ、そのリースとやらが滅んでしまえば連れ出せる。問題はない。

遠藤＆かわたな：問題だろうっ!?

Ｏはた：ともかく、⑤と⑥を連れて行かないとならないけど、その前に彼らの問題を解かい決けつしないとダメっていう話ですな。

安達：一話から続く構こう成せいですね。

ＧＭ：そうそう。では、次はアルディオン組！




▼ＰＣ⑤～⑥用ハンドアウト

コネ：女王ヴィンフリーデ　関係：主しゆ従じゆう

ＰＣ⑤　種族：ドラゴネット　メインクラス：自由　サポートクラス：アルディオン地ち域いき

ＰＣ⑥　種族：エクスマキナ　メインクラス：自由　サポートクラス：アルディオン地域

　キミたちは、アルディオンの東にある小国家リースの中ちゆう核かく人物だ。

　女王にもっとも信しん頼らいされる英えい雄ゆうであり、この国の剣けんと盾たてである。他国がおいそれと攻せめてこないのは、キミたちの存そん在ざいによるところが大きい。

　だが、一ヵ月ほど前にその状じよう況きようは破やぶられた。

　女王の兄が治おさめる同どう盟めい国こく・クローシスが突とつ如じよリースに侵しん攻こうを始めたのだ。

　戦せん況きようは極めて不利な状況に、ある。




Ｏはた：サポートクラスはアルディオンの地域クラスってことで？

ＧＭ：そうそう。つまりフォーキャスター、プリーチャー、ファランクスのどれかだね。と言いつつ、今回はプレイヤーも多くて、４レベルゆえ……あらかじめデータだけ作ってきてもらった。

遠藤：作ってきました。コンビ打ちゆえ、かわたなと相談して相あい性しようを考えてがっちりと！

かわたな：なにせ我わが国くにの守りの要ですからな、はっはっは。

ＧＭ：あとでライフパスだけ振ろう。では、次はＰＣ⑦！




▼ＰＣ⑦用ハンドアウト

コネ：ＰＣ②　関係：主従

種族：レムレス　メインクラス：自由　サポートクラス：サロゲート

　キミは、アースランの元老院に所属するサロゲートだ。

　キミが〝星の龍〟の出現を予知してから、そしてもっとも信頼する部下であるＰＣ②を冒険者集めに遣つかわしてから、一ヵ月の時が経たった。

　報ほう告こくによれば彼らは今、アルディオンにいるという。

　七番目の冒険者であるキミが、神殿にて旅の無事を祈いのっていた深夜───

　ふいに、背はい後ごに人の気配を感じた。




Ｏはた：なにこの嫌いやな予感しかしないハンドアウト。

ＧＭ：ふふふ……。

久保田：…………（笑）。ちなみにＰＣ②って誰だれ？

ＧＭ：社長ですな。第一話でＰＣ⑦が、ＰＣ②……つまりジェントゥに「〝七人の冒険者〟を導け」と命令を出している。

久保田：了りよう解かいしました（笑）。ちなみに、こっちもキャラは作ってきました。

浅見：さすがに４レベルだと作るの大変ですもんね。

久保田：私のキャラは16レベルです。

一同：16レベルぅっ!?

久保田：なにせ、アースランのえらい人ですからね。ふふふ。

ＧＭ：それとさ、『スキルガイド２』にはレベル15から取得できる称しよう号ごうクラスのデータも収録されるんだわ。だから、ＰＣにひとりくらい、称号クラスを持たせたいな、と。

Ｏはた：つまり、作ってきたデータは、称号クラスも持っていると！

久保田：持ってます！　具体的にはアギオスを入れてみた。




　アギオスとは聖せいなる鎧よろいを身に纏まとって戦う、アースラン特有の称号クラスだ。

　これに関してはのちほど紹介しよう。




ＧＭ：では、セッションに入る前に……ＰＣ①から④のレベルアップ、⑤から⑦のライフパス決定、ギルドレベルが１上がるのでギルドサポートをひとつ取得しよう。あ、もしＰＣデータの修しゆう正せいや買い物とかあれば、今のうちにお願いねー。

一同：ういーっす！




　そして始まる、各ＰＣのもろもろの作業！

　プレイヤーがこれだけいると、場が混こん沌とんに陥おちいるのも当然のことだった。




　「あ、カンナギのスキル……どこにあります？」

　「あ、菊池さん、データをちょっといじります。《バトルコンプリート》は１レベルしか持ってないし、切って別のものを取ります」

　「《バトルコンプリート》ってなんです？」

　「ウォーリアの上級クラスにウォーロードというのがありましてね？　それが持ってるスキルです。命中判はん定ていを振り直すという。そうか、久保田さんはウォーロードか……（笑）」

　「では、ライフパスを振りまーす！　はっはっは、なにせ私は国家の守りの要ですからな。かっこいいやつをひとつ……てりゃ！（ダイスを振る）」




　そして騒ぐこと小一時間───全員の作業は無事に終しゆう了りようした。




ＧＭ：よ、よし、終わったな。それではそれぞれレベルアップの結果と……あ、ＰＣ⑤～⑦は自じ己こ紹介をしてもらおう！　まずは自己紹介の方から！

遠藤：ほんとに混沌としてるなあ（笑）。




▼ＰＣ⑤　かわたな……ガル・フォートの場合

出自：［神しん竜りゆう王おうの神しん託たく］　境きよう遇ぐう：［死神］　目的：［愛］

ＧＭ：では、ではＰＣ⑤……かわたなの自己紹介からいこうか。

浅見：いええええええいっ、かわたなさ───ん！（[image: ←]なぜか盛せい大だいな拍はく手しゆ）

かわたな（以下、ガル）：そんなに盛もり上あげないでくれ！　ハードルが上がる！（笑）

鈴吹：よっ、国家の守りの要！

ガル：く……えー……名前はガル・フォートです。

ＧＭ：なんか犬でも連れていそうな名前だな。

ガル：いえ、ここにアルフォートというお菓か子しがあったので。

浅見：そっちか！（笑）

ガル：種族はドラゴネット、クラスはメイジとファランクスにしました。すなわち重装甲魔ま術じゆつ師しです。フォートは要よう塞さいの意味もあるんで、歩く要塞という意味も込こめまして。

浅見：フルアーマーメイジかー。そんなのできるんスね。かっこいい。

ガル：戦せん術じゆつは基き本ほん的てきに、高い防ぼう御ぎよ力りよくで敵てきの攻こう撃げきを防ふせぎながら、《ファイアボルト》……火の魔ま法ほうで焼き尽くす型。鎧のあちこちに魔法陣が描かれていて、そこから、サイコガンダムの如く全方位ビームを撃うちます。

浅見：サイコガンダム!?

ガル：まあ、《ファイアボルト》を《マジックブラスト》で範囲攻撃にするという演えん出しゆつですが。範囲攻撃で四体まで対象を取れるので、敵が固まっていると嬉うれしい。

ＧＭ：四体か、そりゃ魔法の大乱射だ。

ガル：火力も上げてます。《ファランクスクラッシュ》で、魔法攻撃のダメージを上げ、《ファランクスアタック》でミスリルスーツ……まあスーツアーマーなんだけど……それを持ってる状じよう態たいでの攻撃はダメージが＋15されるという。

浅見：すげえな。火力特化だ。

ガル：＋15はシーン一回ですけどね。当然、１シナリオに一回の大おお技わざである《リゼントメント》も取得。ダメージ＋40できます。

浅見：パネエな！

ガル：なお、ライフパスの出自は［神竜王の神託］……神竜王の加か護ごを受けて生まれ、自分は意い識しきしてなかったけどこの世界を襲おそう災さい厄やく……すなわち〝星の龍〟を殺す使命を与あたえられた。でも、その神託はすごく叙じよ情じよう的てきに伝えられたため真の意味はわからず、女王ヴィンフリーデに仇あだなす敵を焼き滅ぼすことこそ我わが使命と思い込んでいる。国のために死すことは怖おそれない……むしろ、国のために死すことこそ本ほん懐かいと考え、無む茶ちやな戦いをします。でも、境遇が［死神］なので、いつも自分は生き残ってしまう。

ＧＭ：そうしているうちに、常に戦果をあげて必ず帰き還かんするようになったと。

ガル：そうそう。かつてアルディオンで巻まき起おこった竜りゆう輝き石せき戦争に、レイウォール王国側で参加……しかし小国フェリタニアの女王ピアニィの氷の魔ま術じゆつに敗北を喫きつし……死にかけたところをリースの女王ヴィンフリーデに救われたのだ。




竜輝石戦争

　帝てい紀き八一三年九月、アルディオン全土を巻まき込こんで勃ぼつ発ぱつした戦争。

　新しん興こう国家だった小国フェリタニアが、レイウォールやグラスウェルズなどの連合勢せい力りよくを相手に戦った（実際はより複ふく雑ざつなのだが）。

　『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の五～六巻かん、同『ブレイク』シリーズの四巻、『デスマーチ』シリーズの三巻あたりで描かれている。




ガル：なお、性せい別べつは男で、年ねん齢れいは四〇ぐらい。もろにドラゴンの顔をした人型です。目的が［愛］なので、それは女王に対する気持ちということにしよう。恋れん愛あいよりは、娘むすめを見るような愛ですが。

ＧＭ：……最後、愛のために死にそうだ。

ガル：そうそう、「わしの死に場所はここだ」と言いつつも、女王に拾われてから頭角を現わし始め、今ではリースを守る将しよう軍ぐんの双そう璧へきの片かた割われ。もうひとりはＰＣ⑥です。

ＧＭ：ＯＫＯＫ。だいたいわかった。では、次はＰＣ⑥をお願いします！
















▼ＰＣ⑥　遠藤卓司……アルマの場合

出自：［英雄］　境遇：［記き憶おく喪そう失しつ］　目的：［強きよう制せい］

遠藤（以下、アルマ）：名前はアルマ、女じよ性せいでエクスマキナの軍ぐん師しです。一見すると女性騎き士しのような出いで立たちで、しかし実はアコライト＆フォーキャスターという。

鈴吹：おお、神官型の軍師か。

アルマ：もうガチガチのビルドなんで、スキルに遊びはなく……定番で固めています。

ＧＭ：定番ゆえに、強い。実に戦乱のアルディオン大陸にふさわしい（笑）。

アルマ：《ヒール》や《プロテクション》は当然として……ネタになりそうなのは《ブランダームーブ》でしょうか。敵の攻撃の命中値ちを２Ｄ、落とすという。さらに《キャスリング》を持つので、他人に《カバーリング》させることができる。

ＧＭ：《プロテクション》《ヒール》《ブランダームーブ》、さらに《キャスリング》か……ひとりですごいダメージコントロール能のう力りよくだな。

アルマ：さらに《アフェクション》を持つので、１シナリオに一回だけどんなダメージも０にできますよ。

浅見：やべえ、すげえ！（笑）

アルマ：キャラ設せつ定ていとしましては……ライフパスの出自が［英雄］なので、かつては英雄として戦場を駆かけ巡めぐった女騎士でした。しかし、戦場で生命を落とし……とある錬れん金きん術じゆつ師しかなにかに、心だけを機械の身体に移い植しよくされました。

ＧＭ：なるほど、それでエクスマキナか（笑）。

アルマ：この機械の身体が実は生命維い持じ装置で、騎士としてのアルマを仮か死し状態のまま保ほ存ぞんしているというのもかっこいいな。なお、境遇は［記憶喪失］。目的は［強制］なので、国の守しゆ護ごを任まかされているんでしょうが……。

ＧＭ：強制されているのかよ（笑）。……ああ、きっと生前のアルマは女王ヴィンフリーデを守る騎士だったんだな。今はその記憶はないけど、意志だけは受うけ継ついでおり、彼かの女じよを守るよう無む意い識しきに心を縛しばられている……そんな感じでどう？

アルマ：ああ、いいですね。ではそれで！（笑）　生前のことは彼女の記憶にないから、たまに自分の意識と深しん層そう意識のギャップに苦しむ。

浅見：なんか主人公になれそうな設定だ（笑）。

アルマ：あ。自分が死んだことを悟さとられると、周りの国に攻撃されるとか……いろんな事じ情じようがあってエクスマキナとして蘇そ生せいさせられたのかもしれない。ほら、双璧の片割れですから。

浅見：いいんじゃない、かっこいい（笑）。

ＧＭ：では、最後にＰＣ⑦！　一話と構成がちがうけど、今回は先に自己紹介しちゃおう。
















▼ＰＣ⑦　久保田悠羅……アリスティラの場合

出自：［追つい跡せき］　境遇：［裏うら切ぎり］　目的：［正せい義ぎ］

久保田（以下、アリス）：まず名前がですね……アリスティラ・アグリア・アンジェリカ。

ＧＭ：なげえっ!?（笑）

スイリン：……って、アリスティラ？　女性みたいな名前ですね。

アリス：女性です。

ＧＭ・浅見・鈴吹：女性っ!?

浅見：前回、ＮＰＣで登場した時はめっちゃオッサンかじじいだった！（笑）

アリス：知りません（あっさり）。

ＧＭ：ほ、ほら……じじいに見せかけて、マントとフードを脱ぬぎ去ると妙みよう齢れいの女性の姿すがたが現あらわれるんだよっ！（一同爆ばく笑しよう）

Ｏはた：（爆笑しながら）体型も声も……なにもかもちがいすぎる！（笑）

アリス：レベルは16、クラスはメインがウォーロードで、サポートがサロゲート。称号クラスにアギオスを持っています。つまり、一いつ般ぱんでは見られない聖なる鎧を身に纏い、フラガラッハという神具の影かげ……すなわち〝召喚具〟の長ちよう剣けんを呼び出して戦います。

浅見：あっはっはははは、なんだよこの黄金聖闘士ゴールドセイントっ！　ひとりだけなんか格かくがちがいすぎて面白い！（笑）

アリス：スキルはいろいろ持っていますが……セッション中、おいおい見せていく感じにしましょう。説明し始めると長すぎる（笑）。

ＧＭ：うん、それでいいよー。




　細かいスキル構成は、[image: ]ページを見ていただきたい。

　なお、ここでスキル構成を発表しなかったのはわざとである。私と久保田があらかじめ示しめし合あわせていたのだ。

　その理由は、あとでわかるだろう。うひひ。




アリス：えー……キャラ設定的には───まず出自が［追跡］だったので、世界に呪いをもたらす〝星の龍〟を追ってこの世界にやってきました。

浅見：ジェントゥと同じだ！（笑）

アリス：種族が精せい神しん生命体レムレス……外世界からやってきた来寇者マリジナントですからね。多くの世界で呪いを振りまいた〝龍〟を追跡している最中、エリンに立ち寄った際にこの世界のヴァルキリー（フェイの一種）に衝しよう突とつ。殺してしまいまして……不ふ憫びんに思った私は───。

ＧＭ：あんたが殺したんだっ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

アリス：いえ、こうもあっさり死んでしまう生命体の惰だ弱じやくな部分を不憫に思ったのです。そして、彼女の身体に乗のり移うつってその生命を維持することになりました。

ＧＭ：初代ウルトラマンにしか思えないわけですが。

アリス：そのヴァルキリーの名前がアリスティラであって、私はあくまで精神生命体です。で、共に〝星の龍〟と戦おうということで団だん結けつした我われ々われはアースランに降こう臨りんしました。だから、外見はヴァルキリーのままという……。

ＧＭ：大変特殊な……（笑）。

Ｏはた：その手があったか……（笑）。

アリス：現げん在ざいは元老院に所属して、〝星の龍〟の到来をずっと待っていました。で、境遇の［裏切り］は、どうしようこれ。セッション中になんか考えます（笑）。

Ｏはた：ヴァルキリーに裏切られたり（笑）。

アリス：なお、目的は［正義］なんで、正義のために〝星の龍〟を倒たおすべく尽じん力りよくします。〝星の龍〟を倒したら帰っていく予定。

Ｏはた：Ｍ78星雲に……。

鈴吹：最終回で上司が迎むかえに来て……「私は、生命をふたつ持ってきた」と……（笑）。

アリス：生命がふたつないと、私がアリスの身体から抜ぬけた瞬しゆん間かんに彼女が死んでしまう。

ＧＭ：『ウルトラマン』から離はなれてください。

アリス：ともかく、そんな感じです！　以上。

鈴吹：……ん？　ＰＣ①の種族が人間／神、②が動物、③がフェアリー、④がサハギン、⑤がドラゴネット、⑥がエクスマキナ、⑦が精神生命体……結局、純粋な人間がいないんだが。

一同：ほんとだ──────っ！（笑）

ＧＭ：れ、〇・五人分だけいるということで！（笑）　では、次にＰＣ①～④までのレベルアップの結果と、ギルドサポートでなにを取得したかを決めて……セッションに入ろう！




　ギルドサポートに関しては、あれこれ相談したのちに定番の《限げん界かい突とつ破ぱ》に落ち着いた。

　１ラウンドだけとはいえ、能力を強化する《限界突破》は、総合的な火力の上昇に加え、被弾率を下げる（回避など含め、あらゆる判定に＋１Ｄ）という非ひ常じように強力なものだからだ。


































　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening01◆信じるということ




　人は、自分の進むべき道を見失った時に祈りを捧ささげて助けを請こう。

　迷まよい人が信じるものは、

　神であり、

　親であり、

　自分自身であり、

　そしてなによりも───




ＧＭ：では、これより本ほん編ぺんを始めよう！　最初はマスターシーンだ。舞台は、エリンディル西方……〝水の街〟クラン＝ベルだ。その街の外に今、いくつものテントが張はられている。これは、人気の剣けん闘とう士し団だん〝ドラゴンズネスト〟のキャンプ地だね。

クリエ：お。

ＧＭ：時じ刻こくは深夜帯。薄うす暗ぐらいテント内で今、苦しげな吐と息いき……呼こ吸きゆう音おんが室内を満たしていた。小さな蠟ろう燭そくの炎ほのおが、簡かん易いベッドに横たわる少女を照らす。

クリエ：俺の最愛の幼おさな馴な染じみだな！

ＧＭ：そう、アデルだ。彼女は意識のないまま、胸むねを上下させ、苦しげに呼こ吸きゆうしているとわかる。そんな彼女を囲む仲間たち。団の医い療りよう担当であるアマンダを始め彼らは全員が沈ちん痛つうな面おも持もちで沈ちん黙もくを保たもっている。

クリエ：呪いの状態は……どうなんだ？

ＧＭ：アマンダの視し線せんの先……はだけたアデルの胸むな元もとの白い肌はだが見える。そこに刻きざまれた、ヘビのような呪いの紋様もだ。当初は、首くび筋すじからせいぜい首元までだったのだが……今は、身体に巻まき付つくように螺ら旋せんを描き……その先せん端たんは鎖さ骨こつを越えて心しん臓ぞう近くまで伸のびている。

クリエ：ぐえ。

ジェントゥ：その蛇へびのような紋様が、心臓に到とう達たつした時……彼女は、死ぬ。

ＧＭ：そうだ。アマンダは、ぽつりと呟つぶやく。「このままじゃ……よく保って一〇日ね」その言葉に、仲間たちは声を荒あらげる。

ライラック：（団だん員いんになって）「アマンダ、なんとかならねえのかよ！　お前のお得意の錬れん金きん術じゆつでぱぱっとさあ！」

ＧＭ：「なるわけないじゃない！　錬金術は、こんな強い呪いには……無力よ！」

ライラック：「でもよお、このままじゃアデルが……！」

ジェントゥ：（いきなり団員になって渋しぶい口調で）「今の我々にできることはひとつしかない───祈り、信じることだ」

ライラック：「ちっ、神かみ頼だのみかよ」

ジェントゥ：「ちがう」

ライラック：「ちがう？」

ジェントゥ：「俺たちはいつも己と、仲間を信じて戦ってきた。だから、神頼みなどしない。我々が信じるのは───クリエだ」

クリエ：こっちに振られた！（笑）

ＧＭ：その言葉に、他の仲間たちもはっと顔を上げて口々に言う。「そうだ、俺たちはクリエを信じればいい……！」

スイリン：（団員になって）「きっとあいつならやってくれる」（断だん言げん）

ガル：（団員になって）「そうだ、奴やつは俺たちの希望だ」（断言）

アルマ：（団員になって）「クリエなら失敗するはずがない！」（断言）

アリス：「むしろ失敗するクリエに価か値ちはない」（超ちよう断だん言げん）

クリエ：ちょ……っ（笑）。

ＧＭ：よかったな、みんなに信頼されてるぞ。

クリエ：そうかー信頼されてるかー。てっきり、ベテラン陣が新人をいじめているのかと思ったわー（笑）。

ＧＭ：（笑）。ともかくだ。今、テントの中ではアマンダも、ジムも、サムも……あとなんかマッチョっぽい奴もいたな。名前なんだっけな。

ライラック：ゴリ。

一同：そんなのいたっ!?（笑）

ＧＭ：…………アマンダも、ジムも、サムも、ゴリも、ボブも……場にいる全員が泣くのをこらえ、クリエに希望を託たくす。その想おもいに、意識がないはずのアデルも……その名を口にした。「…………クリエ」と。ただひと言だけ、囁ささやくように。

クリエ：絶ぜつ対たいに助ける！　待ってろ、アデル！

ＧＭ：では、そんなキミの決意が彼女の心に届とどいたかのように……それはどこか嬉しげに───一ひと筋すじの涙なみだが、アデルの頰ほおをつたった。そんなところで、マスターシーンを終えよう。

ライラック：これ、我わが輩はいの主も呪いが進行してるってことでしょうなあ。

スイリン：牢ろう屋やの中の鰤ぶり左ざ衛え門もんも……（笑）。

ＧＭ：鰤左衛門は知らんが、〝森の主〟の凶きよう暴ぼう化かはもはや手が付けられず、彼を拘束する草を引きちぎらんばかりになってるだろうな。ともかく、ＰＣたちのシーンに移ろう！

一同：はーい！







◆Opening02◆リースの守しゆ護ご者しや




　戦乱に明け暮れる世界───すなわち、アルディオン大陸。

　七つの竜輝石を巡めぐり、管理された戦争システムにより戦いが続いていたのは、もはや過か去この話である。

　その戦いにおいて、世界の裏うら側がわに蠢うごめく魔を滅ぼしてのち……英雄にして女王たるピアニィ・ルティナベール・フェリタニアは天へと消えていった。

　だが、未いまだこの大陸より戦乱が消え去っては───いない。




ＧＭ：では、まずはガルとアルマのシーンを演出していこう。まず状況説明からだな。

アルマ：お願いします。

ＧＭ：ガルとアルマが所属するリースという国は、アルディオン大陸の東に位置する小国だ。女王ヴィンフリーデの下、貧まずしいながらも民たみは幸せに暮くらしていた。しかしひと月ほど前……状況は大きく変わった。

ガル：戦争が始まった。

ＧＭ：そうだ。ヴィンフリーデ女王の兄が治める国家、クローシスが様々な条じよう約やく・約束を破ってリース領りよう内ないに侵攻を開始───紛ふん争そうが始まった。

アルマ：兄の国に攻められたのか。国家の規き模ぼはどっちが大きい？

ＧＭ：かつてのレイウォールやグラスウェルズには遠く及およびはしないものの……あきらかにクローシスの方が上だ。ちなみに、侵攻の理由は不明。

アルマ：まあ、国家の併へい合ごう・支し配はいが目的だろうが……国力を増ますために。

ＧＭ：なお、彼ひ我が兵力差はリースの１に対してクローシスが３程てい度どだ。

ジェントゥ：終わってる。それは終わってる。

ＧＭ：うん、紛争が始まった時、リースは一週間と置かずに降こう伏ふくするだろうと誰もが予よ測そくしていた。しかし───この国には、ガルとアルマがいた。

ガル：おお!?

アルマ：持ち上げられている！

ＧＭ：女王ヴィンフリーデから……いや、国民からも絶ぜつ大だいな信頼を受けているふたりの将すすむ軍の活かつ躍やくで、リースは未だ持ちこたえている。幾いく度どかの大きな戦いがあったが、両将軍の指し揮きの下で連戦連勝を続けているという。

クリエ：なるほど、アルディオン大陸というのは、こんな戦争をテーマにした舞台なんですね（笑）。

ＧＭ：そういうこと。ではここで、アルディオンそのものの解説をしておこうか。




















































クリエ：おー、フォーキャスター……軍師いいな（笑）。「むむむ」とか言いたい。

ジェントゥ：それ、負ける方のセリフ。

ＧＭ：わはは（笑）。では、ここで場面の演出に戻もどろうか。今、ガルとアルマは大きな合戦で勝利し、軍と共に城しろに凱がい旋せんしたところだ。街中の人がふたりを出で迎むかえ、歓かん声せいをあげる。

アルマ：無言のまま、手を振ろう。

ガル：お前は、相変わらず愛あい想そがない。それにしても……わしは此こ度たびの戦いでもまた死しに損そこなってしまったな。

アルマ：（淡たん々たんとした口調で）それは、まだ死ぬべき時が訪おとずれていないということですよ。

ＧＭ：ああ、そういう淡々としゃべる女性系けいか、アルマは。

アルマ：そう、語ご尾びが真ま面じ目めな感じで。

ＧＭ：「わたしの名前はアルマでマジメ」

アルマ：ちがうっ（笑）。

ＧＭ：うむ。……ともかく王城に凱旋したふたりは、報告のため、女王のいる謁えつ見けんの間へとやってきた。

ガル：では、ひとつ咳せき払ばらいしてドアをノックしよう。

ＧＭ：……すると、ドアの向こう側より聞こえてきたのは、大臣らしき人物のこんな声だ。「（無む駄だに甲かん高だかい裏うら声ごえで）……入りたまえっ」

スイリン：……あ、この大臣は絶対に裏切る（一同大爆笑）。

ガル：わははは（笑）。では、ドアを開けて中に入ると……。

ＧＭ：部屋に入ったキミらの視し界かいに入るのは、部屋の奥おくに備そなえられた玉ぎよく座ざに腰こし掛かけて笑みを湛たたえる女王ヴィンフリーデ。そして、その左右に立つのはふたりの大臣だ。片かた方ほうは、綺き麗れいにあごひげを手入れした、威い厳げんのある人物。年齢は五〇ほどか。

アルマ：もうひとりは？

ＧＭ：四〇歳さいくらいの、いかにも裏切りそうな顔の大臣だ。

一同：どんな顔だっ!?（笑）

スイリン：さっきの甲高い声はこっちかな（笑）。

ＧＭ：うむ。なお、裏切り顔の方は外交を担当する、ツーシャ・スポロビッチ大臣。威厳のあるヒゲ大臣は内ない政せいを担当する、ナイ・アインハルトだ。

クリエ：内政の大臣、名前もかっこいい（笑）。

ライラック：そ、それに比くらべて外交担当の大臣ぇ……（わなわな）。

ＧＭ：そして、女王ヴィンフリーデは、さらっとした長い銀ぎん髪ぱつの女性だ。年齢は二〇になったばかりか。キミたちふたりの顔を見ると、ぱっと明るい表情を見せた。「お帰りなさいっ、ふたりが勝利するって……信じていましたっ」

ジェントゥ：おや、意外に子こ供どもっぽい口調だ。

ＧＭ：もちろん国民の前に出る時は威厳に満ちた言葉になる。しかし、ガルとアルマの前では、こんな打うち解とけた雰ふん囲い気きになる。それだけ信頼し、心を許せる相手ということだね。

ガル：では、女王に応こたえよう。……ぐわはは！　また死にぞこなってしまいましたぞ！

ライラック：意外に豪ごう快かい系だった（笑）。

ＧＭ：（いきなり甲高い裏声で）「……そんなことよりっ!?　報告はどうした報告はっ!?」

ライラック：（ぶっと噴ふいて）……声だけでキャラが立っている（笑）。

アルマ：すでに報ほう告こく書しよにまとめております。これを、と提てい出しゆつする。

ＧＭ：それを受け取った、裏切りそうな顔の大臣の表情が、しだいににやけていく。「ほうほう、さすがは我が国の双璧たる将軍よ」

アルマ：しかし、彼我の戦力差はいかんともしがたく。持じ久きゆう戦せんに持もち込こまれれば我が国の不利は否いなめないかと。

ＧＭ：その言葉に、威厳大臣の方が溜め息ひとつ。「……たしかにな。この国はさして大きな産業もなく、自給もままならない。そんな状況で紛争を続けるのは自殺行こう為い」

アルマ：あ、今の季節ってどのくらい？

ＧＭ：時季はあんまちゃんと考えてなかったが……春、としておこうか。

アルマ：春か。……我が軍の士気は依い然ぜん高く、現げん状じようで被ひ害がいも最さい低てい限げんに抑おさえています。しかし、紛争が長引けば作物の植えつけもままならず、秋の収しゆう穫かくに問題が生じます。

ＧＭ：ああ、農民を兵士として動員してるってことね。

アルマ：そうそう。一対三の兵力差がある以上、必ひつ須すなのです。農民たちの動員にも限かぎりがありますし。なんらかの手しゆ段だんを講じませんと───短期決戦、もしくは早期講こう和わに持ち込む必要があると具ぐ申しんします。

ＧＭ：（超ちよう甲かん高だかい声で）「わ、わかっておる！　今、ワタシが和平工作を進めておるわ！　現状ではそれに応おうじてこないが、苦しいのはクローシスも同じ！　計算では、そろそろ折れてくると読んでおるわ！」

ライラック：なんだろう、このまったく信頼できない感（笑）。

アルマ：クローシスも苦しいのは本当でしょう。それでも戦いを仕し掛かける理由は……。

ＧＭ：「兄には何度も手紙で問うていますが、返事はなく。ですが、わたしには国民を守る義ぎ務むがあります。問答無用で攻めてくる以上、打ち勝つしか生き残る道はありません」

ガル：ご安心めされい！　敵が攻せめ続つづけるのであれば、心折れるまで叩たたきつぶすのみ！

ＧＭ：「……頼たよりにしています、ガル」　ヴィンフリーデが、キミに柔やわらかく微笑みかけた。

ガル：今、心の中ちゆう枢すうを撃うち抜ぬかれた気分になりました。

ジェントゥ：お前、ドラゴネットだろう！（笑）　異い種しゆ族ぞくじゃんっ！

ガル：いやいや、種族を超こえた母ぼ性せい愛あいというべき感かん情じようが陛下の微笑みにはあってですね………って、まあ、いいや（笑）。わしもアルマも、この生命に代えまして……たとえ我わが身みが滅びようともリースを守ってみせましょうぞ。

ＧＭ：彼女は微笑んだまま、首を横に振る。「……死ぬことは許しません。生きて国民のために役立ってください」

ガル：ぐぬ。

アルマ：竜将軍ガル。陛下の言うとおり。

ガル：ぐぬぬ。

ＧＭ：……と、ここでこのシーンで最後のイベントを起こそう。ガルが言葉を失ったそんな時だ。部屋の外から、ドアを叩く音が室内に響ひびいた。「……報告がございます、将軍！」

ガル：おう、入れ！　と、話題を逸そらすように声を上げる。

ＧＭ：その言葉を受け、入ってきたのは部下の兵士だ。「報告いたします！　今、連れん絡らくを受けたのですが、ミュンスの街にクローシスの工作員とおぼしき集しゆう団だんが入ったと。現在、見み張はりをつけておりますが……いかが処しよ理りいたしましょう」

ガル：決まっている。

ＧＭ：「と、言いますと？」




　ガルは、ニヤリと鮫さめのように笑い……部下に向かってこう告げた。

「即そつ刻こく引ひっ捕とらえて、この城の牢屋にぶち込め。───わしが直に尋じん問もんする」







◆Opening03◆アルディオンの地で




　クリエたちがアルディオンへと到とう着ちやくしたのは、夕ゆう刻こくのことだった。

　その小さな港町に宿を取った彼らは、どこかほっと安あん堵どした。

　戦乱の地というからには、もっと殺さつ伐ばつとした地だと考えていたからだ。だが、その考えはあたらずといえども遠からず……そう理り解かいするまでに、時間はあまりかからなかった。




ＧＭ：では、場面が変わりまして、ここからクリエたちのオープニングに入ろうか。キミたちは夕刻、アルディオン大陸の東にある国、リース領内の小さな港町へと入った。夜が近いこともあり、人影はまばらだ。

クリエ：アルディオン大陸……マジェラニカからここまでに来るのに、何日かかった？

ＧＭ：あ。えー……船を使ったり転送装置を使ったりで……３Ｄ６日が経過した。えー……今回はクリエにでも振ってもらおうか。

クリエ：よし……せぃや！（ダイスを振る）……13、だとっ！　二週間も経ったぞっ!?

ライラック：いきなり残りが一四日になったっ！（笑）

ＧＭ：実際には、ミサキ藩についてから二日は過ごしているから残り一二日だな。

ジェントゥ：あ、焦っても仕方がない。まずはここで宿を探さがすとしよう。五人目、そして六人目の冒険者は、この地のどこかにいるはず───。

ＧＭ：ＯＫ。酒場を兼かねた宿はすぐに見つかり、キミたちはそこにやってきた。

ジェントゥ：ちなみにな、このリースという小さい国において、そのふたりの冒険者はそれぞれ臥が龍りよう・鳳ほう雛すうと呼ばれる将軍のようだ。

ガル＆アルマ：そうなのかっ!?（笑）

クリエ：臥龍と鳳雛か。それは頼りになりそうだ（[image: ←]『三さん国ごく志し』大好き）。ところで、町とか酒場の様子ってどう？　こう、戦乱世界と呼ばれていたので殺伐としてるのかなーと。

ＧＭ：一見すれば、酒場に集まる人々の様子は、エリンディルのそれと大差ない。ただ、この港町は最前線に比ひ較かく的てき近い場所にある。いつ、この町が戦せん渦かに巻き込まれるかわからない。ゆえに、耳に入ってくる人々の話はどこか不安混まじりだ。「この町もそろそろやばいかなあ」「ああ、逃にげ出だした方がいいかもな」

クリエ：……なるほど。戦争に関する話ばかりのようだ。俺からすれば、ちょっと新しん鮮せんな感覚（笑）。でも、普通というか……当然すべき会話だな。

ＧＭ：ただ、続けてこんな会話も。「いやまあ、まだ平気じゃねえか？　リースとクローシスの決着も見たいしなあ」「たしかになあ。間近で見るチャンスだしなー」

クリエ：いやいやっ、スポーツ観戦じゃないんだから！（笑）

ジェントゥ：このアルディオンという国の人々は戦争が大好きなのだ（きっぱり）。

ＧＭ：好きなわけじゃない！（笑）　戦乱が、エリンディルより身近にあるだけで！（笑）

ジェントゥ：……ふむ、もう少しくわしい話は、店のマスターに注文がてら探さぐりを入れるか。───主人、注文をしたい。

ＧＭ：「へい、毎度！」　店の主人が、厨ちゆう房ぼうの奥から出てきた。

ジェントゥ：ご主人、まずは人数分の飲み物をオーダーしたい。

ＧＭ：「…………」

ジェントゥ：ご主人？

ＧＭ：「ペンギンが、しゃべった」

クリエ：やっぱりそこは不思議なんだっ!?（一同大爆笑）

ジェントゥ：そこはいいからっ！（笑）　ともかく、てきとーに注文しながら、話しかけるぞ。

ＧＭ：ＯＫ。さすがは客商売だ。少し会話しているうちに、あっさり打ち解けた。

クリエ：なあ、鳳雛と臥龍ってのは有名な奴なのか？

ＧＭ：「鳳雛と臥龍？　どっちの鳳雛と臥龍だ？」

クリエ：どっち？　どっちってなんだ。

ライラック：……ああ（笑）。前にやってた『アリアンロッド・サガ』のリプレイで、そう呼ばれる人たちがいたんです。もう、ふたりとも表おもて舞ぶ台たいからは退しりぞいたけど。

ＧＭ：「ですので、新たな時代の臥龍・鳳雛になろうとそう名乗る者も少なくないんでさ。ああ、ちなみにかつての〝鳳雛〟ステラ様はとても凛り々りしく、美しい御お方かたでねえ……」

クリエ：だとさ、スイリン。

スイリン：周囲の女じよ性せい客きやくを見回しつつ……たしかに、この国の女性は美しい。なんというか、エリンディルでは見られない鍛きたえ抜かれたしなやかさが、ある。……ねえ？　と、傍かたわらの娘の腰こしを抱だきながら囁く。

ＧＭ：「嫌だ、スイリン様……♪」

クリエ：お前っ、いつのまに……っ!?（一同爆笑）

ジェントゥ：会ってもらえるかわからぬが、明日にでも城を訪たずねてみるか。他に情報は？

ＧＭ：とりあえず、リースやクローシス周辺の、基本的な話は聞けたことにしよう。「そうさねえ、他の話は……ちょっと判定してもらおうか」

一同：判定っ!?（笑）

ＧＭ：どんな話が手に入るか……【幸運】か【知力】で振っていただこう。これは全員が試みていい。得られる情報は達成値によって二段だん階かいある。具体的な難なん易い度どは10と15だ。

クリエ：15って高いな……。

スイリン：ここはまず、僕ぼくに任せていただきましょう。僕は事じ情じよう通つう、というキャラでいきたいんで（笑）。フェイトを１点使用します。

ＧＭ：フェイト使うのっ!?（笑）

ジェントゥ：キャラ立てのためにフェイトを使う男。

スイリン：【知力】は５だから３Ｄで10以上……（ダイスを振る）よし、合計17！

ＧＭ：ぬ、では両方の情報が手に入った。

スイリン：……そう。昨日、船で一いつ緒しよになった女の子が面白い話をしていましたよ、と話し始める。それが今、僕の隣に座すわっている娘ですが。

クリエ：その演出がしたかっただけかっ!?（笑）

ＧＭ：（笑）。では、まずは10の情報から───この紛争は、クローシスの軍ぐん勢ぜいが、突如リース領内に侵攻したことに始まった。それは、えーと……（暗算して）ひと月ほど前のことだ。

一同：………………。

クリエ：……もしかしてそれ、空に凶星が輝き始めた日か？

ＧＭ：それに合がつ致ちするな。その時期、つまりこの紛争が始まって以来、クローシスの王は、城に籠こもったまま指揮を執とってるらしく、民みん衆しゆうの前に姿を見せていない。内政のすべてを投げだし、この紛争の勝利をもぎ取るべく、尽力しているとの噂も流れている。

ジェントゥ：ほう……王を狂くるわせたのは、呪いということですか。それなら、クローシスが目的を明めい確かくにせず、攻撃を仕掛けた理由もわかる。戦いそのものが目的、ということか。

スイリン：15の情報は？

ＧＭ：クローシス側にも有ゆう能のうな将軍がいる。その名を、グランバッハという。

クリエ：グランバッハ将軍。かっこいい名前だ。

ＧＭ：そして大事なのはここからだ。彼は、クローシス内においては人望も厚あつく、多くの兵に慕したわれていたらしい。だがこの紛争が始まった頃ころ、その性せい格かくが荒あら々あらしくなったとか。その首筋に、気持ちの悪い蛇を象かたどった刺青いれずみのようなものをしていたとか。

クリエ：きた───っ！（笑）

スイリン：刺青！　さっと墨をすって和紙に筆でその紋様を描く。鰤左衛門の身体に刻まれていたのを思い出しつつ、こう、筆をくわえながら、こう……（笑）。

ＧＭ：「ああ、そうそう。そんな紋様でしたわ」……って。なんでこの娘、そんな情報を持っているんだろう……（笑）。

ガル：この国の首しゆ脳のう部ぶよりその小娘の方が情報を持っている！（一同爆笑）

クリエ：ともかく龍の呪いは確定かな。クローシスは、王も将軍も、呪いにやられている。

ジェントゥ：選ばれた〝七人の冒険者〟の周りで〝星の龍〟の呪いが発生する事例はすでに三回も発生している。まちがいあるまい。

ライラック：そう、我々〝七人の冒険者〟の中ではもはや常じよう識しき。

クリエ：となれば、悠ゆう長ちようにここで一泊ぱくしている余よ裕ゆうはない。このままじゃ、なにが起こるかわからない。すぐにも、リースの王にこのへんの情報を伝えないと。

ＧＭ：善ぜんは急げ、か。それでは、四人が同時に立ちあがった───その時だ。ふいに、キミたちは同時に、殺気のようなものを感じた。

ライラック：う。

ジェントゥ：ふふふ、私は《シックスセンス》を持っているからな。奇き襲しゆうに対しては強いのだ。……ひとつ、ふたつ、三つ───いかん、すでに宿は無数の殺気に囲まれている！

ＧＭ：俺、まだなんにも言ってねえっ！（一同大爆笑）　では、そういうことで！

一同：しゃちょ──────っ！（笑）

クリエ：龍を倒せる運命を持った冒険者が、〝星の龍〟の手の者に察知されてもおかしくはないか。とすれば、クローシスの兵士だな。そう言いながら、ゆっくり剣を引ひき抜ぬく。

スイリン：そういうことでしょうね。ガルとアルマのシーンで、クローシスの特殊部隊らしいのが町に侵しん入にゆうしたっぽいって言ってましたし。

ガル：そういえば言ってた！

ライラック：となれば容よう赦しやする必要はなし。我が輩も武ぶ器きを構かまえ───。

ジェントゥ：はやまるな。クローシスの中枢が呪いに侵しん蝕しよくされていたとしても、末まつ端たんの兵士までもがそうとは限らぬ。

スイリン：たしかに。となると、生命は奪うばわず捕とらえて情報を吐はかせるが吉きち。

クリエ：声をあげよう。お前たち、気配を消してもわかる！　正々堂々と姿を現わせ！

ＧＭ：その声が合図となった。店の入口や窓まどから……兵士とおぼしき武ぶ装そう集団が酒場になだれ込んでくる。その数は三〇。一いつ糸し乱みだれぬ動きがキミたちを包囲し、一いつ斉せいに槍やりを突つきつけた。

クリエ：この狭せまい室内で槍？　素人しろうとだな。

ＧＭ：いや、彼らが持っているのは閉へい所しよでも扱あつかいやすいよう柄えを短くした〝菊池千本槍〟というアイデア兵器でな。

ライラック：なにそのオリジナリティあふれる変な槍。

アルマ：実じつ在ざいの武器だよ。菊池さんの家にもあるという。

クリエ：あるのかよ（笑）。

ＧＭ：うん、刃の部分だけね（笑）。実際は、竹の先に短刀を結びつけたもので、柄が短いって記述は調べても見つけられなかった。亡くなった叔父にはそう聞いていたんだがな（笑）。

ジェントゥ：ともあれ、お前たちの正体はわかっている。痛いたい目にあう前に、投とう降こうした方がよいぞ。お前たちがクローシスの手の者だということはわかっている。

ＧＭ：「なにを言っている。それは我々のセリフだ」

一同：あ？

ＧＭ：クリエたちに向かい、部隊の隊長とおぼしきヒゲの男がこう告げた。




「我々はリース国将軍直轄軍、竜将騎き士し団だんである。

　貴き公こうらを、ガル・フォート将軍直々の命により拘こう束そく、王城に連行させていただく」







　　　　ＭＩＤＬＬＥ ＰＨＡＳＥ




◆Middle01◆将軍たちの困惑




　リースの重じゆう鎮ちん・ガルとアルマの二将軍は、執しつ務む室しつで業ぎよう務むに勤いそしんでいた。

　いずれも勤きん勉べんな性せい格かくだけに、着々と作業が進む。

　その落ち着いた空気を乱みだしたのは、どこか慌あわてた様子のノックの音だった。




クリエ：って、俺たちかよ！　クローシスの工作員って思われてたのはっ！（笑）

ＧＭ：うひひ。それはおいといて……新しいシーンに入ろう。舞台はリースの将軍たち、ガルとアルマの執務室となる。

ガル＆アルマ：はーい。

ＧＭ：〝……コンコンコンっ〟　静かな室内に、どこか急ぎの様子でノックの音が響いた。「ガル将軍、アルマ将軍、報告です……！」

ガル：うむ、入れ。

ＧＭ：ガルの許可と同時に、ドアが開いて兵士が入室する。「……件の、クローシスの間者と思われる者を連行し、牢に叩き込みました。このあとの処置はいかがしましょう。我々では少々、手に余る輩でして」

アルマ：手に余る、とは？

ＧＭ：「こう、どこか人間でないと言いますか。具体的には人間ぽいのがひとりと、ペンギンが一羽と、魚が一尾びと、あとなんか蝶みたいなのが一匹で」

アルマ：あなたは少々、お疲れのようだ。

ガル：だが、理解した。わしの《アニマルエンパシー》の活かつ躍やくのチャンスと言うことだな？　面白い、尋問室に連行してこい。そこがわしの死に場所になるかもしれんが」

一同：なんでだよっ!?（笑）

ＧＭ：「なんでだよっ！」と兵士も突つっ込こみかけて、「あ、はい」とかろうじてこらえた。

ガル：武人は、いついかなる場合でも死を覚かく悟ごして臨のぞむということだよ。

ＧＭ：───では、ここでちょっと場面を変えて……ガル＆アルマがクリエらを尋問する場面にいこう。舞台は、リースの城の尋問室。今、クリエたちが連行されてくるのを待っているのは、ガルとアルマ……そしてヴィンフリーデ女王だ。

ガル：ちょ……っ！

アルマ：なにゆえ女王までっ!?

ガル：陛下っ、これよりやってくるのは敵国兵士！　危険でございます！

ＧＭ：「聞けば、連れてこられるのは異種族の兵士というではありませんか。で、あれば素直に見たい……そういうものです。それに───」

アルマ：それに……？

ＧＭ：「危険はありません。あなたたちがふたり、そろっているのですから」どこか無む邪じや気きな笑顔で……加えて期待に胸を膨ふくらませながらそう言った。

ガル：………ぐはは！　こりゃ一本取られたわ！　そのとおりですな、陛下！

アルマ：……やれやれ。では陛下の御身、我らがお守りいたします。

ＧＭ：「はいっ」　ヴィンフリーデが笑顔で応えると同時に───「将軍、例の者たちを引っ立てて参りました！」ドアの向こうから兵士の声がした。

ガル：───入れ。

ＧＭ：その言葉を待って扉は開き……縛しばられたクリエたち四人が、ぞろぞろと室内に入ってくる。ペンギンを筆頭に、人間っぽいけど神、魚、蝶ちようと───。

ガル：うーむ。奇き妙みような人外がぞろぞろと……。

ライラック：ドラゴネットのあんたが言うなあっ！（笑）

ジェントゥ：しかも、その横にいるのは機械人（エクスマキナ）だし。

ガル：まあまあ。……さて、私はリース国将軍ガル・フォート、隣に立つのは同じく将軍アルマである。そして、こちらにおわすのは我が国の女王ヴィンフリーデ陛下であらせられる。ともあれ、尋問を始めよう。……貴様らは、クローシスの手の者だな？
















スイリン：（華麗に無む視しして）アルマと女王の前に跪ひざまずいて言おう。お、おお……我が名はスイリン。美しい貴女あなた方にお会いできて、この身は喜びに打うち震ふるえております。

ガル：聞けよっ!?　人の話をっ！（一同爆笑）

ジェントゥ：スイリン殿に任せると求愛行こう為いが終わってから本題に入ることになってしまう。ここは、私が解かい説せつしよう……かくかくしかじか───神しん託たくにより、世界の外より邪じや悪あくなる脅きよう威い〝星の龍〟が到来しつつあると知ったことや、〝七人の冒険者〟のことなどを───。

ガル：ふうむ…………ペンギンと話すのに《アニマルエンパシー》がいらぬとは。

ライラック：今の話の感想がそれかあっ!?（笑）

ガル：……まあ、話はわかったが、にわかには信じられんな。どう思う、アルマ。

アルマ：ええ。驚おどろくべき話ですし、真実であればこの世界の存そん亡ぼうがかかっている以上、放置してよい問題ではありません。が、なにぶん証しよう拠こが……。

クリエ：もはや定番のやり取りだ（笑）。───なら、星を見てほしい。

アルマ：ほし？

クリエ：運命の冒険者には、昼間でも見える星があるんだ。あんたたち最近、昼でも見える妙みような星に気づいていないか？

ＧＭ：当然だがふたり共、思い当たる節がある。

ガル：……む、気になる星か……たしかに。

ジェントゥ：あの星が見えるようになってから、この戦争が始まったのではないかね？

クリエ：クローシス変へん貌ぼうの原げん因いんも、今回の件けんが関わっていると俺たちは予よ測そくしている。ああ、あんたらが戦ってた相手には、変な紋もん様ようが浮うかび上あがってた奴はいなかったか？

ＧＭ：あ、それは見ていてもＯＫ。

ガル：（少し考えて）……では。グランバッハ将軍の首回りに、悪あく趣しゆ味みな痣あざのようなものがあったのは事実だ。刺青いれずみかと思ったのだが。

ジェントゥ：あれは刺青ではない。呪われた紋もん章しようなのだ。心が〝星の龍〟の呪いに侵しん食しよくされた証あかしでもある。元の人じん格かくに関わらず、呪われた者は、周囲に災さい厄やくを振ふりまく存そん在ざいとなるのだ。

ガル：しかし、その〝星の龍〟退たい治じに赴おもむくには、女王の側を離はなれねばならぬのではないか？

アルマ：それは問題だ。

ジェントゥ：だが、ここで国を守っているだけでは、いずれこの世界は滅ほろびる。〝星の龍〟の力はそれほど大きなものなのだ。

ガル：むう……。

ＧＭ：と、思案するようにガルが腕を組んだ時だ。〝……バアン！〟　ドアが開いて、ヒステリックな表ひよう情じようの大臣が現われた。「（死ぬほど甲高い裏声で）なにを迷まよっているのだ将軍！　あからさまに怪あやしげな奴やつらではないかっ、打ち首が正当な処しよ分ぶん……っ！」

ジェントゥ：いきなりなにを言い出すか！　れ、冷静に話し合いを！

ＧＭ：「うるさいっ、さっさと処分を下せばよいのだペンギンがしゃべった───っ!?」

一同：やっぱりそこっ!?（大爆笑）

ライラック：リアクションを忘わすれない心。素す晴ばらしい、素晴らしいですこの大臣。

クリエ：いやいや。この大臣を論ろん破ぱしなきゃ死し刑けいなんだから！（笑）。

ガル：大臣、それはあまりに乱暴な意見ではありますまいか。

ＧＭ：大臣ツーシャ・スポロビッチは言う。「……この四人、信用に足る部分が一個こもない」

ジェントゥ：大臣の言葉にも一理ある（断言）。

クリエ：だから、そんなこと言ってる場合じゃないって！（笑）　……大臣、提てい案あんがある。信用できないなら、俺らが戦場に出て、グランバッハ将軍との戦いの矢や面おもてに立とう。うまくいけば、この国の危機が救われ、おふたりの将軍が旅立つ余よ裕ゆうもできる。

ジェントゥ：なるほど。力が及およばず負ければ、我々は生命を落とし、そちらの手間も省ける。そっちは得こそあれ損そんすることはなにもない。

ＧＭ：「なるほどなるほど、素晴らしい意見だ。しかしどうせ死ぬんだったら、ここで打ち首にしても同じようなもの」

ライラック：あんたって人は───っ!?（一同爆笑）

スイリン：な、なぜここまで打ち首にしたがる!?

ＧＭ：「……このままではらちが明きませんね」　両者に間に、女王が困り顔で割り込んだ。

スイリン：───やはり美しい。ど、どうしよう、クリエ。美しい女性がふたりも眼前に！　ああっ、なんという国だ!?

ガル：女王陛下をそのような目で見ることは許ゆるさん。悪い虫は、打ち首だ。

クリエ：問題をややこしくするなよ、スイリンっ!?（笑）

ＧＭ：「あら、なんというイケメンなサハギンでしょう」

アルマ：じょ、女王!?

ガル：わ、わしの女王陛下がご乱らん心しんを!?（笑）

ジェントゥ：しめた。このスキに女王の心情をこっちに向けよう。……陛下、このリースという国はとても素晴らしい。アルディオンの女王はみな殺意に溢あふれているという話を聞いたことがあるが、どうやらあなたは理り性せい的てきなお方のようですな。

ＧＭ：「ふふ、ありがとうございます。ところで、ガル」

ガル：は。

ＧＭ：「このペンギン、しゃべってる」

一同：もうそこはいいからっ!!（大爆笑）

ＧＭ：女王は気を取り直し、少し思案したのちに言う。「大臣、将軍たち。わたしはこう思うのです。彼らの目を見る限かぎり───」

ジェントゥ：愛らしい目をくりくりくりっとさせて首を傾げてみる。

ＧＭ：女王の頰が紅く染まった。

ガル＆アルマ：陛下……っ!?（笑）

ＧＭ：「あ、いや……コホン。わたしには、彼らが噓うそをついているとは思えないのです」

クリエ：いいぞ、ジェントゥ。女王の心を摑んでるぞ！（笑）

ジェントゥ：ふう、理性的な方で助かった。これがアルディオンらしく、殺意の女王だったらと思うとぞっとする。

ライラック：アルディオンの人間を誤解していませんか、このペンギン。

ＧＭ：「───決めました。我々があなた方を信用できないのもおわかりかと思いますが、かといってこのままでもらちがあきません。ひとつ、見定めさせてくださいませんか？」

クリエ：望むところだが、どんな方法でだ？

ＧＭ：「ガルとアルマを打ち倒し、冒ぼう険けん者しやとしてその武ぶの力をお見せなさい」

ライラック：ＰＶＰ（プレイヤー同士の戦せん闘とう）をやれとっ!?

ＧＭ：「それがこの大陸に生きる者のたしなみ。その剣けんの技わざ、魔ま力りよくの輝かがやきを見れば、あなた方の言葉が真実か否いなか、わたしと将軍たちはたちどころに見み抜ぬくでしょう」

アルマ：ええ、陛下の言うとおり。まったく問題ありません。

ジェントゥ：我々四人を相手にふたりで戦おうというのか。たいした自信だ。

アルマ：こちらはコンビ打ちということで、相性のいいスキル構成を構築していますから。四対二とはいえ、なめないことです。




　その自信は決して根拠のないものではない。

　事実、両者共に重装甲でその身を固めた上、アコライトであるアルマは《プロテクション》や《アフェクション（あらゆるダメージを一回だけ０にする）》を備え、加えて《キャスリング》（対象に《カバーリング》を与えるスキル）を持っている。敵から受けるダメージを極力軽減しつつ、戦闘不能に陥らないようそれぞれに分散できる……すなわち、ダメージコントロールの能力に長けていた。

　さらに、アルマが支援しかしないゆえ、攻撃の手数は少ないものの、ガルは《マジックブラスト》を取得しており、多数の敵をまとめて魔術攻撃ができる。さらに、フォーキャスターの代表的なスキルである《チェックメイト》を持ったアルマは、その魔術攻撃の威力を増すことが可能なのだ。当然、ガルの魔術の属性は火……ダメージ特化である。




ガル：では、異邦人たちよ。場所を変えて……始めようか？

クリエ：……待った。相手がふたりなら、俺たちもふたりで戦いたいっ！

ＧＭ：え？

スイリン：……ほう。僕も同じことを思っていたよ、クリエ。

クリエ：力をもって正しさを証明するなら、条件は同じでないと意味がない！　ちがうか!?

ＧＭ：む……（少し考えて）……よし。では、女王はにこりと笑って言う。「両将軍、いかがです？　向こうは二対二での戦いを望んでいます。これは受けるべきかと思いますが？」

アルマ：女王陛下のおおせのままに。

ガル：わしにも異い存ぞんはございません。で、そっちはどのふたりが戦うのだ？

ジェントゥ：（仲間のキャラシートを見比べて）……ふむ、アコライトのスイリンは当然必要として、火力に特化するクリエがよかろう。……物語的な意味でもな！（笑）

クリエ：ありがたい。剣けん闘とう士しの実力を見せてやるぜ！

ＧＭ：「剣闘士の実力？」　クリエの言葉に、女王は不ふ敵てきに笑えんだ。「あなた方が、我が国の誇ほこる臥龍と鳳雛を相手にたったふたりで挑いどむということ。それがいかに無む謀ぼうであるか、教えてさしあげます。───ね？」

ライラック：こええ（笑）。

ジェントゥ：やはり、この人もアルディオンの女王か…………（笑）。

ＧＭ：では、最後にヴィンフリーデ女王が「さ、闘とう技ぎ場じように参りましょう」と、宣せん言げんしたところで……このシーンを終しゆう了りようしよう！







◆Middle02◆燃もえる闘技場




　闘技場は観客がつめかけ、戦いの熱気は十分に高まっていた。

　貴き賓ひん席にはヴィンフリーデ女王、ツーシャ大臣など、この国の重鎮たちが勢ぞろいしている。その傍かたわらには、ジェントゥとライラック。ふたりは、クリエたちが逃とう亡ぼうしないための人ひと質じち、という役やく割わりも課されているのだ。

　そして、彼らの視線はすべて、闘技場の中央で対たい峙じする四人の戦士に注がれていた。




ＧＭ：では決闘のシーンを始めましょう。全員登場で舞ぶ台たいはリース王国の闘技場。円形の闘技場には関係者以外入れない状じよう態たいだ。

クリエ：まさにコロシアムだな。剣闘士の俺としては、肌はだになじんだ光景だ。

ＧＭ：クリエ、スイリンとガル、アルマのコンビは、それぞれエンゲージしており、一〇メートル離れた状態から戦闘が始まる。

ガル：外け連れん味みなく正面対決から入れるわけだ。

ＧＭ：なお、貴き賓ひん席せきとおぼしき場所に女王や大臣が並ならんでいるね。ヴィンフリーデ女王は心なしかわくわくした表情だ。

アルマ：では、女王に一礼しておきましょう。

ガル：女王の御ご前ぜんか……わしの良き死に場所となろう。

クリエ：死んだら困るって!!（笑）

ＧＭ：要人たちのとなりにはジェントゥとライラックがいる。ふたりを囲むように、衛えい兵へいが配置され、逃亡や妙な動きをしないか目を光らせている。

ライラック：ひぃっ!?

ＧＭ：なお、この戦闘のルールはこんな感じ。




・【ＨＰ】、【ＭＰ】、フェイト、スキルの使用回数制せい限げんなど消費するデータは、戦闘後に回かい復ふくするものとする。

・ＰＣの【行動値】が同どう値ちだった場合は、【敏びん捷しよう】が高い方の行動を優ゆう先せんとする。

・ギルドサポートは使用不ふ可かである。

・攻こう撃げきは戦闘不能になったＰＣに対しては行なわない（とどめをささない）。




クリエ：なるほど。ギルドサポートは使えないが、気き兼がねなく全力を出せるな。

スイリン：先に範はん囲い攻撃を喰らわないようにしないと。

クリエ：だな。

スイリン：そういえば僕、サハギンだから水属ぞく性せい。火属性の攻撃には超ちよう弱よわいんですよね。

クリエ：おま……っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ほんとだ──────っ!?（[image: ←]当然、想定外）

ジェントゥ：これ、クリエ・スイリン側がいろいろと不利じゃないか……？（笑）

ＧＭ：「それではこれより、この大陸の掟おきてに従したがい、剣の力を示しめしていただきます。あなた方が勝利すれば、提案は受け入れます。ですが、この将軍に勝てるとは思わないことですね」彼女は、ガルとアルマに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているよ。

アルマ：必ずや期待に応こたえてみせましょう。

ガル：我が女王よ……！　と感かん涙るいにむせびます。

ＧＭ：女王は凜りんとした表情で立ち上がり、宣言した。「では、これより戦いを始めます！」




●第１ラウンド

行動値

ガル　　　　　　　　　10

スイリン　　　　　　　７

クリエ　　　　　　　　６（敏捷：５）

アルマ　　　　　　　　６（敏捷：４）

[image: ]




クリエ：うわ、敵の魔術師の方が行動順番が先だっ!?　ていうか、早いっ！

ＧＭ：では、戦闘前準備プロセスから。ロールスキルがある人はなにかする？

スイリン：あ、その前に。僕は相手の立たち姿すがたを見て実力を見抜いて───強いな……本気を出だすか、と《ハンズオブライトⅠ》を使用！

アルマ：ほう、同じ力を持っているか。こちらも《ハンズオブライトⅠ》！

ＧＭ：対峙する両者の拳が、同時に輝きを放った。これで《プロテクション》の効果が＋１Ｄ……互いに仲間を護ろうとする決意の光！　では、セットアッププロセス！

スイリン：では僕から……《チャネリング》＋《セイクリッドダンス》を使用！　これで、あらゆる判はん定ていに＋１Ｄされます。

ＧＭ：東方独特の美しい動き……〝舞まい〟。舞まい始めたスイリンの動きが、観客たちを魅了する。ツーシャ大臣も「なんて面めん妖ような動き」と言いつつも、魅み入いられているのは隠せない。……他にセットアップの使用がなければ……イニシアチブプロセスに入ろう。

アルマ：では……（ガルを見て）一発、決めてもらいましょう。

ガル：……いいだろう、とニヤリと笑み、ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーアクションは精せい霊れい符ふを使用、メジャーアクションで《ファイアボルト》……！

ＧＭ：ガルの拳に灯った炎ほのおが、符の力によって唸りをあげてさらに強く燃もえ上あがる。

スイリン：まずい、炎の魔ま法ほうか……と、水属性の僕は顔が青ざめる。

ＧＭ：「おおっと、サハギン、顔が青いっ」なぜか実じつ況きよう中ちゆう継けいをしている女王（一同爆笑）。

ガル：命中は３Ｄ＋11、フェイトを１点使用で４Ｄ！　……（ダイスを振る）……ぐわっ！　出目が、１、１、２、３だと!?（一同爆笑）

ライラック：これはひどい（笑）。

ガル：くっ、フェイトを１点使い、振り直す。（ダイスを振る）今度は……達成値21だ！




　この攻撃はクリエ、スイリン共に回かい避ひに失敗する。




アルマ：では、ガルの攻撃魔法に《チェックメイト》！　魔法の効こう果か的てきな着ちやく弾だん位置を助言します……。（ダイスを振る）《チェックメイト》で、ダメージを８点上じよう昇しよう。

ガル：《ファランクスアタック》でダメージを＋15。わしの鎧よろいが光る！（ダイスを振る）　半分くらい１が出てる!?　59点ダメージ。

クリエ：うおっ！　アルマ将軍の助言と、ガルのよくわからん鎧の力でダメージが伸のびた!?なんだよそのスキル、つえーよ！　23もダメージが増えてるじゃねえか！（笑）

スイリン：これがアルディオンの戦い方か!?

ガル：鎧に秘ひめた力を引き出すファランクスの戦闘術じゆつを、ひと目で看かん破ぱするとはやるな！　だが、わかったところで耐たえられなければ意味はないぞ!?

スイリン：耐えて見せましょう！　自分に《プロテクション》！　さらに《コールゴッド：イザナミ》を使用！

ガル：ぬ？　ただの《プロテクション》ではないな！　面妖な東洋の神の姿が奴を包み込んでいるだと……！

スイリン：解説をありがとう！　その効果で＋４されるので……（ダイスを振る）25点軽けい減げんして、34点ダメージを受けました。痛いたい！　半分以上減へった！　残り【ＨＰ】12！

クリエ：いかんっ、スイリンが焼き魚にっ!?（一同爆笑）　こっちは【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】が９点のみなので……【ＨＰ】が16点残りました。

ＧＭ：女王はふたりが炎にまかれたのを見て、「終わったかしら？」と目をきらきらさせているけれど……。

スイリン：───鱗うろこがなければ死んでいた（一同爆笑）。

クリエ：だが、まずい。一回の攻撃でふたりにダメージ……いきなりアドを取られてる。

ＧＭ：では、次は【行動値】７のスイリンだな。

スイリン：（少し考えて）敵が範囲攻撃を持っているなら、同じ場所にいるのは愚ぐ策さく。ムーブアクションで、エンゲージから離り脱だつ、４メートル離れます。マイナーアクションでＭＰポーションを飲む。（ダイスを振る）……７点回復。メジャーアクションは自分に《ヒール》。（ダイスを振る）発動判定は成功！　回復量は６Ｄ＋14で……（ダイスを振る）31点回復！

ＧＭ：「おおっと！　焼き魚から生魚に！」（一同爆笑）

アルマ：う、ほぼ全快……これは───。

スイリン：そうか、どうしたものか……。




　ここでアルマとスイリンは同時に気づいた模様だった。

　行動順番は、ガル[image: →]スイリン[image: →]クリエ[image: →]アルマである。スイリンとアルマはそれぞれ《ヒール》を持ち、しかも敵側の攻撃キャラクターの行動順番のあとに位置している。

　すなわち、互いに攻撃を受けたあとの順番で、即座に《ヒール》を仲間にかけられるということだ。これでは【ＭＰ】が尽きるまで決着しないのでは……そう考えたのだ。




アルマ：……いや、【ＭＰ】が尽きれば、魔術師のガルは無力になるが、クリエはスキルを使わずとも剣で攻撃できます。長期戦になれば不利か。

クリエ：次は、俺か。ムーブアクションで移い動どうして、一気に接敵！　マイナーアクションで《バーサーク》＋《ソウルヒート》！

ＧＭ：「おおっと！　あのクールな戦士の周りに、金色のオーラが！」これでクリエはリアクション（回避など）が不可になるが、ダメージが＋２Ｄされた、と。

クリエ：一気に片付ける！　メジャーアクションで《バッシュ》、攻撃対象はアルマだ！　（少し考えて）《アフェクション》を切らせたいから、《ボルテクスアタック》（ダメージを＋40するスキル）を使う。……さらにフェイトを１点使用！

ＧＭ：なるほど、お互いに一回しか使えない切り札をさっさと交換しようってことか。

アルマ：猪突猛進、ですね。では、《ブランダームーブ》！　右手のフェターと左手のファインシールドでフェイントを入れ、斬撃を鈍にぶらせます。クリエの命中判定にマイナス２Ｄの修しゆう正せいです。

クリエ：マイナス２Ｄってなんだよ！（笑）　それもフォーキャスターのスキルか！　奇妙な技を……だが当てる！　５Ｄ＋５が３Ｄ＋５になって……（ダイスを振る）お、出目は14！　命中の達成値は19だ！

アルマ：出目がいい！　回避は３＋２Ｄ……が、《ブランダームーブ》を切ったからには、分が悪くてもここは避けておきたい。フェイト２点使用！（ダイスを振る）達成値17……う、ちょっと足りない！

クリエ：よしっ！　……フェイトを１点つぎ込んでなければ、避けられていた！

ジェントゥ：お互たがいの手の内をちゃんとは知らないから、どんなスキルを使うか想そう像ぞうもつかなくて戦闘が面白い（笑）。

クリエ：ダメージは９Ｄ＋61。（ダイスを振る）[image: ]点の魔法ダメージだ！

アルマ：[image: ]っ!?　そんなにダメージ出るの!?　く、切り札を使わねば防げない！　《アフェクション》を使用！　最大の魔力障しよう壁へきをはって、クリエから受けるダメージを０に！　切り札を切った、というよりは〝切らされた〟感じね。




　さらに解説すれば、アルマは１シーンに一回しか使えない《ブランダームーブ》、さらにはクリエより余分にフェイトを一点、多く使っている。アドヴァンテージの取り合いという観点では、クリエの側が圧倒的に得をしている。




スイリン：まずは計算どおり。ここでクリエに《クイックヒール》！　（ダイスを振る）発動は成功。（ダイスを振る）37点回復です。

クリエ：【ＨＰ】が58点まで回復した！　これで、一発の攻撃でふたりがダメージを喰らった分の損も消えたな。




　次はアルマがフェターでクリエに攻撃を敢行。［狂戦士化］中のクリエは回避できず、あっさり命中する。しかし支し援えんに特化したアルマには攻撃に優すぐれたスキルもなく、クリエの【物理防ぼう御ぎよ力】に阻はばまれてダメージは通らない。

　クリンナッププロセスではスイリンが《セイクリッドダンス》を維い持じするため【ＭＰ】を５点消費。これで第一ラウンドが終了する。




●第２ラウンド

行動値

ガル　　　　　　　　　10

スイリン　　　　　　　７

クリエ　　　　　　　　６（敏捷：５）

アルマ　　　　　　　　６（敏捷：４）

[image: ]




ＧＭ：では第２ラウンドのセットアッププロセス。誰か行動する人は？　……いないようなので、イニシアチブプロセスに移うつろう。ガルからだ。

ガル：（少し考えて）……こちらも切り札の交換をしておくか。【ＭＰ】温おん存ぞんのために、《ファランクスクラッシュ》は使わない。ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ファイアボルト》！　対象はクリエで……《リゼントメント》（魔術のダメージ＋40）を使用！　命中は……（ダイスを振る）１、１、３!?　命中は16……。

ＧＭ：運に見放されているな……（笑）。

クリエ：でも、［狂戦士化］中の俺には命中するんだよね……というわけで喰くらった（笑）。

アルマ：《チェックメイト》！（ダイスを振る）16。

ガル：精霊符の効こう果か中だから……（ダイスを振る）99点！

クリエ：【魔法防御力】は９点だから、このままだと死ぬ！

スイリン：《アフェクション》を使う。ダメージを０に！

ＧＭ：ＯＫ、ガルの放った炎は渦うずを巻まいて霧む散さんした。

スイリン：汗あせをかきながら……クリエに言っておこう。避けようともしないとは、ね。

クリエ：ああ、お前がいるからな。

ガル：ほう……いさぎよい男は嫌きらいではない。それにしても、わしの炎で焼き尽つくされぬ奴は初めて見たぞ。面白い奴よ。

スイリン：さて、次は僕だが……待機。で、クリエも次は待機してくれないか？

一同：え？

クリエ：待機？　俺も？　どうして？

ＧＭ：あ、そうきたか！　なるほど！

アルマ：（頭の中で計算して）……なるほど、考えましたね。こちらの《ヒール》のタイミングを潰つぶす作戦に出た、ということね？




　待機を選せん択たくしたキャラクターは、ラウンドの最後に行動を遅おくらせることができる。

　そして、待機を選ぶキャラクターが複ふく数すう出た場合は、待機を選択した者の中で【行動値】の低い者から行動することになる。

　クリエ、スイリンが待機をすると以後の行動は……

　アルマ[image: →]クリエ[image: →]スイリン─（第３ラウンド）[image: →]ガル[image: →]スイリン[image: →]クリエ[image: →]アルマ

　──という順番で行動することになるのだ。

　将軍コンビの回復役であるアルマの次の行動からその次の行動の間に、実にクリエとスイリンが合わせて四回行動できる。つまり、アルマかガルがダメージを受けても、《ヒール》をかけるタイミングがこない、ということだ。

　なお、アルマは【行動値】がもっとも低いため、ここで待機しても行動順に影えい響きようはない。




クリエ：あ───っ、なるほど！　《ヒール》できないタイミングを長くとって、その間に敵の頭数を減らす戦せん略りやくか！　わかった、待機するぜ。

スイリン：アルマ将軍も、緊きん急きゆう回復用の《クイックヒール》は持っているでしょうし、僕の攻撃は事実上意味がないから、クリエがいかにダメージを出すかが鍵かぎですね。

ガル：むう、戦い慣なれしている!?

ライラック：さすが活いけ作づくり……！（笑）

アルマ：さて、私の番ですか。ここは、エンゲージから離脱かな。最さい低てい限げん、ふたりが範囲攻撃を喰らうのは回避しましょう。離脱して、５メートル移動します。

クリエ：俺の番だな。このままガルを攻撃しよう。ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションが《バッシュ》。フェイトを１点使う。

ガル：ふふふ、このミスリルの鎧を貫つらぬけるものならば、貫いてみるがいい！

クリエ：（ダイスを振る）命中は23！

ガル：（ダイスを振る）10で回避失敗。

クリエ：フェイトを１点乗せてダメージロールする。（ダイスを振る）うわっ、出目が低いっ!?　出目は24っ!?

ＧＭ：10Ｄで24ってなんだよっ!?（笑）　期き待たい値ちは35だぞ！　合計……53点のダメージか。

アルマ：太刀たち筋すじが乱れましたね。《プロテクション》！　（ダイスを振る）24点軽減。

ガル：では、受けたダメージは……53から物理防御の20を引いて……。

クリエ：あ。俺の攻撃、魔法ダメージです。

ガル：なんでだよっ!?（笑）（クリエのキャラシートを取りあげて）……ぐわっ、なんだよこの《ゴッドハンド》って!?　与えるダメージがすべて魔法ダメージになる!?

アルマ：我々の重装甲に……意味がない！（笑）

ガル：残り【ＨＰ】22になった！

ジェントゥ：しかし微び妙みような残り方をしたな。出目がよければ、倒せる可能性まであったのに……展てん開かいがわからなくなってきた。

スイリン：……いや、ダメージで平へい均きん値ちがでれば、勝てるはず！　次は僕……。

アルマ：このタイミングで、ガルへ《クイックヒール》。（ダイスを振る）出目が、１と５。発動成功。回復量は３Ｄ＋12。（ダイスを振る）20点。

ガル：残り【ＨＰ】は42点まで回復した、が……。

スイリン：やはり《クイックヒール》を持っていたか。次は僕だ。マイナーでＭＰポーションを飲みます。（ダイスを振る）10点回復……そして、メジャーはクリエに《ヒール》！（ダイスを振る）成功。これ、固定値だけでクリエ全快ですね。

クリエ：全快！（笑）

スイリン：クリンナッププロセスで【ＭＰ】を５点消費！　《セイクリッドダンス》を維い持じします！




●第３ラウンド

行動値

ガル　　　　　　　　　10

スイリン　　　　　　　７

クリエ　　　　　　　　６（敏捷：５）

アルマ　　　　　　　　６（敏捷：４）

[image: ]




ＧＭ：では、第３ラウンドを始めよう。セットアッププロセスはもうないね。では……。

ガル：わしからだな。水属性のスイリンを狙ねらおう。この流れで落とせるとすればあの魚人だろう。ムーブアクションで《ファランクスクラッシュ》、マイナーアクションはなし、メジャーアクションが《ファイアボルト》！　命中は３Ｄ＋11に……フェイトを１点使っておく！（ダイスを振る）出目は……クリティカルっ！

ＧＭ：ツーシャ大臣は立ち上がって盛大な拍手をした。「（甲高い声で）うひひひ！　サハギンに生まれてきたことを呪うがいい！　さあ、避けるか、防御を増ますか、困った困った！」

ライラック：大臣、楽しそうだな（笑）。

スイリン：（落ち着いた口調で）回避できる可能性は低いですね。フェイトは《プロテクション》に回します。（ダイスを振る）クリティカルは出ず！　18で回避失敗。

アルマ：フェイトを２点消費して、《チェックメイト》。（ダイスを振る）21点！

ガル：ダメージロールのダイスは10Ｄで……（ダイスを振る）55……っ！

一同：55───っ!?

クリエ：おかしいだろ、そのダイス目っ!?　５と６しか出てねえっ!?

ガル：修正を足して69点、《チェックメイト》を合わせて、ぴったり90点ダメージじゃあ！

スイリン：（ダイスを振る）く……40点止めるけど、50点ダメージを受ける。【ＨＰ】が43点なので───倒たおれます。クリエ、あとは頼む。

ＧＭ：大臣、大歓喜。「うひゃひゃひゃ！　焼き魚になっちゃったなあ！」（笑）

クリエ：くっ！　《チェックメイト》がなければ！　フォーキャスター恐おそるべし！

ガル：（超いい笑顔で）ふふふ、これはダメージダイス目の差だな。クリエの10Ｄが24ならわしのは55。期待値の35を20点上回るか、10点下回るか。戦場では確かく実じつに敵を仕し留とめる……そこが、その意味を知っているお前とわしの差ということだ。

ライラック：ここぞとばかりにガルがいい気になってるっ！（笑）

クリエ：く……その出目がこっちに出てればガルを倒してたのに！　あああぁああぁあ～！　……だが、俺の攻撃でお前を倒せば、まだ勝機はある！　ムーブアクションはなし！　マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションは《バッシュ》で対象はガル！（ダイスを振る）命中は21！

ガル：普ふ通つうに回避。（ダイスを振る）12で回避失敗だ。

クリエ：フェイトを１点使用、10Ｄで（ダイスを振る）ダイス目は34、合計63点ダメージ！

アルマ：……《プロテクション》。（ダイスを振る）23点軽減です。

ガル：【魔法防御力】もあわせて28点引けるから、35点ダメージだ。【ＨＰ】が７点残った。

クリエ：７───っ！　くっそ──────っ！　倒せない……！

アルマ：ムーブで離脱して……《ヒール》！（ダイスを振る）　……出目、悪っ！　19点回復。

ガル：残り【ＨＰ】は27点になって……次のラウンドじゃ！




●第４ラウンド

行動値

ガル　　　　　　　　　10

クリエ　　　　　　　　６（敏捷：５）

アルマ　　　　　　　　６（敏捷：４）
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ＧＭ：第４ラウンド！　セットアッププロセスはないから、イニシアチブプロセスへ。

ガル：ムーブアクションで《ファランクスクラッシュ》、マイナーアクションはなし、メジャーアクションが《ファイアボルト》。（ダイスを振る）命中は20！

クリエ：回避できないのでダメージこい！　75点以上だったら、こっちの負け……でも１点でも残れば……反撃で倒す！　ガルの残り【ＨＰ】は27。それなら……！

ＧＭ：そうか、スイリン最後の《ヒール》でクリエは全快してるから……。この一撃でクリエの【ＨＰ】をすべて削れるかの勝負になるのか。

アルマ：きわどいですね。……《チェックメイト》。（ダイスを振る）う、10点！

ガル：では、残るフェイトすべて……２点をダメージロールに！（ダイスを振る）……う、66点？　つまり《チェックメイト》を合わせると……76点じゃ───っ！

クリエ：ほぼちょっきりかよ──────っ！　くっそ──────っ！　すまん、スイリン───っ！　あぁぁぁああぁぁぁあ、敗因はさっきの俺の出目がぁあぁあぁあああ！

ＧＭ：ガル将軍の炎の矢がクリエを射うち貫ぬき、クリエは倒れて意い識しきを失った。戦闘終了だ。




　かくして闘技場での戦いは終わった。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：いい勝負だったな。スイリンが行動順番の仕組みに気づいて待機した時、クリエ側の勝ちだと思ったわ。実際、２ラウンド目のクリエのダメージロールで期待値であれば、３ラウンド目にガルの【ＨＰ】を削けずり切ってたわ。

ガル：３ラウンド目の攻撃では、残り【ＨＰ】７まで追おい詰つめられましたからな。

クリエ：きい───っ、くーやーしーい───っ！（笑）

スイリン：ギリギリだったのになあ！（笑）

アルマ：ガルの攻撃が火属性、サハギンの水属性に対して強い相あい性しようにも助けられた。

クリエ：くーやーしーい───っ！

ＧＭ：さて、クリエたちが立ち上がったところで視界に飛び込んできたのは……「ふあーっはっはっは───っ!?」笑い転げて拍手するツーシャ大臣だった。

クリエ：く……っ、なにも言い返せない！

ガル：……大臣。立りつ派ぱに戦った戦士を侮ぶ辱じよくするのは、いかに大臣であろうと控ひかえていただきたい。（クリエに向かって）よき戦いであった。

アルマ：なかなかの実力。グランバッハ将軍を倒すという大言、うなずけるというものです。一歩間ま違ちがえば、我々がやられていた。

ＧＭ：本当にな！　10Ｄで24を出さなければ……！

クリエ：うるせーよっ!!（一同爆笑）

ガル：戦士の健けん闘とうをたたえよう。近づいていって、クリエに肩かたを貸かして立ち上がらせる。

ジェントゥ：ここは素直に拍はく手しゆをしよう。会場全体からも拍ぱく手が起こるにちがいない！

ＧＭ：うむ。その歓声に背中を押され、女王は立ち上がって……クリエたちの方へと向き直る。「すてきな戦いを見せてもらいました。いいでしょう。あなた方を、信じましょう」

クリエ：負けたけど、お眼鏡めがねにはかなったってことか。

スイリン：共にグランバッハ将軍を倒しましょう、美しき女王よ。

ＧＭ：「な!?　な、なりませぬぞ！」大臣が叫ぶが……女王は笑顔のまま、彼の視線を客席の方に促す。「大臣、この歓かん声せいを聞けばわかるでしょう？　彼らは本物です」

スイリン：では、女王の手を取って手の甲こうにキスを。───感かん謝しやいたします。

ＧＭ：「あら」と女王は笑え顔がおで接せつしてくれるよ。

クリエ：俺は剣闘士だから、女王ではなく、観客に向かってアピールをしよう。

ＧＭ：さらに歓声が巻き起こるね。「これにて、この勝負を終了といたします」ヴィンフリーデ女王が宣言をした。

クリエ：よし。じゃあ、グランバッハとどう戦うか、作戦を練ろう。

ＧＭ：と、クリエの言葉に他のみんなが声を返そうとしたその時だ。「……ほ、報ほう告こくいたします！」　キミたちのもとに、ひとりの兵士が駆け寄ってきた。

一同：え？

ガル：あわててどうしたのだ。クローシスがまた攻め込んできたとでも言うか。

一同：「い、いえ……っ、先ほどクローシスより連絡が入りました！」




　その報告は、誰もが信じがたい一報だった。

　兵士は、気を落ち着かせるためか、大きくひとつ息を吸って……大声で言った。




「我わが国くにと交戦中のクローシス王国より、和平交こう渉しように応じるとの連れん絡らくが入りました」







◆Middle03◆クローシスの思惑おもわく




　女王のもとへ届とどけられた一通の書しよ簡かん。そこには、今まで停戦をかたくなに拒きよ否ひし続けていたクローシスが、突とつ如じよ和平交渉に応じるという内容がしたためられていた。

　しかし、クリエたちはその背はい後ごに、企たくらみの気配を感じ取った。




ＧＭ：では、次のシーンに入ろう。場面は変わり、王おう城じようの一室に全員が集められた。キミたち六人と女王、〝できる大臣〟ナイと〝できない大臣〟ツーシャのふたりがそろっているね。

ライラック：ツーシャさん、どんどん扱あつかいがひどくなっていく（笑）。

ＧＭ：全員が着席したのを確認すると、女王ヴィンフリーデはツーシャ大臣に言う。「大臣、報告を」　指名を受けた大臣は、笑顔で、意気揚々と立ち上がった。

クリエ：なにそのドヤ顔。

ＧＭ：ツーシャは、外交担当だからな。クローシスが和平交渉に乗ってきたのなら、彼の手柄ってわけだ。「……先ほども報告がありましたとおり、このワタクシの努力が実り、クローシス国より和平交渉に応じるとの書簡が届けられました。つきましては、クローシス王城にて和平会談を開きたいと」

一同：……………………。

クリエ：それ、どう考えても怪しい……罠わなじゃないのか？

ＧＭ：「怪しくない！　クローシスも我々が不審に思うであろうことは予測しておられる模様。この突然の交渉、両国共に王は参加せず進めよう、とのこと。我が方の参加は、大臣ひとりと将軍ふたり───これをもって、王の代理として認める、と」

アルマ：わたしとガルは、交渉に出席しなければならない、と。

スイリン：やはり罠にしか思えない。おそらく向こうの目的は、この国じゃない。〝七人の冒険者〟のメンバーであるガルとアルマでしょう。おふたりが交渉に出向くのは危き険けんだよ。

ガル：ほう、それは今までの経けい験けんが物語る推すい理りかね？

スイリン：そのとおり。僕は女性の危機には敏びん感かんなんだ。

ガル：一気に信しん憑ぴよう性せいがなくなったぞっ!?（笑）

ＧＭ：女王はしばし考えてから、静かに口を開く。「クリエさんたちのおっしゃるとおり、罠である可能性は否ひ定ていできません。かといって会見を拒否することもありえません。本当に和平交渉である可能性を否定できないからです。和平を無む下げにしたとなれば、こちらの立場は一気に不利なものとなるのは明らか。〝この紛争の責任はリースが原因〟と周辺諸国に喧けん伝でんされることは確実です。それはもっとも避けるべき事態でしょう」

ジェントゥ：……交渉に参加すれば罠にはまり、蹴ければそれを理由に自らの正当性を周辺に見せつけることができる。堂々と攻めてくる可能性すらあるか。敵国ながら、うまい策だ。

クリエ：アルディオンを舞台にした戦争シナリオは、こんな感じになるのか……（笑）。

ＧＭ：次にナイ大臣が、少し思考を巡らせてのちに言う。「……この戦争が長く続けば、国民は疲ひ弊へいし、国も存亡の危機に立たされましょう。我が国も、おそらくはクローシスも……双そう方ほう共に限げん界かいなのです。和平交渉に望みをかけないわけにはいきますまい」

ガル：うむ、交渉に行くこと自体には、意味があると思うのだ。

クリエ：……それならさ、俺たちも和平会議に同行するってのはどうだろう？

ジェントゥ：悪くない。が、この国を守る全員が、いっぺんに外に出るのは危険すぎる。

アルマ：……たしかに。我らが国の外に出て、守りが薄くなったところを敵が襲撃する可能性は否定できない。

スイリン：その場合、真っ先に狙われるのは女王陛下だ。女王陛下が信頼できる者を置いていった方がいいと思う。実は敵が潜入しようとしているとか、調べられませんか？

ＧＭ：……く（笑）。いいところに目をつけたな。ではここで、難なん易い度ど12の【感知】判定をしてもらおうか。ひとりでも成功すれば、ある情報が手に入る。




　結果、ライラックとジェントゥが判定に成功。「時期は不明だが、リース国にクローシス国が刺し客かくを送っている」という情報が手に入った。それも、ドラゴンらしきシルエットが目もく撃げきされている、との情報だった。




スイリン：ドラゴンの刺客？　ますます女王のそばを離れるわけにはいかないね。

クリエ：やっぱり戦力はふたつに分けた方がよさそうだな。

ガル：グランバッハ将軍は交渉の場に来るだろうから、こいつと戦闘になる確率は高い。

クリエ：両方で戦闘が起こる可能性があるかもしれないなら、それぞれが戦えるように、パーティバランスを取らないと。

スイリン：あ、僕は女王陛下の方に入れてね！　絶ぜつ対たいね!?（一同爆笑）

ライラック：スイリン様はぶれませんなー（笑）。




　しばしの相談の末、和平交渉の場にはガルとアルマが予定通り赴き、クリエがそれに同行。残る三人は女王の身辺を警けい護ごすることとなった。




ＧＭ：「では、その案でいきましょう」　女王が言うと、大臣たちも納なつ得とくしてうなずく。ツーシャはえらそうにふんぞり返って言うな。「……明朝には出発しますゆえ、それまでに準備をするのだぞ！」

クリエ：ジェントゥ、スイリン、ライラック、あとはよろしくな。

ジェントゥ：うむ。こちらのことは私たちに任せるがいい。

ＧＭ：さて、話がついたところで、シーンを終了しよう！







◆Middle04◆バトル・オブ・ドラゴン




　リースにクローシスの刺客が入はいり込こんでいる───。

　重大な情報を入手したクリエは、ジェントゥらに女王を任せ、臥龍と鳳雛と共に、クローシス王国へと足を踏ふみ入いれた。




ＧＭ：さて、次のシーンに入ろうか。ここは、和平会議の会場……すなわち、クローシス王城へ向かったチームと、リース王城に残ったチーム……それぞれを演出する。まずは和平会場へ向かったクリエ、ガル、アルマの三人だ。転送装そう置ちを使い、キミたちはリースからクローシスの城へとやって来た。

クリエ：直接行けるのか。

ＧＭ：もともとは兄妹国だからね。城同士が転送装置でつながっており、拒否しない限り、行き来できるんだ。今回は和平会議のため、久ひさ々びさに通路が開かい放ほうされて向こうに行けたんだ。

クリエ：便利なもんだ。

ＧＭ：さて、キミたち以外のもうひとり……外交大臣であるツーシャは、ご機嫌の様子で和平会議の席についている。そこは大きな会議室だ。天井は無駄に高く、広さも二〇メートル四方ほどある。部屋の中央に巨きよ大だいな大理石の長テーブルが置かれ、床ゆかにはクローシスの象徴色であろう、濃い青の絨じゆう毯たんが敷しかれている。豪ごう奢しやな金の刺繡が施された高価そうなものだ。

クリエ：ずいぶんと豪ごう華かな感じだな。

ＧＭ：今、テーブルを挟んだ向こう側に、グランバッハ将軍が悠然と腰掛けている。将軍の背後には兵士がずらりと並んでいるね。護ご衛えいの兵士だろう。あごひげがたくましい、巨漢……グランバッハ将軍は、キミたちを見回し、上機嫌に声をかける。「よくぞ参られた」

クリエ：将軍には、やっぱり紫色の紋様があるのか？

ＧＭ：たしかに羽織ったマントの隙間……首から鎖骨のあたりにそれらしいものが見える。

クリエ：なるほど。じゃあ、ガルとアルマに……あれはやばい、と目配せする。

アルマ：用心しておきましょう。

ＧＭ：将軍はふと、クリエに見入って……「おや、知らない顔がひとりいるな。キミは？」

クリエ：そこにいる大臣に雇やとわれた護衛の兵士だ。

ＧＭ：将軍は無言のまま、視線でツーシャに問うた。「は、名前はクリエと申します」

クリエ：対談するという姿し勢せいは見せるが、いつでも背せ中なかの剣を抜ぬける状態にする。

ＧＭ：「そう殺気立たなくてもよい、少年」将軍はあくまでも余裕の態たい度どだ。

クリエ：……できるな、こいつ。

ＧＭ：将軍はひとつ咳せき払ばらいをすると、話を始めた。「───あらためて。ようこそ来てくださった。この会見は我らが国にとって、よき方向に進むひとつの道みち標しるべとなるであろう」

クリエ：言ってることはまともに見えるが……。

ＧＭ：（いきなり甲高い声で）「そのとおり！　そのとおりでございますっ！」ツーシャは、いきなり立ち上がって手を揉もみながら将軍の方にすり寄よって行く（一同爆笑）。

アルマ：だ、大臣……（笑）。

ガル：そんなことよりも、グランバッハ将軍。妙なことはなさらぬよう頼みたいものだな。

ＧＭ：「妙なこと、とは？」

ガル：正々堂々と話し合いをしよう、ということだ。

ＧＭ：「ふむ、まったくもって同意見だ。この会議は我々にとって、キミたちにとって、そしてすべての国民にとって、よきものになるべきだ。……さて、ツーシャ大臣。早速だが話のとおりに」「……ははっ」

ガル：？　話？

ＧＭ：すると彼はにやりと笑って振り返り、声をあげた。（超甲高い声で）「こういうことだよ、ガル将軍！　アルマ将軍！」　そして大臣が隠し持っていたコンポジットボウの狙いを、キミたちに定めた！

一同：お前……っ!?

クリエ：いや、わかりやすかったけどさあっ！（笑）

アルマ：むしろ、わかりやす過ぎて……まさか本当に裏切るとは……（笑）。

ＧＭ：護衛の兵士たちも一斉に抜剣。そして最後に、グランバッハもゆらりと立ち上がる。「ガルとアルマよ。お前たちがここで息いき絶たえれば、リースを守る者はもういない。守しゆ護ご者しやのおらぬ国に未来などない」

アルマ：それは逆ぎやくのことも言えますよ、グランバッハ将軍。ここであなたが倒れれば、クローシスの誇る矛ほこもまた折れるということ。

ガル：がはは。それに、我らが王は見かけよりもずっと強い御方よ。ここで我らが力尽きようと、ヴィンフリーデ陛下はリースという国をお守りになる。

ＧＭ：「……そうはならんよ。お前たちをここに呼よんだ理由はふたつある。ひとつはリースの鳳雛と臥龍をここで殺すこと。そしてもうひとつは───」　グランバッハが歪んだ笑みを浮かべたところで、場面はおもむろにリース国へ切きり替かわる。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：一方、その頃ころ……リース国に残ったジェントゥ、ライラック、スイリンは、リース王城・謁見の間で、ヴィンフリーデの身辺警護をしている最中だ。

ジェントゥ：女王様、これをどうぞ。元がん祖そサハギン焼きです（一同爆笑）。

スイリン：持ってきたんだ（笑）。

ジェントゥ：うむ、元祖はうまかったからな。女王陛下もいかがです？

ＧＭ：女王は目をハートマークにしながら笑顔で尋ねる。「あら、甘くていい匂い！　こちらとこちらは、中身がちがうのですか？」

ジェントゥ：こっちは白あんで、こっちはこしあんです。

ＧＭ：「じゃあ、白あんの方を……」と手に取り、たまにジェントゥをきゅーっと抱きしめつつ、楽しげにしている。ライラックとスイリンは、その微笑ましい光景を眺ながめながら状況の変化を待っていた。

スイリン：さて、なにもなければいいが───。

ＧＭ：どこか和なごやかな雰ふん囲い気きの中、〝できる大臣〟ナイが「ははは、楽しそうですな」と、微笑みながら部屋に入ってきた。

ライラック：できる大臣ナイ・アインハルトさん！　サハギン焼き、おひとつどう？

ＧＭ：「いえ、けっこう。……会議が上手くいくといいですな」　そう言いながら、ナイは窓まどの外を見つめる。その横顔には、年齢を重ねたどこか男の哀愁のようなものが漂っている。

ライラック：ＮＰＣを持ち上げている（笑）。

ＧＭ：「いずれにせよ、和平会議が成立した時点で、すべてはよき方向に向かっていると、私は確かく信しんしています」

ライラック：きっと将軍様やクリエがなんとかしてくれますよ、はっはっは（笑）。

ＧＭ：「お客人、そして女王陛下。聞き流してかまわないことですが……私は常つね々づね思うのです。先代の王はふたりの子供に領土を分け……国をふたつに割った。それはとてつもない愚ぐ策さくであったと思うのです」

ジェントゥ：ふむ、たしかにな。争う火種を生み出した、とも言える。しかしそれを女王の前で言うのはどうかと思いま───。

ＧＭ：（ジェントゥの言葉を遮って）「この国はクローシスとひとつになるべき。……そうは思われませんか」

一同：………………。

ジェントゥ：え、あ、まあ……たしかにそれは、一理あるかもしれませんが……え？

ＧＭ：「ペンギンくんは、実に道理がわかっている」彼は振ふり返かえりもせず、窓の外を眺めながら笑う。───ふいに場の空気が、変わった。

ライラック：な、なんだか寒気がするなー……？

ＧＭ：「そう、そうだよ、ペンギンくん。キミは実に、正しい……っ！」そして彼は振ふり返った。───その笑顔には、イバラのようにも、龍の爪つめ痕あとのようにも見える紫色の紋様がくっきりと浮き上がっていた。

一同：お前もか──────いっ!?

ジェントゥ：教皇様、あなたのメモで敵もわかってほしかった……っ（一同爆笑）。

ＧＭ：「……ナイ大臣っ!?」驚きの表情を隠せないヴィンフリーデに、ナイがギロリと視線を送る。「くはは、終わりですよ陛下。もう、ガルもアルマも帰らない」　その口からは、紫色の瘴気が吐き出され、たゆたう。

スイリン：お下がりください、女王陛下！　巫術の弓を構かまえて一いち撃げき放つ！　あ、ちなみにこれは演出です。普通に命中判定するときっと当たらないから！（笑）

ＧＭ：ナイは、口から炎の《ブレス》を吐はいて飛来した矢をなぎ払い、燃やし尽くした。

ライラック：げげ──────っ!?　ぶ、《ブレス》──────っ!?

スイリン：また火だ──────っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「国がひとつならば、王はふたりも要いらぬ！」　ナイが吐いた炎が女王に迫せまる！

スイリン：女王の前に立ちはだかります！　演出《プロテクション》！　焼き魚は勘かん弁べんだ！

ＧＭ：激はげしい炎は、キミの展開した障壁に阻まれ霧散した。「くはは、グランバッハ将軍の手により臥龍と鳳雛は死に、リース国の女王はここで倒れる。ふたつの国は我が王の下にひとつになるのです！　もっとも、クローシス王は将軍の傀かい儡らいではありますが……っ！」

スイリン：……王が傀儡？　ということは、呪いにやられているのはグランバッハ将軍と、この大臣だけ……？

ライラック：つまり、クローシス王が姿を見せないって情報は、捕らえられているから!?

ジェントゥ：大臣！　あなたは〝星の龍〟の呪いに冒されている！　目を覚ますのです！

ＧＭ：「呪いに……？　いいえ。残念ながら、それはちがいます。なぜならば……私は、私こそは〝星の龍〟の眷けん属ぞくなのですから……っ！」

ジェントゥ：は？

ＧＭ：ナイ大臣がゆがんだ笑みを浮かべた。それと同時に、彼の肉体がいきなり膨れ上がって服を引き裂き始め───〝ボキボキ……ッ〟　不気味な音を立てながらその姿が人間ではないなにかに変異していく。───やがて、そこに現われたのは、口より炎を散らしながら翼を広げる……一頭のドラゴン。

一同：げえ──────っ!?

ライラック：ま、待って待ってっ!?　意外にこっちの方がやばかった!?（笑）　……くくく、しかしこっちは三人、向こうはひとり！　へっへっへ、こっちにひとりで来たことを後こう悔かいしながら死ぬんだなあっ!?（一同爆笑）

スイリン：その言い方はどうかと思うけど、たしかになんとかなるでしょう。

ジェントゥ：うむ、我々には庭園術とスイリン殿の守りの力がある。どうにかなる。

ＧＭ：「ほう……では、ひとついいことを教えましょう。和平会議のエネミーはＧＭの菊きく池ちたけしが担たん当とうですが……ナイ大臣のダイスは、すべてここにいる久保田悠羅くぼた・ゆうらが振ります」

一同：なんだってぇ───っ!?（爆笑）

久保田：みなさん、よろしく～（笑）。

ライラック：だ、だめだ───っ!?　我々はおしまいだ───っ!?（笑）

スイリン：え、え……？　そんなに……？

ジェントゥ：菊池さんのダイス目なら楽勝だったが悠羅さんじゃだめだ───っ！

ＧＭ：お前ら──────っ!?（一同爆笑）　では、ここからは二面戦闘となるので、ルールを少し説明しよう！




・グランバッハ将軍が戦闘不能、またはＰＣ側が全ぜん滅めつした時点で、戦闘は終了となる。

・リース国側のＰＣがドラゴンを倒した場合、次のラウンドのセットアップ前二、クローシス側の戦闘へ加わることができる。

・ギルドサポートは、クリエのいる側でしか使用できない。




ＧＭ：……なお、フェイト、【ＨＰ】【ＭＰ】は現げん状じようのまま戦闘に入るので気をつけてくれ。行動順番は両陣じん営をあわせて処しよ理りしていくよ。では、まずは戦闘開始前の準備プロセス！

スイリン：どうにかして守らないとね！　《ハンズオブライトⅠ》！

アルマ：わたしも《ハンズオブライトⅠ》です。

ＧＭ：リースとクローシス……それぞれの王城で、聖なる閃光がほとばしったのを合図に、戦闘は始まった………っ！
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ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアッププロセス！　宣言がある人は、【行動値】の早い順から宣言をどうぞ。

ライラック：《ガーデン：溶よう岩がん》＋《キープガーデン》！　こいつは《ガーデン：～》の効果をシーン持続に変へん更こうするスキル……！　新技よおっ！　（ダイスを振る）錬金術判定成功！　というわけで、シーン中移動しない限りはダメージ＋２Ｄだ！

ＧＭ：リースの城が溶岩まみれに……。一報、クローシス側ではグランバッハがスキルを使用！　《コネクトナーブ》＋《コネクトドラゴン》！「さあ、我が身に宿れ、竜の力よ！」　この声と同時に、グランバッハの強きよう靱じんな肉体が鱗に覆われ始めドラゴンへと変わっていく。

クリエ：こいつもドラゴンに変身するのか!?

ＧＭ：おう、竜りゆう神じんの力を借りてドラゴンを自らの肉体に顕けん現げんさせるスキルよ！　ダメージが＋14、【行動値】は＋７、【移動力】が＋７される！

ガル：こいつ、プリーチャー……っ！

ＧＭ：今回の舞台はアルディオン大陸だからな。地域クラスを持たせてみた。……なお、本来はアルディオン大陸の神、〝虹にじの〟セフィロスを信しん仰こうする者をプリーチャーと呼ぶのだが……グランバッハは〝星の龍〟に忠ちゆう誠せいを誓ちかっている。力の源は〝星の龍〟だ。「私は〝星の龍〟に忠誠を誓っている。あのお方がエリンに来ると聞いて、どれほど胸むねが躍おどったことか！」

スイリン：……と、いい気になってしゃべってるうちに僕の行動！　《チャネリング》＋《セイクリッドダンス》！　舞い踊って判定に＋１Ｄします。少しでも生き残る確かく率りつを上げる！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ろう。最初は【行動値】17に上昇したグランバッハ！　まずフリーアクションで《グレートコネクト》＋《コネクトナーブ》！　さらにダメージ、【行動値】、【移動力】が上昇、完全な竜に変化した！

ライラック：げげぇっ!?

ＧＭ：マイナーアクションは《ウィルパワー》、メジャーアクションは《サーモンスピーチ》！　竜の力を存ぞん分ぶんに使い、特とく殊しゆ攻撃のダメージに＋６した状態で範囲選択の遠えん距きよ離り攻撃を放つ！　対象はもちろん、クリエたち三人だ！

クリエ：先制して範囲攻撃かよ！　汚ぇっ!?

ＧＭ：「お前たちがいかに矮わい小しような存在であるか、教えてやろう！」命中判定は３Ｄ＋10、【精神】での判定となる。失敗すると貫かん通つうダメージに［威い圧あつ］が入るぞ！

クリエ：うわっ、［威圧］!?　……ってなんだっけ！（笑）

アルマ：そのバッドステーラスを喰らうと、メジャアークションが封じられる。マイナーアクション解除できるけど……クリエくんは、《バーサーク》が使えなくなります。

クリエ：それは困る！　フェイトを使……。

アルマ：待って！　ここはわたしが《キャスリング》します。クリエさんのフェイトは貴き重ちようですから、クライマックスフェイズまで温存して。

クリエ：わ、わかった。

ＧＭ：ふっふっふ、いくぞ！（ダイスを振る）って、４!?　達成値……じ、14。




　ダイス目こそ悪かったものの、クリエたちはいずれも回避が低く、全員に命中する。




ガル：アルマ、わしがクリエくんをかばう！　頼む！

アルマ：わかりました、ガル。……《キャスリング》！　ガルに《カバーリング》を与える！

ガル：クリエを《カバーリング》！

クリエ：面白いスキルだ！（笑）　そうか、こうやって、被弾したくない味方を守るのか。

ガル：感心している場合か。グランバッハの攻撃はわしが受け止める！

ＧＭ：「ガルか！　どれほど鎧が分ぶ厚あつかろうが無駄だ！」（ダイスを振る）……42点、貫通ダメージ！　分厚い装そう甲こうを貫き、精神を壊す一撃をグランバッハが叩き込む！

アルマ：自分に《プロテクション》！　（ダイスを振る）17点軽減です！

ガル：これでダメージは25点、倍にして50点！　……くっ、【ＨＰ】は46点、４点オーバーで倒れるっ……っ!!

一同：なに──────っ!?

クリエ：一撃……っ!?

アルマ：くっ、すみません、ガル……！　わたしは【ＨＰ】９点でどうにか残りました。

ガル：こればかりは仕方があるまい。戦闘不能だ！

クリエ：マジか！　なんとかならないのか!?

アルマ：《ファーストエイド》で戦闘不能状態から回復させるしかありませんが……その場合、復ふつ活かつしても行動済ずみになります。

クリエ：や、やばい……！　想像以上にこの戦闘、やばい！

久保田：次は【行動値】15のライラックです。

ライラック：ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《シャープネスガーデン》！　発動判定！（ダイスを振る）……ふぁ、ファンブル（一同爆笑）。

ジェントゥ：リース国はもうダメだ、風前の灯ともし火びだ……っ!?（笑）

ライラック：ひいっ!?　ふ、フェイトで振り直しますよ!?（ダイスしましまを振る）よし、今度は成功だ！　リース側の三人のダメージが＋15されるぞ。

スイリン：これがないと勝てそうにないからね！（笑）

久保田：さて、次はナイ大臣……ドラゴンの行動ですね。ムーブとマイナーアクションなし、メジャーは《ブレス：火》！　対象は、ライラックたちのエンゲージにいる全員ですよ。

ライラック：……し、しまった！　移動して位置を分散させるべきだった───っ!?（笑）

久保田：聞こえません。命中判定！（ダイスを振る）達成値25！　炎の渦が襲おそいかかります。




　ジェントゥは《デコイイメージ》で己おのれの幻げん影えいを作り出し、みごと回避に成功する。ライラックもフェイトを２点使用し、からくも炎の渦から身をかわす。しかし、スイリンは吹ふき荒あれる渦から逃のがれられず、51点ものダメージをもろに食らってしまったものの、《プロテクション》でどうにかダメージを23点にまで抑おさえ込こみ、踏ふみとどまった。




ライラック：き、厳しい……せめて《陣じん形けい》が使えれば……。

久保田：次はジェントゥの行動ですね。




　ジェントゥが、幻影で生み出した毒矢を解き放つ。

　ナイ大臣が変異したドラゴン（データ的には、16レベルのエネミー、スモールドラゴンがベース）の回避能力は高く、７以上で避けるところを───ダイス目は４。

　ナイ大臣より40点の【ＨＰ】をもぎ取り、加えて毒を与える。

　一方、クローシス王城側───自らに《クイックヒール》をかけたアルマは【ＨＰ】を30点まで回復するも……ツーシャの弓に撃ち抜かれた。

　このダメージロールは43点の物理ダメージを叩き出すが、アルマの重装甲と《プロテクション》に阻まれてそのダメージは……０！




クリエ：43点を０って……アルディオン組、すげぇ……（笑）。

スイリン：向こうは大丈夫そうだね。では、次は僕の行動だ！




　ブレスによる攻撃から逃れるため、スイリンはエンゲージを離脱しつつ《ホーリーライト》をドラゴンへと放つ。ドラゴンは回避を試みるが、まばゆい光に目を焼かれてファンブルし、回避に失敗。竜の鱗すら貫く光により、17点も削けずり取とられた。

　続くアルマは待機を宣言。全員の行動が終わってから……つまり、もう誰からも攻撃されないタイミングを狙ってガルを復活させる作戦に出た。




クリエ：さあ、俺の番だな！　ムーブアクションで大臣に突とつ進しん。

ＧＭ：「ひっ、ひいぃ!?　来るな───ぁ!?」

クリエ：ガルが作ってくれたこのマイナーアクションで《バーサーク》＋《ソウルヒート》！　メジャーアクションで《バッシュ》だ！（ダイスを振る）命中、18っ！

ＧＭ：こちらの回避は２Ｄ＋４。（ダイスを振る）６、と５。回避失敗！

アルマ：そこに《チェックメイト》！（ダイスを振る）11点上乗せしてください。

クリエ：さっきのＰＶＰでは敵だった《チェックメイト》が俺に！（笑）　ありがとう、アルマ！（ダイスを振る）……合計62点の魔法ダメージだ！

ＧＭ：ぐは！　一撃で半分以上かよ!?　た、ただ、まだかろうじて立ってはいるぞ。




　続いて、グランバッハの背後に控えていた兵士たちが［狂戦士］されて回避ができないクリエを攻撃。兵士Ａはクリティカルし、42点のダメージを繰くり出だすも、アルマの《プロテクション》に阻まれてダメージ０。続く兵士Ｂの攻撃もまたすべて防がれてしまった。




ＧＭ：お前も硬ぇよっ!?（一同爆笑）　兵士の攻こう撃げき力りよく、24もあったんだぞ!?（笑）

クリエ：アルマの《プロテクション》のおかげだ。

アルマ：どういたしまして。さて、最後はわたしの行動ですね。




　アルマは《ファーストエイド》をガルに使用。一度は判定に失敗したものの、フェイトを使いどうにか成功。ガルは無事、戦闘不能から回復した。




ガル：がっはっは！　【ＨＰ】１で復活だ。どうやらわしはまた死しに損ぞこなったようだな。

アルマ：その台詞せりふも聞きき飽あきました。さあ、まだ戦いは終わっていませんよ。

ＧＭ：それでは、全員の行動が終了したので、クリンナッププロセスの処理後、第２ラウンドへと移ろう！




　このクリンナッププロセスで、スイリンは《セイクリッドダンス》を継けい続ぞく。【ＭＰ】５点と引ひき替かえに、神の力を降おろす舞を続ける。

　一方、［毒（１）］の効果により、スモールドラゴン（ナイ大臣）は【ＨＰ】を５点失った。
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ＧＭ：それでは、第２ラウンドに突とつ入にゆうしよう！　セットアッププロセス！




　新ラウンドに突入すると同時に、グランバッハは三度目の《コネクトナーブ》《コネクトドラゴン》を宣言。竜の力を最終段だん階かいにまで高め、自己強化を完成させる。

　一方、ライラックは《ガーデン：溶岩》《キープガーデン》を宣言。スイリンのエンゲージに溶岩の庭園を造つくり出だし、光魔ま術じゆつの支援をする。その後、和平会議チームが《陣形》を使用。クリエひとりを残し、アルマとガルは１メートル後方に下がって散開した。

　最初の行動は、トップに躍おどり出でたグランバッハ。彼が戦闘の構えを取るのとほぼ同時に、スイリンが自分へ《クイックヒール》を使用。出目が走った結果、受けたダメージをすべて相殺して全回復させる。

　そしてあらためてグランバッハの攻撃が始まる───はずだった。




ＧＭ：では、ここでツーシャが《カリキュレイト》を使用。割わり込こんで行動する！

一同：ダメ大臣───っ!?

ガル：ガンスリンガーのスキルかよっ！　実はできる子かっ！

ＧＭ：「ワタクシだって冒険者を目指していた時期があったのだ！　せめて、死しに損ぞこないの将軍の首を取ってやる！」射撃攻撃で……対象は復活したばかりのガル、キミだ！

ガル：なに───っ！　まずい、【ＨＰ】は１だぞっ!?

アルマ：《キャスリング》は自分に使えないから防ぐ手段がない！

クリエ：鬼かよ、にーやんっ!?

ＧＭ：当然の戦術だ！（ダイスを振る）命中判定、達成値は19！

ガル：（ダイスを振る）またも９！　回避は失敗！　き、来たまえ！

ＧＭ：狙ねらい澄すました一撃が、ガルに迫る！（ダイスを振る）43点の物理ダメージだ！

ガル：（暗算して）……アルマ、23点以上の軽減を頼みたい。

アルマ：23だと７Ｄでほぼ期待値。フェイトは残り２点ありますが……（少し考えて）ここは全部使います。８Ｄでの《プロテクション》！（ダイスを振る）よしっ！　32点軽減！

ガル：ダメージは、０だっ!!

一同：おお───っ!!

ＧＭ：将軍の片方を討うち取とった───ツーシャがにやりとほくそ笑む。しかし次の瞬間、彼の前に展開された光の障壁が、ツーシャの放った矢の大半をはじき飛ばしていた！

ガル：残りはわしの鎧がはじき、矢がばらばらと床へ散らばるのだ。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな、ワタシは、英えい雄ゆうになれるはずだったのにぃっ!?」

アルマ：あなたのよこしまな矢が、我々の身体を傷きずつけることはありません。

ガル：そうとも。我らはリース国の、陛下の盾たてなのだからな！

クリエ：か、かっこいいっ！（笑）

ＧＭ：ツーシャはおびえたようにあとずさる。それを冷たくにらみ、グランバッハが動くぞ。

ライラック：ま、まさか、やめろ！　大臣は味方だっただろ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ちげえよ！（笑）　その場から動かず、マイナーアクションで《ウィルパワー》、メジャーで《ドラゴンロアー》！　範囲攻撃だが……目標はランダムに決めよう。（ダイスを振る）対象はクリエ！　その衝しよう撃げきゆえ、１点でもダメージが通れば［放心］が入るぞ。

クリエ：くっそぉ、俺は避けられないんだってば！

ＧＭ：だからこそ狙うのだよ！　魂たましいすら震ふるわせる竜の咆ほう哮こうが、刃となってクリエに襲いかかる。命中判定！（ダイスを振る）達成値は22だ！

クリエ：俺は［狂戦士化］しているから回避はできない。命中だ！

ＧＭ：咆哮は竜の力で魔術と同じ扱いになる。ではダメージ！（ダイスを振る）50点の〈無〉属性魔法ダメージだ！

アルマ：《プロテクション》！（ダイスを振る）23点軽減してください。

クリエ：ありがとう！　ダメージは18点、［放心］は食らったが、まだ大丈夫だ。

ＧＭ：「そう来なくてはな」とグランバッハは楽しげに呟いた。

久保田：さて、次はこちら側……ライラックの行動ですね。

ライラック：我が輩、戦うのは苦手だが……仕方がない！　ここは前に出て攻撃するぞ！　ムーブとマイナーで全力移動！　ドラゴンに接敵して、メジャーアクションで通常攻撃だ！




　鱗の隙間を狙い、ライラックは蝶のように舞い蜂はちのように刺さす───が。




ライラック：どうよっ、渾身の31点の物理ダメージや───っ!!

久保田：（涼すずしい顔で）ぷす。６点のダメージを受けました（一同爆笑）。

ライラック：わかっていたけど、硬すぎるでしょうっ!?　我が輩には無理よぉ!?（笑）

久保田：しかし、ちょっと痛かったので怒いかりにまかせてブレスを吐きます。その場から動かず、メジャーアクションで《ブレス：火》！　対象はもちろん、弱点属性であるスイリン！（ダイスを振る）はいっ、クリティカル!!

スイリン：げげ───っ!?　や、焼き魚になる───っ!?（一同爆笑）




　叫びもむなしく、スイリンはまたもや炎に巻まき込こまれた。56点ものダメージを《プロテクション》で30点にまで抑え込み、からくも一命を取とり留とめる。

　続くジェントゥは《イメージウェポン》で幻影の槌つちを呼よび出だし、スモールドラゴンの頭を狙って幻夢の魔術を繰り出す。クリティカルによって増ぞう加かされた魔力は、73点というダメージをたたき出し、ドラゴンの【ＨＰ】をごっそりともぎ取ることに成功した。




ＧＭ：では次、復活したガルの行動だ。

ガル：いざ！　ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーアクションで［威圧］を解除、メジャーアクションで《ファイアボルト》！　ツーシャと兵士Ａ、Ｂに攻撃する！（ダイスを振る）命中16！　炎の矢を分ぶん裂れつさせながら撃ち放……！

ＧＭ：（超甲高い裏声で）「……ひぃいっ!?　話し合おうっ!?」（一同爆笑）

ガル：もはや話し合いでどうにかなる問題ではない。お前には相そう応おうの罰ばつを受けてもらう。




　炎が、ツーシャと兵士たちをまとめて巻き込んだ。

　その攻撃に、アルマが《チェックメイト》でダメージを上乗せした。

　ガルも、《ファランクスアタック》でダメージを上乗せした。

　ダメージロールの結果は、〈火〉属性魔術ダメージの───74点。

　ツーシャと兵士たちは、その一撃で灰になった。




クリエ：さあ、これでグランバッハとの戦いに集中できる。

久保田：さてさて、お互いいっぱいいっぱいのリース国側、スイリンさんの番です（笑）。

ジェントゥ：いっぱいどころの騒ぎじゃない。このドラゴンを倒してクリエたちの応援に行くどころか……。

スイリン：ここで決められなければ僕は死ぬっ！（笑）　ムーブはなし、マイナーはＭＰポーションで（ダイスを振る）……７点回復。メジャーアクションで……《ホーリーライト》！




　決死の覚悟で放たれたスイリンの魔術は、体たい勢せいを崩くずしたスモールドラゴンの額ひたいを撃ち抜いた。与えたダメージは、33点───。

　スモールドラゴンは被弾箇所周辺の鱗を剝離させながら〝どう〟、と倒れ伏した。




ジェントゥ：さあ、あとは憲けん兵ぺいに任せ、我々はクリエの許へ！

ＧＭ：では、キミたちが転送装置へと駆け出したところで、舞台はクローシス側のみに！

クリエ：いくぞ、ムーブアクションでグランバッハに接敵！　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》！　一気に飛び込んで斬きり込むっ！




　野生の獣けものの如き俊しゆん敏びんさで、クリエはグランバッハへ刃を突つき立たて、硬い鱗を貫いて56点ものダメージを与えた。その間に、アルマはガルの傷を《ヒール》で27点まで回復させ、次の攻撃に耐える手はずを整える。

　クリンナッププロセスで、スイリンは再び《セイクリッドダンス》の継続を宣言。ドラゴンはさらに［毒（１）］の効果で【ＨＰ】を５点削られた。

　そうして───戦いはついに、第３ラウンドへと突入する。クローシス王城の会議室の扉が開き、クリエの仲間たちが駆け込んできた。




ジェントゥ：クリエ、ガル殿、アルマ殿！

クリエ：ジェントゥ！　手伝ってくれ！

ＧＭ：ではあらためて第３ラウンドに入ろう！　が、しかし───。
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「く、まだだ……まだ終わるわけにはいかぬっ！」

　ドラゴン……いや、グランバッハ将軍の猛々しい咆哮に、どこか焦りが混じる。

　そう、リース王城で戦闘していたジェントゥたちが駆け付けた時、すでに戦いの趨すう勢せいは決していたのだ。

　《陣形》により、ライラックはクリエのエンゲージより５メートル離れた場所へ接せつ近きん。ジェントゥはガルのエンゲージに入り、スイリンはアルマとエンゲージを切って横に並ぶ。

　続けざまにライラックは《ガーデン：溶岩》を宣言し、ジェントゥとガルを支援する。

　この完全な戦闘プランに、もはや抗あらがう術はないことを一番理解していたのはグランバッハ自身だった。繰り出した最後の一撃は、ジェントゥにはクリティカルで軽くかわされ、またガルにこそ命中はしたものの───残り【ＨＰ】11点。

　その生命を刈り取るには至らない。




ＧＭ：「おのれ……おのれぇっ！」　憎にく々にくしげにうめくグランバッハ。その巨きよ軀くは血まみれで、もはや限界が近いとわかる。

ガル：ここが貴様の死に場所だ！　ムーブで《ファランクスクラッシュ》、マイナーで［威圧］を解除、メジャーアクションで《ファイアボルト》！（ダイスを振る）命中は22！

ＧＭ：クリティカル以外回避できない……（ダイスを振る）出目は５。回避失敗！

アルマ：《チェックメイト》です！（ダイスを振る）よし！　18点ダメージ追加ですよ。

ガル：わしたちは最高の相あい棒ぼうだな！　支援込みで97点、〈火〉属性魔法ダメージだ！

ＧＭ：受けたダメージは91点───「馬鹿な、この私が、竜の力を得たこの私が……」と苦しげに呟いて、竜の姿が崩ほう壊かいしていく。

一同：おお───っ!!（拍手）

ガル：わしの死に場所にするには、少し不足だったようだな。

ＧＭ：「運命に導みちびかれた冒険者を……殺し損そこねたか。だが、これだけでは終わらんぞ」

クリエ：どういうことだ？

ＧＭ：「我々に残された最後の刺客は、最強だ。お前たちの寿じゆ命みようが、ほんのわずか延のびただけと知るがいい───さらばだ」そう言い残して彼は人の姿に戻り……絶命した。

ジェントゥ：〝星の龍〟の呪いを受け入れた男の最期か。

ＧＭ：……うむ。では、ここで戦闘を終了しよう！







◆Middle05◆新たなる大地へ




　激しい戦いの末、呪いをその身に受けた者たちは倒れた。

　クローシスの王は救われ、本当の平へい穏おんが訪れたのだ。

　残る冒険者はあとひとり───次なる大地に旅立つ時がきた。




ＧＭ：さて、次のシーンを開始しよう。かくしてキミたちは、ふたりの大臣と敵てき国こくの将軍をみごと打うち倒たおした。なお、リース女王の兄であるクローシス王は、グランバッハ将軍の謀む反ほんによって捕まっていたが、無事救出できたようだ。

ガル：引ひき離はなされていた国王陛下と女王陛下が再さい会かいできるとは……感無量だ。

ＧＭ：そう。再会した兄と妹が共に協力しあい、国土をひとつにまとめていく。ふたりの王の下に国は民はひとつとなって繁はん栄えいの道を歩き始める……と、誰もがそう思っていただろう。

一同：へ？

ＧＭ：クローシス王を助け出して判明したのだが……彼は意識を失っており、なにをやっても目が覚めない。そしてその背中にはうっすらと、呪いの紋様が浮かび始めており───。

一同：なに──────っ!?

クリエ：意識がないって……これはアデルと同じタイプの呪いか？

アルマ：いや、紋様が完全に浮かび上がったら、グランバッハやナイ大臣と同じく、邪悪な意識を持って目覚める可能性も……。

ジェントゥ：やはり、〝星の龍〟を倒さねばならぬ。そういうことか。

クリエ：そうだな。放置していれば、第二、第三のグランバッハが現あらわれるかもしれない。

ＧＭ：呪いは今や世界中に振りまかれ始めている。これを解除するためには、ジェントゥの言うとおり、〝星の龍〟を倒すしかない。キミたちは、あらためてその事実を自覚した。

ジェントゥ：だが、これで冒険者は全員そろった。来るべき時がきたのだ。

アルマ：全員？　ジェントゥさん、ひとり足りませんよ。

ジェントゥ：その言葉を待っていた（笑）。アースランの地に、最後の冒険者───我が主アリスティラ様がおられるのだ。

スイリン：おお……なんと麗うるわしい名前！　美しい女性にぴったりだ！（一同爆笑）

ジェントゥ：よくわかったな。かなり美人だぞ。

スイリン：なんと、まことか！　さあ、早く会いに行こう！　さあさあ！（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）。さて、リース王城に帰還したキミたちを、女王ヴィンフリーデは笑顔で迎えてくれた。十分な休息を取れたので、【ＨＰ】と【ＭＰ】はすべて上限まで回復していい。玉ぎよく座ざに座る女王は、キミたち六人に礼を言う。

クリエ：気にするな。やるべきことをやっただけだ。

ＧＭ：「……いいえ、それでも感謝をする気持ちに変わりはありません。そして……クリエさんたちの言葉が真実であると実感いたしました。〝星の龍〟……おそるべき存在です」そう言って、彼女はふたりの将軍に目を向ける。「───ガル、アルマ」

ガル＆アルマ：は！

ＧＭ：「言うまでもないとは思いますが……彼らに協力し、かの龍を討うちなさい！」

アルマ：───仰おおせのままに。

ガル：必ずや任にん務むを果はたし、戻って参ります。わしは、女王陛下を守って戦いに倒れると決めておりますゆえ。がっはっは。

ＧＭ：「頼もしい言葉です。信じておりますよ、ガル」そう言いながら手をたたくと、召めし使つかいたちがたくさんのアイテムを持って部屋の中に入ってくる。

ライラック：おお？　これはまさか？

ＧＭ：「我が国からのささやかな餞せん別べつです。どうぞお受け取りください」　……ということで、使ったポーション類やアイテムなどがすべて元に戻るよ。

スイリン：たくさん使ってしまったから、これはありがたい！

ＧＭ：「おそらく、次が最後の戦いとなるでしょう。グランバッハ将軍やナイ大臣、ツーシャ大臣とは比くらべものにならないほど、強大な敵が待ち受けていましょう」

クリエ：絶対に勝つ。信じてほしい。

ＧＭ：「───はい」彼女は優しく頷いた。

ジェントゥ：では、そろそろよろしいかな？　我が主の許へ案内しよう。

ＧＭ：アースランへはどうやって行こう。あの地域は特殊だから外から入るのは難むずかしいかも。

ジェントゥ：ならば、アリス様に呼んでいただこう。

久保田：あ、それならオッケーです（笑）。

ジェントゥ：では、メモに「六人そろいました、そちらに行きます」と書く。

久保田：一拍の間を置いて返事が来る。「わかりました、呼びます」（一同爆笑）。

クリエ：ＬＩＮＥかっ!?（一同爆笑）

ジェントゥ：このメモは神がくれた特別なツールだから、こんなことができるのだ（笑）。私がメモをくるくるっと丸めると、足あし下もとに魔法陣が展開されて───さあ、乗れ！

クリエ：行くぞ、アースラン！

一同：おおっ！




　六人の冒険者たちが、六つの光へとなって空へと放たれる。光は流星のごとく輝線をひいて、西の空へと消えていった。それが見えなくなるまでヴィンフリーデ虚空を見つめ……

「……必ず勝って、どうか無事で帰ってきて」

　窓まど辺べにすがり、祈いのるようにつぶやいた。







◆Middle06◆〝暁ぎよう光こうの〟アリスティラ




　戦乱の大地より、六つの光が飛び立った頃───。

　アースラン、紅ぐ蓮れん神殿の窓辺に、ひとりの戦いくさ乙女おとめがたたずみ、外の風景を眺めながら物思いにふけっていた。




ＧＭ：さて、ここからはいよいよ最後の大陸、神々の大地アースランに舞台が移る。

クリエ：アースランって、いったいどんなところ？

ＧＭ：この大陸は、アルディオンのはるか西に位置する場所で、少々特殊な土地だ。ここでは、〝剣の女め神がみ〟グローヴィスと、〝腐ふ敗はいの神〟セルノーグが、いにしえの時代より延えん々えんと戦い続けている。

ジェントゥ：アースランに住まう人々は、女神グローヴィスの代理戦士となり、セルノーグの配下である妖よう魔まや魔族と戦う力を持っているのだ。

ＧＭ：まあ、くわしくは次のページからの解説を見てもらおう！

一同：次のページっ!?

クリエ：次のページってなんだよっ!?

ＧＭ：文庫にする時、解説コラムを入れる予定なんだよ！（笑）　では、どうぞ！











































ＧＭ：……と、そんな感じ。

クリエ：いいな……いろいろと厨ちゆう二に心をくすぐられるなあ（笑）。

ＧＭ：（笑）。それでは、ミドルフェイズ最後のシーンを始めよう。場所はアースランの首都、エルカラドル。常じよう人じんは立ち入ることも許されぬ地にたたずむ神殿の一室が舞台だ。さて、ここはマスターシーン兼けん、アリスのオープニングとなる。

アリス：ん、なるほど。わかった。

ＧＭ：無数の星がちりばめられた美しい夜空の下、アリスはひとり、窓から大地を眺めて、物思いにふけっている。キミの腹ふく心しんであるジェントゥがここを旅立ってから、ひと月とちょっとが経けい過かしたが、先ほど彼から「六人がそろった」という連絡を受けた。

アリス：ふと空を見上げると、凶きよう星の周囲に七つの星が瞬またたいているのだな。

ＧＭ：おお、それはいい演出だ。そのとおり、キミの星もあわせて、七つの光が見える。

アリス：それをじっと眺めていると、残っていたアリスの意識が、中にいるレムレスに「トレーサー殿、勇者が六人そろったようです」と話しかけてくる。

ＧＭ：トレーサー？

アリス：異世界生まれの私は当然、その世界での本名を持ってるはず。でもその言語はエリンでは発音できないものなので……この世界の言葉を使い〝トレーサー〟と名乗っています。

ジェントゥ：ほほう、追つい跡せき者しやという意味だな。

アリス：そうだ。トレーサーは頭の中で「ああ」と返答した。脳のう内ない会話（笑）。

ＧＭ：では、静かに意識の中で会話するキミのもとに、風がさぁっと吹ふき込こんでくる。カーテンがふわりと揺ゆれ……ふと、キミの背後に人の気配が生まれた。

クリエ：そうか、ハンドアウトに書かれていたことだな。

ＧＭ：そのとおり。足音はしないが、気配はひたり、ひたりと近づいてくる。

アリス：「なにかご用でしょうか」と言って、うしろを振り向く。知っている気配か？

ＧＭ：知っている、と言えるかもしれない。

アリス：かもしれない？

ＧＭ：そう。キミはかつて、この世界の外で、こんなことを味わった気がする。




　そこに立っていたのは、ローブをかぶるひとりの少女であった。背せ丈たけや体たい格かくはアリスとほとんど変わらない。布ぬのからこぼれる髪かみは、夜目にも鮮あざやかな金色をしている。影になって見えない表情、浮かぶ瞳ひとみはルビーのように紅あかい。




アリス：世界の外で知っている？　では、トレーサーが「まさか、お前は!?」と叫ぶ。

ＧＭ：ありがとう、それを待っていた！（笑）　ローブから覗のぞく唇くちびるが、邪悪な笑みを乗せたところで、マスターシーンは終了。クライマックスフェイズに移ろう！










　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ




◆Climax01◆厄やく災さいの守しゆ護ご者しや




　凶星瞬またたく空を、六つの光が輝線を曳いて西の大地を目指す。

　向かう先はアースラン、紅ぐ蓮れん神しん殿でん。

　ここで最後の仲間がクリエたちを待っている……そのはずだった。




ＧＭ：さて、舞ぶ台たいはアースランの首都、エルカラドルにある紅蓮神殿。神殿の前に六つの光が降おり立たつ。光は弾はじけて風に散り、六人分の人ひと影かげ───そう、キミたちが現あらわれたのだ。

ジェントゥ：ここがアースランだ。ああ、私が旅立ったのが遙か昔のように思える。

ＧＭ：実際、キミがここを旅立ってから、もう三五＋３Ｄ６日が経たっているからな。

一同：またダイスかっ!?

クリエ：３Ｄ６したら四五日のリミットを超えるかもしれないんだが！（笑）

ＧＭ：安心してほしい。

クリエ：その笑顔に不安しか感じない。

ＧＭ：今回は救済策として、ダイスを振ったあとに、フェイトを使えば１点につき、１Ｄ６日分を減らそうじゃないか。

一同：フェイトっ!?

ＧＭ：さあ、誰が振る？　フェイトは誰が消費してもいいものとする。

一同：（なぜか一斉にクリエを見る）

クリエ：責任重大だよっ!?　ふ、振るけど！　頼む、頼むぞ……てあ！（ダイスを振る）…………８ィっ!!　っしゃ、オラアっ!?（一同、盛大に拍手）

ＧＭ：素晴らしい。では、合計で四三日が経過した。

一同：あと二日──────っ!?（笑）

ジェントゥ：あわてることはない。我々はすでに、アースランにたどり着いたのだ。さあ、あそこがアリス様のいらっしゃる神殿だ。

スイリン：さあ、行きましょう。この世に顕けん現げんしている唯ゆい一いつの女め神がみに会うために！

ライラック：スイリン様はぶれませんなー。

ジェントゥ：では、私わたしが案内しよう。ぱたぱたと飛んで先せん導どうするぞ。

ＧＭ：では、勝手知ったるペンギンに導みちびかれ、キミたちは階かい段だんを一段だん一段上っていく。上りきった先には、豪ごう奢しやな神殿がそびえていた。ここに最後の冒ぼう険けん者しやが待っているはずだ。

クリエ：最後のひとりか……いよいよだな。

ＧＭ：空を見上げれば、真昼だというのに太陽よりも強く輝かがやく星がある。ジェントゥの案内に従したがい、キミたちは神殿の奥おくへと進む。通路の突き当たりにあるのは巨大な観音開きの石の扉とびら───その向こう側から覚えるのは神聖な……しかし圧倒的な威い圧あつ感だ。

ライラック：な、なんというゴッドパワー！　蒸じよう発はつする……っ!?

スイリン：おお……気配だけでもわかる、なんと麗うるわしい方なのだろう！（一同爆ばく笑しよう）

ガル：落ち着くのだ、スイリンくん！　まだ顔すら見えていないぞ！（笑）

ＧＭ：そう、一介の冒ぼう険けん者ならばこの時点で涙なみだを流し、許ゆるしを請こいたくなるだろう。それほどまでに厳おごそかな気が、扉の向こうより漂ただよってくる。キミたちが扉の前に立つと、扉はひとりでにきしみ、ゆっくりと開き始め───。




　広がる空間は薄うす暗ぐらく、彫ちよう刻こくの施ほどこされた円柱が静かに立ち並ならんでいる。

　その、最さい奥おう。静まりかえった空気の中に、たったひとり、深紅に輝くオーラをまとい、ゆったりとした純じゆん白ぱくのローブとフードでその身を包つつんだ女じよ性せいが佇んでいた。




アリス：───ようこそ、アースランへ。〝七人の冒険者〟たちよ。私はアリスティラ・アグリア・アンジェリカ。ここでは〝暁ぎよう光こうの〟アリスティラと呼ばれている。

ＧＭ：彼かの女じよはジェントゥの直ちよく属ぞくの上司であり、同どう志しでもあり、〝星の龍〟を倒すべくキミたち〝七人の冒険者〟を集めると決めた張本人だ。

ジェントゥ：厳げん密みつに言うと、アリス様の肉体は妖よう精せいヴァルキリーのもの。その魂たましいは〝星の龍〟を追ってこの世界に来た精神生命体である。

アリス：名は〝トレーサー〟です。この肉体には、アリスとトレーサーの意識が宿っています。ややこしいので、名前は全部アリスティラで統とう一いつしているけど（笑）。

ＧＭ：ちなみにシナリオに依存した台詞せりふはこっちがしゃべるけど、ＮＰＣではないので、アリスは好きなように演えん出しゆつしてくれてかまわない！

クリエ：ＧＭの魂も宿ってる（笑）。

ジェントゥ：アリスティラ様、ついに六人の冒険者を集めてきましたぞ。これでアリスティラ様を合わせた七人がそろいました。〝星の龍〟を迎むかえ撃うつ準じゆん備びは万ばん端たんでございます。

アリス：よくぞ戻もどってきた、ジェントゥ。大たい義ぎであった。

スイリン：さっと近ちか寄よって膝ひざをつこう。（超すかした声で）初めまして、美しいお方。お目にかかれて光栄です。ダイワの国より参りました、スイリン、と申します。お会いできて大変光栄です。なんと麗しく美しいお方なのでしょうか（一同爆笑）。

ジェントゥ：……今、フードとローブで容姿を隠しているわけだが（笑）。

ＧＭ：「世辞はよせ」と彼女は優やさしく微笑ほほえむ。「お前の活かつ躍やく、見ていた。ダイワに潜ひそむ陰いん謀ぼうをみごと解かい決けつしたのだな」

スイリン：それは、ここにいるクリエや、そのほかの仲間たちに助けられたからでございます。自分ひとりではどうしようもありませんでした。

アリス：「謙けん遜そんするな」と、私はローブの下で、神の如き優しい微笑みをたたえる。

スイリン：オウ……ゴッデス……！（一同大だい爆ばく笑しよう）

アリス：次にライラックに視線を移うつす。「マジェラニカの民たみ、ライラック」

ライラック：ライラック男だん爵しやく夫人です、暁光様。我わが主を癒いやすために参りました。

アリス：「お前が仕える〝森の主〟は、必ずやすべての呪のろいから解とき放はなたれるだろう。再び森は元ある姿を取り戻す。それを成なし遂とげるのはお前だ」

ライラック：なんとももったいないお言葉をいただき、恐きよう悦えつ至し極ごく。

アリス：「そしてアルディオンの民、ガルとアルマよ。今まであの小さな国を、よくぞふたりで支ささえたものよ」

アルマ：は、ありがとう存ぞんじます。まさか我わが身みに、このような栄えい誉よが与あたえられるとは。

ガル：我わが主の命によりまかり越こしました。使命を果たせるかどうかわかりませんが、全力を尽つくしましょう。必ずや勝利をあなたに。

ＧＭ：彼女は微笑んだまま頷く。「期待している」。そして、再びジェントゥに向かって、「ジェントゥ、まこと大義であった」と言葉をかける。

ジェントゥ：は、これで私の仕事は終わりでございますな。

アリス：「うむ、ご苦労だった」そう言って彼女は、クリエに向き直る。「───ようこそ参られた、クリエ。神の子よ」

一同：神の子!?

クリエ：その言葉は俺おれも理解できないが……まず話を聞く前に、礼を言わせてくれ。あなたが導いてくれなかったら、アデルが死んでいくのをなにもできずに見ているだけだった。

ＧＭ：「礼は必要ない。それは私の目的に合致しただけのこと。お前はもともと運命に導かれている。遅おそかれ早はやかれ、お前はこの地に帰還することなったろう」

クリエ：帰還？

ＧＭ：「そうだ。お前は元々、このアースランより外の世界に放ほう逐ちくされた子供だったから」

クリエ：そうなのっ!?（笑）

ＧＭ：彼女は厳おごそかに語り始める。「……今より十七年ほど前。アースラン内に〝星の龍〟に関かかわる闇の勢せい力りよくがいた。彼らがまだ赤子であったお前の生命を狙った」

ライラック：そりゃまた、どうして？

ＧＭ：「クリエは〝星の龍〟を滅ぼしうる切り札……剣つるぎとなる運命を持つ者だからだ。〝七人の冒険者〟の中でも、お前は特別なのだ。〝星の龍〟に〝真の死〟を与えられるのは、お前の〝神の力〟だけ」

ジェントゥ：だから、ディーバが指定されていたのか（笑）。

ＧＭ：「その赤ん坊を失えば、やがて到来する〝星の龍〟にエリンは滅ぼされる。ゆえに、私は配下に命じてお前をエリンディルの地へと逃がしたのだ。力に目覚めるその日が来た時、連れ戻す前提でな。剣闘士の大会で勝てるようになったのは〝神の力〟に目覚めたからだ」

ジェントゥ：ああ、〝神の力〟って《ゴッドハンド》ってことか（笑）。

クリエ：……教えてくれ、俺たちは今からなにをすればいい？

ＧＭ：「〝星の龍〟の出しゆつ現げんが迫せまっている。〝七人の冒険者〟がそろった今、それが奴を殺す剣となろう。誰だれかひとりでも欠ければ、この世は呪いに侵しん食しよくされ、永えい遠えんの闇やみと化す」

クリエ：ああ。俺たちは欠けることなく、闇の到来を回避しないといけない。そうだな？

アリス：その闇は回避できぬ。七本の剣はここで折れ、世界は闇に閉とざされるのだ。

一同：は？

ジェントゥ：アリスティラ様……？

ＧＭ：ふいにアリスの呼吸が荒くなり、よろめく。明らかに様子がおかしい。

ライラック：ちょ……っ！（笑）　このパターンはまさか──────っ!?

スイリン：アリスティラ嬢じよう！　どうしました!?　素す早ばやく近づいて腰こしを抱だく！（一同爆笑）

アリス：腕うでを振ふるって衝しよう撃げき波はを放ち、スイリンをはじき飛ばす。

ＧＭ：スイリンは、近くの壁に叩きつけられ、ずるずると崩れ落ちた。

スイリン：ぐ……。

ＧＭ：「……近づくな、下げ郎ろう」アリスの言葉に、低く唸るような声がかぶった。そして、彼女が纏っていたフードとローブを脱ぎ去った……！




　そこには、透すき通とおるような白い肌と、月光を束ねたかのような髪かみを持つ、真紅の瞳ひとみの少女がいた。細い首にしなやかな手足、華きや奢しやな身体ははかなげで美しい。その体軀からは邪悪な気配が漂っているとわかるが、纏う鎧は澄すみ切きった神の気を放っていた。




スイリン：な、なんと美しい……いや、神々しいお姿……！

ＧＭ：そして、彼女に見入るスイリンは気づく。その首元から覗く素肌にちらり見えるのは、紫色の紋様で───。

一同：呪われてる──────っ！（笑）　

ガル：そういえば、グランバッハが死ぬ間際に「最後の刺客は最強」とか言っていたが……これのことかっ!?（笑）

クリエ：え？　え？　クライマックスはアリスと戦うのっ!?

ＧＭ：うん（あっさり）。

一同：16レベル──────っ！（笑）

ライラック：ちょっと久保田さんっ、アリスはＰＣですよね───っ!?（笑）

アリス：ふふ、この場に集った〝七人の勇者〟は全員！　この場から生きて返さぬ！　……悪役って楽し───っ！（笑）

ライラック：本気でＰＣと戦う悪役ＰＣって新しすぎるだろ──────っ！（大爆笑）

ＧＭ：彼女のまとう深紅のオーラに、はっきりとまがまがしい紫むらさきが混まざり始めた。その美しく白い髪も、先端より急速に黒く染めあげられ───。

ライラック：ひいぃっ!?　け、気配が邪悪になっていくぅ!?　に、逃にげろ───ぉっ!?

アリス：おっと、その直後に背はい後ごの扉がばたんと閉しまった。この部屋は、外界から切きり離はなされ、隔絶した空間だ。暁光様と呼よばれている私だからこそできる離はなれ業わざだ。うむ。

ガル：なんという力だ……！　こんな強い力を持つ仲間が、最後の敵てきだなんて！

アルマ：しかし、彼女を倒たおしては、〝七人の冒険者〟がひとり欠けることになってしまいます。

アリス：ふふふ、そのとおり。最高の策だろう？　〝七人の冒険者〟の力をもって、〝七人の冒険者〟を殺す───。
















クリエ：アリスの前に立ちはだかって剣を構える！

アリス：小僧、なんの真似だ。命いのち乞ごいでもするか？　たしかにお前は危険な存在。しかし、それも〝七人の冒険者〟がすべて力を合わせた時のこと。今のお前は、道ばたに転がる石ころにも等しい存在よ。

ライラック：お、同じＰＣに向かってなんてひどい発言を！

ＧＭ：「では、面白いものを見せよう」　彼女は再びにやりと笑うと、手に力を込こめて全世界に向けて光を撃ち放つ。光はエリンディル西方、東方、マジェラニカ、アルディオンの空を舞い、地上を見下ろすアリスの瞳。光が見た光景は、そのまま部屋の壁に映し出される。




　それはエリンディル西方の一画にて、激はげしい痛つう苦くにうめき病びよう床しようで悶もん絶ぜつするアデルの姿。

　南方の大陸では〝森の主〟が咆ほう哮こうを上げ、鎖くさりを引きちぎろうと暴あばれ回まわる。

　戦せん乱らんの大地のとある小さな国では、姫ひめ君ぎみに呪いの紋様が浮き上がり、同じ紋を刻きざまれた人々が次々と倒れていく。

　そしてはるか東方の王国の牢ろう、囚とらわれの鰤ぶり左ざ衛え門もんが錯さく乱らんしたようにわめき散らし───。




クリエ：アデルが……！

ガル：ああ、なんということだ……陛へい下かにも呪いが！

ライラック：主様───っ、気を鎮めて───っ!?

スイリン：叔父上は別にどうでもいいかな（一同大爆笑）。

ＧＭ：と、ともあれ、キミたちのいた場所以外にも、星の呪いが世界中に広がり始めていた。その力の源みなもとは、キミたちの眼前に立つアリスティラだ。天の彼方にいる〝星の龍〟は彼女を媒介にして、この世界に呪いを振りまいているのだ。

ジェントゥ：倒せば、呪いは止まるということか。しかし、倒しても二日後には〝星の龍〟本体がやってくるわけで……。

ＧＭ：「ふふふ、仲間を倒すことはできんだろう？　お前たちはなにもできずに死ぬ」　そう言いかけたところで───。

アリス：……ええ。ここでふいに邪悪なオーラの勢いが弱まります。苦しげな声で……冒険者たちよ、案ずるな、と語りかける。

クリエ：今度はなんだ!?

アリス：我が名はトレーサー、アリスティラの肉体を借りる者だ……今、この身体は〝星の龍〟に乗っ取られている。

一同：おおっ？

ジェントゥ：悠羅さん、なんて難しいＰＣだ（笑）。ボスに乗っ取られた自分のかりそめの肉体の中にいる精神生命体のＰＣ……新しすぎる（笑）。

スイリン：で、いったいどうすれば、アリスティラ嬢をお救いできるのですか？

アリス：キミたちがこの身体に攻こう撃げきを加えれば、〝星の龍〟の精せい神しんにも直ちよく接せつダメージを与えることができる。アリスティラを気き絶ぜつ……戦闘不能にしてくれれば、私がこの肉体を取り戻すことができよう！

一同：なるほど！

アリス：く、もう意識を維持できぬ！　キミたちだけが頼たよりだ……頼たのんだぞ。

クリエ：わかった。少し痛いたいかもしれないが、待っていてくれ！

アリス：「ええい、うるさい、黙だまれ……！」と〝星の龍〟の意識が一いつ喝かつすると、トレーサーの気配は一瞬で霧散します。

ＧＭ：放つオーラは完全に邪悪の色に染まり、身体中から噴き上がった。「……もはやトレーサーは目覚めぬ。お前たちをみな殺し、この世界を呪いに染そめ上あげようぞ。お前たちはこの空間より二度と、外の世界に戻ることはない！」

スイリン：……女性の部屋に招まねき入いれられ、帰さないと言われるなんて光栄だよ。でも残念ながら、僕ぼくの愛はこの世界にいるすべての女性たちのもの。ひとり占じめされたら困こまるんだ。

ジェントゥ：〝星の龍〟よ。お前はまだアリスティラ様もトレーサー殿も支配してはいない。お前を必ず倒し、彼らを解放する。私の世界の復ふく讐しゆうのために！

ライラック：我が輩はライラック男爵夫人。我が領りよう地ちはマジェラニカに広がる妖精の森！　我が領りよう土どがある限かぎり、妖精である我が輩は屈することはない！

アルマ：あなたの呪いは人々を不幸にする。やはりその禍か根こんは断っておかねばなりません。我らの小さな国の平和を創るためにも！

ガル：わしはアルディオンの戦野で仲間を失い、一敗地にまみれた男だ。だが、そんなわしを救ってくれたのがヴィンフリーデ女王だった。以来、わしは死に場所を求めて戦い続けた。しかし、今はちがう。これよりわしは───生きるために戦おう！

スイリン：ガル、かっこいい！（拍手）

ＧＭ：アリスは小さく鼻を鳴らし、最後にゆっくりとクリエを見る。

クリエ：……星を追う旅もここで終わる。終わらせる！　家族が待ってるんでな。

アリス：お前たちは決して、目的を果たすことはできない。家族のもとに戻ることも、故こ郷きように帰ることも、復讐を果たすことも……なにもかなわぬ！　さあ、命の炎ほのおが消えていく様を、絶ぜつ望ぼうと苦く痛つうの中で眺ながめているがいい！

ＧＭ：アリスがそう声を上げたところで、クライマックスの戦闘に入ろう！（と、ポーンをテーブルの上に並べる）　以下が、この戦闘における特殊ルールだ。





・戦闘の終しゆう了りよう条件は、アリスの【ＨＰ】が０になる、またはＰＣの全ぜん滅めつ。ただし、ＰＣ側が全滅した場合、戦闘終了後、即そく座ざに死し亡ぼうする。

・【行動値】が同じ場合、【敏びん捷しよう】の高いほうを優ゆう先せんする。

・フェイトは双そう方ほうともに使し用よう可か能のう。

・アリスは本来［種族：アンデッド］だが、乗っ取られている間は「種別：竜」とする。






●第１ラウンド

▼行動値

ライラック　　　　　　15

アリス　　　　　　　　13

ジェントゥ　　　　　　12

ガル　　　　　　　　　10

スイリン　　　　　　　７

クリエ　　　　　　　　６

アルマ　　　　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：では、戦闘を開始するが───その前に……（スイリンとアルマを見る）。

スイリン＆アルマ：（声を合わせて）《ハンズオブライトⅠ》……っ！

ＧＭ：おお、アコライトふたりって豪ごう華かでいいな！（笑）スイリンとアルマが同時に詠えい唱しようを開始し、神の加か護ごの光をその手に宿す。

アリス：神の光？　その手に宿したちっぽけなものがか。フ、ならば私が真の神の力を見せてやろう！　お前たちの持つ希望ごと、たたき潰つぶす！

ライラック：くっそ、久保田さんが楽しそうだっ！（笑）

アルマ：なお、わたしのフェイトはこれで終わりです（一同爆笑）。




　セットアッププロセスにさっそく使われたのは最期の《陣形》だった。

　クリエの合図に、六人の冒険者たちが動き出す。クリエ、ライラックはアリスにエンゲージ。後こう衛えいのスイリン、アルマ、ガルは範はん囲い攻撃を警けい戒かいし、散開してエンゲージを分けた。




ＧＭ：あれ？　ライラックが支援するのに全員同じエンゲージにいなくていいのか？

ライラック：ふっふっふ。我が輩にはとっておきの技わざがあるのだよ！　いくぞ、我が輩のセットアッププロセス！　《ガーデン：溶よう岩がん》を宣言、同時に《エリュシオン》！　《ガーデン：溶岩》の効こう果かを、「対象：場面」「射しや程てい：視し界かい」に変へん更こうする！

一同：おお……っ！

ライラック：（ダイスを振る）判はん定ていは成功！　精せい霊れいの力が宿る溶岩を作り出してから、いくつか種を取り出す。仲間たちがくれた、主様の霊れい力りよくの宿った種よ───っ！　というわけで、みんなのダメージに＋２Ｄだ。やっちまいな───っ！（笑）

アリス：ふん、こざかしい。では……《ディバインコール》！　出でよ、フラガラッハ！　手を前にかざし、両手剣……〝召喚具〟を現げん出しゆつさせる。

ＧＭ：その武器の神々しい輝きは、見る者をすべて恐怖させるほどの力を備えている。

スイリン：では、僕ですね。《チャネリング》から《セイクリッドダンス》！　イザナミに祈いのりを捧ささげ、舞まいを舞まうよ。自身の判定に＋１Ｄだ。これでセットアッププロセスは終わりかな。

ＧＭ：では、メインプロセスに移ろう。最初は【行動値】15のライラック！

ライラック：よし！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《シャープネスガーデン》！　みんな、我が輩たちの力を受け取ってくれ！（ダイスを振る）発動成功。《ガーデン：溶岩》の効果を受けている全員のダメージが＋15される！

クリエ：来た──────っ！

アルマ：え、ダメージが２Ｄ＋15も上昇とはすごい……これがマジェラニカの庭園術！

ライラック：みんな！　森の優しさを、優しい溶岩を！　暁光様に届けて！（一同爆笑）

ＧＭ：優しい溶岩ってなんだ……（笑）。続けてアリスの順番だ。

アリス：（テーブル上のポーンを見ながら考え込む）……殴なぐるならば目の前のふたりか。厄やつ介かいなのはアコライトふたりだが……決めた、アコライトから先に攻撃する！

ライラック：馬ば鹿かめ！　両手剣で遠えん距きよ離り攻撃ができると思っているのか！（[image: ←]フラグ）

アリス：（さらに考えて）面倒なのは《キャスリング》を持っている方……アルマを狙ねらう。

ガル：ちょ、悠羅さんっ、そんなに本気で考えなくていいから！（笑）

アリス：容よう赦しやしたら面白くないし？　さて、まずはイニシアチブプロセスで《リミットリリース》！　さらにムーブアクションに《ファストセット》と《バーサーク》を。マイナーアクションは《フルスイング》、メジャーアクションで《バッシュ》、さらにそれに《ストームストライク》を乗せよう……っ!!

クリエ：久保田さんがなにを言ってるのかさっぱりわかんないよっ!?（一同爆笑）

ライラック：だ、大丈夫！　《リミットリリース》で武器の攻撃力を上げ、《ファストセット》で《バーサーク》をムーブアクションで使い、《フルスイング》と《バッシュ》で攻撃力を上げて……《ストームストライク》で遠距離攻撃にした！（笑）

クリエ：な、なんとなくわかった！（笑）

アリス：……まだまだ。さらにフリーアクションで障しよう壁へき結界印を使用する。シーン終了まで【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】が＋10される、使つかい捨すてのアイテムです。一枚、一万六千Ｇ（笑）。

クリエ：たっけ──────っ!?　ていうか、【魔法防ぼう御ぎよ力】＋10ってやめてっ!?　俺のメイン火力、ほぼ魔法ダメージなんだけど！（笑）

アリス：《バーサーク》中は命中が上がって５Ｄ＋13で判定！（ダイスを振る）……６がひとつ出てるな。《グレートバースト》を使い、１の目を６に変更する。これでクリティカル！

クリエ：ちょ……っ！　ま、マジで!?　なんだよその公然とイカサマしてる感じっ!?　今、俺たちの目の前でなにが起こっている!?（笑）

ジェントゥ：あ、そうか。浅見さんは上級クラスは初体験だっけ（笑）。

アリス：では、その目でたしかめるがいい。遠距離にいるアルマに向けて真空波を放つ！

アルマ：回かい避ひ！（ダイスを振る）くっ、クリティカルしません。達成値11で失敗です！

アリス：ではダメージロール！　えー…………18Ｄ＋[image: ]！　さらにここでフラガラッハの効果を使用、防御力を無視する。

クリエ：（大爆笑しながら）待って待って！（笑）　数字もわけのわかんないし、防御力とかないわーっ！（笑）　いや、笑ってる場合じゃないんだけど！（笑）

ＧＭ：アリスの華奢な腕が剣を握にぎり込み、力強く一歩……踏ふみ込こむ。その足が床にめり込み、次いで強きよう烈れつな真空波がアルマめがけて放たれた！

クリエ：（爆笑しながら）演出まで細かいよ！（笑）

アリス：（ダイスを振る）出目は63、合計で……[image: ]点の防御力無視ダメージっ！

一同：死ぬわ─────────っ!?（爆笑）

アルマ：《プロテクション》で20～30点軽減してもなにも意味がない！（笑）　生き残るためには、《アフェクション》を切るしかありません。

スイリン：だったら僕が使う！　女性は守ってあげるものだからね！　《アフェクション》！　大量の呪符をアルマちゃんの前に飛ばして盾たてにする！

ＧＭ：スイリンの展てん開かいした呪符の盾が、アリスの放つ一いち撃げきを受ける。呪符は瞬時にはじけ飛ぶが……最後の一枚が、攻撃を耐え切った。拡散した攻撃が、周囲の空間に襲いかかって亀き裂れつを走らせ、立ち並ぶ柱も〝ごおん……っ〟と音を立てて倒れていく。

ライラック：げげえーっ!?（笑）

アリス：ほう、さすがは〝七人の冒険者〟のひとり、といったところか……行動終了だ。

ジェントゥ：ここで私だな。……アリス様、しばしのご辛しん抱ぼうを。ムーブアクションはなし、マイナーアクションは強心丹、メジャーアクションで《イメージウェポン》、《ファントムペイン》で［スタン］に変更！　さらに《リゼントメント》も使うぞ！

ＧＭ：スイリンが《アフェクション》でアルマを守った次の瞬しゆん間かん、すでにジェントゥが幻げん影えいの魔ま術じゆつを放ち終えていた。

ジェントゥ：（ダイスを振る）出目はいい。16、達成値は25！

アリス：【精神】でのリアクションか。それは無理だ。（ダイスを振る）５、回避失敗。

ジェントゥ：私はダメージさえ入れば問題ない。《リゼントメント》と支し援えん込みで、ダメージは８Ｄ＋61だ！（ダイスを振る）93点の〈無〉属ぞく性せい魔法ダメージ！

アリス：くっ……【魔法防御力】は30点、63点ダメージを受けた。おまけに［スタン］か……リアクションにマイナス１Ｄ、か。厄介だな。

ジェントゥ：切り札を切ったのでな。さらに《ファイナルイリュージョン》を宣言！　この［スタン］はスキルで解かい除じよできなくなるぞ。

アルマ：回避でクリティカルの可能性をつぶせるのは素晴らしい。

ＧＭ：これでジェントゥの行動は終了。次はガルの行動だ。

ガル：かつてわしは、戦乱の女王ピアニィの《フロストプリズム》によって死にかけたことがある！　そんな彼女に対抗するために編あみ出だしたのがこの魔術だ！（一同爆笑）

クリエ：なんか前振りがっ!?

ライラック：通用しないフラグにしか聞こえないっ!?（大爆笑）

ガル：さあ、煉れん獄ごくの炎を受けてみろ……！




　フェイトや精霊符、そして《リゼントメント》の力までもつぎ込んだ、ガル・フォート最大の奥義……これがアリスティラを捉えた。

　ライラックの《シャープネスガーデン》やアルマの《チェックメイト》、それらの支援も受け、最終的に叩き出したダメージは───[image: ]点！




アリス：[image: ]っ!?　そ、それは……【魔法防御力】の30点を引いても、[image: ]点入る！

ライラック：おお、アリスの一撃にも匹敵する炎！　これは……やったかっ!?（笑）

アリス：（計算して）……残念、まだ倒れたりはしないな、ガル将軍。

ガル：く……リース最強の矛ほこと呼ばれたわしの魔法でも倒せぬのか。

スイリン：次は【行動値】７の僕だね。ガルのような大きなダメージは出せないけど……ここは１点でも入れるべき！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで……《ホーリーライト》！（ダイスを振る）やった、クリティカルだ！

アリス：く、それは避よけられん……！（ダイスを振る）２、回避失敗だ。

スイリン：悪あしきものよ！　麗しきそのお方から出ていけ！　支援とクリティカル分で６Ｄ＋15だ。（ダイスを振る）出目もそれなりにいいぞ。37点の貫かん通つうダメージ！

アリス：あ、【ＨＰ】が０になる。

スイリン：マジですかっ!?

ライラック：やったか……っ!?（一同爆笑）

アリス：待って。戦闘不能になる前に、ギルドサポート《蘇生》を使用します。

一同：ギルドサポート持ってた──────っ!?（笑）

アリス：ええ、私個人のギルドです。《蘇生》により【ＨＰ】を完全回復させたあと、ダメージを適用して残り【ＨＰ】は[image: ]点になります。

アルマ：それでは、【行動値】６の、私がクリエの行動です。クリエ、ここは先にどうぞ。

クリエ：おう！　ムーブはなし、マイナーで《バーサーク》と《ソウルヒート》！　メジャーアクションで《バッシュ》、さらに……《ボルテクスアタック》！　同時に《ブルータルストライク》を乗せるっ！　防御を無視する攻撃はお前だけのものじゃない！　さあ、本物の狂戦士ってやつを見せてやる！　命中にフェイトを１点使って５Ｄ＋５！

ＧＭ：え？　命中にフェイト？　アリスは今、回避のダイスは一個だぞ？

クリエ：わかってる。でもこの攻撃、クリティカルが出そうな気がするんだよっ!?

一同：気がするっ!?

クリエ：直感を信じたい！　だから５Ｄで！（ダイスを振る）……クリティカルしない！　達成値24！　（少し考えて）ここはあえてフェイトで振り直す！　いきます！（ダイスを振る）……げぇっ!?　下がった────っ！（一同大爆笑）

アリス：安心しろ、回避は無理。さて、どれだけダメージが出る？

クリエ：余裕かましやがって！（笑）　残ったフェイトを２点全部使って、ダメージに！　13Ｄ＋76で振る！　おりゃ───っ!!（ダイスを振る）……[image: ]点の防御力無視のダメージ！

ＧＭ：痛ぇえ!?　４レベルでも馬鹿にならんな!?

アリス：厳きびしい数字だ…………が！　生き残った！

クリエ：くっそぉ、残ったか───っ！　　そしてフェイトが０になった。

一同：おい──────っ！（笑）

ライラック：すまないね、クリエ！　次のラウンドは我が輩が行動トップ！　我が輩の奥おう義ぎもってトドメを刺してやら───っ！（笑）




　最後のアルマは、火力の要であるガルのそばに移い動どうし、いつでもかばえるよう身み構がまえる。

　次のラウンドでたたみかければ終わる……誰もがそう思っていた、が───。




ジェントゥ：これで全員の行動が終了したか。では、次のラウンドへに入……。

アリス：───いいえ、終わっていません。ここで《二回行動》を使用……っ！

一同：《二回行動》っ!?

ライラック：ま、待って待って！　それ、エネミースキルや──────っ！（笑）

ＧＭ：今のアリスはＰＣであると同時に、エネミーでもある。エネミースキルが使えることになんの不思議があろうか……！（笑）

アリス：では、即座に行動しま……。

ライラック：だめ！　それは通せない！　《インタラプト》で打ち消すっ！

アリス：ち、対抗手段はない。《二回攻撃》は失敗したか。

ＧＭ：───以上で全員の行動が終了だ。クリンナッププロセスに入ろう。




　スイリンは《セイクリッドダンス》の継続を宣言。神に捧げる優ゆう美びな舞を舞い続ける。

　アリスも同時に《フックダウン》を使用し、ハイＨＰポーションにフェイトを２点乗せ、クリエたちの連撃によって削けずれた【ＨＰ】を20点回復させた。加えて、《リミットソース》の効果により、彼女のフラガラッハは、ラウンド終了と同時に消失する。

　そして戦いは、第２ラウンドへ───。




●第２ラウンド

▼行動値

ライラック　　　　　　15

アリス　　　　　　　　13

ジェントゥ　　　　　　12

ガル　　　　　　　　　10

スイリン　　　　　　　７

クリエ　　　　　　　　６

アルマ　　　　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：では、第２ラウンドに入ろう。まずはセットアッププロセス！




　ライラックは再び《ガーデン：溶岩》を宣言し、精霊宿る溶岩の庭園を造つくり出だす。攻撃力を上じよう昇しようさせる庭園の効果を、《キープガーデン》によってシーン持続に変更した。

　アリスは再さい度ど《ディバインコール》でフラガラッハを呼び出し、戦闘の構えを取った。

　そして迎える最初のメインプロセスは、ライラックからだった。




ライラック：ムーブアクションなし、マイナーアクションで理力符を使用。相手はヴァルキリーのようだし、属性を〈闇〉に変更する。メジャーアクションは通常攻撃で！（ダイスを振る）ぎゃ───っ!?　１、２、３（一同爆笑）。た、達成値、11　!?　……フェイトを使って振り直しじゃあっ！（ダイスを振る）───達成値……13（一同爆笑）。

アリス：フェイトを１点使い、２Ｄで回避する。（ダイスを振る）達成値は13、軽く身体をひねって避けよう（笑）。

ライラック：フェイトも使えるのか───っ!?　ま、まだだ、まだ終わらんよ！　《フェイ：フェアリー》で、アリスの達成値にマイナス３！　意地でも当ててやるうぅ───っ!!




　しかし、ダメージロールの出目も振るわず、さらにはアリスの鎧に阻はばまれ、ライラックの与えたダメージは───８点。




ライラック：しくしくしく。

アリス：さて。次はこちらの行動だな。ムーブアクションで《ファストセット》と《スマッシュ》、マイナーアクションで流水の砥と石いしを使用して攻撃を〈水〉属性にする。本当なら炎えん熱ねつの砥石を使いたいのだが、なにぶん射程内に有ゆう効こうな相手が来ていないのでな。ちらっ。

スイリン：ちょっと!?　なんで僕を見るの、やめてっ!?（一同大爆笑）

アリス：そしてメジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》！　攻撃の要であるクリエに二回攻撃をする！　さらにフリーアクションで《アーマースタイル：ルビー》を使って、ダメージをさらに＋８……これはシーン持続だ。

ＧＭ：アリスのまとう鎧が、鮮あざやかな紅の輝きを帯びる。まがまがしいオーラをまとっているのに、彼女の持つ清らかさと神こう々ごうしさは大きく増ましていく。

ジェントゥ：新しい称しよう号ごうクラスはかっこいいな。

クリエ：くっそー、めちゃくちゃ強いし、かっこいいな！　上級クラスと称号クラス、俺も使いてぇ───っ！（一同爆笑）

アリス：さて、それでは命中判定だ。まずは一発目、５Ｄ＋13で判定だ！（ダイスを振る）達成値は24！　フラガラッハを鋭するどく振るい、二連撃をたたき込む！

クリエ：俺は［狂戦士化］しているから、回避できない。ダメージ、来いっ！

アリス：一撃目にフラガラッハの能のう力りよくを使用して防御力を無視する。通常で２Ｄ、《バッシュ》で５Ｄ、アイテムの効果で３Ｄだから、合計10Ｄか。

クリエ：こ、固定値は……？（笑）

アリス：固定値のベースは48、《アーマースタイル：ルビー》で＋８、《バーサーク》で＋15、《スマッシュ》で＋12、魔法ダメージだから《フェイ：ヴァルキリー》で＋３。というわけで、固定値はもろもろ足されて10Ｄ＋80。防御力は無視だ。

クリエ：俺、固定値で死んでるんだけどっ！（一同爆笑）

アリス：おとなしく消えろ！　たあっ！（ダイスを振る）出目は34！　……合計[image: ]点の防御力無視ダメージ！

クリエ：[image: ]点をもろに食くらう！　くそっ、俺は、ここで死ぬのか……！（ちらっとアルマを見る）（一同爆笑）

アルマ：わかっています！（笑）　《アフェクション》をクリエさんに！　光の障壁を展開、そのダメージを０にします！

ＧＭ：アリスの一撃目に、最後の《アフェクション》を使ったか。

アリス：ふふ、それを待っていた。一撃目は囮……では二撃目っ！　ダメージは12Ｄ＋80となる！　《ストラグルクラッシュ》で＋２Ｄされるのだ！

クリエ：ど、どうであれ、俺は避けられない！　それに固定値で死ぬんだって！（笑）

アリス：そうだろう。命中判定！（ダイスを振る） クリティカルはしない。達成値は22！　ではダメージ、いくぞ！

ライラック：ちょーっと待ったぁ！　アルマ、我が輩にアレを使うのだ！　もはや我が輩の支援なんてなくても、みんな強く生きていける！（一同爆笑）

アルマ：それしかありませんね！　《キャスリング》をライラックさんに！

ライラック：そしてクリエを《カバーリング》───っ！

ＧＭ：アリスの凶きよう刃じんがクリエをとらえ、斬り裂さこうとしたその瞬間───小こ柄がらな妖精が剣線めがけて飛とび込こんだ！

クリエ：ライラック……！

アリス：《スラッシュブロウ》を使用して、合計で18Ｄ（ダイスを振る）！　……あらまあ、６が多い。出目だけで78も出た。合計、[image: ]点の魔法ダメージ！

ライラック：ちょっと待って。我が輩がかばってからいきなり目をよくしないでくださいよ!?（一同爆笑）　６点軽減して……[image: ]点。我が輩、三回ぐらい血の染しみになってる！

ＧＭ：クリエの眼前で、なにかが爆ぜて……〝パアン！〟　血煙がその空間を赤く染めた。

クリエ：ああっ、ライラックが木っ端微塵にっ!?（一同大爆笑）

ライラック：こ、木っ端微塵はまずい！　散らばった肉片と血はずずず……と寄せ集まって肉体を再生し……ぽとり。かわいく地面に落ちます（一同大爆笑）。

ガル：なんと強烈な攻撃だ……戦いが長引けば、確かく実じつに押おし負ける……！

ＧＭ：（ナレーション風に）……たおやかな戦乙女から繰くり出だされる攻撃はなによりも重く、そして鋭い。クリエたちが備えた守りの切り札はないに等しく───。

ジェントゥ：……ここで私か。バッドステータスを与えればよしとするか。……いざ！　ムーブアクション、マイナーアクションともになし。メジャーアクションで《イメージウェポン》、《ファントムペイン》で今回［スタン］を与える！




　幻影を操あやつるジェントゥの魔術は、アリスを操る〝星の龍〟の精神体に剣となって襲おそいかかる。アリスは抵てい抗こうを試みるが失敗し、幻の剣に次々と撃うち抜ぬかれることとなった。

　フェイトを４点つぎ込んだ一撃は、54点。アリスの鎧に阻まれ、ダメージは24点にまで抑え込こまれたものの、［逆上］を与えることに成功する。

　続くガルは《ファランクスクラッシュ》を使用。鎧の重さを利用して身体を固定し、炎の矢を猛射する。その勢いに圧されたか、アリスは回避に失敗。業火を一身に浴びてしまう。




アルマ：ガルの攻撃に《チェックメイト》！（ダイスを振る）13点追加してください。

ガル：ありがたい！　最後のフェイトを１点使い、もろもろを足して９Ｄ＋49！（ダイスを振る）出目は26点、《チェックメイト》含ふくめて78点の〈火〉属性魔法ダメージ！

アリス：くっ、思ったよりも高いな……！　30点止めても、48点もダメージが入るのか！　耐えきれない、【ＨＰ】は０になる！

ＧＭ：ガルが炎の魔術を叩たたき込こんだ瞬間、アリスの身体が吹ふき飛とび、倒れ伏ふす。

ガル：やったか……っ!?（一同爆笑）

ライラック：我が輩のセリフを取るな───っ！

アリス：前まえ振ふりをありがとう（笑）。ここでは倒れられたら面白くないだろう？

一同：…………。

クリエ：まだなにか……あるのか？

アリス：《パーフェクトボディ》を使って戦闘不能を解除！　【ＨＰ】60点で復ふつ活かつする！

一同：げぇ──────ぇっ!?

ガル：馬鹿な、まだ立ち上がるというのか……!?




　そして、爆炎の名残なごりを縫ぬうようにスイリンが聖なる光を放つ。フェイトを２点つぎ込んだその一撃は、アリスの鎧の隙すき間まを的てき確かくにうがち、その体力を30点削けずり取とった。

　激しい攻撃にたたらを踏み、アリスはぎらつく瞳でにらみつける。双方ともに限界が近い。

　───運命は、続くクリエに託たくされた。




クリエ：よし、やってやる！　スイリンの光の矢を追いかけて攻撃……！　ムーブはなし、マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》！　命中は４Ｄ＋５！　……そらあっ！（ダイスを振る）ああ、クリティカルしない……！　達成値は、19っ！

アリス：回避に残りのフェイトをすべて使い、４Ｄにする……！　回避っ！（ダイスを振る）




　固かた唾ずをのんで見守る一同の目の前で、四つのダイスが宙ちゆうを舞う。

　テーブルを転がるダイスは───４、５、５、６の目を出して静止した。




アリス：……出目20、達成値26で回避成功！

一同：うそぉ─────────っ!?

クリエ：うおぉおおぉぉおおぉおっ!?　マジかよおぉ──────ぉっ!?

アルマ：今ので倒れるところでしょう、悠羅さんっ!?（笑）

アリス：よい一撃だった。しかし……我が絹きぬのような髪を数本、散らしただけだな。

クリエ：くっそぉぉ、悔くやしい……っ!!　すまない！　外しちまった……くーやーしーぃっ!?

アルマ：ここでわたしの行動ですが……《ファーストエイド》をかけるために前に……いや、いたずらに前に出るよりは、ここにいた方がよさそうですね。行動を放ほう棄きします。

アリス：では、ここで《二回行動》！　即座にメインプロセスを得ます。

クリエ：きた……っ！

アリス：まずは《ブロウストライカーⅠ》で《スラッシュブロウ》の回数を戻す。ムーブアクションで《ファストセット》と《スマッシュ》、マイナーアクションで炎熱の砥石を使い、ダメージを〈火〉属性にする。そしてメジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》！

クリエ：うおぉっ！　また二連撃かっ！

アリス：でも［逆上］のせいで、命中は２Ｄ減って３Ｄ＋13になったか。

アルマ：では、ここです！　ここで《ブランダームーブ》！　命中判定のダイスをふたつ減らしてください。わずかですが……これで失敗の可能性が生まれます！

クリエ：これでアリスの命中が１Ｄになるから……あ、ファンブルの可能性が出るのか！

アリス：たしかに１Ｄで１が出ればファンブル。達成値に関わらず攻撃失敗となる。そして残る【ＨＰ】を考えれば、私も倒れましょう。絶望の状況から、１／６で成功の可能性をたぐりよせるとは……素直に褒めて差し上げましょう。しかしすべてはむなしいこと───。

ライラック：い、いや、ここは１を出してリプレイ的に盛り上げる場面のはず……！（笑）

アリス：では、いきます！（ダイスを振る）………………３っ！

一同：ほんとに出ねぇ──────っ!?（笑）




　冷徹に繰り出した一撃はクリエを捉え、[image: ]点の魔法ダメージを叩き出した。

《プロテクション》ですべての出目が６だったとしても、軽減しきれるものではない。

　クリエは、アリスの前に崩れ落ちた。




クリエ：すまない……あととは任まかせた───と、戦闘不能になる！




　そして迎えたクリンナッププロセスで、スイリンは《セイクリッドダンス》の継続を宣言。アリスは［逆上］を回復した。

　……双方ともに限界の状態で、戦いは第３ラウンドへと突とつ入にゆうした。




●第３ラウンド

▼行動値

ライラック　　　　　　15（戦闘不能）

アリス　　　　　　　　12

ジェントゥ　　　　　　12

ガル　　　　　　　　　10

スイリン　　　　　　　７

クリエ　　　　　　　　６（戦闘不能）

アルマ　　　　　　　　６

[image: ]




　ライラックが倒れた今、セットアッププロセスでの宣言はなく、そのまま攻撃の先手はアリスティラが奪うばい取とることとなった。

　アリスはゆっくりと狙いを定め、アルマとガルのエンゲージに移動。フラガラッハを構えると、《スマッシュ》からつないだ《リバウンドバッシュ》で、無む造ぞう作さにふたりをなぎ払はらう。回避の苦手なふたりはともに失敗。アルマが行動を放棄し、ガルの前に躍おどり出でた。

　繰り出された攻撃によるダメージは、[image: ]点……ふたり分の攻撃を浴びたアルマの身体はあっさりと吹き飛ばされ、そのまま力なく倒れこんだ。




ガル：あ、アルマ───っ!?　馬鹿な、いつもはわしがかばっていたというのに……！

ライラック：ああ、三人目の被害者が……（笑）。

ガル：悠羅さんの出目、ほんとに容赦がない……！（笑）

アルマ：もっとも火力があるあなたを残せば、勝算があります。あとは任せましたよ。

ジェントゥ：集中砲ほう火かすれば押し込めるはずだ。いくぞ！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《イメージウェポン》！　ダメージを受ければ［放心］が入るぞ！




　ジェントゥの作り出した幻夢の槌つちが、アリスを操る〝星の龍〟の意識へと叩き込まれる。高い防御力に阻まれはするものの、残り少なくなった【ＨＰ】を21点もぎ取った。

　アリスの身体が大きくかしぐ。その幻げん術じゆつにより生まれた隙すきを、ガルは見み逃のがさなかった。




ガル：よくもわしの相あい棒ぼうを、仲間を傷つけたな！　その報むくいは受けてもらう！　ムーブアクションで《ファランクスクラッシュ》、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《ファイアボルト》！　命中は３Ｄ＋11！（ダイスを振る）……達成値は20！

アリス：む……（ダイスを振る）３ゾロ、達成値は12で失敗……っ！

ＧＭ：ガルの放った炎の矢がアリスを直ちよく撃げきし、爆ぜる！　ダメージをどうぞ！

ガル：ダメージは８Ｄ＋39！　食らえ！（ダイスを振る）31、70点の魔法ダメージ！

アリス：30点軽減しても40点……だめだ、耐え切れない！　【ＨＰ】０、戦闘不能だ！




　真紅の鎧を、次々と炎の矢が刺さし貫つらぬく。

　激しい攻撃に耐えきれず……。




　───アリスは剣を取り落として膝をついて倒れ伏した。




一同：やったああぁっああぁぁあ────────っ!!

ＧＭ：では、アリスが意識を失って倒れ伏したところで、戦闘は終了だ！　なお、戦闘不能になっていたＰＣは、【ＨＰ】１で復活する。

スイリン：ファランクスすごい！　硬かたくて強くて速い！

ガル：いやあ……前衛がよく持ちこたえてくれたからだ。生命を賭して、な。

スイリン：僕は一いつ生しよう懸けん命めい女の子たちを助け起こすよ！　ライラちゃん、アルマちゃん、アリスティラ嬢！　大丈夫か……っ!?

クリエ：おーい、スイリーン……俺も倒れてるんだけどなー……（一同爆笑）。

ＧＭ：では、ここでいったんシーンを終了し、次のシーンに入ろう！







◆Climax02◆其は七つの剣




　紅き鎧を身に纏ったサロゲート───アリスティラは倒れた。

　彼女の精神を冒してた〝星の龍〟の呪いは霧散し、やがてアリスはその意識を取り戻す。

　喜びに震え、弛緩した空気が満たされる中……




　最後の戦いは、始まる。




ＧＭ：さて、新たなシーンを始めよう！　……戦いののち、アリスティラを冒していた呪いは霧となって消え……やがて彼女は目を覚ました。

アリス：ゆっくりと立ち上がって───よくやってくれたな、お前たち。どうやら、肉体を取り戻せたようだ。

ジェントゥ：お帰りなさいませ、我が主よ。

アリス：ジェントゥ、役目を果たしてくれたようだな。

ジェントゥ：は、アリスティラ様を合わせてこれで七人。最後の戦いに赴けます。

一同：最後の戦いっ!?

ガル：戦いは今、終わったのでは……っ!?

ジェントゥ：なにを言う。シーンを始める時、ＧＭはエンディングに入るとは言わなかった。つまり、ここはまだクライマックスシーン中だ。

一同：ほんとだ──────っ!?（笑）

ＧＭ：まあ、最後はボーナスステージみたいなもんだがね（笑）。

アリス：それに、まだ〝星の龍〟は健在だ。あれを見よ、と全員の視線を窓の外に広がる空へと促す。

ＧＭ：全員の視線が、空の一点に集まる。その時、天上に光っている蒼白い星が、鋭い光を発し始めた。それは、〝星の龍〟がこの世界に顕現しつつある証だ。星が放つ光は呪い。世界中を包む大気を震ふるわせ、伝でん播ぱしていく。森の動物たちは逃げまどい、鳥は不安にかられて一斉に飛び立ち、そして世界中の人々は、肌で感じる異い常じように不安げな表ひよう情じようを見せている。

ライラック：世界中で……！（笑）

クリエ：なんだ、これは!?

ＧＭ：全員が空に見入ってる時だ。「最後の決戦の時です、〝七人の冒険者〟たちよ」ふいに、凛とした女性の声が室内に響いた。

一同：え？

ＧＭ：振り返れば、そこに佇んでいたのは勇ましい甲冑を纏った美しい女性だ。だが、その身体から発される気は、見るものすべてを圧倒するほどのもの。そう、アリスティラさえその足下に及ばぬような、圧倒的な神気だ。

ガル：アリスティラさえ……！（笑）

スイリン：う……美しい……!!（一同爆笑）

アリス：もしかして、剣の女神……グローヴィス様？

ＧＭ：そのとおり。はるかな過去、このアースランに降り立った小神だ。「ふふ、心の間かん隙げきを突つかれましたね、アリスティラ」

アリス：……は。まさか敵がこの地まで降りて来ようとは。油断いたしました。

ＧＭ：「しかしお前は役目を果たしました。今こそ、かの〝龍〟を討つ時がきたのです。今、我らの手に七つの剣は集いました」

クリエ：いや、待ってくれ。これから〝星の龍〟を迎え撃とうっていうのか？

ＧＭ：彼女は静かに首を振る。「あれを、この世界に降ろすわけにはいきません。世界の外で、〝星の龍〟は討ち滅ぼします」

一同：世界の外でっ!?

ＧＭ：「これより、我が力を以て、お前たちを〝星の龍〟の許へと送り込みます。あれは、世界の外を移動する時、己が身を退行させて卵のような状態となるのです。エリンに顕現すれば世界中から生命という養分を吸い尽くし、やがては卵は孵化……〝星の龍〟として目覚めましょう」

クリエ：なるほど、そうなる前に卵を破壊しろってことだ。

ＧＭ：「正確には、〝龍の核〟の破壊すること。まあ、卵の黄身、ですね。殻を割って、黄身をおいしくいただくと言いましょうか」　ふふっと彼女は笑った。

ライラック：……い、今のはジョークだろうか。神に突っ込んでいいのだろうか。

ガル：や、やめておけ。〝神にツッコミを入れた妖精〟として歴史に名を残してしまうぞ。

クリエ：話はわかった。他に聞くことは？

ＧＭ：「〝核〟は〝嘆きの鱗〟と言われる結界……先ほどの例で言えば〝卵の殻〟に守られています。これを破壊しない限り、〝核〟が存在する空間には入れません。この結界にダメージを与えられるのは……神の武具の影たる召喚具を持つアリスティラのみ」

アリス：は、身命を賭して必ずや。

ＧＭ：「そして、〝龍の核〟に〝真の死〟を与えられるのは、神の力を持つクリエ……あなただけです」

クリエ：ああ、さっきその話は聞いた。〝真の死〟ってのは……。

アリス：ああ。これは主に魔族に見られる能力なのだが、高いレベルにある彼らを完全に滅ぼすには、個々にちがう一定の条件を満たして〝とどめの一撃〟を与える必要がある。

クリエ：あ、ルールなのか（笑）。

スイリン：……つまり〝星の龍〟を滅ぼす条件が、クリエによってとどめを刺すこと、と。なるほど、それは赤ん坊の頃に生命を狙われるわけですね。クリエが死ねば、〝星の龍〟が滅びることはなくなる。

ＧＭ：正解。「では、戦いに赴くにあたり……これを受け取りなさい」

一同：これ？

ＧＭ：そう。言いながら、彼女が両手を広げて淡い光を放つ。光はキミたちの身体へと宿り……【ＨＰ】、【ＭＰ】、フェイト、スキルの使用回数───そのすべてが全回復する。

一同：うおぉおぉぉお─────────っ!?（笑）

アルマ：話はわかりました。では、我々は〝核〟に到達するまでクリエを守りきればよいのですね？

ＧＭ：「それは半分だけ正解。いいですか？　ここにいる〝七人の冒険者〟は、全員が〝龍〟を滅ぼす剣。この七人だけが〝星の龍〟にダメージを与えることができるのです」

スイリン：？　つまり？

ＧＭ：「〝星の龍〟の【ＨＰ】は[image: ]点ほどあります」

一同：なんか具体的な話がっ!?

ＧＭ：「クリエさんが〝とどめの一撃〟を繰り出すまでに、どれだけのダメージを与えられるか……それも大きなポイント。それにより、すでにこの世界に降り積もった呪いがどれだけ浄化できるかが決まります」

一同：ぐはっ！（笑）

ジェントゥ：つまり、[image: ]点与えるのは最低限ってことか……（笑）。

ＧＭ：「……話は以上。みなさんの戦いに、期待します」　そう告げると同時に、床全体から淡い光が優しく噴き上がり……みんなの髪を揺らす。この光は、七人を世界の外に送り込むための力───。彼女は、最後に優しげに言葉を紡いだ。「……では、これより第１ラウンドのセットアッププロセスに入ります」

一同：なんじゃそりゃ──────っ!?（大爆笑）

ＧＭ：まだクライマックスフェイズと言ったろう。一応、戦闘の手順に則って処理をする。

アルマ＆スイリン：《ハンズオブライトⅠ》……っ！（笑）

ＧＭ：ふたりのアコライトの手に、光を放つ。ダイワとアルディオンに生きるの神のしもべが、同時に神の恩おん恵けいをその手に宿したのだ。それを見ると、グローヴィスは静かに微笑んだ。「……戦闘前プロセスはこれで終了───みなさん、ご武運を」　そう言って女神グローヴィスの姿は光と共にかき消えた。

一同：女神──────っ!?（笑）

ＧＭ：では、これよりラスバトルを始めよう！　もっとも、最初のラウンドは転送が完成するまでキミたちは支援スキルを使用する以外、ほぼ待っているだけだが。ともかく、ラストバトルを始めよう！

[image: ]

　ＧＭの宣言と共に七人はセットアッププロセスにて、戦いの準備を始める。

　ライラックは《ガーデン：溶岩》を。スイリンは《チャネリング》から、《セイクリッドダンス》を。

　アリスは、《ディバインコール》をもって《フラガラッハ》を召喚した───。




ＧＭ：……今、世界の壁を通して〝星の龍〟より放たれた光が目視できた。光と共に、世界中に日々渡る声───「滅めつせよ人間！　七つの剣よ！」と、天上から光が撃うち落おとされる！

ライラック：ひい───ぃっ!?　空から狙ねらい撃うちされてる───っ!?

ジェントゥ：そ、それはスキルか!?　スキルだな!?　ライラック！

ライラック：はっ!?　《インタラプト》……！




　七人に向かって放たれた光は、空の彼方の遙か先……世界の壁の向こうではじけて消えた。

　砕けた光の欠片のいくつかは壁を越えて世界の海に落ち、一〇〇メートルを超える巨大な水柱を上げて……ものの数秒で砕けて消えた。




ＧＭ：く、消されたか。だが、ここは単なる前哨戦だ。それでは、全員これで行動放棄でいいね？　そのクリンナッププロセスで……。

アリス：待った！　私は自分のメインプロセスで、この位置から〝星の龍〟を包む結界……〝嘆きの鱗〟を攻撃する！

ＧＭ：へ？　どうやって？

アリス：私は、シーン内に登場している敵なら攻撃できるスキルを持っている。《ストームストライク》を使う時、私の攻撃は……［射程：視界］となる！（一同爆笑）

ＧＭ：いやいやいや、そんな話が通るか……っ！

アリス：通る……！　さっきＧＭは、戦闘の手順どおりに進行すると言った！　そして「射程：視界」の《インタラプト》が使えたのなら、同じ射程を持つ私の攻撃もできるはず！

一同：ああ───っ、なるほど───っ！（笑）

クリエ：アリス……っ、味方にするとこんなに心強いなんてっ！（大爆笑）

ＧＭ：く、く……っ！（笑）（少し考えて）……よかろうっ！　許可するっ！

アリス：では……コホン。まずムーブアクションで《ファストセット》＋《バーサーク》！マイナーで《フルスイング》！　メジャーで《バッシュ》＋《ストームストライク》を使用！　これで射程が視界となり〝星の龍〟に攻撃が届く！　そしてさらに《ボルテクスアタック》を使用！　《フラガラッハ》の能力も使って、【物理防御】【魔法防御】を無効化する！

地上から放たれた剣の一閃が空を割って〝世界の壁〟を貫き───エリンの外にたゆたう〝星の龍〟を直撃した。アリスはここで《ブロウストライカーⅢ》（フェイト一点につきダメージ＋２Ｄ）を発動、各種支援の効果を加え、そのダメージロールを24Ｄ＋[image: ]まで引き上げた。




一同：24Ｄ＋[image: ]……っ!?

アリス：ダメージロール！　（ダイスを振る）……95で、合計[image: ]ダメージ……！




　この一撃をもって、〝嘆きの鱗〟は破壊こそされなかったものの、あとは小突く程度で割れそうなレベルにまで追い込まれた。

　だが、［射程：視界］の攻撃を持つのは、アリスのみ。このラウンドに〝嘆きの鱗〟を破壊できないと確定した今、ガル、スイリン、アルマは行動を放棄、ジェントゥは強心丹を使用し、クリエは《バーサーク》《ソウルヒート》を宣言……本番である第２ラウンドに備そなえた。

　〝星の龍〟は《二回行動》をもって、再び破壊の光を撃ち降ろす───が。




アリス：クリエを《カバーリング》……っ！

スイリン：《プロテクション》をアリスティラ嬢に！

クリエ：さっきまで戦ってたアリスにかばわれるとか……ちょっと燃えるっ!!（笑）




　シーン全体に襲いかかった攻撃。七人はこれを最低限の被害で切り抜けて……そのクリンナッププロセスへとたどり着く。

　そこで、彼らを世界の外へと解き放つ〝女神の力〟は発動に至った。〝七人の冒険者〟は七条の光となって天空の彼方のさらに向こう……〝世界の壁〟すら越えた空間へと転送された。




　　　　＊　＊　＊




　そこはなにも存在しない空間だった。

　ただ眼下には、おそらくはひとつの国よりも遙かに大きな巨大な球体がたゆたっている。燐りん光こうを放ちながら明めい滅めつを繰り返す、無数の鱗に覆われた球体───。

　それが〝龍の核〟を守る結界〝嘆きの鱗〟であると、彼らはすぐに理解した。

　結界は、アリスの放った一撃によってすでに半壊状態にある。

　七人が目を見み交かわし、各種支援スキルおよび《限界突破》を発動させた。

　結界の奥に潜む〝龍の核〟は、敵意を以て近づく七人に〝破壊の光〟を浴びせかける。

　しかし《クイックヒール》、《ブランダームーブ》、《カバーリング》、《キャスリング》、《アフェクション》、そして《プロテクション》───この四三日の旅の中、冒険者たちを守り抜いてきたスキルの数々が龍が放つ光を退けていく。

　そして間かん隙げきを縫ぬって放たれた《シャープネスガーデン》が、仲間たちの武具に力を与えた。

　恩恵を受けたアリスは、自らに課せられた使命を果たさんと……〝召喚具〟フラガラッハによる連撃を結界へと叩き込んだ。




　───〝嘆きの鱗〟は抗うことも叶わず、断末魔の悲鳴をあげて崩壊した。




ＧＭ：な、〝嘆きの鱗〟への累計ダメージが[image: ]を越えてるっ!?（笑）　……結界が崩壊すると同時に全天がまばゆい、そして蒼白い光に塗り替えられた。無限に続く広大な空間の中に今、小さな球体……直径10メートルはあるが……が浮かんでいる。

クリエ：〝龍の核〟のお出ましか！

ＧＭ：それはまるで孵化する直前の卵のよう。表面を覆う薄い皮を隔て……球体の内部には龍の幼体と思われるものが、丸まったまま脈動している。

ライラック：キモい（確信）。

アリス：これで私の役目は終わりだな。さあ、お前たち……ゆけっ！




　戦いは最終局面を迎えた。

　途切れることなく放たれる〝星の龍〟の光を防ぎ、かわしながら……〝冒険者〟たちが次々と、自らが持てるすべての力を叩き込んでいく。




ジェントゥ：《イメージウェポン》＋《リゼントメント》＋《ファントムペイン》！　ダメージは10Ｄ＋70、[image: ]点の〈無〉属性魔法ダメージに［毒］……っ！




　幻影の武器が乱みだれ飛とび、炎の矢が次々と〝龍の核〟に吸い込まれ……。




ガル：《ファランクスクラッシュ》＋《ファイアボルト》＋《リゼントメント》、《ファランクスアタック》もフェイトも使い……ダメージは15Ｄ＋[image: ]！　合計[image: ]点……だ───っ！




　合間を縫うように聖なる光が穴を穿うがち、勇ゆう敢かんな女軍ぐん師しは剣を片かた手てに斬きりかかった。




スイリン：《ホーリーライト》！　フェイトを２点使って８Ｄ＋24！　合計で55点の貫通！

アルマ：フェターで斬ります！　ダメージは６Ｄ＋33で、54点です！

ライラック：ひゃっは───っ！　我が輩と暁光様の支援が効きまくりだぜぇ───っ！




　それは、苦く楽らくを共にしてきた……そして一生、寄り添っていくだろう愛すべきスキルたち。




ＧＭ：……ぐえ、【ＨＰ】[image: ]じゃぜんぜん足りてないっ！　満まん身しん創そう痍いもいいところだ!?

アリス：とはいえ〝真の死〟を与えない限り、奴は滅びない。

一同：……クリエっ！

クリエ：……〝とどめの一撃〟、いかせてもらう！　ムーブはなし、マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》！　《ボルテクスアタック》と《ブルータルストライク》も使う！　命中にフェイトを使って６Ｄ＋５……うおおおっ、頼むっ！（ダイスを振る）15！

ＧＭ：15っ!?　６Ｄで15ってすごくないか!?　逆の意味でっ!?

クリエ：フェイトで振り直す！（ダイスを振る）……ッしゃあ!?　クリティカル───っ！

一同：おお──────っ!?

クリエ：ダメージロールは17Ｄ＋[image: ]で───……っ！
















　　　　＊　＊　＊




　今、世界の外側でひとつの邪悪がはじけて消えた。

　地上の人々は、無数の流星が地上に向けて降り注ぐのを見たという。




　───この日、世界は人知れず救きゆう済さいされた。







　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Ending01◆それぞれの旅




　かくして〝星の龍〟を巡めぐる〝七人の冒険者〟たちの戦いは終わりを告げた。

　天空高くに輝いた蒼あお白じろき凶星の輝きはもはやなく、地上に降り注いだ龍の呪いもまた消え去った───。

　役目を終えた七人に今……それぞれの旅を始める時が来る。




ＧＭ：では、これよりエンディングを始めよう。エンディングは、ＰＣ番号の高い順番に演出していこうか！

アリス：ということは、私からだな。

ＧＭ：だね。そう、キミの物語の最後を彩いろどる舞台は───




───アースラン・エルカラドル

ＧＭ：キミは今、アースランに帰き還かんして〝剣の女神〟グローヴィスの前に膝をついていた。「よくぞ役目を果たしましたね、アリス」

アリス：私は自らの運命に従っただけです。グローヴィス様の加護があればこそのこと。

ＧＭ：「謙遜しなくてもよい。それで？　これからどうするのです。故郷への帰還を？」

アリス：……いいえ。私は、此こ度たびの戦いで力を使い果たしました。元の世界に帰れる力はもはやなく……もし、お許しをいただけるのであれば、これまでどおり……グローヴィス様と共にこの世界のために───。そう言って、剣を引ひき抜ぬいて捧げる。

ＧＭ：「……では、この先も我らがために、力ちから添ぞえを？」

アリス：はい。

ＧＭ：「ありがとう、アリス。では、さっそくですが……新たな命を下します。今こそ、あなたに話すべき時がきたようです。実は、南方大陸の片かた隅すみで……」




　それは、アリスにとって、新たな戦いの始まりとなった。

　そう、このエリンという世界には……




　───未いまだ人知の及およばぬ脅きよう威いが、闇に蠢うごめいている。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：次はアルディオン組のふたりだ。ガルとアルマは、共通のエンディングでいいかな。

ガル：むしろ、それしか考えられない。なにせリース守しゆ護ごの双そう璧へきだからな。

アルマ：そうですね。陛下のところに帰還することになるかと思います。

ＧＭ：そう、〝星の龍〟戦のあと、仲間たちと別れを告げ───。




───アルディオン大陸・リース国王城

ＧＭ：……ふたりがリースへと帰還したのは、数日後の夕ゆう刻こく遅くだった。民に報しらせて出しゆつ陣じんしたわけではない。だからいつもの凱がい旋せんとちがい、街の人々の歓かん声せいが、出で迎むかえることはない。

ガル：ちとさびしい（笑）。とぼとぼと城しろへと向かおう。

アルマ：さびしい？　ガル、それはちがいます。だって───。

ＧＭ：そうだ。キミたちがふたりで、街の中央にそびえる城しろの前まえに立つと……合図を送ったわけでもないのに、ゆっくりと城じよう門もんが開き始めて……。

ガル：お？

ＧＭ：「……おかえりなさい！　ガル！　アルマ！」満面に笑みを浮かべて最初に飛び出し、駆かけ寄よってきたのは女王ヴィンフリーデだ。

ガル：ああっ、陛下自らが我々を出迎えにっ!?

アルマ：なんと光栄な……。

ＧＭ：彼女は、息を切らして駆け寄り……そして帰還を果たしたふたりの胸むねに飛び込んだ。「お帰りなさい……お帰りなさいっ！」

アルマ：陛下、そうしがみつかずとも、もうどこへも行きません。

ＧＭ：「ほんとにっ？」

ガル：がっはっは、もちろんですとも。今回も任にん務むを果たし、我らは無事に戻ってまいりましたからな。……どうやらわしはまだまだ、死ぬ運命にはないようですな！

アルマ：ええ。我らはいつまでもこの国のため、陛下のために力を尽くして参ります。

ＧＭ：その言葉に、彼女は少し泣きそうになるが……すぐに笑みを湛たたえる。そして、元気よく───「はいっ！」そう応こたえた。

ガル：ともあれ、城に戻りましょう。春とはいえ、まだ夜は肌はだ寒さむい───。

ＧＭ：薄暗くなった街まち並なみ、城へと続く街路を三人は笑顔のままに歩き始める。そんな風景を描びよう写しやしたところでキミたちのエンディングが終わるのだが……。

ガル：が？

ＧＭ：アルディオンのほんの片隅にある、このリースという小さな国には……また別の物語が待っていることを、今のキミたちは知らない。この小さな小さな国がアルディオンに覇はを成すのか、それとも滅びの道を歩むのか……今はまだ語る時ではない。ただ、アルディオンにこの国の名前が轟とどろき渡わたる日がもうすぐ近くまで来ている。そしてその時、女王ヴィンフリーデの傍かたわらには、いつもふたりの将軍が付つき従したがっているのだ。守護の双璧、新世代の鳳ほう雛すうと臥が龍りようが、この国の未来に大きく貢献した事実は、のちの歴史書でも記されることとなる。

クリエ：やだ、かっこいい……（笑）。

ガル：滅びか、覇を成すか……それを見み届とどけるまで死ぬわけにはいかんな。

アルマ：ああ。だが、これだけは言える───。




「我らは、その最期の時までヴィンフリーデ様と共に───」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：次はスイリンのエンディングに移ろうか。キミは〝星の龍〟を討とう伐ばつしてのち、無事にミサキ藩はんへと戻った。

スイリン：では、城には戻らず……しばらくは、街の人々と歩む暮くらしをするとしましょう。もちろん、お国の一大事には手を貸しますが。

ＧＭ：了解。では、キミのエンディングの舞台は───。




───エリンディル東方・ミサキ藩、サハギン長屋

スイリン：サハギン長屋っ!?（笑）

ＧＭ：そう、先日の鰤ぶり左ざ衛え門もん事件を解決してのち、藩の人たちがキミの活躍を記念して作ってくれた……正せい確かくには元あった長屋を改かい装そう・改名してくれた長屋だ。

スイリン：では当分、そこに住み続けることにしましょう。

ＧＭ：では、すべての事件を終えたその後のミサキ藩について語ろう。キミは、この地に帰ってふたつ、驚おどろくことがあった。

スイリン：ふたつ？

ＧＭ：そう、ひとつは……あれだけ極ごく悪あく非ひ道どうの限りを尽くしてきたシロナガス鰤左衛門が超ちよう改かい心しんをしていたこと。

一同：超改心っ!?（笑）

ライラック：うっそぉ──────っ!!（大爆笑）

ＧＭ：呪いの紋様が消えてのちの彼は、まるで憑つき物ものが落ちたかのようにこれまでの自らの非ひ道どうを悔くい……滂ぼう沱だの涙を流したという───。これまでに蓄たくわえた汚金はすべて民のために使い、この街もずいぶんと住みやすくなったという。

スイリン：壊こわれっぱなしだった橋を直したり、働き口を作って雇こ用ようを増ふやしたり……。

ＧＭ：一点の曇くもりもない笑顔で民に尽くす彼は今、人生でもっとも幸せな時を過すごしている。

ライラック：ひ、人って変われるんだなあ……（笑）。

ジェントゥ：魚だけどな。

スイリン：では、ふたつ目の驚いたこととは？

ＧＭ：それは、キミがミサキ藩に帰還してすぐのこと。サハギン長屋で、最初にスイリンを出迎えたのは美少女だった。

スイリン：おお……っ。

ＧＭ：少女は、はにかむ笑顔にこう言った。「……お帰りなさいませ、お兄様」

スイリン：ツクリ──────っ!?

ライラック：卵が孵かえってる──────っ!?（一同大爆笑）

スイリン：ツクリ！　抱だき上あげて、そのままぎゅっと抱きしめるよ。

ＧＭ：「苦しいです、お兄様っ」

ライラック：ああ、いいシーンだ…………？（笑）

ＧＭ：「お兄様、これからずっと、ふたりでこの藩を守っていきましょう」

スイリン：もちろんだよ。これからはずっと……。

ＧＭ：「ちなみに、女遊びは今日でおしまいですからね？」

スイリン：えっ…………あ、はい……（一同爆笑）。

クリエ：スイリン……（笑）。

スイリン：そうだ、ツクリ。お前にはいろんな話をしてあげたいんだ。聞いてくれるかい？

ＧＭ：「お話……？」

スイリン：そうさ。それは、ね───。僕は、微笑みながら言葉を紡つむぎ始めます。




「それは、今回の旅で出会った……とてもすばらしい仲間たちのお話だ───」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：続けてライラックのエンディングにいこう。当然、キミは冒険を終えて、マジェラニカ大陸へと帰還を果たしたわけで───。




───マジェラニカ大陸・モショエショエの森

ＧＭ：……今、ライラックは見慣れた獣けもの道みちを抜けて、〝森の主〟の住すみ処かへと顔を出していた。

ライラック：ぱくり。ぎゃ──────っ!?

ＧＭ：食われるなよっ!?（一同大爆笑）　〝森の主〟は、優しさを取とり戻もどしているわ！（笑）

ライラック：おお、よかったよかった。

ＧＭ：のそり……小さな山ほどもある巨大な蛇へび……〝森の主〟は、久ひさしぶりに顔を見せたキミに向かって言った。「……私は、どうやら大きな面めん倒どうをかけたようだな、ライラックよ」

ライラック：いえいえ、事件は我が輩がすべてちょちょいのちょいと解決して……って！　はっ!?主様が食った動物たちはどうなったんだ……っ!?

ＧＭ：「ふむ、私が殺あやめた動物たちか───」

ライラック：ああ、彼らはもう帰ってこない───。もちろん、それを貴方あなたのせいにするつもりはありません。ありませんとも。すべては、呪いが悪かったんや。

ＧＭ：「ライラックよ」

ライラック：は。

ＧＭ：「此度のお前の活躍、実に見事であった。なにか褒ほう美びをとらせよう。……さあ、願いをひとつ言うがいい」

ライラック：ええ───っ！（笑）じゃ、じゃあ……我が輩を世界一の金持ちに……。

一同：…………。

ライラック：……なんて言うわけあるか───っ！（笑）　主様が殺あやめた仲間たちをすべて、元通りにしてくださいよぉ！

ＧＭ：その願いを聞いた時、〝森の主〟はどこか満足げに頷うなずいたかのように見えたという。




「……その願い、かなえよう───」

　かくして、森はかつての姿を取り戻した。

　森は、主やライラックと共に、いつまでも自然の恵めぐみの中で幸せな時を過ごすだろう。　そう、新たな災さい厄やくがこの地を襲わぬ限り───。




ライラック：ちょっとっ!?　最後に不ふ吉きつなこと言って終わらないで!?（一同爆笑）

アリス：……そういえば、私のエンディングで「次の任務は、マジェラニカに行け」って言われたような……。

ライラック：うげ─────────っ!?（一同爆笑）




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：次はジェントゥのエンディングに入ろうか。えー……。

ジェントゥ：あ、待った。ＧＭ、私はクリエと一緒にクラン＝ベルまでついていきたい。

クリエ：え、ついてきてくれるのか？

ジェントゥ：……ああ。私の故郷はすでに滅びた。もはや戻る場所などないのだ。役目を終えた今、アースランに戻る必要もない。

ＧＭ：ではここは、クリエとジェントゥでひとつのエンディングにしよう。共に戦った仲間たちと別れた少年と……そう、一羽わのペンギンが、陽の降り注ぐ街かい道どうを歩いている光景を想像してほしい。そして、このあたりからスタッフロールが流れ始めて───。

一同：スタッフロールっ！（笑）

ＧＭ：そして、登り切った丘おかから見下ろせば、視界に飛び込むのはクラン＝ベルの街。その周辺にはいくつものテントが張はられているのが見えた。

クリエ：……帰ってきたんだな。

ジェントゥ：うむ。

ＧＭ：テントの周囲には剣の鍛たん錬れんに励はげむ者、食事の準備をしている者、意い気き揚よう々ようと闘とう技ぎ場じようへと向かう者……多くの人々の姿が見てとれた。彼らの表情は一様に明るくて……。

クリエ：ジェントゥ、ここから走っていこう。きっと〝ドラゴンズネスト〟のみんなは、お前を歓かん迎げいしてくれる。他に行くとこがないなら、これからもずっと……。

ジェントゥ：───いいや、お別れの時が来たようだ、クリエ。

クリエ：え？　俺と一緒に来るんじゃ……ないのか？　剣闘とう士し団だんに入って、エリンディル中を旅しようって、そうできるって……そう思っていたのに。

ジェントゥ：ははは、ペンギンの剣闘士は、なかなか人気は出るだろうな。だが、それはあまりにもひどい見世物になりかねない。

クリエ：俺は剣のことしかわからない。だから俺にいろいろ教えてもらえたらって……。

ジェントゥ：大丈夫。お前にはすでに、協力し、支え合える仲間がたくさんいる。そう告げて、翼つばさをぴっと前に差し出そう。

クリエ：…………ん？　これは？

ジェントゥ：おや？　この世界の人間は、友ゆう情じようの証あかしに手を握りあうのではなかったか？

クリエ：ふふっ、そうか、これは握あく手しゆだったな。

ジェントゥ：そうだとも。握手だ。

クリエ：俺は、右手でジェントゥの翼を握る……握りあう。またいつか、会えるか？

ジェントゥ：もちろんだとも。だが、今は戻るべき仲間のもとへと……走れ！

クリエ：……わかったよ。背せ中なかを押されたような気がして、俺は走り出す。

ジェントゥ：そうだ、それでいい。私は遠ざかるクリエの背中をずっと見送り、聞こえないと理り解かいしつつ語りかける。




「……お前は、神の血を引く者だ。

　此度の事件こそ無事に解決できたが……やがて、さらなる運命の荒あら波なみがお前を襲おう。

　だが、それだからこそ、今はただ日にち常じようの中の幸せに身をおくがいい。

　さらなる災厄に見み舞まわれた時、再ふたたびお前とあいまみえることもあろう。

　だが、願わくは───決して、その日が訪おとずれないことを」




　　　　＊　＊　＊




クリエ：俺は、テントに向かって走りながら、どこかうしろ髪がみを引かれるな。途と中ちゆうで走るのをやめて、振ふり返かえって───ジェントゥ！　数日でいい。やっぱりさ、少しだけ……！

ＧＭ：そんな声を上げて振り返った時、すでにジェントゥの姿はどこにもない。

クリエ：…………。無駄だとわかっていつつ……駆かけ戻もどってジェントゥを捜さが……。

ＧＭ：───と、クリエが駆かけ出だそうとした時だ。「……クリエ！」キミの背中に声がかけられた。

クリエ：え……。

ＧＭ：振り返れば、そこにはいつのまにか集合していた剣闘士団の仲間たちの姿がある。そう、全員だ。全員がキミを出迎えていた。みんなの笑顔が、今回の旅で共に戦った仲間たちの笑顔とどこかだぶって見えて───。




ジェントゥ：（団だん員いんになって）「お帰り、クリエ！」

ライラック：（団員になって）「お前なら、絶対にやってくれると思っていたぜ！」

スイリン：（団員になって）「ああ、お前なら必ずな！」

ガル：（団員になって）「次に戦いに行く時は、俺も連れて行けよ、ははは！」

アルマ：（団員になって）「とりあえず、明日からはまたがんばってもらうぞ！」

アリス：（団員になって）「そう、〝ドラゴンズネスト〟の一員として稼かせいでもらうわよ！」




クリエ：あ、やばい、なにこれ泣きそう（笑）。じゃあ、みんなに向かって……。

ＧＭ：「おいおい、それはちがうだろ？」　帰還した報ほう告こくをクリエが口にしようとした時。いちばんガタイのいい仲間が、子こ供どものようないたずらっぽい笑顔を見せながら言う。「……お前が、最初に『ただいま』って言うのは、俺たちじゃねえ。そうだろ？」

クリエ：え？

ＧＭ：団員たちは、いつものように全員がニヤニヤと笑いながら……左右に分かれて道を空けた。その先に立っていたのは───無言で涙を浮かべる、ひとりの少女。

クリエ：……アデル！

ＧＭ：彼女は、言葉を詰つまらせたままキミに向かって駆け出して───なにかを堪こらえるような、泣きそうな……それでいて笑顔のような複雑な表情を見せる。

クリエ：じゃあ、両りよう腕うでを広げて……。

ＧＭ：それを見たアデルの表情が、涙でくしゃりと崩くずれた。そして、勢いきおいよく、キミの胸へと今……飛び込んだ。




























「お帰り……お帰りなさい……っ、クリエ……！」










　それは、ひとつの物語の終わり。

　次なる物語が始まるまでの、平へい穏おんな時の訪れ。

　今、少年は、ほんの小さな……しかしなによりも大事な日常の中に帰還した。

















『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅリプレイ・スキルマスターズ　七人の冒険者』




第二話「星の龍」




──完─









　　　　超ちようあとがき




　というわけで、本編の方はいかがでしたでしょうか？

　本リプレイは『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ スキルガイド２』を題だい材ざいに生み出されたリプレイです。少ないページではありますが、最後に解説をつらつらと書いてみましょう。




　『スキルガイド２』には、実に多くのクラスとスキルが掲けい載さいされています。その魅力を伝えるべく、本リプレイではＰＣを七人にした……のですが、実はそれでも用意されたクラスを使い切れていないというのが実状です。『スキルガイド２』では五つのエリアが紹介されており、エリアごとにクラスが設定されています。当然、本書では各エリアからひとつ以上のクラスを選せん出しゆつ（つまり五クラス）する必要がありました。加えて、新規のクラスがふたつ（イリュージョニストとバーサーカー）追加されており、こっちも取りあげないわけにもいきません。これに基もとづいてＰＣを七人としてクラスを配分した結果……見事にエリンディル西方の地域クラスが入らない結果となりました（笑）。

　あなたが『スキルガイド２』を導入して遊ぶ時は、ぜひともエリンディル西方の地域クラスも使ってみてください。それぞれ、とても魅み力りよく的てきなスキルをお持ちの方々です（笑）。

　さて、次にクラス関連で困ったのは称しよう号ごうクラスです。

　それがどんな戦い方をするのか、その魅力はなんなのか……読者に見せてはみたいけど、15レベル超のＰＣが七人のリプレイとか超絶無理です。アリスティラが使ったスキルを読めばわかると思いますが、使うスキルの宣言をして、その処理とダイスを振って計算するまでをすべて書けば……それだけで１ページ使ってしまいます。

　で、あれこれ考えた結果……「敵として登場させればいい」という結論に達しました。ＰＣとして普通に使うより、敵にしてプレイヤーを追い込む方がその身をもって称号クラスの強さを体験させられて面白いと考えたからです。

　しかし「エネミーとしてＧＭがコントロールするより、プレイヤーの視し点てんで行動や選択を考え、ダイスを振る……その方がさらに魅力は伝わるはずだ」　そんな考えが捨てきれず……最終的にＰＣ⑦はあのような設定＆運用法と相あい成なりました。担当した久保田とは、実は事前に綿めん密みつな打ち合せを何度も行なっています。その中でも、もっとも頭を悩ましたのはスキルデータの構成でした。16レベルとはいえ、エネミーに比べればその【ＨＰ】は格段に少なく、４レベルＰＣ六人を相手にすれば多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい……ボコボコにされるのは確実です（攻撃の手数と《アフェクション》《インタラプト》による攻撃の無効化があるため）。かといって、１ミリの隙すきもなくデータを構築すると、４レベルでは傷ひとつつけることのできない完璧超人が降こう臨りんなされます。……実際、アリスのデータは最初、ウォーロードではなくナイトで仮組みしたのですが……テストしたところゲームにならなかったので破は棄きしています。

　そこで、ギルドサポートやエネミースキルなども取り入れ、あの形になりました。




　今回、ＰＣたちは『スキルガイド２』で取りあげられた五つのエリアを回り、少しずつキャラクターを集めるという特殊な構成を取りました。これにはふたつの理由があります。

　ひとつは、各エリアのクラスを最初から一斉に登場させると、情報過多となってそれぞれの特徴を伝えにくいと思ったこと。もうひとつは、各エリアの背景やシナリオと同時にその地域クラスを登場させた方が魅力を伝えやすい……そう考えたからです。結果的にまった雰囲気のちがうシナリオを四～五本、一冊にぶち込むハメになり……執筆時に修しゆ羅ら場ばでしたが。




　さて、他にもいろいろ小ネタ（たとえば……ナイ大臣とツーシャ大臣！　ふたり並べるとナイ・ツーシャ……内通者！）も書きたいのですが紙し面めんが尽つきました。

　これを読んだみなさんが、少しでも『スキルガイド２』に興きよう味みを持っていただけることを祈ってペンを置きましょう。最後までお読みいただき、ありがとうございました───。





───二〇一五年六月某日　




〝しばらくスキルデータは見たくないけど、きっとすぐに見たくなる〟菊池たけし
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